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黃 昏の薔 凝 


はろ み  なほし  なに 

晴美は 七 時 開演の 今夜の 演奏. Is 刖に、 直 志と 銀座の モナミで 逢 ふ 約束が して あろので、 何 か 追 

駔 けられる やうな 氣 持で、 風呂へ 人った あと、 上り 場の 化粧室で 三菱 鏡 に 向って ゐた。 注意 深 

く、 しかし 出來ろ だけの 手捷 さで、 化驻 水、 クリ— ム、 その上へ コ ティの キネ マ • ヱ. IC1 を はい 

5  0  ど ち ら 

た。 i?r か 決して 美しい とはいへ ない 晴 美の 顔 は、 シル * ウイ ャ • シド 二 ィ 張の、 孰 かとい へば 肉の 

ぼって りした 方で、 切の 長い 目 や、 厚味の ある 唇な どに 何 處か熟 情 的な 魅力 を もってる た。 

今 アイ シャドウで 陰影 をつ けた、 その 目をぢ つと 鏡の 底に 見詰めて、 ミス チックな 自身の 表情 

を享樂 してる ると ころへ、 人口の 戶の 開く 音が して、 誰か 玄關へ 上って 來 たらしい 氣勢 がした。 

しなこ  な ごし 

主婦で あると ころの 姉の 品 子が 入院 中な ので、 留守 を 見舞 ふ ものと 言へば、 姉の パト P ンの名 越 

よわ 外になかった C 


ra.^ して 彼と 女中の 初 やとの， ほ聲 がした かと w 心 ふと、 彼が 化粧室の 方へ やって 來た。 名 越 は五ト 

いろつや レ 

近い、 色澤の 好い、 目のば つち" した 地藏 眉毛の、 子供の 時分から 恐らく こんな 顔であった らう 

と 思 ふやうな、 朗らかな 美しい 容貌の 持主であった。 ただ 藩くな つた 髮の 毛が、 短く 刈った 兩髮 

のと ころで、 いくらか ちかち か 白金 色に 光ろ だけで あ つた。 

一間 ほど 離れて、 後ろに 立った 彼の 上半身が、 正面の 鏡に 映った ので、 晴 美は挨 移が はりに ち 

め もと にっこり 

よつ と HI 元に 嫣 然して 見せた。 名 越の 丸い HE がその n をぢ つと 見詰めて ゐた C 靑黑ぃ 水の 底に^ 

いた 花の やうに 晴 美の 瞳が 凝って ゐた。 彼 は 茶つ ぼい 蒲 手の 背廣を 着て ゐた。 

「ほほ 素敵 だね。 J 名 越 は 下脹れの 頰に 微笑んだ e 晴 美の 深い 目が 曇った。 

「厭よ、 そんなに 見ち や あ。 あっち 行って よ。」 

晴美 は頻紅 を さして ゐた。 

「そんなに お 化粧して 何 處へ行 くんだ い。」 

「どこ つて に — 。」 

「昨 H 病院へ 行ったら、 品 子が 晴 ちゃんの こと を 心配して ゐ 4 'よ。」 

「へえ、 さう お。 何う してです の？」 


なん  くま 

「何だか 此 目の 隈 なんか 取って、 映畫 俳優の やうな お 化粧 をす ろ やうに なった が、 あれ は學校 

を罷 めてから、 聲樂 家になる 氣 はなくな つて ス タ.. チォ へ でも 入ろ つもり ぢ やないだら うかって。」 

「私が？ 嘘よ。」 

口紅 をつ けてから、 ざっと 鏡臺の 上を片 づけて、 晴美は 立ち あがった。 

「名 越の をぢ さん 御免なさい。 私 今夜お 友達と 昔 樂會へ 行く お 約束し ました S 。もう 何時です の。」 

名 越 は 時計 を m して 見た。 

「六 時 を 七分迥 つたと- -ろ だ。」 

「ぢゃ あ 私 急がな け あ。 私 汚して 失禮 です けれど、 お 風呂へ お入りに なりません？」 

「風呂なん か 何う でもい いよ。 君が 出る たら、 そこまで 一緒に 出よう。 音 樂會は どこかね。」 

「青年 會 館です の。 J 

「何 を や ろんだ ね。」 

「ピアノです わ。 ミュ ンッ とい ふ 波 蘭の 靑年 ビア 二 ストよ。」 

晴美は 名 越が 洋樂の 趣味な ど 持たない こと ーゲ 知って ゐ ろので、 餘り輕 蔑し ない 程度で、 それ だ 

け 答へ ろと、 洋服に 著 かへ ろた めに、 急いで 二階へ 上った。 名 越 は 姉の 品 子が、 家の 都合で 藝者 

黃 昏め萑 .  五 


をして ゐた 時分からの パトロンで、 そのお ii5 で 二番目の 妹の 薰も女 擧校を 出た。 晴美も 女 學校を 

出てから、 郊外の K 音樂學 校へ 入って、 この 春に 師範 科の 二 年に なった が、 最近 歸 朝した 或る 聲 

樂家 にか ぶれた のが 動機で、 音樂の 趣味の 相違から、 教師と 衝突して 學 校を罷 めて しまった。 純 

粹音樂 家と なる に は、 生活の 不安 は 免れない ので、 音 樂家反 對の名 越に 或る 點 まで 妥協しても ら 

やつ  や 

つて、 漸 とのこと で 師範 科へ 人る ことにな つたの だった が、 それ を罷 めて しまった となろ と、 姉 

のお 子 も 名 越に まない やうな 氣 がして、 それ 以上 何う しょうと いふ 氣も なくなった。 勿論 今 ま 

での 環境が 環境だった ので、 品 子 は 洋樂の 理解 者ではなかった。 そんな 事情から 晴美は 何う して 

も 舉校敎 育に よらない、 變 則な 自己 敎 育で、 自身の 音樂的 才能 を 自由に 伸して 行く より 外な かつ 

た。 

それ も 生きる 上の 晴 美の 大きな 惱 みであった が、 この 夏 から 起った 彼女の 戀愛 事件 も、 名 越 

_r ち あ  ひそ 

は 勿論、 一 一人の 姉に も 打明ける ことの 出來 ない 祕 やかな 思 ひであった。 

二 

さげ 

晴美は 二階で、 輕ぃ 洋服に 著 かへ て、 水色の ス ヱタァ をお 下の 頭からす つぼり かぶって 手 を 通 


とり  ね お   

すと、 机のう への 腕時計 を 取 あげて、 ちょっと 螺旋 を かけながら、 時間 を 見た。 時計 は 六 時 を 十 

二三 分 ま はつ て ゐた。 モナ ミ で お茶で も 呑ん でゐ ろと すろ と、 さ う 緩く りし て も ゐられ なかった。 

晴美は 持 古しの 燻んだ 色の ハ ン ドバ ッグを もって、 ダ ンサァ をして ゐる薰 姉と 一 一人の 部屋に なつ 

てゐる 二階 を 急いで、 そっとお りた。 

すると 茶の 室の 電燈の 下で、 夕刊 を 見て ゐた名 越が 顏を あげた。 

「お出かけ かね。」 

「どうぞ 御 ゆ つくり！  II 

「さあ、 己 は 何う しょうかな。 銀 ぶら でもして 歸ろ とする か。 觅に角 あの 邊 まで 一 緖に乘 らう。」 

「結構です わ。」 

おれ  ひま  ボ. 'ランド じん 

「い いぢ やない か、 どうせ 己 も 今夜 は 土曜で 閑なん だし —— その 波 蘭人の ビア ノを 聞いても いい 

ん だよ。」 

「でも、 お 友達が 行って ますから：：。」 

さしつ ^1  たま  おれ  きま 

「差 支 へんだ ろ。 偶に はいいだ ろ、 已と步 くの も。 それとも こんなお 爺さんと では 極り がわろ い 

かね。」 

資昏 の薔想  七. 


「そんな こと！ でも ピアノの 演奏なん か、 きっと 退屈な さろ わ。」 

「さう とも 限らない よ。 家へ 歸 ろと、 W 舍の 親類が 來て 泊って ゐ るんで ね、 朝起きる と寢 るまで 

ちちき  ほか 

農村の 話で 持 切り だから、 助からない。 農村 も 農村 だが、 そんな 事 は 政治家に 任して おくより 外 

ない。」 

名 越 はさう 言って 晴美を 追って 玄關 口へ 出た。 in: 美 は 困った と 思った。 時計 を 見る ともう 六 時 

しりあ ひ 

三十 分に なって ゐる。 輕 井澤で 知合に なって 以來、 東京で 宇津木と 逢 ふの は、 これでもう 五六 回 

になって ゐ るが、 何時も 宇津木の ゐる 目白 アバ I ト とか、 雜司ケ 谷の 散歩と か、 せいぜい 映畫館 

•f ち 

へ 入る くら ゐの 程度の 單純 さで、 櫻 木 町の 家の 近くまで 送られて は 別れろ の だが、 別れて 二階の 

部屋へ 人ろ ときの 寂し さは、 喩 へやう もなかった。 上の 姉の 品 子 は 商寶人 あがり だけに、 そんな 

ことに は 可な り嚴 重な 目 を 配って ゐ たし、 薰は 又薰で 職業意識の おそろしく； いがつ ちり やなの 

で、 初めから 男性 を 警戒す ろと いふより、 寧ろ 輕 蔑して かかって ゐ ろので あった。 だが、 晴美は 

そ ぶり  いや  うち 

一層 そんな 素 振 を 見せろ のが、 厥だった。 そんな こんなで、 晴美は 近頃 姉 達の 家に るろ のが、 薆 

1^ でなら なかった。 第一 朝 H 自動車/ t 社の 專務 であろ 名 越恭造 のニ號 であろ 姊の 過去 や 現在 を 、 

少し； E 覺 めた 頭で "s; 察すろ H になろ と、 その 恩義に 生きろ より^ 仕方のない 自身の 現實の 運命す 


ら呪 はしい も^ に 思へ てなら なかった。 

でも 晴美 はそんな 思 ひの なかに、 不安な  一 H  一  IT を 事 も なげに 送って るろ 自身の 姿， や」 今： ：： まで 

見つ づけて 來 たので ある。  - 

外 は 旣に夕 か ：3 つて ゐた。 十一月の 初だった， けれど、 {4」 が 春の やうな 潤み を もって ゐた。 圖 

書 館の 角で 名 越は圓 タク を 一 薹 拾った。 

「さあお 乘 り。」 

「でも 私お 友達が：：。 それに 切符 は 大抵 前賫 です の。 餘 分な 席が あります か 知ら。」 晴美は 少し 

顏を 熱ら せて ゐた。 

「まあ、 何う かなろ よ。」 名 越 は 氣輕に 言って、 感觸 のぼて りと した 晴 美の 體を 押し あげる やうに 

して 車に 乘ら せて、 自身 も乘 つた。 

名 越 は 行 先 を 指示して から、 驚 甲の ケイスから ス リイ • キャッスル スを 一本ぬ いて、 ライタ ァ 

で 火 をつ けた。 . 

「薰 さん は此頃 何ん な 風 かね。」 

「薰姉 さんです の。 何ん なって 別に —— あ の 人の ことです から、 H に 働いて ゐま すわ。 JiHiflj- 

黄昏め 0  ^  九 
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は 少し 腹 立し くな つた。 

「月牧 何のく らゐ あろ だら う。」 

「何だか 此顷少 いさう です わ。」 

「貯金で もして ゐ るかね。」 

「多分 さう でせ うね。」 

r ダ ン サァぢ や 好い パ ト 口 ン もっかな いものと 見える ね。 何しろ あれ だけの もの だからね 0  - 

晴美は 口 を 利く のが 慵 かった。 彼女 は薰 とちが つて、 名 越に は少ぃ 時分から 甘えて 來 たので こ 

んな 場合 少し 我儘 をい へば、 それが 通らない こと もなかった。 この 機會に 冬の 外套く らゐ i 、ぎれ 

ない こと もなかった けれど、 近頃で は 何故か それが 素直に 口から 出なかった。 時には 何萬圓 とい 

ふ 金が 懐ろ へ 人って 來ろ 彼で ありながら、 薰 から 月月 食料 を 取 立てさせて ゐる やうな 算盤の 細か 

い 男であった。 最近 は 軍部へ 納れろ 自動車 だけで も 大した ものであった C 彼の 會 社の 扱って ゐろ 

の は 殆んど 品質が 堅牢で 惯 格の 高い 英阈 製品ば かりであった。 

自動 草は靑 • 赤の 熾烈な 光と 蕪雜な 音響の 氾濫して ゐろ 街の 眞 中へ 出て ゐた。 晴美は 何う した 

ら今 半 一：^ を 直 志と 最も 有 效に樂 しく 過す ことができ るかと、 それ ぱ かり 考へ てゐ たが、 名 1 


とい ふ 邪魔 ものに 附絡 はられた ので は、 折角の 媾曳 も 滅茶滅茶であった。 モナミの 彼 は 今頃 首 を 

長く して、 店頭 を 通る 群衆の 影 を 何ん なに か 追って ゐる こと だら う、 と 思 ふと 氣が氣 でなかった。 

車 は 神 田 を 通りす ぎて、 喑ぃ逢 端 を 走って ゐた。 ii 肭 臍の 背中の やうな ァ スフ ァ ルトの 濡れた 

ゆめ-， つつ 

路面に、 無数の へ ッド ライトの 影が 亂，？ ；て、 警笛が 遠く 近く 響き 合った。 晴美は その 音 を 夢現に 

聞きながら、 銀座の 方角が 氣 にかかった が、 時計 はもう 七 時に 十四 五分し かなかった。 

「何う じて そんな 憂欝な 顏 ばかりして ゐ るんだ い。」 

し を  に は 

名 越が 萎れ 切った 横顔 を^く ので、 啧美 の 神經 は逮 かに 硬直した。 

「晴 美さん 音樂 でも 聽 いて、 氣 持が 和んだ ところで、 ゆっくり 話す けれどね、 君 は 何う しても 聲 

樂が 遣りたい のかい。」 

「何う してです の？ 」 

ど  おれ 

「何う しても 音樂で 立た うとい ふんだ つたら、 己に も 少し 考 へが あろんだ がね。」 

ききみみ 

晴美は 思 はず 聽耳を 立てた.。 

「己 も レコ— ド會 社に 知った 男もゐ るから、 その 男に 申込んで、 この頃 流行ろ 小唄で も 吹 込んで 

貰ったら 何う かね。 牧入は 何う せ 知れた もの だら うが、 少なくとも 宣傳に はなろ ぜ。. - 


何事 かと 思ったら、 そんな 事 かと、 晴美 はがつ 力" した。 

「私達 あんな 唄うた へ ません わ。」 

「唄 へんか。 むづ かしい のか。 - 

「私達の 立場と 全然 遠 ひます もの。」 

「それ ぢゃ 駄目 だが、 少し 稽古して 見たら . • ：。」 

「でも 駄目です の。」 

ト —ン • ボェ ットと 呼ばれた ミ ヱチス ラッフ • ミュ ンッの 演奏 會は 盛況であった。 彼 は 大正 十 

三年の 春 来朝して、 ホテルで 演奏した ことがあ ろから、 今度 は 二度目の 演奏で あろ。 

入口の 階段の 下に は、 數臺の 自動車が 嘴 を 並べて をり、 その 中には 束 京に 幾臺 もない キヤ デ 

ラックの 大きな 車體も 見えた。 

「ほう 盛んな もんだ 。一名 越 は 自動 車屋 だけに、 それらの 車體を 見て 嬉しがって ゐた。 それらの 高 

級 車 IS は、 ^かの 都合で 持主が 變 つて ゐ るに しても、 彼に は 大凡 それが 誰で あるかの 見當 はっく 


のであった。 

「華族 さま も來 てるろ と 見える ね。 j 

「さう です か 知ら。」  . 

啧 突の 時計 は、 ちゃう ど 七 時のと ころで 長針と 短針と が 重なり合って ゐた。 彼女 は 目 を 皿に し 

ぁヒり  めつ だ 

て 四邊を 物色しながら、 石段 を 昇って 行った。 銀座な どで は、 滅多に 見られな いやうな 高貴な 和 

装 洋装の 淑女 達の 姿 もちら ほら 見えた けれど、 何處の 音樂會 でも、 大抵 は學 生が 過半 を 占めて ゐ 

た。 

「あの人 はま だ モナミに 待って ゐ るか 知ら。」 

晴美 はさう 思 ひながら、 切符 賣 場へ 行った。 彼女の ために は 運が 惡 かった けれど、 この 機會に 

折角 来た 名 越に、 好い 昔樂 み」 聽せ ろの も、 滿更 無意味で はない と 思った。 靑 券の 方が まだ 少し 賫 

れ殘 つて ゐた。 

「五圓 です の。」 

うちかく  かみいれ 

名 越 は內隱 しから 紙 入 を 出した。 

一 君の は e」  . 
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「お 友達が 買って ゐろ 害です けれど： ：o」  - 

つ  そ £  ひきいへ 

名 越 を 席へ 着かして から、 帽子 や ハンドバッグ を 側の 椅子に おいて、 晴美は 入口へ 引返した。 

多ハ刀 タキ シィ で來る だら うと 思って、 少し をお いて 近いて 來ろ 車體に E を 配った が、 出て 來る 

の も 出て 來 るの も、 知らない 人ば かりであった。 

「若し あの人が まだ モナミに ゐろ としたら  」 

晴美 はいつ そ 其 慮まで タキ シィを 急がして みようかと も 思った けれど、 行 違 ひに なっても 無駄 

たと 思 ひ 返した。 

ベルが 鳴り ひびいた。 人口 や 廊下に たかって ゐた 人達が、 次ぎ 次ぎに ネ I ルへ吸 ひ 込まれて 終 

なほし  こ 

ひに 人影が 一 つも 見え なくなった けれど、 直 志は來 なかった。 

ブロ グラムに よろ と、 最初 は バッハの 唱謠 曲で、 それ を リストが ビ ヤノ 曲に：^ り 直した、 「ヮ 

イネ ン • ク ラゲ ン •  / ルゲ ンッァ —ゲ ン」 である。 リストの もの として は！ W 美に は. H"T 墓 、曲な の 

で、 本當 のと ころ、 さ、 つ 大した 期待 はもて なかった けれど、 それだけに 1^ へ聽 いてお きたく も あつ 

た。 

「あの人が 來 なくち や あ。」 


いら ハら  しんしん 

晴美は 苛 背しながら、 にも たれて 深深と 目の前に 攄 がった 簡を 見詰めて ゐた。 

二番 の フランクの プ レリ ウドの 演奏が 始まる 頃、 一度 ホ.' ルへ 入って 行った 晴美 は、 此の 詩 

ほと £ し  は 

人 ピア-一 ストの 指から る 次の コ—. ラルの 美しい 旋律と 高雅な 和磬 とに、 暫し聽 惚れて るた か、 

目 は 落着け なかった。 彼女 は 時 t 遠くの 聽 衆の 顔 や 頭 を 物色したり、 後ろ を： り 返ったり した。 

ふりむ 

コ I ラル がをはろ と、 拍手が 方方から 起った。 若い 音樂家 は、 少し 興奮した やうな 顔 を 振 向け 

て、 聽 衆の 方へ 心持輕 いお 叩頭 をして から、 フユ グを彈 き はじめた。 

_ 君のお 友達 は？.」 名 越が 低い 聲 できいた。 

一 まだです の。 入らつ しゃらない かも 知れません の。 J 

曲 がをはる と、 鼓膜 を 破ろ や う な 拍手が 湧き あ がって、 それが 义 0 ぃホ I ルの 天井に 反響し て 、 

無限の 遁走曲 を 演じた。 其の 音が 高ければ 高い ほど、 晴 美の 心 は 何 か 底の 知れない 寂し さに 浸さ 

れた。 

待ちぼうけた 直 志が、 タキ シィ で會 館へ 乘 りつけ たの は、 晴 美の 姿が 二度目に 入口へ 現 はれた 

と 殆んど 同時であった。 

直 志 は 長い 脛で 落着いて 階段 を 上って 來た。 晴突は 急いで 近づいた。 そして 鎚 りつく やうに し 
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1 六 

て、 

「御免なさいね 宇津木さん。 私 ほんた うに 失禮 して 了 ひました わ。」 晴美は 泣顏を かいた やうな、 

笑った やうな^ 情で、 彼 を 見上げた。 

「いや、 それ は 可 いんです が、 何う かしたん です か。」 

「いいえ、 それが ね、 私 モナミへ 寄ろ 積り-たったん です けれど、 餘 俵ない ことで お寄りす る こと 

出來 なくなつ たんです の。 お詫し ます わ、 後で ゆっくり。 11 でも 來て 下す つて 本當に 可かった 

わ。」 晴美は 感情の 遣 場がない やうに、 指と 指と を 揉んで ゐた。 

「今度 は 何んで す。」 

直 志 は. ネ ケット から ブ 口 グラム を 取 出して 見た。 

一 ドビ ュ ッ シ I の 小曲です の。 お聞きに なりません？  J 

1 一入 はホ— ルの ドアへ 近づいた。 

晴美 はこれ で 一 ト. > '心ば した ものの、 直 志の 事 を 名 越に 知られた くはなかった。 すろ と 何う し 

て も： 吐 志と 席 を 一 つに すろ 譯に 行かなかった C それと 反對 に、 名 越の 身分 を 彼に 知らせた く はな 

かった。 それ は 名 越に 對 する 姉 達と 自分の 立場 を、 それ は、 早晚 話さなければ ならない にしても 


さし あた 

差當 り 自分 逹 の 生活 内容 を、 輕卒 には戀 人に 知らせた くはなかった。 

「宇津木さん、 ちょっと — 」 

ドア 間近く 来たと き、 ialK は 直 志の 上衣の 裾 を輕く 引いた。 そして 顿 いた。 

「私 御 一緒の 席に ゐる ことが 出來 なくなって しま ひました の。 濟 みません けれど、 少し 離れて い 

らして 下さいません。」 

「可いです とも。」 

「惡 くお 取りに ならない でせ うね ノ」 

「そんな：：」 

「では、 私の 席 は あの 邊で すの。 あすこに 老 紳士が ゐ ろで せう。 今 曲目 を 見て ゐ i すの。 あの 直 

そば 

ぐ 傲です の。」 

はす か 

直 志 は 頷いた。 そして 彼女が 席に つく 頃、 五六 列 後方の、 晴 美から 斜向 ひのと ころに、 I つの 

i 仝 席 を 見つけて、 腰かけた。 ふと 彼女の 方 を 見ろ ともなし に 視線 を 送る と、 晴美も 彼 を 捜し あて 

て、 嫣 然した。 

その 瞬間、 拍手に 迎 へられて、 若い 音響 人が 登場した。 

,  夤昏の 蔫 1.* 


演奏が 終った の は、 彼此 九 時半であった。  • 

晴美は 中 度もう 一 度 廊下で 宇 木と 逢 ふ機會 があった に はあった けれど、 その 時 は 名 越 も 息ぬ 

きに 席 を 離れて 來て 廊下 を 逍遙して ゐた。 その 姿が 晴 美の 目に 觸れ たので、 S 志と は 簡單に 演奏 

技巧の 憚 をした くらる で、 引 別れた。 ふ は 何 か 物足りな さうな 顏 をして ゐ たが、 晴美 はこ こで 

何 か 辯 解が ましい ことみ」 口にする よりか、 明 0= にも： m 白 アバ アト を 訪ねて、 話さう と 思った。 

なんじ ごろ  ばんがた 

「あした 何時頃 ァ パ アトに いらっしゃいます か 知ら。 晚方 私お 邪魔しても いいで せう。」 

「ええ、 どうぞ。 六 時には 還って ゐ ます。」 

「きっとね。」 

そして 晴 実は 名 越と 一緒に ホ， "ル へ 人った。 

ど  はやめ 

歸 りに は 何う したの か、 直 志の 姿が 見えなかった。 きっと 少し 早目に 出て しまったの だら うと 

思った が、 晴美は 淋しかった。 

みち 

「御 退屈で したでせ う。」 晴 美は歸 り途、 左側の 歸道を 名 越と 並んで 歩きながら 聞いた。 名 越が 豫 


想と はまろ で反對 で、 思 ひがけな く、 今夜の 演奏 會に或 種の 感激 を覺 えて ゐろ ことが わかって. 0 

たので、 わざと さう 言って みた。 

「いや、 何う して 何う して 退屈 どころ ぢ やない。 己は晴 美さん に 感謝す ろ。 好い ものみ」 聽 かして 

もらって。 音樂會 つて、 いつも こんな 盛んな もの かね。」 

「どこの 演奏 會 でも、 みんな？ IT, です のよ。 R 本に 純 粹昔樂 の 理解 者の 多い のに は、 何の 昔樂家 

も 驚いて ゐる らし いんです の。」 

「して 見ろ と 昔 樂には 國境ゃ 人種 はない 譯 だな。」 

「まあ、 さう です の。 J 

「日本の 音樂の 立場 は 何うな るかね。」 

「さあ、 さうな ろと：：」 晴美は 一 瞬默 つてし. まった が、 「tE 本の 昔 曲と いへば、 まあ 三味線です 

けれど、 三味線に はメ  口 ディが あろ だけで、 他の 音樂の 要素が 全然 缺 けて ゐ ろんで す もの。 今度 

交饗樂 をお 聽 きになる と、 もっと 面白い と 思 ひます わ。」 

「音 樂は 己に は 解らん が、 しかし 聽 いて ゐて何 か 知ら^い 氣持 だよ。 みた 曰 本の もの の やう 

に、 iRm にならない だけ 助かる。」 
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二  o 

「それで いんだと 思 ひます わ。 聽き 手に は^に 難しい こと は 要らな いんです もの。」 

「あの 若い 洋琴 家 は、 どこへ 行っても 持てる だら う。」 

「免、 NIe 一 

「音樂 家の 生涯 は、 隨分 花花しい もんだら うね。」 

「隨分 悲惨な 人 もあります けれど、 何ん な藝術 家で も 生涯 を 通して 花花しい 譯には 行かない でせ 

うねく」 

こんや おれ  ，， >  - 3 

「いや、 それよりも 君の 氣 持が 今夜 己に よく 解った よ」 

「どんな 風に です の。 一 

「藝 術に 對 する 君の 熱心な 憧れと、 何 か强く 自分 を 生かして 行かう とい ふ 欲求と に、 己 は 今夜の 

音 樂會を 通して、 i か 反射的に 同感した くな つて 來 たんだ.。」 名 越 は 興奮した やうに 言って、 ちょ 

つと 止って 煙 icf に ライタ ァの火 を 移した。 

晴美は 何か櫟 つたい 感じが した。 

っナヒ 

「いや、 ぉ世辭 でな しに。」 名 越 はさう 附 足して、 媚びる やうに 晴 美の 横 趙を^ いて， 

「それに！： んと 今夜の 晴 美さん の 美しかった こと， 己 は 何んだ か 君 を 舞臺に 立た せて 見たい や 


うな 氣 がして ならなかった よ。 いや、 本當 にさ。」 

「私なん か：：。 今夜 美しい 人 隨分ゐ ました わ。 それにぁぁ云った高慢ちきに着飾ったァ ル^^ ョ 

ゥァの 人達：： 大體 ああい ふ昔樂 も、 美しい には此 上な く 美しい ものです けれど、 私達に は 少し 

退屈な ものに なって 來 ました _s 。 -デ ャ ズ 形式 も輕 蔑で き な い 氣が します の。」 

「すると 矢張り 『銀座の 柳』 だの 『酒 は淚 か』 だの：：。」 

「さあ 何だか わかんな いんです けれど：：」 晴美は 笑 ひながら^ を 傾げた。 

や や す ざむ  くる  ひと  いど 

較較薄 塞 さうな 靴音と、 外套に 包まった 若い 人達の 姿と が、 今夜の 感激 を齊 しく 胸に 懷 いて 或 

を  ふりま  よざむ 

もの は攝 き、 或 もの は聲 高く 批評の 言葉 や、 惜しげ もない 讃辭を 振 撒きながら、 夜寒の 外苑 鋪道 

に績 いた。 人を乘 せて 後ろから 來る もの、 客 を 拾 はう として 窓から 顏を 出して ゐる もの、 それら 

の 自動車の へ ッド ライトが、 時には 若い 女達の 派手な 姿 や、 しなやかな 足の 運びに、 鈍い フット 

ライトみ」 投げ かけて ゐた。 

電車 通りに 近づいて 来た。 

あし 

r 乘 らうよ、 もう。， 一名 越 はふと 歩 を 止めて、 

おれ  おれ  、 

「どう だ。 己 は 今夜の 音樂 會に醉 はされ てし まったら しいよ。 己の やうな 昔樂 のおの 字 も 知らな 
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ぃビ nk ネス • マ ンの 頭を醉 はせ ろ 音 樂 家の 腕 は 大した もん ぢ やない か。 かう いふ 氣持 は， 一 體 何ん 

と解釋 したら いいんだ らう ノ1 

「15- に 角 素敵 だ わ。」 晴美は ほほと 聲を 出して 笑った。 

「いや、 奇蹟 だャ。 それ も 君が ゐ なかったら：：」 

「あら、 私と 何ん の關係 もない わ。」 

「兎に角 早く 乘 らう。 今夜 は 已に附 合って くれた まへ。 君の 音樂 修業の 相談 もしょう。. i 

名 越 は斷定 的に さう 言 つて、 いきなり ii:: の 前に 止まった 圓 タクに 近づいて 行 つた C 

冷たい- か晴 美の 頸 もとへ おちた。 雨が 來 たらしい G 

五 

あたま  しん 

朝、 I： がさめ 時、 晴美は 頭腦の 心が づき づき 痛む の を 感じた。 

部 壁 は 昨夜の 部屋であった C 十 S 坪-くら ゐの廣 さで、 附 立が お茶 趣味 を 花柳界に 飜譯 したやうな 

感じの ものであった。 三尺の 床に は、 稻 出に 矢 を もった 梁 山 子の、 見た目の 寂しい 古い 軸が か 

かって、 古木の 根っこで 逸つ. k 香 盆が おいてあった。 茶祸 色の 橢圓 形の 瓶に、 黄色い 實の 成った 


つ tOJ 、ささ  たに  さび 

蔓草が 禅して あろ。 それ も晴 美の！： に は、 ：！： かゆ. - いやうな 寂しみ であった。 

ここ は何處 なのか、 喑 美に は 見當 がっかなかった。 姉. がま だ 花柳界に ゐた とき、 近所の 待合と 

と  ゆ e- へ 

いふ もの を、 外から 始終 見て 通った もの だが、 昨夜 自動車 を乘 りつけ た 時の 感じ は、 それと 又 遠 

つた もので、 何 かひ どく 氣 取った 特殊な 料亭 か、 それとも 何 か意氣 筋の 人の^ 邸 かと 思 はれろ や 

うな ものであった。 

てあら ひ 

玄關 から 女が 番傘 を 持って、 擴げて くれた こと も覺 えて ゐ た。 玄關 脇に 据 ゑた 大きな 石の 手 洗 

の やうな ものに、 水が 溢れて、 紫くな つた 雨が 水面に 亂 れてゐ た。 

迎 へて くれた 若い 女の人 は、 女中に して は 上品の 方で、 髮も 現代 虱であった。 女給に して は 折 

れ 屈みが 嫻 やかで：：。 

晴美 はこん なと ころ は 生れて 初めてな ので、 迚も 極り がわろ くて、 顏が舉 げられ なかった。 そ 

れに モダンな ス ヱタァ で、 釜 形の li? の狹ぃ 帽子 や、 種の 少し 簿 切れの した スト ツキ ン.. ク だ^、 古 

い 時代 ものの ハ ンド バ ッグ だの、 恥 かしい こと だらけであった。 ——— 昔樂 家の 卵た から、 それ は 

まあ 介意 はない としても、 當然 義理 の 兄と いっても： ぃ關 係の 名 越の や うな ハキ 輩の 異性と で は 、 

1 層醉 たった。 

黄昏の 薔^  二三 


二  gl 

座敷へ 通された 時、 晴美は 心細くな つて 泣きた くな つた。 

「私歸 ろ わ。」 

彼女 は 座 布團に 坐り もやらず、 斷然 言った。 何も こんな 處に 不安 を 忍んで ゐろ 事らない と 思つ 

たので。 

しかし 名 越は容 に歸る こと を 許さなかった。 

「直ぐ 歸 ろよ。 お腹が すいた から、 何 かお 旨し いもので も 食べながら、 殘った 音 樂の話 をして 行 

かうよ。 今から 歸 つたって、 品 子はゐ ないし、 何ん にも あり やせん。」 

「私お 夕飯 すんだんで すの。」 

「君 はすんでも、 己 は 未だ だよ、 音樂 とい ふ ものが、 何 か肉體 的に 刺戟 を與 へろ と 見えて、 ひど 

く 腹が すくよ。 薰 さんの 腹 をす かして 歸 つて 來ろ 理由 も 解った よ。 體の 運動 も あるが、 あの バ ン 

バ ン敲 いたり、 ぶうぶう 吹き 立てたり すろ 昔樂 のお 蔭 も あるよ。」 

晴美は 思 はず 噴 笑した。 

「そんな 莫迦な ことって ない わ。」 

火が おちます からと 催促され て、 名 越は數 おの 料现 を： 汗 文した が、 ゥヰス キイ ゃプ リュネルの 


やうな 洋酒 も 注文した。 

か/  ！ 3 きさ. S  る 

「私 還して いただきます わ。」 晴美は 註文 をき いて 女中が 引返って 行った ところで、 E を 潤. * せ な 

がら 繰返し 哀願した。 

「ねえ、 宵み ません けど、 タキ シィを さう 言って 下さらない？」 

「よし、 解った。 さう 長く 引 留め はせんよ。 何よりも 肝腎の 昔樂の 修業 だ。 一 體 何う いふ 風に し 

たら、 一 番 いいの かね。」 

相當眞 面目ら しく もあった けれど、 半信半疑だった ので、 大きく 出て 少し 脅かして やらう と 思 

つた。 

「二、 三年 怫蘭 西へ 行かな け あ。」 晴美 はさう 言って、 横 を 向いて ゐた。 

たじろ 

名 越 はちよ つと 途 巡 い だ 。苦い 顔 をして 晴美 の 豊麗な 横顔 を 見 詰 め た。 

少し 問 をお いてから、 

「うむ、 矢張り 佛蘭 西が いいの かね。」 

潤 やかな 雨の 音が、 軒端に して ゐた。 

「大凡い くらぐ らゐ かかろ かね。」 

黄昏の 薔 二 五 


二 六 

「さあ、 それ は 造り やうで せう ね。 少し？ M 澤 にやれば、 ーハゃ ー萬圓 はか かるで せう けれど、 齐に 

やれば その 半分で も、 もっと 少なくても：：。」 

「こぎる 譯ぢ やない が 一 年 千 圓か千 五百圓 くら ゐで遺 れん もの か。」 

「遺れ ない こと もない わ。 だけど 折角 行く としたら、 餘り 見すぼらし いこと もしたくない わ。」 

「大きに。 それにしても 三年 は、 ちと 長過ぎる。 一 ハ牛か 一年 半 だったら ：： 0 此際 だから 時！！： を 

短縮しても、 金の 方 を さう 心細くない 程度に した 方が 效 3^ 的ぢ やない か。」 

「半が お好きね。 でも 止む を 得なければ、 それでも f いわ。 行かない よりか 優 だくら るの 程度 ぢ 

や あ：：」 

「ゲ 直ぐと いふ 譯 にも 行かん が、 一 つ « 發 してみ るかな。」 

「本 當？ 」 

「本 常 だと も。」 

晴美は 右手で 左手の 中指 を 揉みながら、 

「おお 嬉しい。 ほんた うに 遺って 下さろ？」 

「その代り：：」 名 越 は 笑 を 含んだ 狡 さうな ほ.^ して、 晴美を 見詰めた。 


「何 か條 件つ きです の。」 晴美も 不安 さう に ：：：： を 丸く した。 

「別に 條件附 とい ふ 程の ことで もない がね：：。」 

次ぎの 間の 襖が 開いた と 思 ふと、 第一 の 襖が すうと 開いた。 それから 臺拭 布で 食卓が 拭かれ 箸 

やお 手 堕、 コップの やうな ものが、 お 行儀よ く 並べられ、 洋酒の 罎 がおかれ た。 

どなた 

「宅で この頃 コ クテル を挤へ て をり ますんで すの よ。 誰 方に も大變 評判が よろし いん です けれ 

ど、 お 一 つ 如何 かと 思って、 持って まゐ りました の。」 女屮 がそん な 事 を 言って、 少し 黑 みがかつ 

た 黄色い 飲料の コップ を、 食卓に おいた。 

「そいつ は 素敵 だ。 早速 頂戴しょう。」 名 越 は 丸丸した 手に、 潤んだ 瑪琐 色の コップ を 取り あげた。 

，てして 電氣の 光に 透して みてから、 キスで もす ろ やうに へ もって 行った。 

そして  一 ロ飮 むと、 

い  とて レど  あんた  あ  ひとくち 

「これ は 好い。 妙な ま J 味が 迚も 好い。 何う だ、 贵 女の n にもき つと 適 ふ。 一 口 やって ごらん。」 

ふ  すす  くち 

晴 美は强 情に 首を掉 つて ゐ たが、 二人で しっこく 勸め ろので、 つい！^ " をつ けて しまった。 

今考へ ると、 それが 彼女の 運命 を 狂 はせ ろ 呪 ひとし か E 尸、 なかった。 

晴美は そこ 迄の 過程み」、 殆んど 明白、 E 心屮 I す ことができ たが、 何う して あんなに 正 鰻 もない ま 
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でに 醉 はされ ろまで 飲んだ のか、 自身が 怨めしく なった。 

そして 其の後に 來 たの もの は：：？ 

彼女 はふ わ ふわした、 氣 味の わろ いほ ど感 觸の柔 かい 蒲 圏の 中に、 ベ r- やっと 正氣づ いたき 身の 

醜い 姿を發 見した。 

名 越め 姿 は何處 にも 見えなかった。 時計 を 見ろ とそれ が 九 時であった。 ふとべ ルを 押さう と 思 

た  おたま 

つて、 起ち あがらう としたが、 頭腦 がふら ふらした。 

彼女 は そのまま 蒲圑 に； IS: き 崩れて しまった。 

•fp ろ  いど  すごすご 

{4,; 虛な心 を 懐いて、 晴 美が 悄悄と 自分の 部屋へ 歸 つて 來 たの は、 もう 十 時 過ぎであった。 

今朝 七 時 頃に 起きて、 ざっと 1{呂 に 人って から そっと 歸 つて 行った 名 越の 吩咐 で、 女中が 乘物 

二と わ  さまよ 

を 言って くれる のみ」、 彼女 はわ ざと 斷 つて、 上野 公！ i のなか を 1： らく ふらふら 彷惶 つてから、 ず 

うち 

つと 歩いて 歸 つた。 外へ 出ろ と、 そこ は 櫻 木 町の 家と、 目と 暴の 間にある ことが 解った。 

晴美 はこの まま 何處 かへ 姿を消して しま はう かと、 ^^中そんな事も^ゎって見た。 寧 そ 一 と 思 ひ 


に 死んで しま はう かと、 それ も考 へて みたが、 劇しい 自己 嫌惡の 底から、 痛痛しく も 可憐ら しい 

自身が 可哀さ う で ならなかった。 

その 日 はお！ K 氣が 好かった だけに、 明るい 太陽の 光が、 いっそ 彼女の 心 を 暗く した。 

うち  & ふべ ぬ  かたかた ひ  かへ 

家 はがらん として ゐた。 昨夜 脫ぎ棄 てた 儘の 薰の 愛らしい 靴が、 片片 引っくり返って、 下駄箱 

あつ 

にも 仕舞 はれずに ゐた。 晴美は それ を 見た 隠間、 目が 熱くな つて、 淚 がしみ 出して 仕方がな かつ 

た。 

「薰 姉さん の 歩ん で ゐ ろ 道が 、 矢張り 正し いんだ。」 

晴美は 靴 をぬ ぎな から、 そんな 事を考 へた。 

「洋行と いふ 好い 餌に 釣られて、 私 は 自分の 運命 を 亡くして しまった。」 

上って みろ と、 風呂場の 方で 初 やが 洗濯して ゐろ 音が して ゐた。 晴美は そのまま 一 一階へ 上って 

行った C 

二 問つ づきの 奥の間に、 薰が メリンスの 布圑 にくる 土  6 つて、 深い 眠りに 沈んで ゐた。 何 かお 跳 

きの ふ 

へ もの S ボ ー ル闽が そこにあった。 勿論 洋服の 新調であった。 晴美は 昨 H 午後 ネ— ルへ 出勤す ろ 

薰 と^れた ときまで は、 今 rn の 醜い 現實を 夢にも 知らなかった。 

黄昏 S 薔港  二-九 


「品 子姊 さんの やうに はなるまい！」 

さう は 言っても、 ^^を侮辱する意味にはならなかった。 と， 一ろ が 寧ろ それが： t の 恩義 を 活す最 

善の 道であった。 それ を不斷 から、 薰と誓 ひ 誓 ひした 晴美 では あつたが、 人 r はもう 其 を 口にすろ 

资格も なくなって しまった。 

さ や う だ い 

彼等 は 最初から 不幸ではなかった。 麓災と 財界の 不況が、 同胞の 運命に も 出：ジ リて來 た。 震災 後 

相 前後して 死んだ 父母の るた 時分の ことが、 いつも W 心屮 I されて ならなかった。 晴 S 、は 今 も それが 

思 出されて ならなかった。 親子 は 神 田で 羅紗 問屋と して、 可な り裕 かに 暮らして ゐた。 千 葉の 海 

岸に 相當 の刖莊 ももって ゐ たし、 ハ牛 によって は、 夏 を 伊香保に 過した こと もあった。 品 子と 薰の 

あ ひだに、 兄 も 一 人あった ので、 樂 しい 懷 かしい 幼い 頃の 思 出 は、 無限に 掘返された。 震災 後の 

,1 よ 一つら はら  な 

悲境に つれて、 姉の 繊；？ ^い 腕に 一家が 支 へられろ やうに なって からの 記憶 は、 それと 裏腹に、 何 

んと 悲しい, ，一 とだら け で あったら う。 

かたすみ  あたま 

晴美は 片隅に 寄せられた 椅子に 腰かけて、 氣を 落着け ようとし たが、 頭腦 が混亂 すろ ばかりで 

あった。 

ふと 氣 がつ いてみ ろと、 薰の 枕元に、 開封され た 横 封が あった -0 よく は 判らない けれど、 「出 井 


まくらち. *- 

薰樣」 と 書いた 字體が 男の 手ら しいので、 晴美は 思 はず そっと 枕元へ ま はって 見た。 ダ ン ス 場の 

客から、 手紙の 來 るの は 決して 珍ら しい 事ではなかった が、 開封され たま ま 大切 さう に 枕元に 出 

して あろの は、 殆んど 今が 初めてであった。 でも、 晴美は 刖に氣 にも 留めなかった。 

晴 美が ス ヱタァ を. き-がう として、 椅子から 立った 瞬間、 薰が うん うん 唸って 目 を さました。 彼 

女 は ぼっかり 目 を 開いた。 

「いつ 歸 つたの よ、 暗ち やん：：。」 薫 は 目 を 擦りながら、 枕から 頭 を あげろ と、 手紙に 氣が つい 

て、 急いで 側に あった ハ ン ド.. ハツ.. クを引 寄せて、 中へ 拾ぢ 込んで しまった。 

「さて 昨夜 は何處 かで 浮氣 をした ね。」 

晴美は ぞっとした。 

「嘘よ。 何ん にもし ない わよ。 そんな 事 言 ふの 止して ね。」 

「何だか 怪しい もんだ ね。」 

「薰 さん、 そんな こと 聞かない でね。 私 を 信じて よ。」 

「いい わよ、 信じて る わよ。」 

「なら jk' い。」 
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ダンス. パァ ティ 

翌 R 午前 十 一 時に、 晴美は 姉の 蒲に 勸 誘され て、 奥 多 摩 行きの ダ ン ス • パァ ティに < や 加すべく 

新 宿驛へ タキ シィ を驅 つた。 

ゆ ふべ  からだつ か 

晴美は 昨夜 は ひどく 體が 疲れて ゐ たので、 精神的の 苦惱 よりも 強い 睡眠に 襲 はれた。 そこ はさ 

あした  ゆめ ラ つつ 

すがに 年の 行かない 彼女であった。 そして 薰が明 H の ダンス • パァ ティに 誘 ふの を、 夢現に 聞き 

ながら 深い 眠りに 陷 ちて 行った。 薰は その パァ ティの 遠足の 催しに ついて、 何 か 言って るた やう 

だった。 不斷 あれほど 結婚 を 否定して ゐた薰 が、 その 晚に 限って、 今まで 結婚 を 否お して ゐ たこ 

とが、 格刖现 巾が あった 譯 でもなかった やうな こと も 口にして ゐた。 

「熏さ ん 今夜 何 うかして ゐ ろ！」 晴美 は さ う 思 ひな が ら 、 今夜の 自分の 氣 持から は 可笑しい ほど 

有卦に 人って ゐる婶 が、 凡そ 緣遠 いものに 思 はれた。 


レ  ない  くらし 

「好い 相手が 見つから ないから、 結婚 を 招 否したり 何ん かすろ のよ。 好い 相手が あって、 生活が 

うまく 行く つてい ふ 見込が つけば、 誰 だ つ て 結婚し て い い 害 だ わ。」 薰は四 谷 見附から 士官 學 校の 

方へ 人つ て 行く タ キシィ の なかで、 -デ ュスメ イデ ル ス を ふかしな が ら 話した。 

ゆ ふべ  あたま  つ 

晴美は 昨夜 自身のう へに 起った 現象が、 惡 魔の やうに 頭腦 にこび り 著いて ゐた。 彼女 も 直 志と 

二人の 結婚に ついて 話した こと もあった。 近い 將來に 直 志 は 多分 獨 逸へ- W 學 すろ 笞 なので、 歸朝 

すれば 博士になる だら う。 その上の ことにしても いいし、 その 前に 式 を 擧げて もい い。 新婚旅行 

を 翁ね て、 一緒に 行けろ と、 晴美も 聲樂の 修業が できて、 萬 事 好都合なん だけれ ど、 無論 そんな 

金の あらう 害 もなかった。 

それらの 樂 しい 未来の 運命が、 一夜の、 つちに 幻の 塔の やうに 崩れて しまった。 永久に 直 志と 顔 

を 合せろ ことす ら出來 ない 體 になって しまった。 この 先 何う して 生きて 行ったら 可い のか。 

ただ 一 つの 望み は、 洋行で あつたが、 一 番 大切な もの を 滅茶滅茶に されて、 音樂 修業 をして み 

たと, 一ろ で、 それが 何ん になる とい ふの だら う。 

睛美は 目に にじむ 淚を そっと 拭いた。 拭くぁとから1^<にじんで來て仕方がなか つた。 

ゆ ふべ 

薰も 昨夜から 變 だと 思って ゐ た"， 一 宇津木との 戀愛も 大抵 知って ゐ たので、 若し かすろ と 二人の 
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間に 何 か 暗い 影で も 差して 來 たんで はない かと 思って、 先 一刻 も それとなく 聞いて みたけれ ど さう 

でもない らしかった。 

薰は 妹の 蒼白い 頻ゃ 鼻の あたりへ 絡みつ いて 行く、 紫の 煙み」 手で 拂 ひながら、 

よ あ  ナ むめ  ± ひ 

「晴 ちゃん、 泣いて んぢ やない。 煙が nn へ 入って？」 

晴美は 輕く頭 を ふった。 

「昨夜 昔 樂會へ 行って、 宇津木 さんと 喧嘩で もしたん. ちゃない の？ それなら 夫と、 私に だけ は 

-, ち あ 

打明けろ ものよ。」 

「いいのよ、 心配し ないで：：。」 

「だって 氣に かかる ぢ やない の。」 

「いっか 時機が 來 たら 話す わ。」 

す  .a ん 

晴美は ダンス は 上手で もなかった し、 さう 好きで もなかった。 年がら年中 男に リ イドされ てば 

かり ゐ るの も 決して 好い 氣 持の ものではなかった。 今日は 殊に ダ ンス どころ ではなかった。 けれ 

どホ ー ル なぞと ちがって、 場所が 晚 秋の 奥 多 摩な ので、 一 曰の 行樂に はがいと 思った.。 遣 場の な 

は  ぐ ち  ふ さ は 

い 今の 氣 分の 吐け 口に は、 相應 しい ものであった。 姉に 結婚 を 肯定す る氣 持に ならせた 相手が、 


ど  て つど  ♦ 

何ん な 男 だかと いふ 好奇心 も 手 傅って ゐた。 

驛へ おりて 見る と、 連中が も、 つ 五六 人 集って ゐて、 今日の 主催者 又は この ダ ン ス • パァ テ ィの 

リイ ダァと 思 はれる、 三十 三 四の 精悍 さうな 紳士が、 にこに こしながら 晴 美を迎 へた。 彼 は ドス 

キ ンの黑 の 上衣に 派手な. 縞ヅボ ンを はいて ゐた。 晴美は 何んだ かネ— ルで 見た ことの ある 顏 だと 

あらた 

思った が、 薰が更 めて 紹介した。  . 

「奥 多 摩 を 知らないと いふ ものです から、 今朝 思 ひついて。」 

「結構です とも。 我我の 會 合に は 何う も 御 婦 人の 方が 少 いので、 貴女の やうな 美しい 方に 參 加し 

ていた だくと 大助かりで すよ。」 . 

は- フ ばう  がた  V- た 

「でも 此頃 は隨分 方方の 奥さん 方 やお 嬢さん 方が：： 。」薰 が 言 ふ と 、 

うち 

I さう です とも。 踊りたがって ゐる人 は澤山 あろんで すよ。 今ではお 金の ある 人 は 家に 踊り場 を 

もって ゐて、 さう いふ 人達 は、 職業的な ダン サァの ゐろネ ー ル へなん か は來な いんです よ。 私達 

の は それ 以下の 人達の ための 社交的な 會 合でして：：。」 

ま はり 

1 一組ば かりの 紳士 淑女が、 そこへ やって 來て、 彼の 周 園へ 寄って 来た。 その 一 人はダ ン ス界に 

名の、 つれた 齒科醫 の S 氏で、 縞の 薄色の 背 廣に藉 革の 靴 を はいて、 熟 心に も 好きな. デャヅ • レ コ 
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三 六 

い  まろ •..：， た 

ォド を容れ た圓 形の ケイス を さげて ゐた。 今一 人の 新しい ス テツ ブ 研究で 有名な R 大學 の學生 

は、 金釦の 制服に 餘り 上等で ない ダンス 靴 なぞ はいて、 今 どこかの アバ アトから 出て 來 たとい ひ 

さうな、 職業婦人 らしい 蒼白い せた 近眼鏡の 女と 同伴であった C 

薰は そこ を 離れて、 宮 内が どこかに ゐ ろかと & 心って、 其と なし そっち こっち を搜 しあろ いて ゐ 

た。 純白の ォ ー バ . コ オトに 白い ベ レイ を 冠った、 娉婷 とした 彼女の 姿 は、 妹の 晴美 より^かに 

東洋 的な 曲線の 美し さ を も つて ゐ たが、 顏は デイト リツ ヒの やうに、 何處 かお 姿さん 染みて るた。 

彼女 は 段段 集って くる 色色の 男と 挨 接した が、 どの 男 を 見ても 宮內 ほどの 光彩がなかった。 彼 

女の 心 は 今 {aft で 一杯であった。 

二  . 

宮內須 美男が、 令孃 風の 或る 美しい 同伴者と 一 緖 にやって 來 たの は 電車が ぎんでの こと 動き 出 

さう とした 瞬間であった。 それ を 一 番 最初に 見つけた のば 薰 であった。 彼女 は晴 美と 一 緖に 電車 

に乘 込んで から も、 今日の 會 合に 加 はった ことが 全く 無意味で あろば かりで なく、 目 ざす 宮， S の 

やって 來 もしない のに、 ホ. I ルを 休んで しまった こと は、 牧 入の 點 から 言っても、 席 頃の 點 から 


一一 目っても、 少なからぬ 損害で あろ こと を考へ て獨 りで +151 可して ゐた。 

その 宫內が 到頭 やって 來 たに は 來 たけれ ど、 何う いふ 積り であん な 同伴者 を つれて 來 たの かそ 

れが腑 におち なかった。  , 

いろけ  -っ すね や つば. ひろ かぶ  まつげ  なに 

宮內は 紫紺が かった 色氣 の、 縞の 背廣を 著て、 薄まの 録廣を 冠って ゐた。 睫毛の 長い、 何 か 霞 

くちち と  たい 

でも かかった やうな 愛らしい 目が、 優しい 小さい 口元と 共に これと 言 つて^に 大した 特徵 もない 

丸い 顔の 全體 を、 ひどく 可憐な ものに 見せて ゐた。 撫 肩の 小 li な 體もス マ アトに 見えた。 女 は 1 一 

十四ぐ らゐ の、 艷麗な 牡丹の 寂し さ を 思 出させろ やうな モ ダ ァ ンには 少し 緣の 遠い 美人であった。 

た * 一  1 だ ま 

この 婦人 を薰は 偶偶 ネ， I ルで 見かけた。 大抵の 場合 兄さんと して 人に 紹介す る、 貴公子に して は 

や や  ご の 

較較 俳優 好みの 美しい 青年と 一緒 だが、 宫內 とも、 一 二度 來 たこと があった。 二人とも 長い あ ひ 

だ 横濱の 稅關長 をして ゐ た古屋 とい ふ、 ブ ル. デ ヨウ ァの 子供達 だとい ふホ ー ル でも-, 悼だった が、 

た *M つきあ ひ  ..^i-  ： 

ダンス 場 だけでの 偶の 交際な ので、 本當 のこと は 誰に も 刹って ゐ なかった。 あれ は 兄妹で はなく 

て、 事實は 夫婦 だとい ふ說 もあった。 女 は 名 古 屋產れ で、 京都の カフ ヱに ゐた ことがあり、 新橋 

-フち 

で 相. 営な 看板の 家から 出て ゐ たとい ふ說 もあった。 或 人 は 又 不良 令孃 だとい ふし、 或ろ もの は貞 

淑な 婦人 だとい ふので あった。 
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HA 

みもと  二；；' し 

それ どころ か、 宫內 自身の 身元 を、 誰も 本當に 知って ゐろ ものはなかった。 越後に 宮； s: 某 と 

いふ 石油王の ある こと は、 相當 世間に 知られて ゐ るが、 彼 も 越後 人で あると ころから、 その子 供 

でない にしても、 何 かその 身內の もの だら うと は、 誰に しても 考 へさうな ことであった。 彼が わ 

ざと それ を隱す やうな 風 をして ゐる こと も事實 であ つた。 

先 劍のレ コォド 係の 紳士の 近所で、 中程のと ころに 古屋 さんの ために 空席 を あけて やる と、 反 

對の 側に 金 釦のパ アト ナァ であろ ところの 近眼鏡の 職業婦人と 晴 美との 間に 挾まって ゐた薰 が、 

くり あは  ひとさし ゆ. ひ  さしまね 

膝 を 繰 合せて、 人差指で 宫內を 摩 かう としたが、 その 瞬間 i 呂 內はレ コ ォド 係と 古屋 さんの あ ひ 

からだ わりこ 

だに、 スマ アトな 其の 體を 割込ませて しまった。 

薰は 赤くな つた。 

い  はら 

「ちえ ッ、 好い 氣な もんだ。」 彼女 は肚で 冷笑した。 

くっつ 

「あんな 不良 マダム だか、 令孃 だか 知れない 人のお 尻に 喰 著いて あるいて、 見っともな いったら 

あり やしない。」 

くち.. P と 

古屋 さん は薰と 目が 合 ふと、 にやり と 口元に 笑った。 

不田 ゃ議な ことに は、 それと 同時に、 晴 美の 曇んだ 目が、 凍りつ いやう に、 じっと 宮內 のうへ に 


見す ゑら れた。 それ は、 { 呂內 のど こや 見て."，、 全然^-^ である こと はわ かって ゐ ながら、 顔の ど 

そっくり  •  i  - 

こかに 宇津木 直 志と どこか 酷 肖な ものが あるから であった。 額 や 眉 や 鼻の あ た り から 來ろ 感じ 

が、 まるで 違って ゐ ながら、 どこかに 類似 型の ものが あった。 

それが 薰の戀 人らしい ことが、 宮內が 入って 來た 瞬間に 直ぐ 感じられた ことなので、 晴 美は不 

安に 似た 驚き を すら 感じた G 

「あの人!： に？」 

「宫內 さんて 早稻 田の 理工科 出よ。」 

晴 美と 薫が ささやいた。 

な あ 

「あの 女の人 古屋 さんの 何に？」 

なん  すね  にぶい ろ 

「何でもな いのよ。 ダンス 場のお 友達よ。」 薰は 組合せて ゐた 長い 臑 のうへ で、 手 のつ いた 鈍色 

とりだ  くづ 

の 皮の ハンドバッグ を あけて コンパクト を 取 出した。 鏡で みろ と、 鼻の あたりの 化粧が 少し 崩れ 

て、 §肪 じみて ゐ. UC 一年 程 前に はもつ と 肥って、 皮膚に 處 女らしい 潤澤 があった もの だが、 ホ 

—ルの 埃ぶ かい 空氣 と、 夜の 勞 働の 疲れで、 若さが 消耗され た。 どの 職業婦人 でも だか、 鬼 角 太 

ひつば 

陽に 惠 まれて ない 日常生活 なので、 午後の 三時から 夜の 十一 時まで、 百 何十 回 も 男に 引 張り ま は 
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たま  つきあ 

されて ふらふら 踊り あろき、 偶に は附合 ひで 酒 も 呑む し、 賫れ るに しても 資れ のころ にしても、 

職業意識から 次第に 尖 能 化されて 來 ろ祌經 は、 段段 疲れて くるば かりだし、 ダンス だって 商賣と 

なれば さう 樂な もの で は な かった。 

何 か 氣樂な 職業の やうな 氣 がして、 友達の ダ ンサ ァに勸 めら れてネ I- ル へ 入って みた ものの、 

女が 生活 戰 線に 立つ の は、 容易な ことではなかった。 結局 結婚 生活に でも 落 著 を 求める より^な 

かった。 けれど 浮 氣な戀 愛の 相手なら 求められな いこと もない が、 結婚の 相手 を 舞踏 場のお 客の 

なかに 求めろ こと は、 殆んど 絶望と いって 可かった。 

樂樂莊 へ ついた の は 一 時であった。 ここ は アメリカ 歸 りの 或ろ 物數 寄の 經營に 係ろ ホテルな の 

で、 造りが ちょっと 日本 離れが して ゐた。 十 人ば かりの 同勢 は 靴の 埃を拂 ひながら、 次ぎ 次ぎ 

に 上って、 廣ぃサ ンル ゥムへ と 入って 行った。 nr の 下に は雜木 林の ス D 1 プを こえて、 テニス n 

ながれ ぬめ す S" 

オト を 造ろ に ふさ はしい 廣ぃ 芝生が あり、 その 下に 碧い 流が、 統を 透した やうな 初冬ら しい 光 を 

浴びて、 緩やかに うねって みた。 


ス 口  — プの卜 i をお りて、 水邊へ 行く 人 もあった。 薰と晴 美 も、 降りて 行った。 

「どうお、 あの人？」 坂 をお り 切った とき 姉が ちょっと ネテ ルの窓 を 振 返ろ やうに して 妹に きい 

た。 

晴美 は都會 離れの した 環境の 朗らか さに、 ほっと 息づ いたやうな 氣 持が いくらか は した も S 

おもく る 

の、 心 は 鈴の やうに 重苦しかった。 

「iE うって 別に：：。 ただ 能く 似た 人 も あろ もの だと 思 つた だけよ。」 

「誰れ にさ。」 

「宇 律 木さん に。」 

「さう！」 薰は 驚いた やうに 妹 を 振 か へ つた。 

「あなたの 戀人 あんな 人？」 

「まろで 違 ふわ。 だけど どこか 似て ゐ るの。 あの人 あんな モダ アン ぢ やない わ。」 

そら こ  二ん ど 

「他人の { 仝 似って こと ある ものよ。 私お 目に かからない けれど：： 今度 見せて ね。」 

「え.： . でももう 駄目よ。」 

「刖れ たの？」 薰は晴 美の 顔 を 見ないで 聞いた。 
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「  。」 

「何う して さ。」 

晴美は 矢張默 つて ゐた。 

突然 後ろから、 


つ. H ら ない 時 あ 青空 眺めよ 

愚痴 もい ひます 靑 空に 

スッ トン トロ リコ ノ— ェ 

そ んな聲 がした。 振 返る とそ こに 宫內が お り て 来た 

「君の シ スク ァ？」 

I え、 さうよ。 御 紹介し ませう。 こちら 宮內 さん。」 


「よろしく。」 晴 美が 低聲 でい ふと、 宮內 はちよ つと 頰を 赤く した。 

「聲樂 を やる つてい ふ 人？」 

「え、 さうよ。」 

「女の 聲樂 家なら 僕 も 一 一三 人 友達が ある けれど。」 

「貴方 は 素敵な 社交家よ。 ダンス 界の 花形 古屋 さんだ の。 X 視 XXX の マダム だの。」 

宮內 はしょげ た。 

「僕 新 宿 驛の人 口 で 、 古屋さ ん と 偶然 落 合 つ てし ま つた。」 

「偶然 はないで せう。」  . 

「いや、 本當 に。」 

h  二 

「苦しがって 辯 解す る に 當 ら ない わ。」 

「手 きびしい な。」 

晴美は 少し 先 へ 立って ゐた。 彼 は ライタ ァでバ ットに 火 をつ けた。 

「君の シス タァは シャン だね。」 

「少 くと も 私よりか。」 


「僻 むん. ちゃない よ。」 

「僻まし ない わ。 だけど、 宮 5: さん 私の 妹 だけ は 誘惑し ないで ね。」 

ひと ざき 

「人 聞の. わろ いこと を 言 ひなさん な。 僕が いつ 誰 を 誘惑した とい ふんだ。」 

「だけど 宮內 さん、 まだ 就職口ない？」 

「就職口 見つかったら、 一緒に 家庭で ももた うと 言 ふの。 此 is の 女 はこれ だから 遣 切れない。」 

「そんな 現金なん ぢ やない わよ。」 薰は顔 を 紅く した。 

「 それにせ： 15： さん は 越後の 素封家の 子供さん でせ う？」  . 

「誰が そんな こと を 言 ひました？」 

ほの  ほんた- f 

「仄かに-?^ にしたん だけれ ど、 本 當？」 

「うむ：： まあ。 そんな こた 何う だって 可い や。」 

「何う だって 可い けれど さ。 それ だと 餘り 身分が ちが ふから o」 

「薰 さん は 頭が 古いな。」 

「さ、 つ？ 」 

どこ を 見ても 寂しい 晴美 は、 河原に 立って 水 を 眺めて ゐた。 こんな 處 でも 死ねろ か 知ら、 など 


と 思って ゐ ろと、 自身が いぢら しくな つた。 

「私 もダ ン サァ にで もなら うか 知ら。」 

姉と 一 一人き りに なった 時、 晴美は 眩いた。 

「何う して？  J 

「品 子； さんの 家に はゐ たくない の。」 

いひ ど  なに 

「ダン サァ は考へ ものよ。 でも、 急に そんな こと 言 出して、 何 か 居たくない 理由が あろの？」 

「ない こと もない わ。」 

なん  -ゥ ち 

「それ を 言って ごらん。 何だか 變だ わ。 私に 隱し 立てし ないで ね。 櫻 木 町の 家に ゐ たくなければ 

二 一人で 部屋 借りで も すれば、 何う にか かう にか 遣って 行けない，  > ともないで せうよ。 私達 はずつ 

と 品 子 姉さんのお 世話になって 來 たんだ けれど、 さう 何時までもね。」 

勿論 そんな 問題の 起ろ の は、 今に 始まった ことではなかった。 

四 

テ— ブル かたよ 

ホテル へ歸 ろと、 奧の食堂の椅子^5f子を片寄せてダ ン スが 始まって ゐた。 


B 六 

十五 六 組ば かりの 男女が 組合って、 トロット を 踊って みた。 曲 は 「二人の 愛人」 で、 ヂ ヨセフ 

ヰン • ペイ カァ 0 歌で 吹 込んだ ものであった。 好きな 曲な ので、 薰は 踊りた くな つたが、 ホ —ル 

を 見る と宮 內は旣 に古屋 さんのお 相手をして ゐた。 で、 サ ルン を 見渡した ところ、 殘 つて ゐ るの 

は 主催者の 大井 とか、 世話 係の 或る カフ ェのマ スタァ とか、 あと 三 四 人ネ— ル のお 客と して 知つ 

てゐる 人が あろ だけであった。 こっちから 行く の も 厭だった ので、 晴美を 振 返った。 

「踊らない？」 

晴美は 不精 無精に 椅子から 立った ほど だし、 社交 ダ ン ス を 敎師に 就いて 本営に 敎 はった こと も 

ない のに、 氣 分の 惡ぃ 今の 場合に、 氣乘 のす る譯 がなかった。 曲の テヱ マが 又 彼女 を 甘い 憂餺に 

さそって、 足が 血が 通って ゐ ないやう に ふらふらした。 

「御免なさいね。」 リ ー ド されて ゐる晴 美 は、 足 を 踏みち がへ て、 ま/、」 ついた。 

「私 今日は 駄目な のよ。」 

「いい わよ、 ただ 歩いて さへ ゐれ ば。」 

「これ ぢゃダ ンサァ にも なれない わ。」 

は-， 

「ダ ンサァ なんか：： 晴 美さん まで ネ ー ル 稼ぎ はしない 方が いい わよ。」 


「でも：：。」 

「變 ね。」 

ねえ  5 ち 

「でも 品 子 姉さんの 家 を 出る とすれば： ：o」  - 

1  ,  あんた 

「それ もさうた けれど。 貴女 だけ はね。」 

ぼつり ぼつり そんな 話 をしながら、 ぎらぎら する 床の ま はり を 廻って ゐ ろうち に、 古屋 さんと 

踊って ゐる宮 內と晴 美と が 背中 合せに 衝突した。 お 互に 振ぎ つた。 

「御免なさい。」 宮內が 赤い 顏 をして、 晴美を 見た。 

すろう ちに 曲が 終った。 

皆ん な は 滑りの わるい 床の が 言 を 言 ひ 言 ひして、 サロンの 精子に かけた。 と 間もなく、 タンゴ 

が 力 つた。 ドンナ • クララで ある。 

タンゴのう まい 薫の 前に 例の 擧 生と、 踊り 上手な 年輩の 紳士と 三人ば かり 男が 立った。 薰は當 

惑した。 結局 年輩者が 若い ものに 11 つた。 

宮內は 今度 も古屋 さん を帶の 上から かかへ て ゐた。 帶は黑 地に 金 絲銀絲 の 秋草の 刺繍で ly^ つ 

たもので あった。 服装から 言っても、 容貌から 言っても 今日の パァ ティの スタァ として、 彼女 
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の 最も 花やかで あろ ことに、 誰も 異存がなかった。 

官內 對古屋 が、 入口に 立って ゐる 人ん の 前 を 通りす ざた とき、 誰かが 用意の ティブ を 投げ かけ 

た。 ティ プは 五彩の 綾 を 放射した。 古屋 さんの 美しい ゥヱ イブ を もった 髮と いはず、 頸と いはず 

す ひつ  から  わら ひご ゑ 

暴 や 唇にまで 吸 著いた。 宮內の 手 や 首に も 絡みつ いた。 同時に 拍手と 笑 曙が 起った。 

まど ざ は  G が  かひ  さつ 

晴樊 はとい ふと、 彼女 は 窓際へ 出て、 この 騷 ぎから 脫れ ようとして ゐた效 もな く 隅の 方で 先 

刻から 规 ひみ-定めて ゐ たらしい、 或る 中年の 紳士から、 頗る 感 勤な 態度で 中 込まれた ところ か 

ことわ  いらだた  せ 

ら、 一 二度 辭 退して 見た けれど、 ぉ斷り をく つて 紳士が 少し 神經を 苛立せ て來 たので、 爲 うこと 

なし 起ち あがって プ 口  メナ アド を 踏んで ゐた。 紳士 は餘り 大きくない 脚の ェ クステ ン シ ョ ンで、 

ずな り 老巧な リイ ド振を 示す と 同時に、 時時 話しかけた。 彼 は スタイルの シックな 紺 ぼい ダブル 

の サック コ オトの 上隱 しから ハ ンケチ の ホワイト •  口 オズ か 何 か を K かに 匂 はせ て、 てらて らし 

V- やう はふ 

た ヱナメ ルの足 を、 定法 ど ほり 總て フラットに 運んだ。 

「贵 女は薰 さんの お 妹さんで すか。」 

I え。.」 晴美は 顔 をせ 向けろ やうに して 答 へ た。 

「僕 はま だ 紹介して いただきませんでした け，？^ ど、 贵 女達のお 姊 さん を 知って るんで すよ。」 


「さう です か。」 

ね 人  さら 

「僕の 母が 長唄の 師匠 だ もんです から、 一 ト頃 よくお 姉さんに 浚って あげてる たもんで す。」 

「さう です の。」 

「貴女 方 は 叉 ひどく モダ ン な 方 をお 好きなん です ね。」 彼 は 少し 胸 を 放して 晴 美の 顏を 眺めた。 

ひつ ぼ  ひきた 

喑美 はこの リ イド 上手に 引 張られて、 殊に それ は アコ.、 チア ン によって 巧みに 美しい 旋律 を 引 立 

なに  なご や  ひきこ 

たせた もので、 何 か タンゴら しい 和 かな 氣 分に 引 込まれる やうな 氣 がした が、 その 瞬 問 曲 がをは 

つた。 

くり か へ 

この 曲 はしかし ァ ンコォ ル によって、 三度 繰 返された。 

「宮內 さん 踊り ませう。」 薰は 宮內に モ オシ ヨン を かけた。 

むつ 

宮 內はホ I ル へ 飛んで 出た。 その 時 晴美は 金釦に 申し こまれて、 難 かしい ステップの 連續 と、 

思議す ベから ざろ 敏捷 さ を もった 足の 運動に、 すっかり 惱ま されて しまった。 でも、 この 暴虐き 

わ. *- 

はまる リ イドの 方が、 晴 美に はむしろ 氣 持が よかった。 彼女 は腋の 下が じと じと と 汗ばんで 來 た。 

宮內と 踊った の は、 好きな デゃ トリ ッヒの 「がっしりした 男が ほしい」 であった。 勿論 それ は 

トォ キイ 「モロッコ 一 の 歌曲で あ つた。 
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五 ひ 

だ じょ-つ だん  この ひと 

一度 も 踊らなかった けれど、 二ん はもう 大分 親しくな つてみ た。 それ は薰が 笑談に 「晴 美の 續 

人 が 貴方に 似て ろんで すって 。」 と 言 つて 揶揄った ので、 晴美も 一： C 內も何 か 妙に てれた ハ浙 持で 組む 

のが 憚られた。 

「僕 誰に 似て ろんで すって？」 踊" 半ばで 宮内 がきいた。 

「そんな 事 ございま せんの、 全然：：。」 晴美は 否定した。 

宮内 はしょげ なかった。 

「貴女 もがつ しりした 男が 好きです か。」 

「さう ね、 がっしりした 人に も 色色 あろ けれど： ：o でも 私 男の人 は： ：o」 

「男の人 は。」  .. 

「何だか わかりません わ。 そんな 事考 へた ことな いんです もの。」 

どこから か ティブが 飛んで 來た。 幾條 となく 蜘蛛の 糸が 二 入に 纆は りついた。 それ は古屋 さん 

つらあて 

への 面當 に、 わざと 薰が 投げた ものら しかった。 晴突 は惡ぃ I 淑持 もしなかった けれど、 嬉しく は 

なかった。 


食堂が ぼいた 時分に は、 山の ホテルら しい 薄暗い 照明の もとに、 ネ. I ル の.. チヤ ヅ氣 分が 一層 爛 

であった C 翻りつ かれた もの は、 食い に 就き、 踊り 足りない もの は. 度 もな く 調子 づ いて ゐた C 

翌日の 晝頃、 薰の i ぃコバ ルト 色の レ ィ ン コ オト 姿が 銀座の 松屋の 一 階の 人 込の なかに 發 見さ 

れ た。 その 日 は 十 時： S から 雨が ふって ゐた。 

薰は 今し方 化粧品 部に ついて、 昨日 山で おとして 來 たので、 紅 俸 を 一本 i 貝 ふと、 腕時計な 見な 

がら、 そっち こっち 歩いて ゐた。 

お t は 山から かへ ろと、 三 四 人 連で 銀座へ 出て、 コ 口 ンバ ンの テラスで お茶 を吞ん だが、 古屋 

さんと 高圓寺 で^れた is 内 も 一 緒だった。 少し 話が あろから 明 R の 十一 一 に 松屋で 待 つやう に 

と、 宮內と 約束した のであった。 

晴美は 少し 風邪 氣で、 朝飯 もた ベずに 寢てゐ た。 

「宮內 さん を贵女 何う 思 ふ？」 薰 がきく と、 晴美は (i^ のない 返事 をして ゐた。 

「さう ね、 ダンス ぢ や^らない わ，」 


五 二 

t* つき. c 

薰 自身 もこの 男の どこが 氣に 入って ゐろ のか、 分明した こと は 解らなかった。 勿論 ちょっと 可 

愛い 顔の 持主で、 性質 も おとなしい 方であった が、 ェ擧士 とか、 田舍の 素封家の 息子と いふ やう 

な ことがなかったら、 唯の ダンス ファンで しかなかった。 

薰 は宮內 と、 もう 二度 も 一緒に 横 濱のホ ー ルへ 踊りに 行って、 支那 街で 支那 料理 を 食べた。 邦 

樂座 や 武藏野 館 へ も 入った。 そんな こと をして ゐろ うちに 愛 著 を 感じて 來た。 

薰が 三度 目に 松屋の 人口 へ 出て 見た ときには、 もう 約束の 時間 を 一 一十 分 も 過ぎて ゐた。 薰は苛 

したが 、もう 十分 だけ 待って 見ようと 思った。 見た くもない 傘 や 草履 を 見て あるいたり、 煙草 を 

買って 見たり した。 それから 正面の 階段 を あがって、 二階から 下 を 見下しても 見た。 自棄に 思 ひ 

切って 時間 を 潰して やらう と 思って、 帶ゃ搶 羽 模様の 羽織の 陳列 場 あたりまで 入って 行った。 不 

斷 そんな ものに ni も くれなかった が、 結婚と いふ こと を 少しで も考 へろ H になろ と 若い 娘で ある 

薰も、 しばし 職業意識が どこかへ 吹っ飛んで、 目が ぐらぐらした。 

なん はか 

宫内 によって、 何 かさう いふ 身分に なれさうな 感じ もしない こと はな 力った 力 何 だ 力 果敢な 

い 望みら しく も 思へ た。 

すがった をした、 病身ら しい ブル. ヂ ヨウ ァ. マダムが、 黑 狐に 深深と 尖が つた 顎 や 肩 を 埋め 


て、 帶を 見て あろいて みた。 店員が ついて ゐた a  , 

「ブ ル.. チョウ ァ 趣味なん か 豚に でも やって しま へ 。」 

薰 はすた すたと 其處を 去った。 . 

薰は 性根が やや 分明して 來 たやうな 滅 がして 下へ おりて 來た。 同時に 何時 迄 も 宮內を 待って ゐ 

いき ど ほ 

ろ 自身 を 愤 つた。 薰は どやどや 入って くろ 人 を 押 分ける やうに して， 外へ 屮：： た。 風が 吹き そ は 

つて、 雨が 横 なぐりに 降り注いで ゐた。 彼女 は 防水 パラソル を擴 げた。 横丁み」 突 切って 十五 六 間 

歩いた。 どこかで お茶 を吞ん で、 ゆっくり 思案 を 決めようと 思った。  . 

あたま 

すると 其の 瞬間、 あの 艷麗な ミス だか ミセス だか 知れない 古屋 さんの ことが 頭 腦へ來 た。 

「宮內 さん は 何ん の關係 もな いんだと 言って ろ けれど、 何んだ か 知れた もんち やない。」 

さう 思 ふと、 後髮を 引かれる やうな 氣 持で、 足が 鈍った。 

「私 や つばり あの人 を 愛して ゐ ろんだ。」 

引返さう とすると、 姉 品 子の 友達に 呼 5e めら れた。 それ は 商業 學校 を經營 して ゐ ろと 同時に、 

その 校長で あろと ころの K 博士の ニ號 だとい ふ 話で、 美しく はない が、 姿の 好い 女で あ. つた.' 

「ねえ 薰 さん、 私 ダンスみ」 敎 はりた いんです けれど、 ホ M 女敎 へて くれない？ 宅が 此 ダンス 狂 
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になつ ちまった のよ。」 

「さ、 つです の。 私なん かぢ や： ：0」 

少し 話してから、 「姉さんに よろしく。」 と 言つ て^れた。 

六 

「隨分 待った わ。」 

松屋の 入口で、 出て 來ろ宫 內と顏 を 見合した。 

おく 

「さう、 そら 失禮 した。 僕 はまた 君 を 二度 も 捜したん だけれ ど：： 尤も 二十 分ば かり 後れた 

\ が來 たもんで。」 

「二十 分なん て 首 やしない わ。」 

少し 歩いた。 

「お腹が すいち やった わ。 豚カツ 食べ ませうよ。」 

いや 

「がつがつ しなさん なよ。 それ だから ダ ンサァ は 厭 だとい ふんた。」 

「Ji: うせさう でせ うよ。 一 時間 近く も 待た されり や 大概べ こべ こだわよ。」 


友 


、 、 、 、  はなびし  一 

暫くす ろと、 とん かつで 資 出した 花 美 詩の 階段 裏の 食い； If で、 二人 は 向 ひ 合って ゐた。 

「今 H は 私 少し 話が あろの よ。 聞いて くれる？」 

「姉さんの 家から 離れろ とい ふこと だら う。」  ； 

薰はハ ンド バックの 鏡で、 紅み 塗って ゐた。  一 

「それ も あろ けれど：：。」 

きゃしゃ； 

紅 棒 を 仕舞 ふと、 今度 は 煙草の ケイス を 取 出して、 ス リイ. キャッスル スを 一 本ぬ いて、 纖. 細 一 

な 指先で マ ツチ を 擦つ けた。 名 越の 買 ひお きが、 時時 彼女の ケイスの バットに 割込む ので ある C  . 

あと 

「こっちに も 少し 話が あるん たが、 まあ 後で もい いよ。」 

「さう お C それから 聞いても いいのよ。」  . 

そつば う 

宮內は 言 ひにく さう に、 外方 向いた C 

一 

「ぢ や、 私から 話しても いい？」  ，_ 

「ああ。」 

一 

*- ま  なん  ねえ  うち I 

「いっから か、 私 アバ アト 住 ひしょうと 思って ゐ たんだ けれど、 何と 言った つて、 姉さんの 家の： 

方が 安 あがりな の —— 本営のと ころ。 だけど、 此顷 それが 私 だけの 問題で はなくな つち やった の。 _ 
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i ちゃんの 方が、 寧ろ 先決問題 になつ ちゃった のよ。」 

「晴 ちゃん も 出ん の？」 

な： 二 

「是非 さう した いと 思 ふの よ。 をち さんと 何か^な こと 力あった らし レ のよ。」 

「やられた ね。」 

「嘘よ。 ，ごんな 1^ ちゃんで もない わよ。 まあ ちょっと 厭な こと を 言った くら ゐの 程度よ。 あんな 

兒 だから、 慄 へあがつ ちまった のよ。 洋行させる とか ん とか 言って、 釣らう とした もんな の。」 

「させて 貰へば 可 いぢ やない か。」 

「御 笑談 でせ う。」 薰は 眉目に かかろ 堙を拂 ひながら、 

,ひた もみ 

「II ちりんだ けに は、 そんな 事 させたくない のよ。 叉 あの を. ちさんが そんな 取 W ぬきで 鏜 一文 

でも 出す やうな 人な もんです 力。」 

「い にちやな いか。 何も あわてて 飛 出さ なくたって：： 言 ふこと さ へ 肯 かなけ あ。」 

「だけど、 ¥ ちゃんの 身に なって みれば、 さう は 行かない わよ C ダン サァ になら うかと 言 ふんだ 

けれど、 私 はさせ たくない の。，」 

「賣れ るぜ。 ナ ム バ • ヮ ン請合 ひだ。」 


「いくら 寶れて も：：。」 

前の 赤 玉から.. チヤ ヅが 流れた。 暫くして から、 

「よう、 宫內 さん、 相談に 乘 つて くれない？」 

「乘 つても いい けれど。」 

苦笑して ゐる宮 內の顏 を、 薰は じっと見て ゐた。 

「いい けれど はないで せう。 ぢゃ 皆ん な！！ なの？ 結婚しても いいなん て： ：。」 

さし あた 

「だけど、 差當 つての 問題 ぢゃ 困ろ な。」 

「さう？」 薰は 少し 顔色 を か へ て、 「ぢゃ k いわ。」 

「時機の 問題 だよ。」 

「お ほよ そ 何時頃 さ。」 

「それに 僕 ちょっと 田舍へ 行って こなけ あならない ことが 出 來て來 たんだ。 だから、 その 話も歸 

つてからの ことにして くれない？ 」 

「さう。 幾日ば かり かかろ。」 

の ろ 

「田舍 の テンぶ は 鈍い からね、 ート月 はか かろ ものと 思って くれ。」 
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「ート 月なん て かかろ？ 何の 用事な の？ ママさん の 病 氣？」 

一 だから 僕 辛 いんだ。 ママの 病氣 ならいい け.；； どね。」 

薰は俛 いて 考へ てゐ たが、 顔 を 紅く して、 

「ぢゃ 緣談？ きっと さうよ。」 

「iii 午. 今日 遲く なった の も、 その 話さ。 東京の 親類が ね 11 僕の 叔母 だけれ ど：：。」 

「あんた は 承知す る 積り？」 

「そんな 精り はない さ。 だけど、 歸 つて こいと 言 はれり や 行かない 譯 にもい かないだ らう。 親 達 

ぶこ  つた 

や 親類 ま、 僕が 何 をして ゐ ろかと 思って ゐる のさ。 ダンス を やつ てること も、 傅 はって ゐろ らし 

いよ。 厭ん なんち やった。」 

薰は 溜息つ いた。 豚カツと 御飯が 来た けれど、 箸 をつ ける 氣 にも なれなかった。 

「 一 體 何うな ろの よ。」 

「可うな ろって？ だけど、 心配す ろ ことない よ。 きっと 話 をつ けて くろよ。」 

「さう お。 何んだ か 心細い わね。」 

、 、 、 、  さやむ 

宮內 はとん かつに 箸 をつ け はじめた。 薰は お茶 を 茶碗 二つに 汲んで から、 箸の 鞘 を 刹いた。 


「宮內 さんと こ何處 なの、 越後の。」 

かんばら 

「蒲 原 さ。」 

「 私 一 緒に いきたいな。 北國 知らないから。 速れ てって くれない？ 一  週間く らゐ で歸れ ない？ 

私 どこか 離れた とこで 宿 を 取って ゐ ろから。」 

「それでも 可い けれど：： あの 田舍 に、 君の やうな モダンが 現 はれたら、 それ こそ 騒ぎ だ ぜ。」 

なり  ねん  い 

「服装なん か 何う でもなります よ。 姊 さんの 着物 借りて けば 可 いぢ やない の。 いつ 立つ の？」 

あした 

「明 H にで も 立た なけ あ。」 

お つきあ 

「大變 ね。 私 途中まで でも 御附合 ひすろ わ。 駄！ 11?」 

「駄； n ぢ やない さ。 でも、 よく 考へ なくち や。」 

あなた  い  おちつ  あなた 

「これから 貴方の アバ アト へ 行っても 可い？ こ こぢや 落 著いて 話 もで きない わ、 貴方の ァパァ 

ト どこ？ 敎へ てよ。」 

「今ァ パ アト にゐな いんだ。」. K 內は恥 かし さう に 言った。 

たら-,. -  たて；"  なに 

二」 こを屮 Z ろと き、 薰は 一圓： の 勘定 を立替 へさせられて、 些細な ことで はあった けれど、 何 か 

侘しい ものに 突當 つた。  • 

黄昏の 蓄齒  W 九 


朝日 自動車 會社 社長 名越恭 造の 夫人 悅 子が、 卵 m 炎で、 築地 病院で 手術 を 受けた の は その 年が 

ななくさす 

暮れて、 昭和 八 年の 一 月 も 七草 過ぎであった。 

手術 は相當 大きい ものであった。 これ 以上お くれて はとい はれて、 一 H 延ばしに 延ばして ゐた 

卵巢 摘出 を、 思 ひ 切って 決行す ろに 到った の は、 悅 子に 取って、 さう 氣輕な ことではなかった ご 

この 不幸が、 彼女の 結婚 生活から 來た 結果で あろ こと は、 悅子 自身が よく 知って ゐた。 彼女 は 

長い あ ひだ それ を惱 みと ほして 來た。 イブ セ ンの 戯曲に あろ ノラの 家出の やうな こと を、 若し 彼 

女が 早い 時期に 決行して ゐ たなら、 こんな 事に はならずに 濟ん でし まった かも 知れなかった が、 

えら 

しかし 又 彼女が 他の 結婚 を 撵んだ 場合、 そこに も 亦 これと 同様の 異性の 不品行から 來る 不幸が 彼 

女 を 待ち受けて ゐ ない とも 限らなかった。 一般的に 非難の 聲の 高い ノラの 家出に 關 して は、 イブ 

セ ンは 更に 遺傳 梅毒の 悲傪な 運命 を 描いた 「幽 靈」 を 示した。 

夫人の 家庭の 不幸 は それ 程ではなかった にしても、 生れた ばかりの 子供 を 1 一人まで 病氣で 取ら 

れ たこと は、 彼女に 取って 容易な ことではなかった。 近年に なって、 彼女の 肉體的 精神的 惱み 


は、 一 暦 加 はろ ばかりであった。 來ろ 日も來 ろ： c も 彼女 は憂餺 であった。 救 ふことの できない ヒ 

ステ リイが 彼女 を 苛んだ。 

のぼい や  なに  おつか 

しかし 悅子は 手術 臺に 上ろ のが 厭で ならなかった し、 何 かしら 始終 家事 上の 用事に 追^ けられ 

；; ち つ  . 

通しな ので、 い つ 落 著 い て 手術 を 受け ようとい ふ 曰 もなかった。 

こんど  か， つ ど  ゆとり 

冷 度に したと ころで、 體と氣 持に さう 餘裕 があった 譯 ではなかった。 しかし さう 言って ゐて は、 

いわち  ひま 

際限がなかった。 生命の 危機に すら 接して るた。 で、 年が あけてから、 夫が 少し 閑に なった 時 を 

P 一計って、 ート思 ひに 入院す る ことにした。 シムパ 網の 徹底的 檢擧 で、 子供の 恭 一が、 押迫って 

檢擧 された まま、 まだ 釋 放されずに ゐろ こと も、 氣 がかり の 一 つで はあった が、 それ も 今更ら 何 

うすろ f  J ともで きな か つた。 

幸 ひに 手術 後の 經過 は、 § であった。 卵巢 摘出に あれ 程の 時間 11 多分 一 時間と 十分 —— を 

要すろ の は、 殆んど 稀で あると 言 はれた ことから 考 へても、 悅子は 助かった のが 嬉しかった。 

この種 類の 手術に、 特に 優れた 技術 を もって ゐろ 若い 醫學士 の 宇津木 直 志に、 彼女が 一 種の 感 

激を覺 えたの も、 無理の ない ことであった。 

直 志は恭 一と、 二 高の 同じ 時代に ゐ たこと があった。 理科と 文科との 相違 はあった けれど、 山 
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「少 くと も 現實の 問題と しまして は： ：o」 

「名 越な ど は、 それだけ のこと を 奉仕す ろ 義務が あると 思 ひます の。 私の 生涯 を 不幸に しました 

の も —— それが 物質で いくらか 償 はれる ものと しましたら、 I 一十 萬 や 三十 萬のお 金 は 伺んでも ご 

ざいません わ。」 

話が 大きい ので、 直 志 はた ぢ ろいだ。 

そこへ 恭 造が ドア を ノックして 人って 來た。 

海の 春. 


名 越 夫人 悅 子が、 朝と も雙 ともつ かぬ 中半の 輕ぃ 食事の あと、 海邊を 散歩して、 せい 疲れの 幸 

福な 氣 分で、 別莊の 裏木戸から 入って 來 ろと、 ちゃう ど 其の 時 東京の 宇津木から 電話が かかって 

「お 鱧 や 報告 旁旁お 尋ねした いと 思 ひます が、 奥さんの 御 都合 を 伺って くれ。」 と 言って 來た とこ 


ろであった。 

むらさき ど  -r' すち^ 

それが もう 三月 末の ことで、 诲 のうへ にも 紫 立った 輕 rl がか かって ゐた。 悅子は 退院 後、 三 

よ ご  うつち や ほ.；？ 

週間ば かり 熱 海 ゃ湯ケ 原に 豫後を 養って ゐ たが、 ちょっと 東京へ 歸 つて、 長く 放 抛り：^ しにな つ 

てゐた 家事 を 見たり、 買 ひもの をしたり してから、 酒 句の この 別莊へ 來てゐ た。 健康 は 手術 前よ 

よ  とつ  とれ， Z  よろこ. ひ 

りず つと 好くな つて ゐた。 疾 くの 昔に 失 はれた 若さが、 取 返された やうな 歡喜を さへ 經驗 した。 

「こんな 事なら、 早く 手術 を すれば 可かった。 」• 

なん 

悅子 はさう 思った けれど、 しかし 實 質的に 失 はれた もの は、 何とい つても 失 はれた に は 違 ひな 

いので、 女性と しての 肉體 的な 缺陷 を考 へろ 日に なれば、 寂しくな いこと もなかった。 

す つ り ic- の ；て  からど 

それ は それと しても、 病根が 悉皆 取 除かれた ものと すろ と、 その 淸ぃ體 は 相 営に 貴重な もので 

なければ ならない 譯 なので、 良人と 同棲す ろ こと は餘り 愉快ではなかった。 さて、 さう とすろ と 

今後の 十 年、 二十 年 —— 或は 三十 年と いふ 月日 を!！ をして 暮 したら よいの か。 それ も相當 大きな 

問題であった C 何か氣 紛ら かしに、 世の なかへ 出て 働いて みょう か、 それとも 信仰生活に でも 入 

つた もの か。 悅子 はそんな 事を考 へて、 獨り樂 しんで ゐた が、 現實の 問題と なろ と 偖 自分に 何が 

出来る のか、 薩 張見當 がっかなかった。 

黃 昏の蔫 六 五 


悅子は 二 の 女中に 命じて、 宇津木 を迎 へろ 用意 を 急いだ。 小 S 原から 新鮮な 肴 や 他の 食料品 

を 電話で 取 寄せさせたり、 舶來 煙草 を 取 出させた りした。 同時に 髮を結 直して、 顔を扮 つた。 著 

物 も 著 か へ た。 

悦子 は晴晴 した 自身の 顏を 鏡の なかに^いて ゐ ろうち に、 ふと 娘洋 子の こと を 思 出して 我な が 

らふつ と 噴 笑して しまった。 

「私 は 今朝 か ら あの 子の 來 るの を 待つ てゐた 癖に ： ： 。」 

悅子は 宇津木が 來 ろと 聞いて、 それ を 悉皆 忘れて ゐ たこと に ちょっと 顔が 紅くな つた。 何 かし 

ら 淡い 羞恥 を 感じた からで ある。 娘の 洋 子が 此處で 宇津木に 出逢 ふの が、 洋子 のために 何 か 好い 

ことの やうに 思へ てゐ ながら、 何だか 折が 惡 いとい ふ氣 もした。 

門の 前に H ン ダンの 昔が したの は、 それから 二 時 とは經 たない 問であった。 出て みろ と、 耳 

鬥を 人って 來 たの は、 洋 子の 洋服. 姿な ので、 やっぱり 洋 子が 来たの だと、 はっきり 意識す ろ 間 も 

なく、 脊の 高い 宇津木 直 志が 大 振な。 ネオ トフ オリ ォを ぶら 提げて、 鑌 いて 入って 來た。 

「おやおやお 揃 ひで：：。 何う したと いふんで せう。」 

「私 東京 驛 から 先生と 御 一 緒でした の。」 洋 子が 宇津木 を 振 返って 玄關の 上り口 を、 少し 左側へ 避 


ける やうに して 言 ふと、 宇津木 も 笑 ひ した。 

「何の こと はない。 お嬢さんに 案 ^ していた だいた やうな ものです。」 

よ 

I まあ！ でもち やう ど 可う ございました， K.OJ  . 

夫人 は 何 か輕ぃ 皮肉 を 感じた。  - 

悅子は 病院に ゐる 時に、 旣に 良人 を說 きつけて、 宇津木 醫院 建築に 出資す ろ こと を 承諾せ しめ 

た。 不況の 折から、 名 越に 取って は、 相當痛 事で あつたし、 經營 困難と なろ 時の こと も考 へない 

譯に 行かなかった けれど、 ft 密で 色色 取調べて みた 結 ST 宇〕.^ 木 はま だ 博士 號 こそ 取らない けれ 

ど、 最近の 婦人科と して は、 殆んど 若手の 權成 だと 言 はれ、 殊に 外科 的 手^にお いて 優れて ゐる 

たちぐ さ  ぽんばん 

こと を 確め 得た ので、 病院が 立 腐れに な る 心配 は 萬 萬な いで あらう と 信じて 潔く 十 萬圓餘 りの 金 

を 融通す る ことにした。 そこまで 持って くるに は、 悅子も 相 常に 骨が折れた けれど、 それよりも 

宇津木に それ を 受諾 させろ 方が、 寧ろ 困難であった。 彼 はま だ 作 行 前な ので 何う かと m 心った。 し 

かし 先輩の 意見で は、 折角 そんな 結構な 申込 を 担む 理^ はない し、 炸行は I； 時で も 出來る こと だ 


六 < 

からと いふので： 彼 も 夫人の 好意 を 受容れ ろ ことにした。 

建築 は旣に 半分 以上 も 進行して しまった。 場所 は 駭河臺 で 震：： 太 後長く  地に なって ゐ た 地所 一 

が、 思 ひの 外 安く 手に入つ たの も 運が 好かった し、 ル • コ ルビ ュジ ェの 新しい 建築 様式に よった 一 

V； ラ ス 

設計 を實 現す ろのに、 最も 必要な 硝子の 在庫品の 擔保 流れに なった もの を、 銀行から 引 一 I 乂 けたの 一 

も、 好都合であった。 宇津木の 友人で あると ころの 若い 建築 技師が、 全然 商 賫氣を 離れて 一 切 を 一 

引受けて くれた こと は、 それに もまして 幸運であった。  一 

事務的な 報告が すんで から、 宇津木 は 煙草 を 一 本 撮み あげる と、 悅 子が マッチ を 指って くれた。 

「今迄の 病室な ろ ものが、 總て薆 縛す ざる 感じです からね。 この 建築に は， 躬院 らしい 氣分は 少し. 

もありません。」 

「さう らしい わね。 それにしても 隨分 仕事が 敏捷に 運んだ ものね。」 

「來月 一 杯に は、 何ん な ことがあっても 完成す ると 言って ゐ るんで す。」  . 

「すろ と、 五月 早早 開院 式ね。」 

「え、 まあ：：。」 

やと ひい 

それから 器械の 購入 だと か、 醫員ゃ 事務 -き、 看護 ii の慵 入れな ど 細目に わたって， 宇津木 は旣 


定の もの や、 今後の 方針に ついて、 要領 だけ 播っ まんで 說 明した 時分に は、 麗麗と サン ル— ムに 

漾 つて ゐた 春の 陽の 光 も、 やや 物憂げ に 薄れて、 海に も 疲れの 色が あった。 

洋子は 退屈して、 眠くな つた。 彼女 は 府立の 女 畢校を 出てから、 K 音樂學 校で 二三 年 ピアノに 

熱中した せゐ か、 胸 を 傷めた ので、 この 別莊で 一年ば かり 靜 養した ことがあった。 それから キイ 

には餘 り觸れ ない ことにして ゐ た。  ， 

「何です ね 貴女 は 眠 さうな 顔 をして、 海岸へ でも 先生 をお 誘 ひしたら？」 

「え、 お 話が ぉ濟 みに なつたん でしたら：：。 だって、 私 この 顷隨分 働く のよ。 お 母 さまの 代り 

に、 なかなか 骨が をれ る わよ。」 

たま 

「偶に はいいで せう、 そんな nr に 逢 ふの も。」 悅子は 笑って ゐた。 

洋 子は& かとい へば、 顏は 父親に 似て ゐ たけれ ど、 手足の 直線 美を悅 子から 承繼 いで ゐた。 悅 

子は洋 子の 良人と しての 宇津木 を 密かに 心に 描く と 同時に、 二人の 親しむ ことに、 母と しての 特 

^の 希望と 幸福 を 感じた が、 それで ゐて何 か 宇津木 をい つ 迄 も獨 りで あらせた いやうな 感情 を 否 

めなかった。 

「少し 散歩いた しませう か。」 洋子は 宇 律 木 を 誘った。 


さ 

さしつ かへ 

「さう です ね、 お 差 支なかったら。」 

「どうぞ。」 悅 子が ちょっと 頭 を 下げて 「その 間に 晚 御飯の 支度 をして おきます から。. 一 

三人 は 立 上った-) 

三 

「貴女 は 何が お好きで すか。」 宇津木 は廣ぃ 海岸 を 歩きながら 話しかけた。 

なん  なん  す  さん  いや 

「私です の？ さあ、 何でせ うか。 何でも 好きです けれど， ぉ產 だけ は 厭 だと 思 ひます わ。」 

直 志 は、 は、 は、 はと 笑った。 

「それ ぢゃ產 科の 醫者も 嫌 ひです か。」 

「あんまり 好きだと も 申されません わ。 でも、 それ は 一般的に 言って です の。」 

「特殊 の 場合 も あろんで すね。」 

「さあ、 何、 つで せう か。」 洋子は 笑った。 

「貴女 は 正直です ね。 映畫は ごらんに なり ま す ？ 」 

「え、 時時：：。 私 以前 は 昔樂が 好きた つたんで すの。 今でも 好きです けれど。 ビア ノを 少し 彈 


ける やうに なりました の。 でも 體を惡 くした もんで： ：o」 

こんど  なに  こちら 

「ああ、 それ は 惜しい ことです ね。 今度 一 度 何か聽 かしてい ただき ませう。 此方に は ビア ノは： 

:o」 

「ございま せんの。 それにもう 長く 練習し ません から：： 先生 は昔樂 は？」  . 

およ 

ー相當 好きです ね C  メスと 樂 器と は 凡そ 緣の 遠い ものです けれど、 金が あったら 昔樂 家に なりた 

いと 思った こと も あるんで す。」 

一 さう です の。」 

「ピアノ は 誰か 個人に ついて？」 

_  K —— へ 入って ましたの。」 

「ああ、 さう。」 

いんしん 

直 志 は 由 井 晴美を 思ひ屮 Z した。 靑 山の 演奏 食での 最後の 會合 以来 ふつつ り 音信の 絶えて しまつ 

なに うちあ  あ 

た 彼女の こと を考へ ると、 そこに 何 か 打明けろ にも 明けられない 事情が あつたに 違 ひない と 思つ 

;i。 あれ 頻繁に ラン. テヴゥ に 耽った 二人な のに、 あの 夜 以来 一葉の 紫 書 すら 彼女から 受取る こ 

とが 出來な いのは、 よくよくの 事 だら うと 想像す る だけで V '心臓が 痛んだ。 遺 切れ なくなって、 
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夜 なぞ 櫻 木 町の 家の あたり を 彷徨した こと もあった。 手術 場へ 入って、 メス を 執ろ のに 堪 へきれ 

とり  まざ 

ないやうな H が續 いた。 ，M 院の 建築に 取 かかって から は、 少し は 紛れろ こと もあった けれど、 ふ 

つつり 消息の 絶えた こと は、 何時までも 釋 けない 謎と して 彼を惱 ませつ づけた。 

今 K 昔樂學 校と きいて、 彼 は 又 その 瘡に 觸れ た。 

「いつ 顷で すか、 女の ゐ らした の は。」 

「去年の 二月 頃 行って ゐ ました。」 

「聲樂 科の 方で、 .ra 井晴 美と いふ 女が ゐた 害です が、 御存じな いでせ うね。」 

「知って ゐま すわ。 餘 りお 親しく はして をり ませんで した けれど、 でもち よいちよ い 省線で 御 一 

緖 になり ました わ。 學校 でも 評判 は&ぃ 方でした。 先生 御存じで すの？」 

「いや、 ちょっとね。」 

お 互 ひの 氣持を 探り 合 ふや、 つに、 二ん とも 默 つてし まった。  • 

「風が 出て 來ま したね。」 直 志 はさう 言って、 そこの 小さな 砂丘 を 負って、 跪 坐んで しまった。 海 

の 色が 憂欝に なって 來た。 

「お疲れに なりまして？ 歸り ませう か。 母が 待って ゐろ かも 知れません わ。」 


「さう です ね。 いや、 ちょっと 建築の ことで：：。」 直 志 は 眩きながら 起 あがった。 病院の 建築、 

これからの 經營、 毎日 毎 曰の 大小 幾箇 かの 手術 11 そんな ものの 煩 はし さ を考へ ろと、 總 てが 空 

虚で 物憂かった。 

「昔樂 なんか やろ 女の人の 氣持 として、 メスに 親しむ 醫 者なん か は 一 般 的に 餘り 好感 は 持 たれな 

いもので せう ね。」 

二人 は 又 歩いて ゐた。  -. 

「あら、 何う して そんな 事 仰 やる の。 私 決して そんな 意味で：：。」 

「それ は 解って ます けれど。」 

「では 何う してで せう。 先生が 音樂 をお 好きな こと も 伺 ひました のに、 私 科學も 好きです わ。 一 

體 西洋の 音樂 なんて、 科學 の頭腦 が相當 必要 ぢゃ ございません？ 何んだ つて、 さう だと 思 ひま 

すわ。」  ， 

「藝 術と 科學 です か。」 

「そんな 難しい こと 解りません けれど：：。」  . 

「いや、 何でもな いんです よ。 それに 私 は 貴女の 御兩 親から 過分の 御 信 住み」 受けて ゐる だけで 
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も、 此； 十分 幸福 だと 思って ゐ ますよ。 心苦しい に は 心苦し いんです けれど：：。」 

「そんな 事 ちっとも ございません わ。 お 役に立てば 有難 いんです もの、 序でに 自動車 も 一 臺 寄附 

おさせに なると 可い と 思 ふわ、 リンカ アン か 何 か。」 

「いや、 そんな 高級車 なんか 迎 も：：。」 宇津木 は 正直に 否定して、 

「嫛大 寧. 51^ 代に は隨 分苦學 した もんで してね、 自身で は 贅澤な こと は餘り 好かない 方です よ。」 

「さう でした の。 お 可哀想で したわね。 でも 是 から は 十分 取 返しが つきます わ。」 

「そんな 事 は 思っても ゐ ません し、 考へ て みれば 餘り 好い 職業で もありません からね。」 

「職業と なれば 何 だ つて さ うぢ やな いんで せ うか。」 

いや  .1 

「いや、 手術に 限って、 氣 分の 惡ぃ時 は 厭な もんで してね。 その代り 腕が^え て、 思った より 巧 

く 行った 場合なん ざ、 實に 愉快です よ。 その 點音樂 なんかと 共通で、 一 つ は 調子です よ。」 

「え、 さう ね。」 

「もっと i になって、 病院の 仕事が 手に 人ったら、 傍ら 音樂 も勉强 してみ たいと 思って ゐ るんで 

す。」 

ど  しりあ ひ 

「is 溝です わ、 I 由 井さん と は 何う してお 知合でした のか 知ら。」 洋子は そっと 聞いた。 


「あれ は 確か 輕 井澤でした ね：： よく は覺 えて ゐ ません けれど。」 

「ああ さう。」 

i ざ  " i ト 

そろそろ 歩きながら、 浪の 音に 紛らせて、 彼 は 小唄 を 謳 ひ 出した- 

折らずに おいて 來た山 隆の早 百合 

人が 見つけたら 手 を 出す だろ 

風が な ぶった ら露 こぼさ う。 

折れば よかった 遠慮が 過ぎた 

折れば よかった 遠慮が 過ぎた。 

彼女 も 微かな 聲を 合した。 

ゆ う ベ も 夢 に みた 山 蔭の 早 百合 


「ああ、 わかりました わ。」 突然 洋 子が 飛び あがろ やうに 言って 彼 を 見 あげた。 

「由 井さん のこと でせ う、 きっと さう だ わ。」 

「莫迦な！」 宇津木 は 一 時に 赤くな つた。 

「きっと、 さうよ o」 

「ブラ— ムスの 歌と それと ぎの 關 係が あろんで すか。」 宇津木 は 少し 怒った やうに 笑った。 

「ぢゃ 御免なさい、 でもい いお 聲ね、 バリトン か 知ら。」 

「飛んでも ない。」 

四 

食堂が 旣に 準備され てゐ た。  — 

母の 悅子は 先刻 臺 所で、 蝦 を 油で あげろ 時、 放心して 手み」 火傷した ほど、 若い 二人の こと を考 

へて ゐ たもの だった。 しかし 散歩が 餘り ゆっくり 過ぎろ ので、 ちょっと 庭先き へ 出て、 海 邊を見 


たくら ゐ、 彼女 は 叉 何か氣 がかり でなら なかった。 

手術 を 受ける 時から、 宇津木の りりしい 顏 から、 緊張した EI から 一文字に しまった 口から、 何 

かしら 强ぃ 印象 を 受けた が、 病院に ある あ ひだ、 宇津木 婦人科 醫院を 建てて やろ ほど だから、 無 

論 毎日 逢って ゐ たので、 退院す ろと 念に 落し もの をした やうに 寂しかった。 長い あ ひだ 不品行な 

恭 造の 薄情な 仕 b に對 する 反抗的な 感情が、 心の なかに 具體 化されて 來 たものと も 見られた。 

兎に角 彼女 は惱ん だ。 娘と 接近 させたい 敏 持と、 させたくない 氣 持ちが、 交錯して ゐた。 四十 

二に なった 彼女であった。 悅子 はき 身の 愚かし さ を 嘆かずに は ゐられ なかった が、 恭 造との 夫婦 

-、 J1 

生活で 充 されなかった ものが 澤 山あった。 あれ 程 熱心に 所望して、 親 達 を 動かして、 自分の もの 

にした 妻で ありながら、 彼 は その後 幾人の 女 を 愛した こと だら う。 

「男 ッて 本當に 勝手な もの だ。」 さう 思った の は 初手の ことで、 中頃 は 呆れて しまった。 女性の 正 

い  >  ヒ 

義を言 立てて みたところで、 それ はさう いふ 社 食の 一般的な 風習で、 毒 を もって 毒 を 制しで もす 

ろより 外 仕方のない ことだった。 母性と いふ ものが、 ズ 不思議に 彼女 を 弱くした。 

「さあ、 何う ぞ。 何にも ございません のよ。 曰 本 座敷の 方が よかった でせ うか 知ら。 でも 先生お 

洋服 だからと 思 ひまして ね。」 
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「いや、 結構です。」 

「先生 は 御酒 はいかが。 洋酒で したら 一 一三 種 ございます けれど。」 

宇津木 は 夫人と 向 ひ 合った 場所で、 椅子 ごと 食卓に 引 添 ひながら、 

「葡萄酒 でしたら 一 杯ぐ ら ゐ。」 

「ああ、 さう。」 夫人 は 頷いて 女中に 命じた。 

料理 は tn 本で、 お 汁 や 刺身 や 胡麻 醉の やうな ものから 運ばれた。 白 葡萄が 二つの コップ を充し 

て 母の 係に かけて ゐろ洋 子の コ ップ にも 半分ば かり 注がれろ と、 宇津木 は 自身の コ ッブを 目の あ 

たりまで 捧げた。 夫人 もちよつ と 乾杯の 眞似 をした。 

ひとあんしん 

「まあまあ これで 一 安心です。」 夫人 は  一 口 呑んで から、 

「でも、 今度の やうに、 宅が 文句な しでお 金 を 出して くれたの は、 初めてで せう ね。 ちゃう どィ 

ンフ レ景氣 で、 先生 も 蓮が よかつ たんです よ。」 

なに なま 

「何しろ 生やさし い 金ではありません からね。」 

「實は それ 程お 金が ある 譯 でら な いんです からね。 でも、 最初 病室で、 先生の 前で その 話 を 持 出 

した 時、 蒼くな つた やうで したわ。」 


宇津木 は 笑 ひ出した。 

「まさか そんな 事 もないで せう けれど、 多分 恭 一が 左傾した とい ふこと も、 一 つの 動機で せう 

よ。」  -  く 

「すろ と恭 一 君に 感謝し なければ ならない 譯で すかね。 恭 一 君は餘 程お 持 出しに なつ たんです 

か。」 

「いいえ、 銀行 預金 を 一 萬 何千 圓と か：： お金 は 兎に角と して、 困りました ね。 出て 来たら、 先 

生から も 能く 言って 聽 していた だきた いんです の。 宅 は勘當 すろ と 言って をり ます けれど、 さう 

ほんち の 

したら 今度 こそ 愈よ 本物に なって しま ひます からね。」 

「これに は 困って ゐろ 家庭が 澤山 あろ やうです ね。」 

「先生 何う でせ う、 早く 結婚 さしてし まって は： ：。」 

「その 手 もあります ね。 しかし 大概 一度で：：。 いや、 懲りない かな、 先生の こと だから。」 宇津 

木 は 沈痛な 目 をした。 

「誰か 好い お嫁さんな いでせ うか。 先生なん かお 顔が 廣ぃ から。」 

「I： か 戀愛關 係の人で もお ありで したら： ：。」 

黄昏の |§  ^  七 九 


「學 校に ゐる 時分、 女のお 友達 も 少し はあった んで すの。 そんなう ち は 好かつ たんです けれど 矢 

張 それ も 心配でして ね。」 夫人 は 醉の發 した 目に 輝きが 出て 來て、 

なに  なみたいてい 

「何しろ 子供み-育てろ とい ふこと は、 並大抵の ことで は ございま せんね。 やっと 大きくな つて、 

擧校を 出て、 やれやれと 思って ゐ ろと： ：。」 

夫人 は ナプキ ンの 端で、 そっと 目 を 拭いた。 少し セ ンチメ ン タルに なって 來た。 

「先生、 女 は 一 生かう いふ もので せう か。 結婚 生活で 散散 苦しんで、 また 子供で 一 生苦勞 して： 

のこと はない 苦しみに 生れて 来た やうな ものです わ。」 

洋子は 母の 揚げた フライ を 食べ てゐ た。 

つま  ぐ 

「詰ん ない わ、 そんなお 話。 愚に もっかない こと！」 

母 は 驚いた やうに、 彼女な 見た。 

「貴女 はま だ 何にも 解ら な いんです。 今に 人の 母親に なって ごらんなさい。」 

「それ あ 其の 時よ、 自分の して 来た ことなん か、 後悔なん かしゃし ない わ。」 

「えら さう に。」 悅子は 笑って、 やや 深い 皿に 盛った 鯛ち りに 第 をつ けた。 

しばらく 各自の 口が 働いて ゐた。 


ふと 悅子は 思 出した やうに、 

「失禮 です けれど、 先生なん ぞは、 定めし 綺麗な 女のお 友達が 澤山 おありで せう ね。」 

宇津木 は 吸 ひかけ た 煙草 を、 灰皿に おいて、 

「それが な いんです よ。 本當 に。 何う もこの 外科 醫 なんても の は、 どこか 表情 や 祌經に 人間ら し 

くないと ころが あると みえて  0  - 

き. ルケが  み i 

_ あんな 御笑談 ばっかり：：。」 悅子は 切 長の 目 を 大きく 睜 つて、 彼 を 見詰めた。 「先生なん かに そ 

れ がなかったら 大變 です わ。 先生のお 氣に 入ろ 人が あるか 何う か は、 別問題で すよ。」 

一 困ります ね、 そんなに お f 可め になって は ：： o」 

「年寄 は 意 地 が わるいで せう。」 夫人 は 苦笑した。 

「いや、 どうも 困り ま す。 洋 子さん、 助 船み. 1 どうか ：： 。- 

「弱蟲 ね、 先生 は：： C そんな ことで 能く 人の 體に メスが 當 てられた もの だと 思 ふわ。」 

「これ あ 驚いた な。 - それと 此とを 一 つに されたん ぢゃ あ。」 宇津木 は 初初しく 頭 を かいた。 

「ああ、 それ あさう でせ うね。」 悅子 はちよ つと 媚態 を 作って、 ふかして ゐた 煙 草 を 下にお くと、 

酒の 瓶 を 取 あげた。 

黄昏 の li  i,t?  < 一 


八 一一 

せいぜい  よ  , 

「もうお 一 つ, i です。 餘 りおと なしく して ゐ らっしゃ るから、 精精 サァ ビス を 好く して 、：： で 

も、 それ あ 仕方が ありません わ。 先生なん か^ 處へ いらしても：：。」 

さう 言って、 瓶 を 下にお くと、 叉 煙草 をつ まみ あげて、 

「病院 をお！ 一 てして あげたん ですから、 お 是非 私に 纩ぃ お嫁さん をお 世話 さして 戴き ませう 

ね。」 

さも 恩に & せて ゐろ やうな、 S の I 一 ひ 4^ を、 彼 は餘り 好い 氣持 はしなかった が、 夫人の 人の 好 さ 

にも 頷け た。 

サ 口 ン へ歸 つた 時分 は、 もう 九 時に 近かった。 三人 はレ コォド など を かけて、 暫 らく 遊んだ C 

「今夜 あたり、 どこか ドライブ するとい いのね。 少し 時間が 晚 いけれ ど。」 悅子 はそんな 事 を 言つ 

て、 醉 つた 額 を 窓から 出して、 さ を 眺めた。 

宇津木 は 腕時計 を 見て、 そろそろ 1^ を 浮し かけた。 

一 g が殆ん ど出來 あがらう として ゐる 頃、 或 夕方 宇津木 直 志の 目白 ァ パ ァ ト へ 電話が か 力つ 


て、 名 越 夫人が 是 から 訪問す ろと 言 ふので あった。 何 か 急用で も あろの かと 思って、 彼 は 應諾し 

た。 ちゃう ど 遊びに 來てゐ た 友人と、 久しぶりで 銀座へ でも 出て みようかと 思って ゐろ ところ だ 

つた。 

ヱ ン.、 チンの 音が 入口でした 時、 友人 は 部屋 を 出た。 

せ *H  くる  あたり  』 ，  ， *  - 

狹 苦しい 部屋へ 人った 悅子 は、 きょろきょろ 四邊を 見廻して ゐた。 せいぜい 八 s?h ぐら ゐで， き 

つし り 本の 詰った 三つの 本箱、 洋服箪笥、 それと 古い 西洋 名 畫の版 や、 二つば かりの 記念 寫眞が 

壁に かかって ゐ るき り：： 無論 ちょっと 氣 取った ベ ッド や、 新しい 家具 はあった けれど。 

悅 子の 目に 著いた の は、 低い 方の 本箱のう へに 立て かけて あろ、 セ イラ 姿の モダ— ン 娘の 寫眞 

であった。 夫人 はちよ つと 顔色が か はった。 直 志 はし まった と 思った が、 今更 仕方がなかった。 

セ イラ 服 は 無論 晴 美の 十七 位の 時の ものであった。 今 はた だ 幻と して 殘 された 晴 美の 行方 を佝 

さが  5 ち 

う 捜して いい か 解らなかった。 櫻 木 町の 家に ゐ ない ことが、 最近 わ 力った。 

悅子は 水色の 春の ス 力 フ をはづ しながら、 

「ふか あ、 先生 こんな 處 にいら つし やろ の。」 

「ええ、 だから 恐縮して るんで すけれ ど：：。」 

黄昏の 蔫 SS  < 三 


「何も そんな 恐縮な さる ことないで せう。 私感 心して し. まったんです もの。」 

「まあ、 どうぞ。」 椅子 をす す め ながら、 

うち 

「病院が 出來 あがったら、 早速 家 をお 持ちに な ろんで すね。」 

「私 は 矢 張當分 ここに ゐ たいと 思 ふんです。」 

悅子は 又 ちらと セ イラ 姿へ 視線 を 送った。 

「何 か 理由が おありで すの。」 

なに  ち- 4 

「そんな 事お 聞きに なると、 困 るんで すけれ ど、 何しろ 病院の 仕事が 緒に つくまで は大變 です。 

私自身の 生活 を 成るべく 複雜 にした く はない もんです から。」 

宇津木 はさう 言って、 到來 ものら しい ウェスト ミンス タ ァの耀 から、 一本 撮み あげて、 マッチ 

を 擦った。 彼に すれば、 貧弱な この 部屋に、 何 か見棄 てがたい 懷 しさが 殘 つて ゐた。 ここ を 去る 

こと は、 色色の 意味で 寂しかった。 

「あのお 寫眞 は。」 

夫人 は 「ちょっと 拜 見。」 と ist きながら、 近づいて 行った。 

「綺麗な お嬢さんです こと。 し 


「さう です か 0」 

「誰 方？」 

いとこ  で まか 

「死んだ 私の 從 妹です。」 宇津木 はつい 出任せ を 言って しまった。  ： 

「ぉ從 妹 御です の？ あらさう でした の？」 夫人 はわ ざと 目 を圓ら にして、 

「お 亡くな" になつ たんです ッて？ 何時？ - 

「最近でした。 さあ、 十 火く らゐ でしたら うか。」 

「まあ、 そんなに お 若くて。 惜しい ことでした わね。 先生の k 婚の方 かと 思 ひましたら。」 

「いいや、 そんな：： 何う して さう ぉ考へ にな ろんで すかしら。 - 

悅子は 狡 さう に 笑って ゐた。 

_ レ いえ、 それなら w いんです けれど、 私 も 折角 先生と こんなに 御 親密に なって しまつ たんです 

から、 先生の こと は 何でも 知りたい と 思 ひます の。 失禮 でせ うか、 そんな 事。」 夫人 は fifr な 表情 

をした。 

宇津木 は 困惑した。 十 萬圓が こんなに 崇る もの かとい ふ 氣が した。 勿論 ェ 事が 終り に 近づ く -  J 

從 つて、 設計 上 色色 新しい 注文 も 出たり して、 なかなか それだけ では 上らなかった。 早く 準備し 


たもの は^として、 後で 買 入れた 材料 や、 最後の 照明、 煖房 装置、 カァ テン や ベッド、 器械な ど 

の、 三 四 割 方 も 騰貴した こと も、 相當崇 つた。 名 越 はこの 頃 機嫌が 惡 かった。 夫人の 口から、 そ 

なに  ひそか 

れ が；^ れた こと もあった。 令 H なぞ も、 何 かその 話で はない のかと、 直 志は竊 かに 不安 を 感じて 

ゐろ 矢先であった。 

直 志 6- 硬い表情 を、 悅子 はすぐ 刺讀 した。 

「先生 何 かお 氣 持な 惡 くし ていら しゃろ んぢ やないで せう か。 餘り立 入った こと を 巾 上げて。」 

「何う してです か。」 

「なら 可 いんです けれど： ：。」 

夫人 は 懐ろ から、 何 か 包装され た 小さい 函を取 出して、 がのと においた。 

「これ 詰らない 品です けれど、 八 「買って 來 したの。 ぉ氣に 召す か 何う か。 少し 俗つ ぼい かも 知 

れ ません わ。」 

「いや、 そんなに 御 心配 かけたん では：：。」 

「いいんです のよ。 ネクタイ ビ ンで すの。 後で 後覽 になって ね。」 

「恐縮です ね。」 


「先生 は 晚御颔 は？」 

「今 友人と どこかで 食事 をしょう かと 言って ゐた ところです。」 

「まあ、 さう でした の。 なら 御 一緒しても ようご ざいました のにね —— 御迷惑でなかった ら、 お 

出かけに なりません？」 

「さあ：：。」 

「可け ません？ 」  - 

「いや、 結構です。」 

直 志 は、 「ちょっと 失禮 します。 一と 言って 立 上って、 洋服 簞笥の 扉 を 開けた。 扉裹の 姿見に 向つ 

とりだ 

て、 ネ キタイ を 締めて ゐ ろと、 夫人 は ビン を 取 出して 來 た。 それ は プラチナ のなかに 眞珠を 嵌め 

たもので あった。 

フ れ可 けません？ 」 

「いや、 そんな 上等：：。」  . 

-っ しろ  ひつ ぼ 

失 人 は 後から カラ ァを 少し 引 張ったり した。 

「先生 何が お好きで すか 知ら。」 
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「僕 は 何 だって 搆ひ +6 せんよ。」 

直 志 は 夫人 を 5,1 してから、 ドア をし めて 鍵 を かける と、 ちょっと 極り わるさう に禱路 したが、 

うしろ 

そのまま 夫人の 後から 階段 をお りた。 

石 を コンク リイ で 固めた、 低い 門 を 出ようと した 時、 ふと 其處 へ や つ て 来た 若い 女に 出會 した。 

その 瞬 夫人の 足が すくんだ。 

「あら！ あなた 洋 子さん！」 

洋子は 顔 を 赤らめる 隙 もな く、  二人の 顔から 顔へ、 鋭い 電光 を 走らせた。 

柳が 芽 を 出した 銀座 を、 或 日の 午後 薰と晴 美と が 歩いて ゐ ろと、 時時 踊りに 來 ろ目黑 撮影所の 

連中の 一 人に 聲を かけられた。 宣傳 部に ゐる增 田であった。 

なん  おそで 

「何 だい、 今日は 遲 出かい。」 

「え、 さうよ。 この頃 どこで 踊つ てんの？」 

「どこって こと もない さ。 あれ は 君の 妹 かい。」 


r ぬて ゐ ろ？」 

「様子が 似て ゐ るね。」 

そのまま 行 過ぎよう とすろ の を、 驚 はふと 思 ひついて、 晴美 のこと を 頼んで みる 氣 こなつ ヒ。 

：  - つち  ひつと き 

姉妹が 櫻 木 町の 家 を 出た の は、 一月. i5 前であった。 

晴美は 薫に 凭れ かかって ばかり も ゐられ ない ので、 差當り I 艮 ベる だけで もと 思って、 Jl^; 、いこ 職 

業 を 捜し 歩いた ものだった。 音 樂に緣 の 近い レコ ォド會 社、 レビ ゥ .ガ アル それから ずっと 實際 

的な 美容師に 洋裁師  しかし この 1 一つ は 物になる ま で の 時日と 費用が、 相當 の負擔 なので、 

今の 場合に 間に合はなかった し、 レビ ゥ.ガ アルに したと ころで、 人 氣商寶 だけに、 ス タァ錢 

にならない 限り、 勞 働と 報酬の 均衡 は 丸き り 取れて ゐ なかった C それ も將 來聲樂 家と して 立つ 野 

心を棄 てれば だけれ ど、 それに 未練が 殘ろ とすれば、 そんな 事まで して li みたく はなかった。 

生活 は やっぱり 音 樂に緣 の 遠い 方へ も つ て 行く より ^な かった。 結局 彼女 は 最も 手近い ところ 

で、 M デバ アトの 化粧品 部の 賣り 子と して 毎日 朝から 晚 まで、 白粉 や 香水の 句 ひこ * ぼって ゐた C 

不運な ことに は、 それ も當然 有りうべき 事實 として、 或 日 宇津木の 友人に 偶然 發 見され てし まつ 


九 o 

啧美は その 男と 一 度 K 白 アバ アトで 顏を 合せた きりだった けれど、 彼 は 見 はぐら さなか つた。 

「いっから こんな 所に ゐ るの。.」 

婦人の 同伴 もあった ので、 晴美 はう つむいて ばかり ゐた。 

「宇津木 君の 近況 知って ろ。 すばらしい もんだ ぜ。 素敵な 病院なん か 建てて。」 

「いいえ。」 

「どうして こんな 處にゐ ろんだ ね。 一 體 どこへ 引越し たんだね。」 

ひやあせ 

r  ： ： お聞きに ならないで。」 晴美は 冷汗が 出て ゐた C 

その 男 はお 愛想に ク リイ ムと。 ネ マ アド を 買つ て くれた。 

，！ 'しろす た 

晴美 は今尙 心の どこかで、 絶えず 直 志の 幻を追 ひかけ てゐ た。 似た やうな 男の 後 姿 をみ ると、 

ふと それが 直 志で はない かと 思 はれた けれど、 醜い 姿 を 彼の 目の前に 曝す こと は、 耐 へられない 

苦痛であった。 

直 志 も 男 だから、 友人の 報吿 をき いて、 狼狠て やって 來る やうな こと も あるまい と は 思った け 

れど、 友  < -に發 見され ただけ でも、 厭であった。 彼女 は そ 3  H 限り、 デバ アトの 賫子を 止した。 

そ し て總 て、 客 の 前に-姿 を 爆 露す ろ やう な 職業 を 忌避した。 


「ちょいと 增 田さん、 私 貴方に お 願 ひしたい ことが あんの。 相談に 應 じて くれない。」 

「僕に 相談って、 何 だい？」 

薰は晴 美へ 視線 を やって、 

「妹の ことなの？」  - 

「ス タヂ ォ かい。」 

「さう。 駄目 かしら。」 

ぬす み 

增 田も晴 美み-偸み 視てゐ た。 

「うむ、 さう だね。 君の 妹さん シャン だな。 駄目な こと もない だら うけれ ど、 考へ もの だな。」 

「さう 0  -. 

「兎に角。 一度 監督に 見せな けり や あ。」 

「お 願 ひする わ。 どんな 風に したら 可い の。」 

「だが、 • 眞面： fll な 話 かい？」 

「何う して？」 

二  なま  のつ 

「女優に なろ の は、 譯 はない けれど、 幹部まで 漕ぎつ ける の は、 生やさし いこと. ちゃない ぜ。 初 
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ぎから ス タァ として 入らない 限り： • . それにし たって 大變 だぜ C 僕なん か裘面 を 知って る だけに 

ね。」  ， 

「さう。」 薰は氣 が 弱くな つた。 

「そのうち ゆっくり 話す がね。 本営に 堅い 決心が あるなら、 僕 推薦して あげる. かね：： 一度 撮影 

所へ よこして みない？」 

「え、 行きます わ。」 

そのまま 別れた。 

晴美 はつい そこの 飾 窓で、 春の 帽子 を 眺めて ゐた。 

「今 あの人に 晴 ちゃんの こと 話して みたの。 目黑ス タデォ の宣傳 部の 人！」 

「女優？ 」 

「い いぢ やない の？ 貴女 も 言って ゐ たから：：。」 

「駄目で せう。」 

たち ま- H 

- それ は 解らない けれど、 世の中 は 一 つ は 押しよ。 ちっと はづ うづう しく 立 廻らな け あ。 あの人、 

なん  よ  くちぶり 

何だか 好 ささうな 口 振た つたわ。」 


晴美 は樓木 町の 家 を 出てから、 三十 五ョ 目に 再び そこ を 訪れた。 

その 頃 は 上野 はま だ 櫻の 荅 どころ ではなかった が、 今來 てみ ろと 彼岸 櫻 は そろそろ 散り 方で、 

池の 畔の 柳が、 鶯の欲 ほど 染まって ゐた。 人が 輕ぃ 砂塵 を 浴びて、 ぞろぞろ 歩いて るた。 

青 美 は 電車 をお りて、 東照宮の 石段 を 登って 行った が、 風物の 移り 變りを 見ろ だけで も、 心が 

うづいた。 それでも 增 田の 盡 力で、 ス タダオ 入りの 望み だけ は 叶った。 

けれど、 晴 美は實 のと ころ、 鈸 幕に 姿 を據す こと 嬉しい と は 思へ なかった。 勿論、 聲の 試験 

にも パスして、 幸 ひ 大部屋へ $5! 込まれる こと は 免れ、 鬼に 角 スタァ 級と して 採用され たので、 運 

なに 

がよ ければ やがて 準 乾 部く らゐに はなれさう であった が、 何 かが さがさした 荒い ス タ. デォ の雰圍 

たら キ 

氣が 不愉快であった。 姉の 品 子の 知って ゐろ 女で、 藝 者から 此の世界へ 人って， もう 二 年 Si も、 

カメラの 前に 立って ゐる 女に、 色色と 內 幕の 1^ な こと を 聞かされてから、 一 曆 厭氣 がさして 來 

た。 

しかし 薰の 熱心な 運動で、 折角 ここまで 來 たの だし、 宣傳 部の 人 や、 紹介され た 監督、 所長な 
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どに も 誓ってし まった ことなので、 今更 引 込み はっかなかった。 止す の も 惜しかった。 やって 見 

たい (m ん 十分あった C 

鬼に 角晴美 は、 姉の 品 子に、 保 證の印 を 擦しても らふ 必要が あった。 品 子 はちゃう ど 家に ゐて、 i 

緣 側の 籐椅子に かけた ま. ま、 洗った 髮を 干して ゐた。  j 

-ゥち  むすめ ぶん  i 

品 子 は 二十 六であった。 十八の 春から、 父の 世話になって ゐた 人の 家から 娘 分で 出て、 二十 三！ 

ひ- r ち  i  一 

で 名 越に 退かされた。 震災 後 品 子 達の 家 は 全滅した けれど、 その 女 は 兎に角 さう した 稼業に 取り 

ついて ゐた。 父 は 株屋であった。 だから 二人の 妹と、 生殘 つた 祖母と を かかへ た 品 子 は 恥を忍ん 

で、 父が 旦那であった 其の 藝者 屋へ鎚 つて 行く より 外なかった。  j 

名 越に は 二三 年 世話になって ゐた。 長喷ゃ 踊りの 名 取に して くれたの も、 彼であった。 さう し； 

た 果てに、 その 社會 から 足 を 洗った。 だから 同じ 藝者 でも、 品 子 は 丸 抱への 子の やうに、 さう 甚ー 

ぃ苦勞 はしなかった けれど、 しかし さう 厥な 眞似 もしないで、 见に角 祖母 を 見送り、 薰ゃ晴 美 を 

教育す るに は、 勿論 人の 知らない 苦心が あった。 品 子は產 れっき 餘り 健康に 惠 まれて ゐ なかつ 

た。 消化器 病 は、 父の 遣 傅であった が、 座敷で 强 ひられて 1： つた 酒が、 稼業 を 止めてから 出 一 K つて 

来た。 彼女 は 大抵 年に 一 回 は、 胃腸 病院の 厄介に なって ゐた。  ， 


品 子 は、 長年の 姉の 苦勞に 恩誼 を 忘れた かの やうに 二人の 妹が 突然 家 を 出て 行った こと を、 腹 

で 快く 思へ る 害がなかった。 妹 達の 身に して みれば、 それに は 又 相 常の 理. S が あろに しても、 姉 

の 現在の 生活に 不滿を もって ゐろ 彼女 達の 態度に は、 何 か 小面 僧い やうな ものが ある やうに しか 

それぞれ  いやおう  » 

感じられなかった。 三人の 姉妹に 落ち かかって 來た不 蓮 は 夫夫 同じ もの だとしても、 厭應 なしに、 

重い 責任 を 背負 はせられ た 品 子の 立場 は、 妹 達に も 解らない 答はなかった。 それ だのに 彼女 達 

二人 は、 さう した 姉 を もった こと を 恥 ぢてゐ た。 

「そんな 事 だら うと 思って ゐた のさ。」 

品 子 は 茶の間へ 来て、 茶箪笥の なかから、 藥の袋 を s した。 

晴美は 姉の 顔色 を 見い 見い、 

「私 姉 さんに 御 相談に こようと 思つ たんです けれど、 多分 承諾し ていた だけろ だら う と 思って： 

：。」 

品 子 は 散藥の 一 ト包 を、 白 湯で 呑んだ。 

あんた たち  あんた  い  い 

「それ あ、 貴女 達に は 貴女た ちの 考 へが あるんだ から、 1 一人で 好い やうに すろ の も 可いで せうよ。 

あんま 

ダン サァ になら うと、 映畫 女優に ならう と：：。 だけど、 それち ゃ餘り 私と いふ もの を 踏みつけ 
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にす ろても のぢ やない か。」  . 

「J^ うして です の？  I 

1,  よ. -,,  あんた がた ど  ,f 

- たって 能く 考 へて ごらんなさい。 ー體 貴女 方 は 何う して^れて 出たん です？ 慨が 不足で、 そ 

んな眞 似 をす るんで す。 しかも 私の 入院 中ぢ やありません か。 それ あ、 名 越が 貴女 達に 何 を 言つ 

たか、 私 は 知りません けれど、 たと ひ 何 を 言った にした ところで、 姉さんに だけ は 何とか 挨拶が 

あっても 可 いぢ やない か。」 

「え、 たから 薰 姉さんが、 病院へ：：。」 

「病院へ は 申 譯に顏 出し はしました。 一 應の斷 り はありました。 だけれ ど、 あの人の 態度と いつ 

たら：： 私が 何 か 貴女 達の 顔に かかろ やうな ことで もして ゐる やうに：： 今迄 姉さんの 世話で、 

一 人前の 女に 成った こと も 忘れて さ。」 

「それ は 姉さん、 そんな 事はありません わ。 姉さんの 誤解です わ。 私達 は、 決して 姉さんに 對し 

て、 何う の 斯うのと 言 ふ譯ぢ やな いんです の。 あの 時み」 ぢ さんが、 お前 達 は 何時 迄 品 子 姉さんの 

厄介に なろ 積り だと、 仰 やった もんです から：：。」 

「それ あ、 をぢ さんに して 見れば-てんな 事 も 言 ふでせ うさ。 それ も あの人が 貴女 達の こと を、 、い 


配す ろから ぢ やありません か。」 

啧美は 姉の 顔が 見られなかった。 姉が 何ん にも 知らないで ゐる のが 笑止だった が、 男女 關 係と 

いふ ものが、 そんなに も 異性に 寛容なら しめる もの かと、 不思議に 思った。 姉 は やっぱり 肉身以 

上に 名 越 を 愛して ゐ るの だと、 可笑しかった C 

犬が たつてから、 品 子の 氣 持が いくらか 釋 れて來 たの を 看 透して、 

「判つ いて 戴けろ でせ うか。」 

「ついて 上げても いい わ。 だけど、 名 越に きいてから でも いでせ う。」 

「え、 それでも 可 いんです けれど、 一 tn でも 早い 方が いいさう です の。」 

あんた 

「さう ね。 だけれ ど、 貴女 撮影所の 內幕 知って ろ？」 

「それ あ 少し は：： 0  J 

「大變 だってい ふ話ぢ やない か。 私 文 香さん に 聞い たんだ けれど。」 

晴美は 文 香 11— か < 優 としての 香 月 文 江が、 撮影所での 彼女の 部屋で 言った-一と を、 思 ひ 浮べて 

ろた" 

「どこの 世界に も、 男と 女との 醜い 場面 は ある もの だけれ ど、 ああ 言 ふ 社會は 格^ら しい わ 
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_ たけ ど 姉さん、 世間で 言 ふ ほどの こと はない と 言 ふ 人 も ある わよ。」 

「だつ で 文 香さん が、 色色の 場面 を 見て ゐ ろんで す もの。 家へ 遊びに 來て、 一 ト晚中 話して 行つ 

た わよ。 〇〇 糸 〇 と X  X 監督の 戀愛 問題 だの、 卩加 茂へ 逐ひ やられた 〇〇〇〇 に 〇〇〇〇〇〇 弘 

〇 のこと だの。 あすこで 役で もっけて K ふに は、 何う したって 監督の いふ こと を 聞かな け ぁ絶對 

駄目なん だって。 それ も 結婚で もして さ、 一生 見て くれろ のなら、 それ あ 何う せ 女の こと だもの、 

誰かに たよって 行かな けあなら な いんだから、 妥協-の しゃう も あろ けれど、 何う せ そんな 人達 

は、 ^弄に しッ 放しなん だもの。 それ も 人氣の 出た てで、 鬼 や 角 問題に される うち は f いけれ ど 

さ、 少し 名前が 賣れ て、 これからと いふ 時分に は、 先 さきお か はりで 後から後から 新手が 繰 込ん 

で來 るんだ もの。 何に せい、 月月 一 人 か 二人の スタァ を 持へ て 行かう つてい ふんです からね。 尤 

も 幹部に なれば、 撮影しても しなくても 給金 はもら へる けれど、 人 氣商寶 は 何とい つても 生命が 

短い わよ。」 

「それ あさう ね。 だけど、 今 は 職業婦人が 一 番 いいんだ つて 言 ふわよ。」 

「だから さ。 堅氣の 職業に なさい よ。 名 越が 言って ゐた わ。 この頃 は 良家の 箱 入娘ぢ や、 迚も 結 


婚の 口なん か ありつ こない つて さ c デバ アトと か" パァ とか、 そんな 處で 稼ぐ の は、 何の こと はな 

い、 &ぃ 相手 を 探しに 出る やうな もの だって、 さう 言へば、 姉さんに したと ころで：：。」 

品 子 はふと 晴美 の顏を 見た。 

「それ あ 私 だって、 あの 稼業 を 好い こ， 0 と は 思って やしま せんよ。 だけど、 さう でもし なかった 

ば あ  あんた たち ふたり  た  - J1 

ら、 お祖母さんと 貴女 達 二人 を 食べさして 行けな かったん たよ。 董； さんが いくら えら さうな； 

したって こ， 一まで 迎" ついた の は、 結局 姉さんの お蔭 ぢ やない か。」 

それ はさう に 違 ひない と 晴美は 思 つ たが 、 今更 そんな 談議 を聽ぃ て み て も 仕方が なかった。 

「今の ことお 願 ひできます の。」 

「だから 一 R だけお 待ちな さいよ。 聽く たけで も、 名 越に 聽 いてみ なくち や あ：：。」 

晴美は 何だか 張 合がなかった。 

柳 祭の 頃 
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loo 

しま 

言 ひたいだ け 言った 品 子 は、 晴 美の 萎んだ 姿 を 見る と、 急に 可哀 さう になった。 兩 親が ゐ たら、 

この 子 だって まだ 子供なん だから、 末 ツ子 だけに さぞ 甘やかされて ゐ たらう にと、 さう 思 ふと、 

5^ & からが みがみ 叱った のが 何だか 悲しくな つて 来た。 何とい つても 三人 は賴 りの ない 肉 身な の 

であった。 同じ 苦勞 すろ にしても、 双 親の せめて 孰 か 一 人で もゐて くれたら と 父 や 母 を 思 ひ 5^ し 

た。 

ま ぶ た あつ  いそ 

品 子 は 眼険が 熱くな つて、 淚が にじみ 出して 來た。 同時に 晴 美が そっと 目 を あげた。 品 子 は 急 

いで 袖口で 淚を ふいた。 

「どう 晴 ちゃん、 久しぶりで 何處か 遊びに いかない？」 

I とこ？ し 

「どこでも 晴 ちゃんの 好い とこ。 何 か 面白い 映畫 ない？」 

「さう ね、 これと 言って 別に： ：o,l 

「何 か素喑 しい.， 氣の浮 浮す ろ やうな ことない か 知ら、 私 この頃 ヒス テ リイに なり さうよ。 もう 


立派な ヒ ステ リイ かも 知れない わ。」 

ど  ふる 

「あら、 何う して？」 晴美 はちよ つと 神 經が顫 へた。 

まさか 名 越と 音樂會 にいった こと を、 姉が 知って ゐる苦 はない と 思った けれど、 何 か 自身に 氣 

が 痛んだ。 晴美は 品 子に 逢 ふに も、 自然 氣が 咎めて、 曾ての やうに 朗 かな 氣 持で、 姉と 目 を 見合 

つたり、 無 邪氣に 話したり 笑ったり すろ ことが 出來 なかった。 それが 自身の 所爲 ではない にして 

せお  やつば り  いばら 

も 罪 を 背負 はされ てゐる もの は、 矢 張 自分であった。 姉が 知って ゐ ると 知らない とに 拘ら ず、 荊 

は 永久に 擔 はなければ ならなかった。 薰に言 は せれば、 そんな 事 を祕密 にしておくお 莫迦さん が 

い  み？ 1 から  とつち 

あります かと 言 ふので あった。 薰 自身、 好い 機 會を見 計って、 品 子の 前で 名 越 を 取 占めて やらな 

し まひ 

ければ 承知が できない と 言 ふの だった が、 そこまで 行けば 總て はお 仕舞であった。 暴露した とこ 

ろで、 誰が 幸福になる 譯 でもなかった。 

なに  い たづら 

品 子に も 何 か 胡麻 化し きれない 氣持 があった。 勿論 名 越に 夫人が あっての 惡戯 なので、 彼の も 

のとな つてから も、 一 H として 安心な 日はなかった。 それ を强ち 嫉妬と いふ こと は で きな かつ 

た。 金で 買 はれた 日蔭 もの だとい ふ觀念 は、 何ん な 場合に も 頭腦を 離れる ことが 出来なかった。 

何よりも 健康の 衰へ とともに、 めッ きり 若さ 美し さの 裰 せて 來 たこと が、 恐ろしかった。 此處ま 
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lo  二 

で 自分 を 持って 來て くれた 名 越が、 今にな つて まさか 棠 てる やうな こと はなから うし、 训れ るな 

ら 別れろ だけの こと. をして くれろ 彼 だと は 信じて ゐて も、 退院 後の この頃の やうに、 餘り顔 Si し 

を しないと すると、 何か氣 がかり でもあった。 兎も角も、 名 越ぐ らゐの ブル.. チヨ ァを、 愛護 者に 

もつ 品 子 は、 傍目に は 何の 苦勞 もな ささう であった が、 彼女 自身に は 妹 達に も わからない 惱 みが 

あっち 

「病院 を 出たら 湯 河原へ 行く 害ぢ やなかった の 。」晴 美 はきいた。 

「え、 行く つもりだった のよ。 だけど、 貴女 達が 屮 I て 行った から、 留守がないで せう。 そこへ も 

つて 來て、 名 越が 何だか 病院 を 建てろ とかいって 忙しい もんだ から。」 

「何の 病院？」 

「何の 病院 だか、 私 も 聞き もしない し、 あの人 も 話し もしない けれど、 何た かお 金が いろって 滚 

して ゐた わ。 第 一 私が 退院して からと いふ もの、 碌素 法顔屮 Z しも しないんだ もの。」 

「さう，. 一 

「ひょっとすると 八 rJH: あたり 來る かも 知れない わ。 屮リ しあと へ來 ると、 後で またぶ つぶつ 言 ふか 

ら、 晴 ちゃん 今 rn は ゆっくりして お出でよ。 佝か おやつで も 取り ませう。」  一 


いひつ  とりよ 

品 子 は 女中に 吩咐 けて、 上野の 岡 野へ 電話 を かけさせて、 鶯餅を 取 寄せさせたり、 近くの 水菓 

と  ま ざ 

子 屋に莓 を 取りに やったり した。 そして、 そんな 事 をして ゐ ろと、 いくらか 氣が 紛れろ ので あつ 

た。 妹 逹のゐ なくなった 家の なか は、 實際品 子に 取って 寂しかった。 

「.薰 さん 毎日 行って ろ？」  . 

「 え。」 

「この頃 景氣は 何うな の。」 

わりかた さ. ひ 

「外が 明くな つて、 ホ オルの 方 は 割 方 寂し いんです つて。」 

「それ ぢ ゃぁ晴 ちゃんだ つてお 小 遣に 困ろ でせ う。 あの人 は 可い として：： たから 薰 さんが アバ 

なに は あ  わたし 

アト へ 出た から ッ つて、 何も 晴 ちゃん までが 私ん とこ 出ろ ことな いぢ やない か。 アバ アト つて 病 

院 みたい な もんで せう。 あんた 能く そんな 處に 辛抱し てら れろ わね。 一 體幾疊 く ら ゐ 敷け ろ 

の。」 

「六疊 でせ う。」 

な こ  ，つ た 

「そこに 一 曰 何して ろの。 唄 一 つ 謳へ ないで せう。 蓄音器で も あるの。」 

「蓄音器 なんか あり やしない わ。」 晴美は 笑った。 
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1 o 四： 

「今に 喧嘩で もす るで せう。 そしたら 歸 つて 來 ると いい。 名 越に は 私から 話しと くから ね。 アバ 一 

アトなん かに ゐて、 何う せ 好い こと はない に 極って ゐ るんだ もの。 名 越 も それ を 心配して た わ。 

あの 邊の アバ ァ ト は 大抵 銀座 邊の 女給さん 達の 巢だ らうって。」  ^ 

feh-  C  とりざら 

女中が 紫の 硝子 鉢に、 薔薇の 花で も 盛 込んだ やうに 莓を 盛って 取 皿 や 匙 や 砂糖 壺と 一 緖に銀 盆 一 

に 載せて 運んで 來 ろと、 殆んど それと 同時に 電話の 鈴が けたたましく 鳴った。 

• つち  なに 

品 子の 家へ 來ろ 電話と いへば、 大抵 は 名 越であった。 會 社の 秘密の 用事 か 何 かで、 名 越 はこ こ 

で 客に 會 ふこと もあった。 それらの 內 輪の 人達、 品 子の 友達、 三味線の 師匠な どから も かかる が、 一 

鈴が 鳴れば 名 越と 心得て、 品 子が 出る のであった。  ： 

i た 

今 も 品 子が 立った。 果して 名 越であった。 

「あら、 貴方 今 どこに いらっしゃる の？」  ^ 

「銀座 だよ。」  .  ^ 

「銀座 は 何 慮です の。」 


「銀座で お茶 を 呑んで ろんだ よ。 銀座 は 柳 祭で、 大變 だよ。 お前 も來 ないか。 久しぶりで 晚 飯で 

も 食べ よう c」 

「あら：： お 天 氣が變 り やしません。」 

双方で 笑 ひ 合った。 ぼやけた.. チヤ ズの 音が 遠く 聞え た。 

「貴方の 好きな 『春』 でせ う。」 

「その 通り だよ。 どう だ來 ないか。 今日は ここで 假装 だよ。」 

「私に 見せよう つてんで せう。 澤 山よ。」 品 子 は 少し 疳聲を 立てた。 

「サ 口 ン舂」 にこの 頃 名 越の 好きな 女が 一 人 あろ こと を、 品 子 は 知って ゐ た。 

一； 全然 逆様 だ よ。 お前 を 見たい とい ふ 人が あるんだ。」 

「その 手 はないで せう。」 品 子 はは ははと 笑って、 

「それよりか 此方へ いらっしゃいよ。 晴 美が 來てゐ ますの。 あの 子の ことで 少しお 話 も あろし： 

：。」 

「晴 美！ ふうむ！」 

入ら ひご. 0! はなし ご ftj  ，• 

デャズ に 交って、 誰か 朋輩の 名 を 呼んで ゐる 女給の 聲、 |< 聲、 話 聲：： そんな 中に 醉 つて 女に 
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一 o 六 

ふ ざ けて ゐろ 名 越の 顔が 彷彿と して 目 に 目」 え て來 る 。 

「どうた 來 ないか。 介意 はんから 晴美 もつれて おいでなさい。」 

「そんな 事 言った つて、 私達が 今時分 そんな バァ なんか へ ：：。」 

なに  い たづら 

さう は 言った ものの、 品 子 は その 場面が 何か氣 にかかった。 勿論 それ はほんの 一 時の 惡戯 で、 

まさ か 戀愛關 係の ある 自分の 女 を、 平氣で 紹介す ほどの 惡ぃ 趣味からで はなから うと 思った けれ 

ど、 でも それ は 何うた か 解らなかった —— 何に しても、 品 子 は 胸が むかついた。 

品 子 は 相談す る やうに、 妹へ 振 返った。 

「どう、 あんた 一緒に 行って くれろ？ それなら 私 も 行く けれど：： 名 越が 『春』 にゐ ろの よ。 

假 装が あろから 見に こいって 言 ふの よ。」 

- あら、 さう ね。 今 H は ネオ ルも假 装よ。」 

ど 

rjpv フす ろ？」 

いとま 

「私行かない わ。 もうお 暇す ろ わ。」 

「來 なけ ぁ來 ないでも 宜しい。 僕も晴 美に は 少し 話が あるんだ けれど：：。」 受話器の 方で ある。 

「ぢゃ 還って いらっしゃいよ C 柳 祭 は 今 H 限り ぢ やないで せう。」 


「よし、 それ ぢゃ是 からき 社へ ちょっと 寄って、 晚方 また 電話 を かけよう。 一 體晴 美の 用件って 

何 だい。」 

は あ 

「晴 ちゃんが 目黑 撮影所に 人りたい とい ふんです の。 もうあの 人達で 決めて しまつ たんです つ 

て。」  . 

「映畫 女優 か い？」 

「さう です のよ。 それで 一 應 貴方の 御意 見 も 伺 はなく ちゃ あ：：。」 

「それ あ 可かん ぞ。 僕は大 不賛成 だぞ。 理由 は簡單 だ。 僕 は 活動 俳優に しょうと 思って、 晴 美の 

倒 を 見て 來た のぢ やない よ。」 

「ええ、 私 も 今 さう 言つ たんです の。」 

「ー體 何が 不足で、 そんな 不 了簡 を 起す のか、 お前から ょく聽 いて くれ。」 

は あ  わたしたち 

- それ は晴 ちゃん も、 私達の 手 を 離れたい と 思って、 さう した 事なん でせ うけれ ど： ：。」 

「それだけの 理由 か。」 

「さう でせ うと 思 ひます わ。 別に 詳しい こと も 聞きません けれど：：。」 

「ぢ や、 僕 行かう。 三十 分 ほど 待た してお いて くれ。」 
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「いい わ。 さう します わ。」 

電話が 切れた。 

「名 越 は 怒って る わ。」 品 子 は 長火鉢の 前へ 來て 坐った。 

晴美は 暗い 目 をして ゐた。 

「今す ぐ歸 つて 來る でせ うからね、 よく 相談して みたら 何う？ あの人 やっぱり 貴女の こと 心配 

して くれて ゐる らしい わ。」 

喑美は 名 越と 顔 を 合せて はならなかった。 兩 手で 髮を撫 であげ ると、 緊張した 表情に なって、 

「私お 暇す る わ。」 

「あら 何う して さ 0-  - 

「何う してで も。」 

「を かしな 人ね。 人が 折角 心配して、 わざわざ あの人に 來て もら はう と 思って ろのに、 それに 責 

女 頭 髮隨分 汚れて ゐろ わよ。 お 風呂 わかす から、 髮 でも 洗って、 晚 御飯で も 食べて ゆっくりして 

おいでな さいよ。」 

晴美は 何 か譯の わからない 悲しみに、 胸 を g された。 


「でも s さん、 私歸る わ。」 

「g で そんな ことい ふの、 氣 持の わるい。 "Iff ね、 何 か 私の こと 誤解して ろの ね。」 品 子も淚 ぐん 

で 来た。  ノ 

「そんな 事：：。」 

品 子 も 終に 氣を惡 くして しまった。 もう 引止めようと はしな 力った。 

晴 美が 二三 町 も 行った かと 思 ふ 頃、 名 越の 自動車が 門口に 止った。 

品 子 は；！： e いて ゐた。 

r 可う したと いふんだ。 晴美は 何 處にゐ ろんだ。」 

名 越 は 立った まま、 そこら を 見廻した。 手 もっけぬ 莓に鶯 餅、 晴 美の 體溫が まだ 殘 つて ゐろ t 一 

蒲圑も そこにあった C 女中 は 風呂に 水 を いれて ゐ た。 

品 子 は 涙 を ふいて、 

「今 そこで 晴 ちゃんに お 逢 ひに ならなかった。」 

「いいや。 もう 歸 つたの か。 喧嘩で もした のか。」 

品 子 は 寂しく 笑った。 
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ど  あたし  け あ 

「いいえ、 喧嘩なん か：：。 でも、 あの人 逹何 うして かう 私に 反抗す ろんで せう。 晴 ちゃん も そ 

れぁ 可け なくなりました わ。 だけど 大 gi 薰 がいけ な いんだ。 彼 子が いけな いんだ。」 品 子 は 口惜し 

さう に 泣いた。 

「Ji だ 見っともない、 止せよ。 今更 そんな 事 言った つて 仕方がな いぢ やない か。 彼女 達 はずん ず 

ん 大きくな つて、 巢 立が できろ やうに なった から、 出て 行った までの こと。 お前が それ を 何時 ま 

でも 子供の やうに 思って、 手許に おきたがって みたところで、 駄目な こと だ。」 

「さう いふ 事 を 言って ろん ぢ やない のよ。」 

「ぢゃ 何う いふ 事 だ。」 

「私 あの人 達の 氣持 がわから な いんです。」 

つま 

「あの人 達の 氣 持？」 名 越 は 鉢の なかの 莓 を手づ から 摘んで 食べながら、 

「そんな 事 はわから なくても 可 いぢ やない か。 解ら なけ あ 解らないで 放 抛って おきなさい。」 

あんた  い 

「貴方 は それで 可いで せう けれど：：。」 

「また 三人き りの 姉妹 か！ お前 は 古いよ。 もっと 朗らかに なんなさい。」 

品 子 は 口 を 結んで しまった。 


「それにしても、 僕が 歸ろ まで 晴美を 待た してお けばよ かった ぢ やない か。」 

「だから 私が 引止め たんです。 それ だのに あの 子 は 何う しても 歸ろ といって、 强情張 ろんで す も 

の。」 

名 越は悄 げたやう にう つむいた。 ， 

「それで 何う しても 女優に なるとい ふの か。」 

わたし  は あど  な 

「それほど 決心して るんでも なさ さうな のよ。 私 だって 晴 ちゃんが 何う しても 成ろ と いふの な 

ら、 さう させても 可い と 思 ふんです。 だけど 前以 つて ー應の 相談 もな しに： ：。」 

「いや、 それ あ 可かん よ。 僕は絕 對反對 だ。 それ ぁ薰の ダン サァ から 見れば、 シネマ 女優 はま だ 

i し 

しも 優 かも 知れない。 だけど、 僕は晴 美に だけ はそんな 事 はさせ たくない。」 

は あ 

「ええ さうよ。 晴 ちゃんだ つて、 力 メ ラの 前に 立つ なんて こと は、 今迄 一 度 も考へ たこと はな か 

つたんで す もの、 多分 薰に挑 てられて そんな 氣 になった に 違 ひない と 思 ふわ。 共同 戰線 かなん か 

張って、 あたしに 反 旃を飜 へさう とい ふ 腹よ。」 

「さう でもな からう。 さう お前の やうに、 薰 ばかり を 捻り潰す やうに 言った つて 駄目 だ。 あの 年 

頃 は 誰でも 迷 ふ 時 だ。 その 氣持も 察して やらな け あ。」 

黃 ft の S  一二 


1 1 二 

品 子 は漸と 眉の あたりが、 少し 晴れた。 

「それ もさう ね。」 

なに はっきり  なん  さっぱりのお 

しかし 品 子に は 何 か 分明し ない ものが 未だ 殘 つて ゐた。 それが 何で あろ か は、 自身に は 薩張呑 

込めなかった けれど、 晴 美の 自分に 對 する 氣 分が 何う も腑 におち なかった。 晴美 自身が 一 と 頃 か 

ら見 ると ひどく 憂 I ^になった こと は、 年齢の せゐも ある だら うし、 生理的な 惱みも ある だら うと 

は 思へ たが、 名 越が 來ろ ときいて、 何う して あんなに 慌てて 歸ら なければ ならなかった か。 品 子 

は それ を 突 止めて 考 へる ほどの 頭腦の 明晰 さを缺 いて ゐ たが、 たださう した 漠 とした 氣 分が、 何 

か 妙な 拘泥 を殘 して ゐた。 

名 越 は 苺 を 食べ、 お茶 を吞 むと、 遽に腰 を 浮して、 

いそ  よりあ ひ 

「晴 美の 問題で、 急いで やって 來 たんだが、 實は今 H はこれ から 會 社の ことで 寄 合が あろんで、 

ちょっと でも 顏 出し をし なけ あなら な いんだ。 車 も 待た してお いたんだ。」 

そして 彼 は 時計 を 見て、 II を 浮した。 

「あら- もうお 歸り にな ろんで すか。」 

「他の 時と ちがって、 日 は 色色 報告 を 聞かな けあなら な いんだ。」 


「あたし 何處か 御飯で も 食べに つれてって 頂かう と 思って たのに、 先刻 貴方 電話で さう いふお 約 

束ぢ やな かったんで すの。」 

「さう さう、 あの 時 はつい その 事 を 失念して ゐ たよ。」 

名 越 は玄關 口へ 出て 行った。 そして 靴 を はくと、 品 子が 後ろから 被せろ 白 茶 地の 薄い ス プリン 

グコ オトに 手 を 通しながら、 氣輕 さうな 口調で、 

「ー體 あの 二人 は どこに ゐ るんだ。」  .  . 

「つい 聞きませんでした けれど、 歌舞伎の 裏 あたりの やうな 話でした よ。 贵方 いらっしゃる の。」 

「いや、 行き はしない けれど ：：o」 

「さう、 ぢゃ 行って らっしゃい。」  ， 

送 S だしてし まふと、 品子は又遽に譯のゎからなぃ寂しさと^！？苛しさに、 胸 を 浸された。 

三 

•7 ち 

姉の 家 を 出た 晴美 は、 名 越の 自動車が 當然 取るべき コォス を、 わざと 反對の 方へ 出て、 鶯 谷の 

ブ リツ.、 チを 渡った。 そして 其處 から 埃ぶ かい 坂 本の 方へ ぶらぶら 歩いた。 晴美は 何も 知らずに 自 
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一 一 四 

分な 愛して くれて ゐろ品 子が 可哀 さう に 思へ てなら なかった。 しかし 此の 祕密 だけ は、 何ん な こ 

とがあって も 誰に も 口外して はならなかった。 

晴美は 小い 時分から、 薰 よりも 自分の 方 を 可愛がって くれた 品 子に、 姉で あり 母で ある やうな 

特殊な 感情 を 育まれて ゐた。 二人の 妹に 別け隔て をす る やうな 品 子ではなかった けれど、 末の 妹 

だけに 可哀 みの 情が 暗 美に 濃かった。 お 客と デバ アトへ 買 ひものに 行く とすろ と、 品 子 は 自身の 

ものの 外に、 折が よければ 妹 達の もの を 買っても らふ 場合、 氣 持で 晴 美の 方へ 餘計金 を かける や 

うな 傾きが あった。 

あん ヒ 

「貴方の 方が 少し 高い のよ。」 品 子ば 薰に言 ひ 言 ひした。 

とな 

そんな 事に 無頓着ら しくみえ る薰 も、 實の ところ 神經 質であった、 別に 不服 は唱 へない にして 

ま はり ざ 

も、 わざわざ デバ アトへ 行って、 その 品物の 正札 を 調べて 来る くら ゐの 猜疑 はあった。 品 子 は そ 

れを 厭が つた。 だから 薰 はき 然に 早く 自身の 生活費 を 取る こと を 心がけた。  . 

晴美は 一 時 11 この 三 四 Co 撮影所の 夢に いくらか 浮され てゐ たもの の、 實は それ は 表面の こと 

で、 本當は それほど 自信が あろ 譯で はなかった。 姉に ああ 言 はれて みろ と、 今迄 描いて ゐた空 

なに 

想 は 虹の やうに 消えて、 それで やっと 安心した やうな、 それで ゐて佝 か 叉 寂しい やうな 氣 がし 


た。 

は か •I' と 

ホ— ル へ 行って、 薰に 今日の 始末 を 報告し ようと 思って、 彼女 は廣 小路の 方へ 方向 を 取った。 

そして ぶらぶら 歩いて ゐ ると、 ちゃう ど 松 坂屋の 近くまで 來 かかった 時、 同じべ レイ を 冠った 二 

入の 娘に 出逢った。 その 一 人は喑 美が， 時時 稽古に 行って ゐた佛 蘭西歸 りの 聲樂家 小 谷 加 代 子のと 

ころで 時時 顏の合 ふ 連中の 一 人であった。 、 

「何ラ したの。 この頃 ちっとん 見えない わね。 小 谷 先生が いつも 贵 方の 噂して いらし つて 

よ。」 

春 日と いふ その 一 人が 立 止って 話しかけた。 

「さう！ 私ず ゐ ぶん 御無沙汰して ゐ ます けれど、 そのうち 一度 伺 ふか も 知れません わ。」 

「唄 をお 止めに なった 譯ぢ やな いんで せう.。 どこか 外で お 稽古な さるの。」 

「さ うぢ やな いんです の。 だけど、 この頃 何だか 厭 策が さしてん の。」 

「さう、 何う して？ 結婚で もな さろ んぢ やなく つて？」 

「いいえ。」 

「私 何して ろか わかる？」 春 日 は 同 件 を 振 顧って、 少し 顔 を 紅く した。 
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一 一 六 

晴美は 彼女の 顔の 色ゃ& 装が、 <?っ《： の やうな 春の 明い 光線で 見る と、 何かス ティ.. チに でも 立つ 

てゐる 女の やうに 思 はれた が、 默 つて ゐた。 

「私 この頃 レグ ュ ゥ よ。」 

い つ 

i さう 何時 ガら ？」 

「去年の 『バグ ダットの 盗賊』 からよ。」 

「さう、 私見なかった けれど：：。」 

「ほんの n ォ ラス • ガ アル よ。」 

「面白い？」 

,x  このかた  こんど 

「まあね。 初めは 苦しかった けれど、 馴れれば そんなで もない わ。 此方 もさうな の。 今， 今度の 

稽古の 歸 りよ。 .a 井さん なんか だったら 一 躍 スタァ でせ うけれ ど：： やって 見ない？」 

晴美は 何 か 見 透され たやうな 感じで、 そのまま 視線 を そらせた。 しかし レゲ ユウの 方だった 

-, ち 

ら、 人事 交涉 はずつ と樂 だら うと 思った。 勿論 蒸の ホ ー ル にも レゲ ユウ たカ アル はゐ ろので、 內 

幕の こと を 知りた ければ、 何時でも 聞け る譯 だった。 

い  なに  はなばな 

晴 美は舂 日に 別れてから、 電車に 乘 つた。 レヴ ユウ もよ し、 キネ マ も 可い。 何ガ思 ひきり 花 花 


しい こと を やって、 それで 死んで しまへば、 それ も 亦 好 いんだと いふ 氣 がした。 

踊り場 はま だ晝の 部であった。 仄暗い ホ. I ルの 片側に 黑ぃ 制服が 鴉の やうに たかって ゐた。 晴 

美 は觀覽 席の 片隅へ 寄って、 薰を 物色した。 假裝は クリス マ スゃ何 かから 見れば、 さっぱりした 

ものであった。 セ イラ • パンツ、 茱葉 服、 島 田に 黑ぃ 半襟、 歌劇の 王子、 その 中に 黑ぃ マスク を 

かけた 制服と 踊って ゐる薰 は、 淡紅色の ド レ ス であった。 

いつの 間に か 白 兎 を 冠つ た宫 內が晴 美の 傍へ 寄つ て來 た。 

「いつぞや は 何う も：： 。」 氣輕に 挨拶し て 、 

「この頃 姉さんと 御ー緖 ださう です ね。」 

「え。」 

たん， ひ 

晴美 は、 薰が宮 內に逢 ふ 度に 自分の こと を 聞かれろ とい ふこと を、 二度 も环 にした ので、 宫內 

に 接近され るの が 厭だった。 姉が また 何う して この 男 を 好く のか、 理由が わからなかった が、 し 

ナ ふ  くら  み なほ  .！； ちかげ 

かし 今 E あたり は、 奥 多 摩で 逢った 時に 比べる と、 ずっと 見直した。 直 志の 面影の 彷彿して るる 

感じ は、 あの 時 も 今 も 同じであった が、 能く 見ろ とそれ は 額と か 眉：！ II とかに 類似 點の ある ことが 

わかった。 
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喫茶 部で 1 一人 はお 茶 を 呑んで ゐた Q 

「時時 來 るんで すか。」 

あんま す 

「いいえ、 私餘り 好き ぢ やな いんです の？」 

あんま い  いや 

「そんな 話でした ね。 ホ ー ル なんて 餘り 好い ところ ぢ やありません からね。 僕もダ ン スは 厭に な 

り まし.^ よ。 だけど、 外に 面白い 場所がない もんだ からつ い 足が 向く つてった 譯 で。」 

晴 美の 知ろ 限りで は、 この 男と 姉との 戀 愛交涉 も、 あの ままに 停頓の 形であった。 ザ ：！ 內 は^に 

田舍に 緣談が あろ 譯 でもない らしかった。 兎角 辻 棲の 合 はない ことが 多い ので、 變 だと 思って ゐ 

うち  いひな づけ いへ つき 

ろと、 彼は柬 京で 親類の 家に 養子に 来て、 そこで 學校も 卒業した の だが、 許婚の 家附の 娘が 嫌つ 

て、 それが 動因で 踊り場な どへ 來る やうに なった。 思 はしい 就職口の ない ことと、 束電に 勤めて 

ゐた 養父が 社長の 交迭 とともに 去年の 四月 馘 になった ことな どが、 いと ど 家庭 を 憂 管に した。 

は ひ  け ふねえ  J 

「あんた スタ. デォ へ 入ろ さう です ね、 今 H 姉さんから 聞い たんだけ ど。」 

「何う すろ かわかり ません の。」 

「さう です か。 If いぢ やないで すか。 姉さん は 大乘氣 です せ。」 

「さう でせ うか。 でも： ：。 - 


い たづら 

宫內の 耳元で、 ばち ッと いふ 爆聲 がした。 彼 は 振 返った。 爆竹み」 もった ダン サァ が惡戯 さう に 

笑って ゐた。 

「やい、 止せよ。 喫驚す ッぢ やない か。」 宫內 はそんな 口調 をつ かった。  -, 

そこへ 薰 もやって 來た。  ， 

「何う したの さ、 晴 ちゃん。 今迄 ゐ たの？」 

「さうよ。 -  ■ 

あ 4 

「後で 話 聞く わね。」 

薰はソ ー ダを 跳へ て、 ケェ ス から 一 本ぬ いた バットに マッチ を 擦りつ けながら、 

「晴 ちゃん、 あんた 額 色 わるい わ。 何う かしたん ぢ やない。」 

そむ  うち 

「さう。」 晴美は 顏を背 向けた が、 櫻 木 町の 家 を 出た 時から、 氣 分の 惡 いのは 事實 であった。 さう 

言 はれる と、 尙變 になった C 

ねえ  A  すぐ  たち 

喑美は 品 子 姉さんから 散散 攻擊 された 事 を、 低聲で 簡單に 話す と 直に ネ ー ルを 出た。 立 あがる 

なに あた ま 

時、 晴美は 何 か頭腦 がふら ふらし. ue 

「大丈夫？」 
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「i だか 顔色が わるい ぜ。 僕 送って あげよう か。」 宮內は 言った 0 

「さう ね、 貴方なら 大丈夫ね。」  . 

「i を 言つ てんだ。 そんなに 不安なら、 誰かもう 一 人 頼む ぜ。」 

「いい わよ。 ぢ やお 願 ひする わ。 圓 タクで ね。」 

晴美は 外の 風に 1 ると、 氣持 がよ かった。 そして 夜風に 吹れ ながら、 の 下 を 少し 歩きたい 

と 思った ので、 二度ば かりお 內を 断った。 しかし 宫内 はいくら か 硬くな つて 附 いて 来た。 やがて 

窣を 雇った。  . . 

車に 乘 ると、 宫內は 一 餍 硬くな つた。 

riss あんな S さんがあって、 幸福です ね。 僕 も 田 舍に兄 や 姉もゐ ます けれど、 中學 時代に 東 

京の 親類へ 養子に 来た もんです から。」 

晴美は 同じ 越後 產れの 直 志 を 思 ひだして ゐた。 

「ぉ國 は 越後でした のね。」 

「さう です。 山の なかで：：。」 

「どこです の？ 1  . 


かん はら 

「蒲 原。 どうしてです。 - 

晴美は 「いいえ。」 と？ I したが、 その 隠 間 心臓に 何 か 衝動 を 感じた。 

今晴 美が 自動車 を乘棄 てて 宮內と 前後して、 下が 家具屋に なって ゐろ、 その 横の £ ぁろァ 

パ アトの 人 n の ドア を內へ 押した 時、 つい 目の前の 階段の 下で、 持主の 神さん と、 ^か" お IT をし 

てるる、 でつ ぶりした 體を白 茶の 外套に くるんだ 老 紳士の、 こっち を ま "1: く 銀ら 顔と、 ぴったり 

視線が 合った。 それが 名 越であった。 

名 越 はくろり と 向き 直った が、 同時に 晴美は 「あら ッ。」 と 口で 言った きり、 ドアの 外へ 出た。 

ある  上ろ 

そして 一 一三 間 歩いた ところで、 ふらふらと 珊 けさう- - なつ.， こ。 

驚いた 宫 内が 進み 寄って その 手 を腋へ 抱き こむ のと、 名 越が^ けろ やうに?! 奢いて 来て、 前へ 

立幡 かるのと、 殆んど 同時であった。 

四 

蒲團の 上に 臥された 晴 美を番 しながら、 そこに 名 越と 宮內 が、 憂 さうな 顏を i) おせて 坐って 

ゐた。 
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1 ニニ 

部屋 は疊； 敷 だが、 窓 は 開き 戶で、 ク リイ ム 色の カァ テンが、 風に そよ いで ゐた。 スタンドに 絹 

のセ ヱド がか かって、 晴 美の 顔に 階 光に 似た 影 を 落して ゐた。 壁に は映畫 俳優の プ マ イド、 誰 

が 描いた のか、 ザッ キン 張りの 歪んだ 女の 顔、 ダンシング • タイム ス からで も切拔 いたらし い、 

素 的な。 ホ オズの 寫眞、 そんな ものが 壁に かかって ゐた。 そして 新しい 茶箪笥が、 上に 人形 や 玩具 

や 花瓶 を 飾った 本箱と 並んで ゐた。 

「ぉ歸 りに ならない でね。」 

少し 氣 分が さっぱりした 時、 晴 美が そっと 宫內に 目で 知らし 4^ ので、 宮內 はじつ と附 いて ゐた。 

くど 

名 越 は 二度ば かり、 宫 內に歸 つて くれる やうに と 言った けれど、 諄く は 言はなかった。 

家具屋の 神さん が 持って来て くれた 葡萄酒の 瓶と コップが、 盆に 載せて、 彼女の 枕元に あった。 

名 越 は 時計 を 出して、 一 閑 張の 小 机のう へで、 忙しく セ コ ン ド を 刻んで ゐろ置 時計と 見比べ 

た。 

「もう 九 時です な。」 名 越 は 時計 を. ネ ケット へ 入れて、 

い  ひきと 

「御迷惑 かけました な。 もう 可いで せう。 どう 力 御 遠慮なくお 弓 取り 下さい。」 

彼 は 言葉に 折目 をつ けて、 微笑 をた たへ ながら 促した。 


「さう です ね。」 

宫內は 坐った i へま、 机のう へに あった ョ ー ョ ー を やって ゐた。 それ は、 前へ ぼんと 投り だした 

かと 思 ふと、 瞬 11 手の なかへ 吸 ひ 込まれろ。 晴美は 本箱の 方み」 向いて ゐた C 氣分は 大分 快くな つ 

てゐ たけれ ど、 何 か 重い ものが 頭に 押 被 さって ゐろ やうだった。 

、一 L きめ 

名 越 は 催促の 利 目がないので、 また 苦い 顏 をして ゐた。 

宫 內がョ ー ョ ー を 下にお くと、 今度 は 名 越が 手 を-:: 山した。 そして 二三 度 やって 昆た が、 さつば 

り 捲 あがらなかった。 二人で 笑った。 

「何 か 骨が あろので すかね。」 

「いや 刖 に..：。」 

今度 は 又 宮內が やり 出した。 

「巧い。 實に鮮 かなもの だ。」 

「銀座へ でも 出ます かね。」 

あんた 

「貴方 は どこ へ お勤めです。」 

「いや、 どこへ も 勤めち や をり ません。」 

黄昏の 整 1 二三 


一 二  Si 

「それで ダ ン スを やったり、 ョ. I ョ ー を やったり、 好い 身分です ね。」 

宮内は 少し 赤くな つた。 やがて ョ ー ョ ー を 机のう へに 置いた。 その 拍子に、 晴 美の 顏を覯 きこ 

んだ。 

「氣分 は 何、 つ？」 

晴美は 口 の うちで 何 か 言 つ た。 

「僕 もっと ゐた 方が いい。」 

「え。」 

「いや、 私 はこれ の 身 寄の ものでして、 少し 意見 を せんければ ならん ことがあって、 來 たのです。 

しかし 今夜 は 4^ しませう。 これ ももう 快い やうです、 と 言って 貴方 達 若い もの 同志お いて 行く の 

も：： いや、 惡ぃ 意味で なく： ： 反って 御迷惑で も あらう と 思 ふの で.： . 何 うです、 何處 かそ こ 

いらで お茶で も 呑みません か。 後 はこ このお 神さん に賴ん でお いて：：。」 

そして 彼は晴 美の 方へ、 

「どう だ晴 美、 さう した 方が いいだろ。」 

「え。 J? 美の 頭が 微かに 動いた。 彼女 は 早く 獨り になりたかった。 


名 越 は 立つ とき、 札 入から 一 枚 大きい 札 をぬ いて、 そっと 晴 美の 枕の 下へ 人れ た。 

五 

,  ；; や；。 

宮內 はちよ つと お茶 をよ ばれる 積り で 外へ 出た。 さう しなければ この 親爺 は歸 りつこがない。 

いつまで 睨めつ こ をして ゐても 仕方がなかった。 晴 美が 何 かこの 親爺に il えろ 理由が あるに 違 ひ 

ない こと を 第六感で 感じて ゐた。 名 越 は 名 越で、 何とか 外へ 引 張 出して、 うまく 捲いて しま ふ氣 

で、 彼 を 誘った 

出ろ と 直ぐ、 この 老 紳士が き 動 車 を 呼んだ ので、 彼 は どこへ 行く の だら うと 思った。 

さし あ ひ  い 

_ いや、 ちょっと：： そこらの カフ ヱ ではお 差 合が あろと 可け ません からな。」 彼 はさう 言って、 

「御免。」 とば かり 敏捷に 先 へ 入った。 

「s- い 時候に なりました ね。」 名 越 は 好い 氣持 さう に 言って、 

「君 はお 酒 は？」 

「まあ、 少しぐ らゐは 遣ります が。」 

「道樂 は ダンスで すか。」 

黄昏の 養卷  J  i  , 
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「責方 ま-? - 

からだ 

「いや、 僕 は ダン サァ には舆 味がないで すね。 ああい ふ 運動 を やろ 女 は、 體が しまって ろと いふ 

話 だが：：。」 

官內は 顔負けが してし まった。 ぐうの f 曰 も 出なかった。 

i  それ 

き 動 車 は 昭和 通り を 左へ 取って、 三 四 分 走ろ と、 ちゃう ど 其 は 高 島 屋の新 建築 あたりの 見當に 

ならう か、 少し 廣ぃ 横丁 を 左へ 人って 一 町ば かり 行った ところで 止った。 それ はメ ー ドウと い 

ふ、 不斷 餘り氣 のっかな いやうな 酒場であった。 小さい ビル.. ティン.. クの狹 苦しい 地階で、 装飾 は 

なかった けれど、 デザィ ン は相當 がっちりした もので あ つた. - 

三十 四 五のお 祌 らしい、 感じの ばさばさした 女が 「おや ナ— さん、 だっし やい まし CJ と、 若い 

綺 麓な 振袖の 女給と 一緒に、 奥の 方へ 案內 した，^ 名 越 は スタンドに 近い ボックスの 一 つに 納まつ 

た C 

「今日は また 珍しい 人ば かり 來る わね。」 

「今夜 は 本場 ぢゃ 持てない から。」 名 越 は 笑った。 

「あら、 柳 祭で：： そのお こぼれで すかね。 何でも 結構です わよ。」 


名 越 は 常用の ス リイ • キャッスル スを、 宮內 にす すめろ と、 自身に も 一 本 貪 卓の 大理石の 端で 

ぼん ぼんやりながら、 マダムに マッチ を 擦らせた。 

ジャズが かかって ゐた、 「三文 オペ ラ」 のタ ン-ゴ . バラ アドで ある。 


笑ひ顏 などして みせて、 

厭な 人で もお 客と いふ 


「女郎屋の やう だね。」 名 越 は 苦笑した が、 

「君 は 何を吞 みます かね。」 

「さあ、 何でも 構 ひません よ。 餘り强 い 奴 は：：。」 


黃昏 の薔蘅  一二 七 


11 一八 

「ぢ P あ シャン ぺ ン • カクテル！」 

「結構です。」  . 、 

「僕 も それにし ようか。 餘り醉 つて はいけ ない。」 

「ちょっと 電話 を：：。」 宫内は 立って スタ ンドの 端に ある 卓上電話に かかった。 自動の 百 番でホ 

1 ルの 番號を しらべてから、 ホ ー ルの 事務所へ かけた。 そして 由 井 薫 を 呼んで もらった。 相當時 

間が かかった。 

やがて 薫が 出て 来た。 

「：： あれから 晴 美さん をお 送りして、 今 あすこ を 出た ところです。」 

「どうも 濟 みません。 何の こと もありません？」 

こ ご ゑ 

「いや、 ちょっとね：：。」 宮內は 低 になって、 

としょり  し 、 

「アバ アトの 人口で、 御 親類の 方に 逢つ たんです。 名 越と いふお 年寄の 方です が：： それ 力ら も 

よつ とね —— しかし 心配はありません。」 

「あんた 今 どこ？」 

「ここ は 昭和 通りの パァ です よ。 名 越さん と 一 緒です。」 


「そ のをぢ さんが 可け ない のよ。 何、 つし て 私達の 居所が わかった でせ う。」 

一 さあ：： 鬼に 角晴 美さん なら 心配 あり. せん。」 

「ない 事ない のよ。 私 少し 早目に 歸ろ わ。 どうも有難う。 贵 方もう 一 度ァ パ アト へ來て くれない。 

「ええ 成るべく：：。」  - 

宮內は スタンド を 離.；； て、 ボックスへ 還った。 

名 越 は カク テ ルに 口をつけて ゐた。 チイ. スが そこにあった。 

宮内も カクテル を 口にした C 

名 越 は チイ ズの 銀紙 を 叙く と、 ク ラッ カァを 折って 問 へ チイ ズを 挟んで 食べ ながら、 

「失禮 だが、 君 は 家庭 は？」 

宮內も チイ ズに手 をつ けた。 

「さあ 何とい つたら ザ いんだ か、 困った な。」 彼 は 初初しく 額 を 撫でた。 

名 越 は 苦笑した。 

「奥さん は？」 

「ある やうな、 ないやうな： • . 鬼に 角 未婚です から。」 

黄昏の 蕾德  1 二 九 


一き 

4- と 一一; h- 

戀人が あ ろ と に ふ譯 です かね。 男 振が いいから 持てろ だら う ひ」 

「 これ あ 何う. それ 處ぢ やな いんです。 ダ ン ス なんか やって 呑氣 さう に 見えても。」 

一 學 校で は 何 科 を やった の です。」 

_ 工科です。 初め 經濟 でした けれど：：。： 一 

「どっち も 可い ね。 僕の 子供 は 文科 だが、 いや、 この 文 學靑年 ほど 凡そ 世の なかに 厄介な もの 

ない よ、 君が 遊んで ゐる のなら、 僕ん ところで 使っても いいが ね。」 

「何の….。」 

「自動 車屋 だ。 朝 n: 自動車 會社 だよ。」 

「ああ、 さう です か。」 

「興味が ないかね。 どこか 外へ 紹介して あげても 可い がね。 若い ものが ダンスなん ぞ やって、 ぶ 

ら ぶら 遊んで ろの は勿體 ない よ。」 

こんど 

，てして 彼 は 今度 は マ ン ハツ クン を 註文した。 

一 ところで 君と 瞵 美，. -」 _3關 係 は，. 一 名 越 はさう 言って、 若者 を 見詰めた。 

せ內 も祌經 質な！ ゲ した。 


「絕對 そんな 事 はな いんです。」 

「ない S か。 僕 はまた 君が ひどく 親切に すろ から、 戀愛關 係で も あり はせん かと 想像した の だ。 

それなら それで 何とかなら うかと 思って ね。 J 

「いや。 さう：；， ふ 事はありません。 ただ 薰 さんに 頼まれて、 お送りした だけです。」 (呂內 は 言った 

が、 何 か 自身に 飽 足らない ものが つた， - 

「後で. わかろ こと だが、 彼女 達 は 僕が 面倒 見て ゐろ 女の 妹 達 だよ。 薰は 鬼に 角と して、 晴美 だけ 

は 素質が いいから 聲 IK 豕 にす ろ つんい でるたと ころ、 何 か映晝 女優に な" たいやうな こと を 言つ 

て來 たさう で、 そんな 不 了簡 を 起されろ と 面る と 思って、 實は わざわざ 意見に 行った ところで： 

ゐ ど-一ん  二ん や 

： 僕達に は 居所 も 知らさない と い ふ 始末で、 今夜 や つと 捜し あてた ところ さ。」 

「は あ、 何 かさう いふお 話でした ね。」 

「君から も 能く 言って、 聽 しても らふと、 效果が あらう と 思 ふ。」 

「は あ。」 

「それから 1 度 社 へ おいでなさい。 名刺 を あげてお かう。」 

名 越 は 名刺 人から 一枚ぬ いて、 宮內に 渡した C 宮內の 前に 希望が ひろがった。 
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六 

：!： ろろ .5 ひ い 

カフェ. メ  —ドウ を 出ろ と、 宮内は 名 越に わかれて、 通りの 方へ 出て いった。 そして 微醉の 好 

ぃ氣 持で 銀座の 方へ 歩いた。 名 越 は 自動車に 乘ろ とき 附 加べ た。 

「5^ ろ な ら履歷 書 御 持參が いい。」 

あとよ 

お は 「承認し ました。」 と 頭 はさげ たが、 實は H 科 を 後 1 ^ で^した こと を 思 ひ 川して ちょ 

つと i げた。 その- g から 彼 は ダンス 場へ： 迎ひ はじめて ゐた。 振 返って みろ と、 遂家 先き の 娘のと 

ころへ、 ラブ • レタァ が、 舞 ひこんで 來 たり なぞして、 何 か 暗い 陰の あった ことが、 彼の 氣持を 

ー腎 ぐらつかせた。 ^?#1こ性格に變化の來たことを彼は自身にも認めてゐた。 その 顷 まで、 美那子 

に對 すろ 彼の 氣持は 白紙と いって， H 'かった。 さう 愛し もしなかった けれど、 恩人の 娘と して 幸福 

にして やらう とは考 へて ゐ たのであった。 けれど 美那 子に して みれば、 何か戀 愛の 憧れ を もって 

るた， 一と は いかであった。 その はお にも わからない ことはなかった。 彼 は 苦しんだ。 家^^ 

が憂餺 になって 來 た。 

なぞ も、 彼 は 家へ 歸ろ 第が しなかった。 


官 •s: の 姿が、 再び 歌舞伎 座 裏の ハツ ビィ • ハウスの 前に 現 はれた の は、 十 時 少し ま はった 頃で 

あった。 芝居が はねて、 そこに 自動車が 氾濫して ゐた。 

•> リ？： は 人り かねて、 そ S せ I を 注ったり 来たりした。 薰の來 ろの を 待た うと 思った。 

薰が圓 ククで 還って 來 たの は、 h 一時であった" 降" たと ころみ 一宮 內が 近づいて 行った 一一 

「ぉゃ宮^2:さん： あんた そんな 所に ゐ たの？ 名 越の を. ちさん は 何う して？」 

一 あの カフ ヱ を 出てから、 別れました ご 

「何 か 言って ゐた？ ー薰 はきいた が、 急に 戶 方へ 足 を 運んで、 

あが 

「ゆつ く" 司 ふわ。 ちょっと ヒ つてよ。」 

宮.？ ： はついて 上った。 上って みると、 晴美 も： E を さまして るた。 

「何う して？ 顔色い いぢ やない の。」 辈； は晴 美に 言った。 

「僕 驚いた な。 あのみ- ぢ さんの 姿 をみ ろと、 晴 美さん が 逃げ出さ うとして、 輕ぃ^ 貧血お こしち 

やつたん だもの、 僕は老 色魔 かとお も つら やった。」 

「さう！ さう 思った？」 薰は 苦笑して、 

「さう 言 やさう かも 知れない わ。」 
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まくらもと  にら 

「それから ずっと 晴 美さん の 枕元で、 一 一人 睨めつ こさ。」 

「それから。」 

「それ は f いとして、 實際 あの をぢ さんに は 顔負けし たよ。 今 は 老年の 全盛時代 だね。 若い もの 

の 持てない こと 夥しい や。」 

「憤慨して？ 一 

「憤慨し ちゃった ね。」 

「お金よ。」 

「お金 持 か、 あのみ. ちさん。」 

「う うん、 融通が 利く だけよ。」 

「自動車 會社 だって？ 僕 を 傭って くれろ かも 知れない ぜ。 」 

「そんなに 親密に なつち やった の。」 

「あの をぢ さん 話せる よ。」 

「それ あさうよ。 せ 一し く 頼ん どくと 可い わ。 私 も それみ」 考 へて ゐ たんだ けれど、 私から 賴 むの 胸 

i わるい から 默 つて ゐ たのよ。 でも、 さう なれば 好都合 だ わ。 少し 瘤に さはる けれど：：。」 蒸 は 


さう 言って、 ふと 晴 美の 枕の 下から 喰み だして ゐろ 紙幣に H: をつ けた。 

「何よ、 それ 晴 ちゃん。」 . 

「おいて 行った の。」 

「をぢ さんが？」  . 

よ •  I  あと 

「さうよ。 何す るん かと 思ったら、 後で 見ろ と： ：。」 

「お見せなさい。」 

手に 取ろ と、 それ は 圓 札であった。 

「ちえ ッ、 何 だ これつ ぼち。」 

宮內は 彼女 を 見た。 薰は 少し 顏を 紅く した。 

1-  ± あ  す 

「でも 可い わ。 ちゃん 明日 デバ アト へ いって、 好きな もの 買 ひなさい。」 

「あたし 厭 だ わ、 そんなお 金。」 晴美は 微かに 冷笑した。 

薰も眉 を 曇らした が、 

「いい わよ、 そんな 事。 これ だけ あれば、 常 分昔樂 のお 稽古 もで きろ わよ。 —— スタ， チォの 方 は 

何う する 積り よ。」 
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晴 fe- はう つむいて ゐ たが、 少した つてから、 品 子の  一一 一一！！ つたこと を いくらか 細かく 話した。 

-  さんざ 

「さう ね。 かう いふ 事 は 迷 ひ 出したら 際限の ない ものよ。 私の場合 だって、 散散 言 はれた わ。 ど 

とり か  ひ-,.. か  だ 

この 誰 だか 知れない 人と、 取替へ 引替へ 抱きつかれて、 お 女郎より 惡 いなんて：： そんな こと 言 

つてた H に は。 ：： でも、 私 頑張り やしない わよ。 巧く 行かなかった 場合 は 妙な ことにな ろから 

ね。 II  ,1>;:.2; さんどう？ 一 

「僕に は 何とも 言へ ない けど、 勸 める 氣には なれない ね。」 

「さう。」 薰は 吸って ゐたバ ットを 灰皿に おくと、 

「そんな 事より、 私お 股が すいち やった。」 

さう 言 はれる と、 晴美 もお 晝 から 何も 食べて ゐ なかった。 

「私 も。」 

茶 簞笥を 見る と、 蓋物の なかに 昆布の 個 煮と、 ゥヰ ンンォ セイジと、 林檎、 ビ イスな どが あつ 

プ 

「御飯ない わよ。， 一晴 美 は カァテ ンの 下った 三尺の！^ 棚へ H を 遣った。  - 

「焚く の 面倒 だな。 濟 まない けど、 お さん 何 かさう 言って 來て くれない。」 


「おれ 行く のか。」  . 

「私行く わ。」  . 

「ぢゃ fu 行かう、 何う せ 御馳走になる から。 一 

iart は 近く  S 支那 料理 を敎 はって £ で 行った。 薰は ガス を ひねって、 湯 を 沸し にかかった。 そ 

して 洋服 をぬ いで， 衣紋 竹に かかって みた 銘仙の 著 物に 著 かへ た C 

「お .2: さん 歸 りに 何 か いはな かつ た"」 

「いいえ。」  . 

「あの人 も 何た か^- -r^ さう だ わ。 やか あってな い や -っ な。 此 頃-ちゃもう 悉皆お 里が 知 わ A いやつ 

た。 深ん りしなくて 可かった と 思 ふわ。.」 

そこへ お 內が歸 つて 來た。 

「一れ みません。」 

「何だか 降りさう だせ。」 

「さう 0」 

なん 

何 かちぐ はぐな 部屋の 空氣 であった。 

黃昏 の蔷想  ニー 一七 
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銀座の 柳の 芽が 大分 伸びて 來た 頃、 蒸 は ヱキ ネスで 左の 购を、 布しながら、 アバ アトの あの 

しい 部屋で、 幾 R も 幾 H も 安靜を 保って ゐ たが、 それ は 近所の 瞥 者の 診 斷 によって、 肋 P 炎 

に i つたこと が脓 つたから であった。 

柳れ： 小の あの 翌日から、 九. 度ば かりの 發 熱で、 その 前から も 胸に 痛み を 感じて ゐ たのであった。 

薰 はョ. チウ ム なんか 塗って 見た が、 晴 美の 勸 めで 醫 者に 診ても らふ ことにした。 その 結果が、 肋 

膜であった。 でも、 幸 ひに それ は 大した ことで もな く、 十 H も服藥 して 濕布を 怠らなかった お 薩 

で、 痛み は H に H に 薄らいで 來 たもの の、 醫者は 何處か 好い 病院で、 レントゲンで 一度 胸 を 診て 

んら ふこと を勸 めた。 ^門 部のと ころに、 輕微な ラッセ ルが聽 えろ とい ふので あった。 

「本當 です か 先生。 ぢゃ、 肺結核と いふ 譯 です S ？」 


薰は顏 を 紅く しながら、 案外 朗らかな 調子で きいた が、 さすがに 21; が 潤んで るた。 

「いや、 今から さう 心配す ろ こと はない。 今のう ち氣 をつ ければ 必ず 癒り ますよ。 鬼に 角 一度 レ 

ン トゲ ン で 診ても らふ ことです ね。」 

て あて つと  とり か  な 

晴美は 幾 R も幾晚 も、 よく 姉の 手 常に 力めた。 氷 を 買 ひに 行ったり、 ？i 布 を 取替へ たり、 馴れ 

ない ことなので、 使 ひ あろき や、 食べ もの 描へ にも、 骨が折れた。 

「八 「に 恩返しす る わ。 餘り 働かせて 晴 ちゃん 倒れない やうに してね。」 

薰が ぎむの を、 晴 美が 櫻 木 町へ 電話で 知らせた ので、 品 子が 千 疋屋の 果物の 籠 を もって 來て、 

歸り にお 小 遣 を 少しお いて 行った の は、 k-HI:  くら ゐ であったら うか。 晴 美の 恐れた の は 名 越が 

見舞に やって来る ことであった が、 何か忙 がしい ことがあろ とみえて、 不思議に 姿 を 現 はさな か 

つた。 

レントゲンの ことで、 かかりつ けの 翳 者 は 有名な 病院の 博士へ 紹介の 名刺 を くれた けれど、 一呂 

內が何 か 金の かからない 方法で、 本當に 信頼で きろ 醫 者へ 紹介 させろ から、 と 彼の 從 兄の 宇津ぶ 

直 志の 名 を 口にした ときには、 晴美は 勿論、 薰も 驚いて H を 見合せ た。 

なまへんじ  へん 

「 さ う ね ピ蒸が 生 返^ をす ろので、 宫 内 は變に 思った。 

黄昏め 鶴 想  1 111 九 
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「いけない？」 • 

「結構 だけど。」 

「ぢゃ ザ いぢ やない か。 相^して みたら ：：0」— 

「少し 差 障り が あんのよ、 その 宇 律 木さん ていふ 人。」 

「君たら 知つ てんの か。」 

「知って ろって 譯 でもない けれど：： 此の頃 何處 にゐん の、 その 人！」 

「何んだ、 知つ てんの か。」 

蒸は隱 してお く 必要 もない と 思った。 晴 美との 緣が 再び 繁 がれろ 動機に ならない とん 限らない 

こと だと も考 へた。 

「晴 ちゃん、 せ！ I 內 さんなら 話した つて 可い わよ。 何も 貴女が 惡ぃ事 をした 譯ぢ やな いんだ もの。」 

「厭よ 薰 さん！」 晴美は 睨めつ けろ やうな 目 をした。 

「厭 だぜ、 戀人 M 志と でもい ふん ぢ やない のかい。」 

「要すろ に、 晴 ちゃんが 少し 理想 泥す ぎろ のさ。」 

「君 はまた 少し 现實 主義す ぎろ よ。」 


「ふん、 餘計 なお 世^だ わよ。 だって 計算な しに 生きて 行かれます かよ、 この 鹽っ 辛い 世の中に。」 

め やす 

「低調 だな C 計算の 目安 も 色色 だからな。」 

「失禮 しちや ふね。」  ノ 

いぢ  . 

「あんた 病人だった ね。 背める んぢ やなかった つけ。 でも、 その 位 一 兀氣が あれば、 安心 だよ。」 

官内は 笑って、 先刻から まを剝 いてみ た 林檎 を 手で 割らう として 二， 三度 力んで みたが、 やがて 

ナイフで 割った C 

水菓子 や 花や、 ホ— ルの ファンからの 見舞が、 幾つ もあった C 薰は それらの ファン も 大事 だつ 

た。 けれど 宮 內の來 ない H は、 矢 張 寂しかった。 今では 前 程 熟 はない-ので、 お 内に 現實 主義者 だ 

とい はれる の も 無理はなかった けれど、 何と 言っても 宮内は 好きだった。 

「ところで 何う する の、 醫者 は？」 宮内は 言った。 

「さあね、 何う しょうか 知ら。」 , 

「晴 ちゃんと 戀愛關 係で も あろと すれば、^ いいんだ がね。」 

一 それ あさうな のよ。 晴 ちゃん は戀 愛に かけて は、 少し 純粹す ざろ のさ。 私なら 平：； m —— とい ふ 

譯 にも 行かない けれど、 いくら 私が 厚かましくたって ね C でも 話 はして みた 方が いいのよ。 喑ち 

黄昏め 薔德  I  E  I 
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やん は 心の ま 一女 ま で 瀆 されて はしな いんだ もの。 貴女 は 今 だって 宇津木さん を 愛し 切って るろ ぢ 

やない の。 その 愛 を 天まで 持ち あげよう-とすろ から、 宇 律 木さん から 逃げたん だ わ。 私、 だけど 

何う かと 思 ふね。 一 

蒸 は 眞劍な 表情 をした。 

た 

宮內 はさく さく 音 を さして、 林 擒を食 ヾてゐ たが、 

「成程、 吞 込めました よ、 事件の 內容 が：：。」 彼 は 張 合の ない 笑 ひ 方 をして、 

「あん 畜生、 そんなに 晴 美さん に 思 はれて ゐろ のか。」 

「あの人 だって：：」 

「それ は 勿論 さ。」 宫内は 額いた。 

薰は 一 ト 解決つ いたやうな 氣 がした。 宮內は 今後 晴 美に 働き かけろ やうな こと は絕對 にあろ ま 

いと m 心った。 

「e- に^ 宇^ 水さん に 一 度 紹介して B 、くわ。」 

「おやおや、 美さん の戀愛 問題 も 一緒くたに 持 込まう とい ふ 算段 かい。 J 彼 は 頭を擾 いて、 

「恐ろしい 計^に 明 いんだね。」  , 


「そこが 結核 病の 特徵 よ。」 

「成程ね。」 

二 

^りい  て すき 

直 志が 名 越 夫人 悅 子から 折 入って 少し 御 相談したい， 一とが あろから、 お 手隙のと き 一度 どこか 

靜 かなとこ ろで、 晚 御飯 を 食べ ませう と 言 はれてから、 旣に 一週間に ならう としてる た。 

忠者 を牧容 すろ ことにな つてから、 直 志 は ひどく 忙しかった。 會計 主任 は恭 造の 方から、 年輩 

の 手堅い 男 をよ こして くれたし、 恥 ひ は 夫人が 世話して くれたが、 醫員ゃ 看護 ゃ藥 局な ど は、 

ちと 

總て直 志 自身が 選定し なければ ならなかった し、 設備の 上に も 細い ことが、 後から後から 手 落が 

發 見され たりして、 おちおち 食事 もして みられない ほど 忙しい 思 ひ をした。 それに、 經營 がう ま 

あ ひつぐな  い 

く 行って、 たと ひ 利益 はなく とも、 牧 支が 相 償って くれれば 可い が、 先づ 二三 年 は 赤字み」 覺 悟し 

なけれ-ば ならない かも 知れない ので、 安心 はして ゐ なかった。 しかし 今更 重荷 を 背負った こと 

後悔しても 追つ かないの だし、 腕に 自信が あろので、 洋行 前に 悉皆 地盤 を 創って おくの も 惡く铽 

なかった。  ■ 
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あらた  ムム， 

直 志 は 忙し いのも 忙しかった けれど、 悅子 夫人の 申込みが 少し 更 まった 態度だった ので、 何 ^ 

か氣 味が 惡 かった" 知らず知らず 日が たって しまった。 - 

その R も 五 時まで 病院に ゐ たが、 明朝 は 早くに 產 後の 婦 人の 腎臟 摘出と いふ 大手 術が 一 つ、 他 

にも 二つ 三つ 小さい 仕事が あろので、 今夜 は 十分 頭腦を 休めて おかなければ ならなかった。 で、 

すま ひ 

病院から 廊下 づた ひに 行けろ やうに なって ゐろ 住居の 方へ 引 揚げた。 そ 二 は 三十 坪餘 りの 和室み- 

洋室と をん つた、 質素な 感じの &ぃ 建物で、 藥 局に 働いて ゐろ おい BR と、 婆やが るろ 限" であつ 

た。 彼 は 診察 著 をぬ いで 應接窒 へ 人る と、 機械的に 二種の 夕刊 を 取り あげたが、 上海の 戰爭 記事 

や、 三 i?;  士の 家族た ちの 傳統ぁ ろ 名優 達 によって： 何せられ て ゐろ三 勇士のお 芝居 見物の や ， そ 

ん たこと で 紙：. 1 が 一 杯だった。 

直 志 は 部屋の 隅に あろ 蓄音器に 近づいて i を 開けろ と、 いきなり レ コ ォド 棚から 一 枚；；：；； 出して 

あたま  たに 

盤に かけた。 彼 は 頭 眠が ばさばさして 來 た。 何か靜 かな 美しい 音 I， か聽 きたかった。 幸 ひに それ 

は ラベ ル の孔窗 舞曲で 二拍子の 踊りであった。 昔 響が 耳に 傅 はると、 ささくれ 立った 神經 が中樞 

から 和む のであった。 沙漠 S なかで 流れの 昔に 迎 りついた やうな 思 ひがした。 

すると、 レ コォ ドを飜 さう とした 瞬 iT  ：£： 十 上 電話の ベ ルが消 魂し く 鳴った。 彼 は 遣 切れない や 


うな 氣 持で、 受話器 > ザ 手に した。 聽 いてみ ると、 それが 悅子 夫人であった。 

f は あ 奥さんで すか。 私 宇津木です。」 

「今 何し てい らっしゃ るの。」 

あたま 

「病院から 引 揚げて 來 たばかりで すよ。 頭腦を 休めようと 思って、 レ コォド を かけて ゐた とこで 

す。」 

「今 tn もお 忙し かって？」 

わら ひご ゑ 

「まあ、 相 常に： ：。」 直 志 は 苦货を 立てた。  , 

「これからお 風呂へ でもお 人り になって、 晚 御飯と いふ プ 口 グー ソ ム です ね。」 

一 まあ、 そんな ものです ね。」 

「私のお 願ひ聽 いて 下さろ？」 夫人 は 少し サ つたる ぃ罄で 言 つて、 もよ つと 間 をお いて、 

「聽 いて 下さろ わね。」 • 

「何です か。」 

いや  なん  す ま 

「先生 厭です わ。 何です かなんて お 澄し になって：：。」 夫人 は ほほと 笑った が、 少し 顔で も 紅く 

したやうな 調子で、 
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1 いっかのお 約束、 もうお 忘れに なりえ へして？」 

「 ああ、 あれです か。」 

「先生から お 電話 下さろ 害ぢゃ ございません でして？」 

「いや、 さう 仰 やられる と、 何とも： ：o」 直 志 は 頭 を 接いて、 

「つい 忙しい ものです から、 何 か 始終 氣に かかりながら ： • . 。」 

「どこか 靜 かなとこ ろで 御飯で も 戴きながら、 お話し しあげたい 事が ございま すの。 お 煩く お 

思 ひに な る で せ 、つ と W 心 つ て 、 御 遠慮 申 しあげて をり ましたので すの。」 

あした 

「いや、 どうも：：。 伺っても いいんで すが、 明朝 は 少し 厄介な 手術が あります ので 寶は 今夜 は 

早く 臥せらう と 思って ゐた ところです。」 

「さう でした の。 それ ぢ やお 氣の 毒です わ。 でも、 ほんの 二 時間 か 精精 三時 1 -ぉ 手間 を 取ら 

せません わ。」 

「伺 ひませ、 リ。」  . 

ひま  なん  ど 

直 志 は 答へ たが、 閑で 困って ゐろ悅 子み」 思 ふと、 何だか 憂欝に なった。 都 會には 何う して 面白 

力ぶ  ど  たも ,. 

く 時間 を 遣 さう 力と 苦心して ゐろ 人が およそ 何のく らゐゐ るか 知れなかった。 質の いところ 


一、 長閑な 長 のお 稽古 をしたり、 謠を 謳ったり、 それから 溫泉 旅行、 デバ アト 通 ひ、 ゴルフ、 

ダンス、 戀愛、 等等 11 それら は 皆ん な H 當 りの 好い 處に根 をお ろした 草花の やうな もので あつ 

た。 

「ではね、 大 變失禮 です けれど：： さ、 つです ね、 今 六 時 十五 分 前で ございま すね、 遲 くも. 七 時 迄 

、 、 、 、  い 

にし ほば らまで お出で 下さいません？」  . 

「ど こです つて？」 

「し— ほ— ば— らで すの。 お 料理屋で すわ。 よく 長唄 や 何 かの 會を やります —— 私 も會で 二三 度 

行った ことが ございま すの。」 

そして 夫人 は 場所 を 詳しく 說 明した。 さう 言 はれろ と、 直 志 は 何だか そんな 家が、 あの 逢に あ 

ろ や う な氣 がした。 けれど 何ん な 家 だか 見當も つかなかった。 

に 角 電話が 切れて、 吻 とした。 また レ コォド を かけた。 それ はヴ ァヰォ リン. ソロであった。 

殺から 出ろ 美し い せま つばい や うな 昔に 聽き 惚れて ゐ ろうち に、 晴 美の 幻が 歐 炎の や うに HiH に 

搖 めいて 來た C 彼女の 聲が 聞え て來 た. - それ は 又敍の 音の やうに 甘， ギ： 〈な ものであった。 

直？ 心 はまた あの t め ことか 一考へ だした" 謎の やうな 二人の 刖れを 何う 解かう としても、 ぎき 切 


一 MA 

れな いものが あった。 彼 はま だ てぬ 夢 を 追 ふので あった。 彼女 自身 の^れの 原因が 何で あろ 

にしても —1 たと ひ II が 過失で あろに しろ、 故意の 裏切りで あろに しろ、 一切 を無條 件で 赦 すの 

は 何でもなかった。 

「いや あ、 さう は 言っても あの 女 だって、 何.^ して ゐ たか？」 

£ あ 

瞬間 婆やが 人口に 現 はれた。 

「日 ー那 さま 御飯の 御 支度が できました が：：。」 

直 志 は 我に 返った。 

「御飯 はいらんよ。」 

「さ やうで ござ います 力。」 

お 志 は 洋服 を著替 へようかと 思った けれど、 それ も 面倒な ので、 そのまま 書齋へ 人って 行く と、 

ティ ブルの 抽斗の：. K に 仕舞って あろ、 セ イラ 姿の 晴 美の 寫眞を 取 出して、 じっと見て ゐた。 惡魔 

拂 ひのお 護符に. ホケットへ 忍ばせようかと も 思って 見た が、 思 ひ 返して、 もよ つと キッスして 又 

g ザへ 仕舞 ひこんだ。 彼 は それから 鏡の 前で ネクタイ をい 吐し、 髮に櫛 を 人れ たりして、 未練が ま 

ぬす 

しく 少しで も 時^ を 偸 まう とした。 


部屋 を 中 N ようとす ろ 時、 叉べ ルが ダリ. デリ 鳴った。 彼 は應接 室へ 出て、 受話器 をはづ した。 

線で あろ。 女 事務員の 聲 がして、 

「もしもし、 先生で いらっしゃいます か。」  へ 

「ああ、 さう だ OJ 

.2: さんと いふ 方から お： ま^です が、 お b ざして よろしい でせ うか。」 

「i:c 內！ さう。 今 出かけろ ところ だが：： 何の 用 か、 君 ちょっと 聞いて くれ。」 

さう して 受話器 をお いて、 ポケ ッ トから！^；-草のケ ェ ス を 取 出して.. チ ュスメ イデ ルス を丁不 ぬい 

て、 ライタ ァの 火で 吸って ゐ ろと、 义 ベルが^った。 

「あのう、 息 者さん のこと について、 ；：： ル非 先生に お にか かって、 御 相談な さりた いんだ さう で 

す 力 — 」 

「ちゃ、 外線へ 紫いで くれ。」 

直きに 宮內 の^が 聞え て來 た。 

「患者て 何 だい。」 

「いや、 僕の 知って ゐる ダン サァ です がね。」 
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「ダ ンサァ か。 姙娠 でもした のか。」 W 娘 さした だら うと 言 はない ばかりに。 

「笑談 でせ う。 肋 膜です よ。」  . 

かどちが 

「お 門 違 ひだね。」 

「だから 御 相^した いんです、 ^の 方 も 少し 怪し いんで、 誰か 貴方の 知って ゐろ II 者に 紹介して 

まんざ，：' に い 

いたた きたいんで。 それに 其の 女 は、 离更從 兄さんと に！： 緣 がない こと もな いんだ。 L 

「ダン サァ なんか 知らん よ。」 

^志 は 答 へ たが 、 そ の 瞬問晴 美の 姉が ダン サァ をして るろ ことに 氣が ついた。 

「知らん こと はないで せう。」 せ： 2： は、 ははと 笑って、 

「素晴らしい^ 聞 だ。 解った でせ う。」 

いは 志は眞 紅に なった。 

なん つま 

「何 だ； ら ない。 」齒 志 は 笑 つ た。 

「それで 其の 事に ついても、 少し 話が あろし、 に 角 姊の方 を 紹介した いんです が。， 一 

「さう だな、 ^つても いいが：： まあ 少しお へさして 贳 はう。 何しろ 開院 早早で、 體が 二つ あつ 

て も 足りな いんだ。」 


際, *3 ひ) 


あんた 

「貴方ん と， J の 一 K:i;g にも、 レ ン トゲ ン は あろで せう。」 

「 それ は あろ さ。」 

「それなら、 大變 都合が いい。 つれて 行っても いいで せう。 お 願 ひします。」 

あした  なん 

「まあ、 寄越して 見た まへ。 明 H のお 晝頃 だったら 何とかしょう。」 

「ぢ や、 濟 まない けれど。」 

直 志 は 受話器 をお くと、 煙草 を ふかしながら、 部屋 中 を のそのそと 歩いた。 不安と 希望が 混交 

になって、 遣ろ 瀬の ない 心の 波が 立ち騒いだ。 すると、 それと：^ 對に、 何 か强ぃ 味方 を 得た やう 

な氣 持で 寧ろ 朗 かに 今夜の 悅 子に へ ろ やうに 思った。 

直 志は圓 タク を@ つて、 敎へ ら れたコ ォス み」 取った が、 その 家 を 見つけろ のに 十分 はかかった。 

髮 を簡？ 5- な 七三の バック か 何 かにした、 若い 女に 案 ：2： された の は、 つるつるした 廊下の 突當り 

) ,  ま  すバ たみ  うしろ かし  かべ 

部屋であった。 入口の に ra: 尺ば かりの 姿見が あった。 ト： が 後へ 傾いで ゐ たので、 今 帽子 を 壁 

にかけ ようとした 彼 S 上 牛 身が、 三十 ワットば かりの 電光に ら されて、 いと も tti やい. -に 映つ 
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1 五 二 

なん  -f しろ ぐら  j 

た。 家の 叙 分 や、 部屋の 條 件が、 何とな し 彼に 後.！？ い 感じ を與 へて ゐた ところな ので 鏡の 自身 一 

を 見て 思 はず ひやりとした。 

それと！： 時に、 女屮が 部屋の 襖 を 閒 けて、 人口に 手 をつ いて、 にこやかに、 

「お出でになり is した。」  . 

かべぎ はれん じ まど  ちのお も  • ,  .  I 

悅子は 深い 上段 の^を 横にして 壁 際の 櫺子 窓の 下の 方に、 物 思 はしげ に 一 一月 堂に 时を ついて ゐー 

たが、 それ を 聞く とさつと 顏を 染めた。 彼女 は 先刻から、 二度 も 三度ん 帶の 間から 小型の コ ンパ 

ク トを屮 I して、 顔 を 直して ゐた。 

悅 子が そわそわして、 刚を 立ち かけた ところへ、 ^志が 人って 來た。  一 

「入らつ しゃい。 お疲れの ところ を濟 みませんで したわね。 さあ 何う ぞ。」 

「いや、 少し 遲れ まして： ：。」 

1 一人と も 少し 硬くな つた。 直 志 は 一 一度ば かり- 1 路 してから 床 前に 坐った。 

「す. ぐ お 解りに なり.，^ して？」 

「は ッ。」 直 志 は 少し 調子 は づれに 答へ て、 「いや、 ちょっと まごつきました よ。 來て みると 何た か 一 

:=eT 洛た家 だんんだ から、 面 唤 つてし まって：：。」  1 


めしあが  どっち 

女中が お茶み」 もって 來て、 お 風呂と 召 食り ものと、 ^を 先にし ませう かと 開いた。 

「さう です ね。 11 先生い かがです。 お 風呂 は。」 

「僕 はいいです。」 

「さう 仰 やらずに、 何う； て。 さっぱりし ます わ。 一 

「いや、 止し ませう、 貴女お 入りに な ろんで したら、 御 遠慮なく。」 

「あ ら、 そんなに 物堅くな す つ ちゃ 厭です わ。」 

r ちゃ、 入ります か OJ 

i  どつ， ち を.5- ち- i  め. J だんぜん  ゆかた I- 

次ぎの 間で、 彼 は 孰が 男物 だか わからな いやうな、 お 召の 丹 {1 とそろ へ て あろ 浴衣に 著 かへ て、 

別の 出口から 風呂場へ 案內 された。 ハイカラと 意氣 と、 二つの 趣味 を 調節す ろのに、 設計者が 頭 

腦を つかった らしい 綺麗な 風呂場であった， - 彼 は 若い 風呂 番の 加減して くれた、 深い 風呂に 浸り 

ながら、 夫人の 目的が 那邊 にあろ かを考 へて みたが、 そんな 事を考 へる だけ 馬鹿 だとい ふ氣 がし 

た。 彼 は 江 知 勝で デカン シ ョを呶 鳴って ゐた 時代 や、 池の 畔 あたりの 料理屋で、 おけさ節 ゃ木會 

節 を 唄ひ覺 えた 時代 を も 回想して ふたが、 女の 肌の 匂 ひ を かいだと いふ 程の 經驗 はなかった。 彼 

は 童貞の 誇り を 失はなかった。 何でもな いと 言って しまへば、 それ迄の こと だが、 む ざむ ざと は 


一 五 四 

fm したくはなかった。 

ざっと 石鹼で 汗ゃ藥 品の 句 ひ を 流す と、 化粧室へ 人った。 それ は 愛らしい 王女の 化粧室の やう 

に、 美しかった。 三稜鏡が あり、 玉の-パフ 人れ が あり、 蓋 を 取ろ とォ ルゴ オルの 鳴ろ 佛蘭西 製の 

粉 白粉 入れが あり、 小型の 裸像の スタンド があった。 直 志 は 男 用の 化粧 臺の 前に 立って、 ベ ダリ 

ほの  つ まび  ね 

ンを t まりかけ ると、 つやつやした 髮に櫛 を いれた。 遙か 二階 座敷の 方向 力ら、 仄 力な 爪彈 きの 音 

が迚 れて來 た。  . 

部屋へ 歸 つてみ ると、 女中が 食卓の 上に 料理 を 二三 品 並べて ゐた。 

「應 只 女 は？  •• 

「rr,T なら、 せで 入って 來 ましたの e  —i 先生 はお 飮 みもの は：： ぉビ ー ル？ それとも スタウト 

でも & 何。」 

「さあ、 明朝が あります から。」 . 

「でも 何 かお 一と 口：：。」 

「かう いふ 家で は、 遣らない と 可け な いんです かね。」 

「そんな 事 ございません です けれど。」 そして 夫人 は 女中に、 


「ぢ や、 やっぱり H 本のお 酒に して 下さいな。」 

女中が 畏まって 退った。 

「さきお 電話し ました 時、 何して いらして？」 

「可う してです。 —— 何にもして ゐ ませんで した。 病院から 引けた. はかりで：：。」 

夫人 は 頷いて、 

「女と いふ もの は、 何う して かう 苦勞 性に 出来て ゐ ろんで せう ね。 私 毎日 先生が 今頃 %： をして い 

らっしゃ るかと、 そんな 事ば かり 思って ゐ ます わ。 今頃 は 病院 か 知ら、 それとも お宅 か 知ら。 銀 

なん  はりあ ひ 

座 でもお 牛ノ きになって ゐ ろん ぢ やない か 知らと， そんな 事 を考へ ろの 力 何 だ 力 張 合の ある やう 

4i つ  たま 

な、 § ないやうな、 妙な 氣 持なん です の。 先生 は 屹度 御迷惑で せう と ひます けれど、 でも 偶に 

御飯く らゐ附 合って 下さいます わね。」 

そこへ お 銑 子が 來た。 夫人 は 彼に 注いで、 自分 も 注いだ。 二 入で 同時に 猪口に 一お： をつ けた。 

「先生に お M きしょうと 思って ゐ たのです けれど、 あれから 宅の 洋子は 伺 ひませ ん でし たか 知 

ら。」 

>  そつけ 

「あれ 限りです が：：。」 素氣 なく。 
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• ひつく り  す 

「あの 時 は 本當に 喫驚し ました わ。 でも、 あの 子が 先生 を 好きだと いふ ことが、 母と して 私も大 

變 好い 氣 持なん です の。 それで ゐて、 何 か 妙な 不安が あって：： そこが 少し 矛盾して ゐ ろんで す 

けれど、 それ も 先生のお 氣持 一 つで、 いっか 淸算 できろ こと だと 思 ひます の。」 さう 言って 夫人 は 

直 志に 酒 をつ いで、 自身に も 注いだ。 

逢 ふ 度に、 何時の i§ にか 夫人の 氣 持が 深 りして ゐ ろので、 直 志 はこの 機 食に 防禦 線 を 張って 

おく 必要の ある こと を 感じた。 で、 立績 けに 三 四 杯飮ん だ。 

「先生 どうぞ お： を惡 くな さらないで. . ： 先生 は 何う でもい いんです の よ。 先生が 何う いふ ぉ氣 

持で いらっしゃ らうと、 それ は 先生の 御自^で すの。 ただ 何 かの 因緣 で、 かう いふ 不幸な 女 を 一 

人 友達に もった とお 思 ひに なって 戴ければ、 それでず いんです のよ。 それに 病院と、 このお 話と 

は 全然^だ とい ふこと も、 知って おいて 戴きません とね。 全くです わ。」 

「それ は 解って ゐる 積り です。」 

「ぉ醫 者 さまと しての 先生 は、 總 ての 人 のん のです。 屮 Z 来ろ だけ 廣ぃ 範圍 にわた つて、 不仕 合せ 

な 人達 を 救って あげたい と mi つて、 却って 御迷惑の ところ、 あんな 病院 をお 造りし ましたの。 で 

も 可う ございました わ。 あの 時分、 ちょっと 株が 縢って、 宅の 懷 ろに 相 $e のお 金が 人った もので 


すから。 私と しまして は、 復簪の 意味 も あ" ました けれど、 それと して は隨分 善い 事 をした 譯で 

すわ。」 

「他に もっと 善い ことが 思 ひっかなかった とすれば です ね。 世の中に 善い 事と いったと ころで、 

さう 澤山 はない のです から。 多くの場合 金 は 惡德を 補助して ゐま すね。」 

「さう 仰 やられる と、 私お 恥し くなります わ。 私に も 自分勝手がなかった と は 言へ な いんです も 

の。」 . 

「さう 追 菊した H に は  。」 直 志 は 笑って、 

「お 互 ひに 人 問です から。」 

「眞實 です わ。」 夫人 は 思 はず 目 を 輝かして、 いきなり 猪口 を 干して 直 志に 差した。 

直 志 は 困惑した が、 默 つて 受けた。 

「だから 私 先生が 大好きで すの。 先生なら 根本的に 私 を わかって 戴ける やうな】 恐がし ますの。 第 

一 私の 體 のこと を 知って ゐて 下さる の は、 先生より 外にな いんです し、 虐げられた 妻と しての 私 

の 立場 も 理解して 戴け ろんで す もの。」 夫人 はもよ つと H を そらして、 思ひ餘 つた 風 をした が、 少 

し 間 をお いてから だしぬけに、 
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「先生、 私 § 實 のこと を 打明け ませう か、 今夜：：。」 と、 執 一した E をち ろち ろ させた。 

「でも 先生の ぉ氣 持を惡 くす ろと 可け ません わ。」 

「伺 はない 方が いいやう です ね。」 

「でも頭腦で^^だ る 事 は 自出. ちゃない でせ うか。 何 を考へ ようと。」 

「ええ、 それ あ 私に したと ころで、 何を考 へて ゐ るか 知れません からね。」 

「屮 てて みませう か、 先生のお 考へ になって ゐろ 事。」 

「え。」 

「先生 は 若し か 洋子を 好いて いらっしゃり はしません？ 遠 ひます？」 夫人 は 顔 を 傾げた C 

うつむ  、 

「さあ。」 直 志 は 俯いて 苦笑した。 

「親の 愁 E です か 知ら。」 

「さ う で す ね 。」 直 志 は眞面 目 な 表情に なって、 

「この 問題 は 當分保 と いふ 二 と に してお きませ う。」 

「可 こも そ なに 用 、：； -I 木くな さら なくたって  o」 

「さ う レ ふ譯ぢ やな いんで すが 、 何し ろ 病院と いふ ものが あろので：： 私 は 今 病院で 一杯な ので 


す。 それん 察して 戴きた いんです。」 

夫人 は 恥し さう に n を ま^ ん だが、  . 

「眞實 にね。 11 でも かう いふ 事 は 私も考 へます の。 旣 にあん な 病院 も出來 たこと ですから、 今 

すま 

迄の アバ アト 住 ひとち がって、 誰か 先生の 身の ま はりのお 世話 をす ろ 人が 1 人なくて はね。」 

直 志 は お出でな すった と 思った。 女と いふ もの は 何う して かう 世話 燒 なんだら うと m 心った が、 

しかし それ は 彼 自身の 場 八：： で、 世の なか は 世話み-やく 人 もなくて は：： 

「兎に角 自然の 順序と して、 結婚と いふ ことになります のよ。 いくら 先生が 學者 肌で も —— 學者 

肌で あれば あろ ほど、 助手が 必要です わ。 御存じで せう けれど、 ベ ルツと かスク リッパと かいふ 

外 國の名 醫の方 も、 rn 本に 落 著いて、 日本の 女 を 奥さんに お持ちでした。 先生 も、 今に 吃 度 誰 方 

かお 迎へ になろ に 決って をり ます わ C その 場合 誰 方 か 他の 方が お 世話な すった となろ と、 私な ど 

かう してお 親しく 先生に お 目に かかろ ことが 出來 なくなる に 遠 ひな いんです の。」 夫人 は臺 布巾で 

食卓 を 撫ぜま はしながら、 眞 面目に 云った。 

「そんな 事 をお 考へ にな るんで すかね。」 直 志 は 態度 だけ は 崩さずに 煙草に マ ツチ を 指り つけて、 

としと  かた  あなた 

「年取った 女の 方と いふ もの は：： いや、 甚だ 失禮 です けれど、 貴女の やうな 年 K になる と、 私 
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なに 

なぞ に對し て 何 か 母親の やうな 苦勞 をな さりたい 本能が ある ものと 見えます ね。」 

「え。 でも、 私の は 二、 れとは 違 ひます わ。 え、 全然ち が ひます わ。 孤獨の 女の 寂し さと 言った や 

うな ものです わ。」 

「ぢゃ あ 結婚し ちゃ 可け ない とい ふんです か。」  . 

「遠 ひます。」 夫人 は 寂しげ にに やっと 笑って、 

「先生 も 案外お 人が惡 いんです のね。 先生 は 今迄に 幾度 も戀 愛の 御經驗 がお ありなん でせ う CJ 

「いいえ、 違 ひます。」 

「觅に 角、 さう いふ H が來 たと したら、 私 はまろ で 虹が 消えた やうな ものです わ。」 

「そんな 事 はお 考へ にならない 方が いいで せう。 それに 萬 了. てんな 時が 來ろ としたと ころで、 こ 

の 程度の 御 交際で したら、 別に 何でもな いぢゃありません か。 淸ぃ御 交際の 永績性 は、 寧ろ さう 

いった 條 件に 保 證 され はしない でせ うか。 私 は 結婚なん てこと を、 考へ てみ たこと もな いんです 

けれど。」 

「それ もさう ね。 私お 馬鹿さん でした わね。」 笑 ひだした が、 「でも、 先生、 私 そのく らゐ 苦しんで 

ゐ ますの。」 


夫人 は 目緣が 熱くな つて 來 たので、 急いで 手 巾で 押へ た。 

直 志 も 何 か 胸を壓 される やうな 感じで、 息苦し さう に 俯いて ゐた。 

たり  かけ ひ  っ》*^> 

四 下が しんとして 來た C ちろ、 ちろ、 ちろ と 寛から したたろ 水の 音。 しんね こらしい 爪彈 きの 

絲の I 曰。  , 

「先生のお t 計， 十 何-; &で すかしら。」 夫人 は 食卓の 端に あろ 直 志の 腕 t 計を覼 いた。 

「九， f 1 一十 五分です ね。」 

「ちゃ、. 御迷惑で せう から、 早く 御飯に して、 ぶらぶら 上野の 山で も 散歩して、 お別れに しませ 

う。 今晚 はほんた うにお 氣 持よ く附合 つていた だいて、 本 常に 嬉しう ございま すわ。」 

夫人 はべ ルを 押して、 女中に 御飯 を さう 言った。 

「だけど 先生、 いっその こと 私の 結論 をお 聞きに なって 下さいません？」 

「結論です か。」 

「大抵お わかりで せう けれど、 私 この il. ちう、 こんな こと 考 へて をり ましたの。 お 笑 ひに ならな 

いで：：、 詰り 私 は 新しく 戀愛 生活に 人ら うと m お〕 ましたの。 そして 先生と 御 一緒に、 病院で 働 

かしていた だかう かと：： 勿論 私 だけの 勝手な 者へ です わ。」 さう 言って、 夫人 は HE を舉げ て、 
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「 それで 私の 結論と いふ S は、 聞かな くと も 大概 見當 がお つきでせ うよ 0」 

「洋 子さん です か。」 

「さう です わ。 若し 洋子を 愛して いただけろ やうで したら、 他の 方に 取られろ より は、 ：： 大變 

あら ざら 

露骨な 言 ひ 方です けれど、 でももう 洗 ひ 浚 ひお 話したん ですから、 申し あげます けれど：：。 先 

生、 眞 面： E にぉ考 へに なって 下さいません でせ うか。 この P お E にか かろ 時お；^ 辭を 聞かして 

戴けます と 有難 いんです けれど。.」 

「一 つ 慎重に 考 へさして いただき ませう。」 

女中が 御飯 を 運んで 來た。 

四 

翌日の 簦頃、 直 志が 醫員窒 にる ろと、 宫. r か 薰を帶 同して 遣って 來た。 彼 は 自宅の 應接窒 で 待 

たして お/、 やうに 命じた。 

「素敵 だ わね。」 ， 

あたり 

-射院 の 横 を 通って、 裏の 方に ある 文化 住宅の. ネオ チに 立った 時、 薰 は四邊 み」 見廻しながら 咬い 


「あんな 事件 さ へなければ、 斷然 i?- ちゃんが 此處の マ ダム だつ たんだ わへ 

「うむ。」 と 宫內は 額いて、 

「4.- だって 1 く はない さ。 一  . 

「奥さんが あ つたら 何う すろ？」 薰は 宮內を 見詰めた。 

「あ ろと 思 ふかい。」 

「解ん ない わ。」 

じれった さう に 宫內は 口笛で 「私の 靑{<^」 を 吹いて ゐた。 


愛の；：：： かけの さすと ころ 

戀 しい 家 こそ、 私の 靑& 
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突然 ドアが あいて、 今 病院の 入口で 取次ぎ に 立って くれた 女が 案内して くれた。  - 

に ひづま  ど  か 

薰は 出來ろ だけの 敏感 さで、 直 志に 新妻が あろ か 何う か を、 室內の 様子で. がた ぎつ けようと した。 

「ああ 不安 だ、 不安 だ，.」 彼女 は 案内の 女が 去って から、 t_ お 白い 顏を 緊張 させた。 

「病人の 癖に、 さう 苛 しなさん な。」 -Hrt は そこにあった 瀨戶 ものの 卷 煙草入れから、 兩 切り を 

一 本 撮み あげて 眺めて ゐた， - 

「うむ、 こいつ あ 話せら、 コ ハクで ゐゃ がる！」 

宮内 はさう 言って、 にゃにゃしながら g: 五本 取って、 。ホケットへ 忍ばせた。 

「さもしい 了簡お こすもん ぢ やない わよ。 だから $ ^方と 歩く の 齢 さ、 淑女の 體.， M に關 すろ 0」尊； は 

けき だ 

吐出す やうに 言った。 

「それ あ 勃から 肯ふ 文： T たかね。 大きな n な 利け た柄ぢ やない ぜ。」 

あさま  あなた  ねん 

「淺 猿し い。 贵 方と 私と 夫婦に なったら、 ¥ から 年中 喧嘩 だ。」  . 

廊下に 足 昔が した。 お.？： は シッ とい ふ H: 顔 > ^した。 

身綺 魔な 婆やが 紅茶 を もって 來た。 それと^^んど^：時に直志が入って來た。 

直 志 は 昨夜 一 ト晚考 へた。 姉の 蒸に 逢へば、 晴美 のこと はわ かろ だら う。 事に よろ と戀 愛が 復 


活 しまいもの とも 限らない。 その 場合の 名 越 夫人の 失望 は 何ん なで あらう。 若し 晴 美と 結婚で も 

すろ 日に なろ と、 その 場合 は それと： 1: 時に 病院 を棄 てなければ ならない。 洋 子と 結婚 させようと 

して 氣を 揉んで るる 夫人の 希 §.rl を棄 てて おきながら、 病院に 居据 らうなん て、 そんな 事が 出來ろ 

苦 もなければ、 したいと も 思 はぬ。 ここ は戀 愛で 行く のがい いか、 打算で 行く のがい いの か は、 

容易に 決定 さろ べき， 一とで はない。 ^院 を投り 出す-  > とに なった ところで、 詰り はもと もとで、 

, 刈に 損害が あろ 譯 ではない から、 晴 美との 戀愛を 役活 させた 方が 精神的に は酬 はれろ。 しかし S 心 

ひがけな く、 折角 この くらみの^ 院が でき 上って、 鄕 里の 双 親 や 妹が 悅ん でる ろのに、 今にな つ 

て 駄目に なった ときいたら、 彼等 は 何ん なに 失望す ろ だら う。 悅んで くれて ゐる 先輩 や 同 にも 

餘り 好い 感じ を與 へない に 決って ゐろ。 勿論 そんな こと は、 要すろ に 詰らない 世俗的な 思わくに 

I  それまで  あらた 

過き ない。 さう 言って しまへば 其 迄の こと だが、 ここまで 悅子 夫人 を 引 張って 來て、 ここで 新に、 

過去の 戀 愛が 復活した からと言って、 あの 母 娘 を 突 放す なぞと いふ こと は、 紳士の 體 面と しても 

出來 ない 相談で あ ろ 。 それ を 忍んで 敢 てし う ろ やうな 自分 だと は 思へ ない。 

直 志 は 今朝の 手術 を控 へて ゐ たので、 そ S こと を  <ス朋 決定して おく 必要が あった。 でない と、 

メス を 揮 ふのに 神經の 統一 を缺く 虞が あった。 氣分が 亂れて はならなかった。 そして 直 志 は 今の 

lis: 昏 め薔 一六 五 
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{マ まで 晴 美の ， 〕 と を、 巾 ろ だけ 頭腦 から 取 除け ようとして ゐ たの である。 

今、 彼 は 何か惱 しい 不安 を、 .强 ひて 壓 遣す やうに して、 應接窒 へ 入って 來た。 

「こちら は 出 井さん です。」 宮內が 紹介した。 

薰は 椅子 を 立った。 、. . 

「突然 失禮 で ござ いました けれど： ： o」 

「いや . . ： ようこそ。」 直 志 は 煙草に 火 を つけて、 

「ル b; 女が ぉ惡 いんです か。」 

「は あ。」 

一： どんな 工合です か。」 

薰は 簡單に 容態 を 話した。 

「さあ、 よく 診ない と 解らない が 0 」 直 志 はお 內の 方へ、 

「こっちに もレ ン ト. ゲ ンは あろが ね、 矢 張專門 家で ない とね。」 

*  ここ： C やす 

1 どうせ 大した ことち やなに たらう と ふんた がね 0 」 お； 22 は 心 0^ げに 言った。 

「都 會にゐ る 人 は、 大抵 11 精し くいへば 九 トパ— セント 保衛者 だよ。 だが、 さう 言って 安心し 


て も ゐられ ない。 肺門 部に ラッセ ルが あろと いふなら、 今のう ち 注意す ろん たね OJ さう 言って、 

薰の 方へ むいて、 

一 誰か 紹介して あげ ませう。 ^谷の 療養 院の剐 院長が いいと 思 ふから、 その 男に |£ 介狀を 書き ま 

せう。 電話で も 話して おきます が、 迚も 熱心な 其の 方の 研究 象です。」 

彼 はさう 言って、 書齋へ 入った。 そして 手紙 を 書いた。 

直 志が もって 來た横 封 を、 薰は、 「どうも有難う ございました。」 と 受取って、 ハ ンド バッ： クに仕 

舞った。 

から 

「踊り場の 空氣は 體に惡 いでせ うね。」 

一. え、 それ は 沖 一 も：：。，. 一  . 

_ 蹄り 場が 薰 さんの 體に惡 いとなろ と、 それ こそ 問題 だな。」 (《: 内が 言った。 

I だって、 私 何も 一 生ダ ンサァ してる 譯ぢ やない わよ。 家ぢ ゃ反對 してる のよ。 姉が 嚴格だ もん 

ですから。」 薰は 見え を 言った。 そして 其 をき つかけ に、 

一 私 先生の ことなら、 妹から よく 伺って をり ましたの。」 

^志 は 眉の あたり を、 微かに びりつ かせた が、 無言であった。 
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{呂.2: が 穴」 虑を充 さ うとして、 

「素敵な もんです ね ，一  , 

「ぉ院 かね。 素敵と いふ こと もない が、 設備 は 十分 注意した 積り だよ。 この 储築 様式 は V 祸院に は 

初めて なんだ。. 一 

「明るさうな 病院 だね つ 一 

「明ろ いこと は 此の上な しだが ね、 -恶 ロケい ふ 人 も あろよ。」 , 

誰も 晴 美の 問題 を 口にしえなかった。 

少し 間 をお いてから 宮內 が、 

「奥さんのお 里からで も m 資して もらつ たんです か。」 

薰は ひやりとした。 そんな 失禮な こと をと いひ さう に^めた。 しかし 直 志 は 微笑んで ゐた。 

「奧 *.」 ん はない よ。」 

「まだ 獨 身？」 

直 志 は、 「まあね。」 と倪 いたが、 

一 僕 はこの 病院と 結婚した 譯 だね、 ぞ應 なしに、 僕の 意志で はな かったん だ。」 


「可 いぢゃありません か。」 

「いけない とも 言へ ない ね。」 

突然に 敏捷に、  •  V 

「i ^兄さん は、 今晴 美さん が 何う して ゐ ろか 知って ゐる？ 」 

「晴 美さん！」 直 志 は tl^ がへ しに 言って、 

「知ろ 譯 がない よ。」 

「知りたい と m 心 ひません か。」 

直 志 はちよ つとの 間 思案して ゐ たが、 

「思 はんこと もない が、 知らない 方が いいだら う。」 

「さつば りし てんだ な。」 (呂内 は 笑った。 

-r つむ  ほて 

心臓 を どきどき させながら、 じっと 俛 いて ゐた薰 は、 熟って 來た顏 を あげた。 

「先生、 實は 今：！： お 邪魔 さして 項いた の も、 私の 病氣 のこと も ございました けれど、 妹が 實に可 

哀さ うなんで すの。 ， おみません けれど、 その 事情 を 少しお 聽 きになって 戴けません でせ うか。 あ 

の 人 は 今でも 先生の ことし か 思って ゐ ません のよ。」 思 ひ 切った 口吻で。 
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直 志 は 瞬 問 蒼白くな つた。 

宫內 はいらつ いて、 ||草 を 無暗と ふかした。 

「妹が 先生 を 遠 かりました のに は、 實は 悲しい 事情が ございま したの。 あの人の 生涯の 運命 を 註 

はせ る やうな、 事件が 突發 したんで すの。 それ こそ 小說か 映畫の やうな 不運な 出來 事が、 現實に 

あの人の 身の う へ に 襲 ひか か つ て來 たんです の。」 

「まあいい よ。」 {iJ: 內は 纏って、 

「興奮し ない 方が いい. ぜ。 それに 其處 までい へば、 大抵 わかつ てらね。」 

薰は 夢が さめた やうに、 「さう ね。」 と 額いて、 不斷の 笑顔に なった。 

「要すろ に、 直 志. さ んが今 何ん な 持 でる ろかが 問題なん だが ね。」 

「さう ね。」 薰は た^いて、 

「先生、 大 變不镁 です けれど、 一度 妹に 逢って やって 戴く わけに いきませんで せう か。」 

「さう です ね。 しかし 妹さん は 何う なんです か。」 

「先生が 逢 はう と 仰 やれば、 妹 は悅ん でお ni: にか かろで せう と 思 ひます 0  J 

「僕 も 逢 ふの は 何でもないです が、 逢って なほ 變な ものが 出來 あがり はしません かね。」 直 志 は 首 


を 傾げた。 

「Jn.- うして で. tJ う .0」 

「いや、 何う してで もありません がね、 妹さんの 身のう へに、 お 話の やうな 事件が あつたと すろ 

と：： その 內容 はよ く 解りません けれど。」 

「え、 それ も 妹に お 逢 ひ 下されば 解ろ ことです の。」 

「鬼に 角 今 ここで そんな 事 言つ てても 仕方がない ですから、 <fr 度 宮內 君と でもよ く： If ^しませう。 

」*  -  一  二  vt  - 

何しろ 時 問が ありません から。」 直 志 は^に 腕時計 を 見た。 

薰は何 かもつと 話したかった。 直 志が 思った ほど 熟の ない のが 寂しかった C もっと 深く 彼の ふ 

持 を 突 止めた か つた。 彼女 は m 心 ひき^ 惡く 椅子 を 離れた。 

「君 も やっぱり 女 だね、 ^いとこ あろよ。」 

外 へ 出てから せ2内 に 言 はれた C 

五 

黧と晴 美と 鵠沼 の 海岸 を 歩 いて ゐ た。 

R 昏の藩 一， S  I. 


五月の 半ばで、 梅雨期が 早く 來 たと でも 言 ふの か、 初夏ら しい 晴 やかな H は少 かった けれど、 

何と い つても 新綠の 色 は爽か だつ た。 

薰は町 を 離れた ところで、 松林の なかに あろ 些かな 家み」 一 軒 借りて るた。 彼女 は氣 分の 好い と 

き は、 晴 美と 二/、 で、 臺 所の 仕事に も 働いた し、 洗濯 もした が、 少し 働きす きたと 田. - ふと、 直ぐ 

後から 發 熱した。 彼女 は晴 美に 傳染 すろ こと を 怖れて、 二人 一 緖にゐ ろ こと を 拒んだ ものの、 來 

てみ ろと やつば り 寂しかった。 恭造ゃ 品 子 も それ を 心配して、 喧 ましく 晴 美に 言って 聞かした。 

で、 晴美は 一旦 は 櫻 木 町へ 歸 つたが、 そこ も 居县ぃ 場所ではなかった。 この 五 H に、 食料品 や 着 

替 なんか を もって 來て、 又 それなり づろづ るに 居つ くこと になった。 自分の こと も 心配だった け 

なん  おちつ  そば  1  > 

れど、 姉の 病氣が もっと 何とか 落 著く まで は、 傍に ゐて やりたい と 田. - つた。 

.「 晴も やん 今 H あたり 歸 つても いい わ。 ここんと ころ 暫く 熱が 屮 Z ない のよ。 出た つてもう 大した 

ば あ 

ことない わ。 こっちに だってお 醫者も 看護；^ も あろんだ もの。 八 屋の お婆さんが、 此 ちゃ 臺 

所して くれろ から、 大 助か 0 よ。」 . 

なま へんじ 

「さう！」 晴美は 生返事 をして ゐた。 

薰はセ A のうへ に、 銘仙の 拾^！ i を 著て るた が、 晴美は 水色の スカ アトに、 何 か ぼやけた 雜色 


のセ イタ ァを 著て ゐた。 衔子を 冠らずに、 二人とも 草履 を 突かけ てゐ た。 獸 W 尾の やうな 松の 新 

芽が、 到ろ ところ 強烈な 樹脂の 勾 を發散 させて ゐた。 H は 照って ゐ たが、 大氣 はじめつ いて ゐた。 

「私 この頃 悲觀 しなくな つたから、 啧 ちゃん 安心して よ。」 

「そら 安心して ろ わ。 ここにる るの は、 私の 勝手よ。 どうせ 今 何にもして ゐな いんだ もの。」 

i あ 

「それ ぁ晴 ちゃんに も、 心の 痛手 は あろ さ。 お 察しして ゐる わ。 でも、 直 志さん に 一度 逢ったら 

ど  なん 

何う。 よく は 解らない けど、 まだ 何にもな ささうよ。」 

「でも 駄目よ で もう 其の 事 は 私自身で 淸箅 ついた 積り よ。」 

みすみす  と；^にが 

「惜しい わね。 看 看 運 を 取 逃す やうな もの だ わ。」 

「だ つ て 仕方が な いぢ やない の。 いくら 愛しあった からつ て戀 愛が ハツ ビィ • ヱンド を吿げ る な 

ん てこと は、 餘 程好い 籤 を 引き あてた 人の ことよ。 世の なかの こと はさう 巧く 行かない がち だ 

わ。」  . 

「まあ、 そんな 風に 諦められる もの か 知ら。」 

どこから かレ コ ォドの 昔が 聞え て來 た" . お 生した 松林 を 防風： It に 取った、 ^沼 旅館の 離れの 二 

階からで あった。 近づいて 行く と、 確に さう であった。 レ n ォド は. 露西亞 あたりの 近代 昔樂 らし 
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薰は 撮み あげた。  . 

「どうも 失 禮！」 货年 は を かし さ う に 笑 つたが、 

「後で ごらんなさい。 至って 不出来です から。」 

いっか レ コォド が 切れて ゐた。 

「ごめんなさい。 そのうち 寄せて 頂きます わ。 昔樂聽 して 下さろ？」 

「どうぞ、 いつでも。 碌なの ありま せんよ。」 

1 一人 は途途 寫眞を 見ながら 歩いた。 

「厭ね、 これ ぢゃ投 り 出す 譯だ わ。 晴 ちゃん も 私 も 黑ン坊 の やう だ。」 

さう 言って、 其の 一 枚を晴 美に 渡した。  . 

急いで 一 一お H を 見る と、 薰は ぷッと 吹き だした。 

「あんた、 これ ぁー體 何ん なの？ 私の 御面相と 來 たら、 何う したって 食 人 鬼ね。 晴 ちゃんだ つ 

あ を ぶく 

て、 土左衛門み たいに 靑ん 脹れて ろ V つやない の。」 

「愛嬌が あってい いぢ やない の。」 

「何が さ、 この 寫眞 が？」 


「あの人の 態度よ。」 

「だって ひど いぢ やない の。 不屮 r 來も ない もんだ。」 

二人とも ははと 笑った。 海 へ 出た。 

「あの人 一 體何 なの？ ちょっと 可愛い 顔して ろぢ やない の。」 薰が 言った。 晴美は 口元に 嫣然 

した。 

「さう、 ち つと ね。 一 

「病氣 かしら。」 

なん  よそ ごと 

「さ うぢ やない 一 じせう。 何た か 知らない けど。」 晴美 は餘脾 事の やうに 答 へ て、 口笛 を 吹いて ゐた。 

二人 は 渚づた ひに、 小 松の 生い しげった 堅い 砂地 を、 片瀨の 方へ と 歩いて いった。 

風が 少し 出て 来た。 水沫 だか 雨 だか 冷い 零が 頰 にあた つた。 

振 顧って みろ と、 旅館の 楝が適 か 遠い ところに 見えた。 薰は 疲れ を覺 えて 舟の隆 に しゃがん 

だ。 晴美は 自身の 物 思 ひに 耽って ゐ たのに 氣が ついた。 

彼女 達が 再び 立ち あがって、 道の 一町 も 来たと 思 ふとき、 廣ぃヅ ボンの 足 を 大^に、 こっちへ 

急いで 來ろ 男が あった。 
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一七れ 

_ "あら、 あすこ へ來 るの {snrM: さん ぢゃ ない？ 一 

一 さう らしい わ？！ 

近づく に從 つて、 顏が 見えて 來た。 次第に 接近して 來た。 

「そんなに 歩いて いいの かい。」 

「いつ 來 たの？」 薰 がきいた。  . 

「今 來 たばか" さ。」 

ひと 

「うう. ん、 名 越さん と 一 一人、 看護婦 を つれて (-」 

二人 は iH  くな つた。 

は あ 

「晴 ちゃんに 歸れ とい ふんだ わ。」 薰は 眩いた。 

宫內は 先き へ 立って 歩き だした。 

波の 戯. れ 


名 越が 来たと きいて、 薰も晴 美 も 忽ち 憂 になった。 しかし 每 月の 二人の 生活費 は、 { 银赁 をい 

つ  *  はら 

れて、 どんなに 詰めて 見ても、 百 五十 圓 では 足が出た。 名 越の 肚 のなかで は、 どんな 算盤 玉の^ 

げ  いとめ  さし あた 

き 方 をして るろ の か 解し かねた けれど、 见に 灼糸冃 を つけず に 、 そ れ だけの もの を 差當り 5:1 し て 

くれて ゐる こと は 一 一人に 取って 恩 惠に遠 ひなかった。 それ を 姉の 品 子の 手 を 通して くれさ へ すれ 

ば、 いくらか 氣も樂 なの だけれ ど、 そこが 名 越の 附 目で、 好意に 解釋 すれば、 履 罪の ための 彼の 

善意の 現 はれと も 思 はれろ けれど、 さ う^えて 考へ ていい もの か 何う か は 疑問であった。 けれど 

今の 場合 彼の 心理 を 忖度す る餘裕 など は 勿論 1 一人に なかった。 

どんまり  ゑ さ わな 

三人 は ！== 默で 海岸 を 歩いた。 餌と 罠と を 目の前に 並べ られ たやうな 氣 持であった。 

「宮 内さん、 あんた 何 か 好い 智慧 貸して くれない？ 」 

薰は ささやいた。 . 

：: おれ か 。」 せ！ 1 內 は 彼女 を 振 顧 つ た - 

「私 は 逢 ふのお 構 はない けれど、 晴 ちゃんが 可哀 さうよ。」 

e の 薔 一七れ 


1 A^o 

おれ  つら  V-VJ.:. め.' 

「己 も來 るの 辛かった よ。 だけど、 今 ぢゃ名 越さん と は 傭、 と 使用人の 關係 だろ。 工場の 方は缺 

ど  あり 

員がない ので、 當 分販賫 部と いふ 役割なん だ。 何う やら かう やら パ ンに 有つ いた 譯で これ もちよ 

いと 大切 だし さ。」 

宫內 はさう 言って、 新調の 洋服の ヅ ボンに 風が 吹つ けた 砂を拂 ひながら、  . 

「だけど、 名 越さん 案外 好い とこ あるよ。 君達の こと は 心配して ろよ。 宇津木に あんな 素敵な 病 

院を 建てて やろ なんて、 ちょっと 出來 ない 藝當だ ぜ。」 

いや  すっかり 

「厭な (呂內 さん。 悉皆 あの 小父さんに 賈牧 されち や つたんだ わ。」 

「買 牧 だって？ 變な こと 言 ひっこな しにし ようよ。 それよりか 君の 觀 察が 少し 歪んで んぢ やな 

いかね。 それ あ 名 越さん も惡 いけれ ど、 それ は 後悔して ろら しいんだ が。 それに 君達 は 過去に お 

いて、 大變名 越さん の 世；？^ になって んぢ やない か。 J 

,  ,  こ.. I  L  あんた  あたま  ど 

一 そわ あさうよ。 たけ ど、 それと n んとは 5^ 問題よ。 それ を 混同す る やう ぢゃ贲 方の 頭腦 少し 何う 

かしてん のよ。」 

「だけど、 名 越さんだ つて、 まさか 二度と そんな 馬鹿な 眞似 はで きないよ。 自分で もさう 一 百って 

ゐ たよ。」 


「何う かな。」 薰は 咬いた。 

「正直な とこ 耍 心する 必耍は あろと 思 ふね。 晴 ちゃん さへ しっかりし てるれば 可 いんだよ。」 

「しっかりし てるなかった とで も 言 ふの？ 一 

つっこ  ,  , - 

「よく 突 込む 人 だな。 それ あ 名 越さん も 女に かけち や 相 當老猞 だら うさ。 バァ なんかでの 女の手 

なづけ 方から 想像して 見ても、 大 體見當 はっく. かね C けど そんなに It ちゃんが 大仰に 悲觀 する や 

うな f 一と. ちゃない と 言って るぜ。 音樂と 酒に 醉 ばらって 何にも 解ん なかった て 話 だ。」 

キる  すつ .》  .r- 

「そこが 狡 いんだ わよ。 あんた は 駄目。 もう 悉皆 懷柔 されて ゐ るんだ から、 それ も 生活の ためな 

ら 仕方がない けれど、 男性 は 何う したって sf^ 性の 味方す ろ ものな のよ。 解って ますよ。」 

ス -1 'かた  たち ま は 

「おやおや、 さう いふ 風に 片 づけた もんでも ないたら うと 思 ふかね。 少し 倒 巧に 立 廻り さへ すれ 

ば、 女の 立場 だって、 さう 弱い もん ぢ やない よ。」 

「私達 そんな 不聰 明か 知ら。 いい わよ。 不 聰明で も 馬鹿で も。」 

須 美男 は 苦笑した。 

「僕-化 投げろ ぜ。 君に ゃ敞 はんよ。」 

にに か  みみつ ちけいろ 

薰は 遠に 惡感を 感じて 來た。 背筋が ぞっとして 來た。 顔が 看る 看，^ 土氣 色に なった。 


1< 二 

- おうま。」  ... . 

彼女 は 思 はず 身 額 ひした。 

なに 

聞けば 创が 痛む ばかりな の e、 離れて 歩いて ゐた喑 美 も 宮内も 驚いた。 もう 何を考 へて る餘裕 

もなかった。 薰を 風から かば ふやう に^に はさんで、 歸りを 急ぐ より 外 手がなかった。 

II 

しぶき h  あた 

海岸で 水沫を 浴びたり、 風に 常ったり、 おまけに 少し 歩きす ぎた のと、 話に 興奮した のとで 薰 

はいきな り 九 度ば かりの 熱が 屮 I て、 大騒ぎ をして しまった。 名 越の つれて 來た 看護婦が 覿面に 役 

に 立った。 晴 美が 醫 者を迎 ひに 行ったり、 氷 を 買って 來 たりした。 東京で も 溢 谷 療養 院で 診察し 

て もらって から、 一 度仆れ たこと があって、 一週間の 餘も 寢てゐ たが、 汽車に 乘れる やうに なつ 

てから、 11 沼へ 轉地 する ことにな つた。 

薰は 何だか 今度 はもう 駄目なん ぢ やない かとい ふ氣 がした が、 駄！： ： なら 駄目で も 仕方がな いと 

忍った。 妹の 晴 美が ほし さに すろ、 名 越の 手の込んだ 奸計で はない かと 思 ふと、 その 親切が 1^ つ 

て胶 立し かった。 


rrrir ま ザう して かう 辟み 屋 さんなんた ろ。」 さう 思 ひ 直さう としても、 何う しても 素直に は 受け 

切れない やうな 名 越の 親切であった。 薰は名 越 を 見ない やうに、 顏を 後ろ向き にして ゐ たが、 淚 

が 頻を流 わて 仕方がなかった。 

あぐつ  まくらち と 

名 越 も 困った やうな 顔 をして、 緣 側の 方に 胡 坐 を くんで 新聞 を 見て ゐた。 崎 美 は 肺の 枕頭に 坐 

つて 見守って ゐた。 宮內は 入口に 近いと ころに ゐた。 

蛙の 啼」 據が そこら ぢ うに 聞え た。 どこかで ハ モ 二 力の 音が して ゐた。 

「^^著 いたやう だね。」 さ う 言 つ て 名 越が 時計 を 見て、 

「さあ、 何う しょうか。 もう 八 時 だ。 そろそろ 弓 揚げる としょう か。」 

「さう です ね。 ぉ歸 りになります か。」 宮內 がー 百った。 

「何う いふ 風に しょうかな。」 名 越 は. から 晴 美へ 視線 を 移して、 

「晴 美さん、 君 は 何う すろ？」 

「皆さん 何う ぞ お引取りに なって。」 晴美は 答へ た。 

a え  i  - つ  か 9-1 

「居る 氣か。 それ も 可から う。 だが 姉さんの こと は 心配し ない 方が いいよ。 風邪 ださう だからね。 

看護 嫦 さんが ゐ ろから 大史夫 だよ。 晴美 は歸ろ やうに と、 くれぐれも u§ 子が 言 つて ゐた. ぜ。」 
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1 四 

晴 美は默 つてる た。 

「啧 ちゃん 歸ら ないで ね。」 薰が名 越に 聞え る やう に、 わざと 分明り 言った。 

「ええ ゐる わよ。」  . 

「ちゃ、 暫く ゐろ ことにす ろか。 それでも 可い が、 薰 さん もさう い 音 を 吹かないで、 もっと 超 

越しな、 ちゃ 可かん よ。 氣には 身う ちよりも 他人の 看護：^ が 一番い いの だ。 そのための 看護 縊 

で、 姉さん や 妹ぢゃ 我儘が 出る から、 却って 病氣 によくない。」 

姉 も 妹 も 何にも 言はなかった。 

は あ 

「晴 ちゃん 氷 少し くんない。 咽喉が かわく のよ。」 

晴 美が 立た うとす ると、 看護婦が 急いで 氷 を かきに 行った。 

「をぢ さん も宮， e さん も、 お引取り になって 結構です わ。 こんな 事 は 度度な いんです から、 看護 

ヒ  /^^  ,  からだ  あ ふむ 

婦 さん 附 きりで なくと. もい いんです の。」 薰は そっと 軀を 動かして 仰向きに なった。 

いや  かへ  おつ  お i,  よ 

- そんなに 厭なら、 還して しま ふよ。」 名 越 は 押 かぶせる やうに、 「- 人 は 病人ら しく 溫順 しくし 

てゐろ もんだ。 大體 僕の 言 ふ 通りに して をれば そんな 病氣 になら なかつ たんだ。」 

成程 さう いへば、 名 越 は 彼女 を會 社の タ イビ ストに 使 はう と 企てた こと もあった。 ガソリン ガ 


アルに しょ， つと した 二と もあった。 それが 薰の 誇り を 傷け たこと は、 勿論であった。 そして 彼女 

は 事後承諾で 踊り場へ 入った。 孰が 好かった か惡 かつ たかは 刺斷 できない けれど、 薰 として は單 

に 好し 惡 しの 問題ではなかった。 

,  いちん ち 

「結局 君達 は、 何ん な 形式に しても、 僕が 面倒 見なけ あならん のた 力ら、 さう 一 一 反扩 しても 

まな ハ ことにし ようよ。」 

斑-; は 口惜しく なった。 また 後ろ向き になつ て^いた。 

「よく 一一； ni つてお くが ね、 $1 人の e: 覺 とか 經濟的 ^立と か 言って、 騒いで みたところで、 結 ケは 

男性の 力に 維ろ より 外 はな いんだから ね。」 

「男の人が せんなで さう いふ 風に す るん ちゃありません か。」 薰 はふと 笑った e 

「何 だと？ 」 

「^眠くな つたから、 少し 默 つてる てね。」 薰は 小馬鹿に したやうな 口吻で、 

名 越 は 苦笑した。 

看護婦が 水囊を もって 來た。 

「成るべく 安靜 にして いらっしゃらな いと OJ 
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^な は 口 を噤ん だ。 すろう ち薰 はう とうとす るら しかった。 

三 

み とど  いきづま 

晴美は 姉の 眠る の を見屆 けてから、 席 を はづ. した。 息 詰る やうな 部屋の 雰圍氣 だった ので、 門 

あ』 こ  * 

へ 出て 外 氣に當 らうと 思った。 薰 も 少し 言 ひ すぎる だら うが、 名 越に は 何う しても 好感が もてな 

かった。 近所で ラダ ォの 洋樂を かけて ゐた。 何 かの 小夜 樂 であった。 

晴美は 松原の 砂地 を 歩いて ゐた。 濕氣の 深い 晚で、 海邊の {„ ^が 仄かに 明ろ かった。 姉の こと も 

氣 にかかった けれど、 ホテルの 二階に ゐる靑 年の ことな 思 ふと、 胸が にがに が撤ん だ。 彼女 は 今 

迄に 既に 二度 もこの 靑 年と 話 を 交す 機會が あった。 

と i の 

いつも 獨 りで 散歩に 出る 時であった。 直 志への 惱 みが 段段 i 逸いた ところへ、 淡い 惱 みが 夢の や 

うに 忍び こんで 來た C して はならない と 思 ひながら、 1^ かな 愛慕の 念が、 蕾の やうに 色 づき かけ 

て來 た。 彼女 は 初め 輕 蔑の 態度で、 それ を 招んだ。 冷靜 にき 身を批 利しょう としたが、 青年の 話 

しかけろ 言葉のう ちに、 何 か 彼女の 胸 を 打って 來る ものが あった。 それが 何んで あろ か は、 彼女 

にに^り かねた が、 彼に 近づかう とする 氣 持が、 いっか 彼の-. g 貌 への 好意と  一^にな つて、 ^み 


きって ゐた 彼. i:< の 心を搖 りさました。 

晴 美の nir か獨 りで に 旅館の 方へ 向いて ゐた。 今 彼女 は 荒 魔した 或ろ 華族の^ 莊の廣 い 庭の 垣根 

に 沿って、 薄暗 い 小徑を 歩いて ゐた。 一 つ は 名 越と { 呂內と を、 早く 襃 京へ？ 一?ーら せた かつ？^。 多が 

諦めて 歸る だら うとい ふ氣 がした。 啧美は 名 越から 逃れる の を、 自分の ロ實 として、 折よ くば 靑 

年に 逢 はう として ゐ ろの を、 は つきり 意識して ゐた。 

やがて 明い 通りの 辻へ 出た。 左へ 行く と 八百屋 だの、 草 花屋 だの、 食料品商、 煙草屋、 床屋な 

どの 明りが 差して ゐ たが、 右へ 出る とそ こに 旅館の 石の 門が あった。 彼女 は 例の 別館の 二階の 角 

の 部屋に、 彼の 姿が 見える か 何う か を 確め ようとして、 校の 垣根に ついて 裏の 方へ ま はった。 今 

ちゃう ど晝問 寫眞を 拾った 同じ 場所へ 來て、 啧美は 二階 を 見 あげた" しかし 二階の 砲子戶 はし ま 

つて、 中 は I？ かった。 . 

晴美は 瞬間 心蟥 がちよ つと 止った 樣に 感じた が、 何でもなかった。 

け はい  ふり かへ 

不意に 人の 近づく 氣勢 がした。 振 返って みろ と、 それが 名 越だった。 

彼はノ ン • シャッポで、 葉 卷を啣 へて ゐた。 

「散歩 かい。」 聲 かけた。 
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一 << 

晴 美は默 つて ゐた。 

「少し；？^ と 歩きなさい。」 

「今歸 らうと 思って： •  •。」 

「i さん は 落 著いて ゐろ よ。， 一 名 越 は 四 邊を見 ま はして、 

めつ- 4； ろ + 

「いやはや、 薰 にも 困った もんだ C ホ— ル へ 出てから、 減 切り 惡 指れ がして 來 たよ。 人 を 人と も 

思 はんやうな 風 だ。 あれが あの 女 を 不幸に すろ。 自分で は氣 がっかんの だ 。一 

晴美は 矢張り 默 つて ゐた。 

「薰の 傍に ゐ ろと、 君 も 感染れ てし まふよ。 あれ は 決して^い 傾向で はない よ" 第一 病 氣が染 つ 

たら 何う すろ のかい。」 

r 染り やしません わ。」 

「そんな 事 を 言って ろうち に、 染 るぞ。 君の やうな 年頃が 一等 危險 だ。 看護. 婦 み-つけて おくの だ 

か-り、 君が 何も 好き好んで、 結核菌に 近づく 二と はない よ。 一度 これに かか H- と、 靑春は 忽ち 滅 

n ら だ - た，， ■」 

びて しま ふんだ。 貞操 も 大切 だが、 體も 大事 だ。」 

そして 名 越 は 促す やうに、 


「さあ、 少し 海岸で も 歩いて みょう。」 

「あたし 歸 ります。. I  . 

「歸 らんで もい い。 ー.^1が脾、がすぃたから、 そこの 旅館で 飯で も 貪べ よう。 色色 a してお きたい こ 

とも あろ。」 

「歸 つてから 伺 ひます わ。」 

「さう 强情を 張ろ もの ぢ やない。 私 はいつ も醉 つて ゐな いよ。 音樂 食の 晚の やうな こと は、 あれ 

は あの 場き りの 笑談 だよ。 餘 り小說 的に 誇張して 考 へない 方が 可い。 そら、 私も惡 かった。 君の 

わし  ネし あやま 

氣持も 確め ないで、 卑劣な 行動に 出ようと したの は、 私が 惡 かった。 その 點は 私が 謝罪って もい 

い。」 

せ  ふさ 

晴美は 責めろ 勇氣 もなかった。 ただ 耳 を 塞いで ゐた。 

「私歸 ります。」 

「だが 晴美、 僕が 君達の ために 盡 して ゐろ こと は 解って くれろ だら うね。」 

「え。」 晴美は 頸 垂れた。 

「品 子の 因緣 だけで はヽ こんな 親切な 眞似は 出來っ こない の だよ。 それ も 君に 濟 まん こと やしお 

黄昏の 截^  1  < 九 
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と 思へば こそ だ。 私 はこれ でも、 君達 姉妹 三人の 身のう へに ついては、 隨 分苦勞 をして ゐろ。 本 一 

來 ならば、 薰の 今度の 祸 〈浙 なんか、 放棄って おいても 可い 香な の だ。 あれ は 姉のお 世話に は 今後 一 

一 なりません と、 大きな 口 を 利いた の だからね。 しかし、 私と して は傍觀 して ゐる譯 に 行かな 一 

一 

いで はない か。」  一 

あ ら 

晴 美 は 少し 自分の 態^ を 明か にしておく 必要が あると 思った。  ： 

二、 れ は薰 姉さん にだって 解って ゐな いこと はな いんです わ。 ただ そ れが 純粹な 好意と して 受取： 

れろ もの か 何う かとい ふこと なんです わ。」 

めいめ t  わし  そ ろ ばん どま  I 

「むう、 そこ だよ。 そこに 銘銘の 勝手が あろんだ からね C 私 は 商人 だけれ ど、 ^に 算盤 珠を はぢー 

ご つ v<g 一 

いて、 君達の 面倒 を 見て ゐる譯 ではない の だが、 そこが 人情の 點で、 經 と 愛情と が 角 混交： 

になり 易い の だ。 君 逹はハ ヰが いかない から、 何ん にも 知らないの だ。 戀愛 とか 貞操と かいふ もの 

を、 まろで 經濟 生活から 懸離れた、 夢の やうに 美しい ゝ 抽象的 觀念の やうに m 心って ゐる やう だけ 一 

れど、 現實の 世の なか は なかなか さう は 行かん ぞ。 手近な 例が 薰 だよ、 薰は 立派な 職業婦人 のつ 一 

もりで^. 版って ゐろ けれど、 晝夜 大勢の 男に 抱かれて、 數 ii の 道を駄 けずり ま はって、 月月 得ろ 一 

ところが、 精精 kz 圓 そこそこ だ。 今度の やうに 病鎮で 倒れれば、 も-つ それき りぢ やない か。 哀れ 一 


な もの さ。 全く だよ。」 彼 は 下品に 鼻で 笑った。 

少し 間 をお いて、 

「それ だからと言って、 私 は. 直に そんな 取引 を 開始し ようとい ふので はない よ。 これ はせ 間の 話 

.  * ん 

たよ。 世の なか はそんな せい もの ぢ やない とい ふ 一例 だ。 他の 職業 $1 人の 場合 も 大抵 同じた。 何 

とか 理窟 はっく やうな ものの、 要すろ に 女 は 金で 買 はれて 生きて ゐ ろの だよ。」 

I さ う いふ 世の なか は、 結局 何う な る ん で せ、 「か 。」 

一 どうもな り はせん さ。 巧く； 冰 いで 行く ものが 勝 だよ。 小說ゃ 映畫で 見ろ やうな 人情 は、 あれ は 

さう いふ 世の なかに 生きる 人 問の、 果 i ない 慰めに 過ぎない の だよ。 實 際の 世 Si では 通用し ない 

こと だらけ だ。」 

ま るで 

「それ ぢゃ 全然 絶望 だ わ。」 晴美 はふ ふと 笑って、 

「をぢ さんなん か、 そんな 事ば つかり 考へ てお 金儲けして るんで せ う。」 

「莫迦い つち や 可かん よ。 僕 はもつ と 善良 だよ。」 

遽 かに 眼界が 微かな 明 さに 開展 した" 一 一入 は 海岸へ 出て 來 たこと に氣が ついた。 

あたま 

. 名 越 も ほっとし たやうな 氣 持で、 簿 明の 海 を 眺めて ゐ た。 金と 酒と 女で 糜爛した 頭腦を 涼しい 


一 九 二 

風が 通った。 

渚の ほとりに、 二三の. 影が して ゐ た。 

1 ,  このせつ 

「どうた ね、 あすこに 煙が 見える やう だが、 雲の 影 か 知らん ね。 それとも 此節大 流行の 三 原 山 

か。」 

「さあ。 み- ぢ さん H が 好 いんです のね。」 

-私は あの 頃、 君が 三 原 山へ でも 行き やしない かと 心配した よ。 でも 生きて ゐて くれて 可かった 

よ。」 

-  。」 

「晴 美さん に 死なれたら 何う しょうかと 思った よ。 何とい つても；！^ は 君 を 一 番 愛して ゐ るから 

二と  わし  かたが 

ね r それに 洋行の 約束 も あるし、 事に よったら、 私 も あちらの 工場 を 視察 旁た、 一緒に 行っても 

可い と Z 心って ゐ る。」 

こ つち 

_ えで も 洋行 翁 一は さめて しま ひました わ 。それよりか 此方で みつち り 勉強して みた いんです の。」 

- にしても 來年 のこと だが、 あちら を 旅したら、 君 も 多分 僕 を 好きに なって くれる ことと 思 ふ 

が、 何う かね。」  .  1 


！ そんな 事：：。」 t 美 は 咬きながら、 木蔭み もれる 電燈 に黑く 光って ゐろ 水溜りの ま はり を傳 

つた。 足が， I！ りさうな ので、 體の 中心 を 取ろ ために、 手が 宙を 泳いだ。 その 拍子に 名 越の 手が 觸 

つたと 思 ふと、 瞬間ぐ つと 摘 へられた。 

晴美は 夢中で 振拂 つた。 そして 旅館の 庭の 方へ どんどん 歩いて いった。 

t ぐ- ハ -? CT】 み  ちら はら  あ- ペ- 

彼女の 姿が 敏 接に、 しばし I" お 組ゃ植 込の 間に 隱 見して ゐ るかと 見る と、 長い 廊下の 上り口に 消 

えてし まった。 

四 

すみ  やまの-つち よし， jj  -. 

今 晴美は 二階の 角の 部屋に ゐた。 そこ は 山內芳 男の 部屋であった。 それが 實 名た 力、 ベ ンネ— 

ム だか は 判らなかった けれど、 プ D 一お の 或ろ 文學雜 誌に 載って ゐろ 自身の 飜譯劇 を、 晴 美に 示し 

た t. の 署名が それだった ので、 ついその 名で 彼 を 記憶す る ことにな つた。 その 劇は獨 逸で 近頃 大 

衆の 問に セ ンセ イシ ョ ンを 起した ファ— ス であった。 晴美は それ を 讀んで 面白い と 思った。 

/!■ ま つち  ふたり づれ  fi- なり 

最初 海岸で 山 5： に 逢った とき、 彼 は 同じ年 輩の 女と 二人 連であった。 粗末な 身 装の プロ 派の 作 

家で でも あろら しい 女であった が、 一 一度 E から は 一 人であった。 


一 ん四 

- 山內 はちゃう ど縑 倉から 歸 つて、 風呂から 上った ところであった。 タオルの 浴衣 を 著て、 蜜柑 

ヱ —ドを 呑んで ゐた。 

「何う したん です。」 彼 は 落 著の ない 晴美を 見た。 

へん  ひた ひ 

「ちょっと 今 その 邊 まで 來. * したの。 寫眞の ぉ禮を 申し あげようと 思って： ：o」 晴美は 額に か 

かった 髮を搔 き あげた。 

f へえ、 あんな もの！ 尤も 僕の 趣味で 綺麗な もの 好かない もんだ から。 姉さん は？」 

「熱が 出て、 臥って ますの。」 

「それ あ 可け ません ね。 僕 も 出て 來 てから、 少し 可け な いんです がね。」 

「まあ：」 

「 しかし 何でもな いです よ。」 

あなた  r 

「貴方 も 實際蓮 動な す つてい らした の？」 

「いや、 シンパで すよ。 でも、 いくらか 裏面の 運動が きくと みえて、 割合に 早くね。 そこ は 親父 

のお 藤です よご 

「あんな 運動、 何だか 恐い やうです わ。 私達 意氣 地が な いんです か 知ら。」 


「僕 も 當 5^ 書く 方に しょ、 つと 思 ふん で す。」 

「その 方 もなかな か 喧し いんで せう。」 

「それ あさう だけれ ど、 仕方が ありま せんね。 —— あん ，^ 何か飮 みません か。」 

ひや 

「お 冷 をいた だきた いんです の。」 .  . 

山內は 女中 を 呼んで、 サ イダと 水菓子 を吩咐 けた。 

「レ コォド で も かけ ませ うか。」 

「いいんです のよ。 もう 遲 いんです もの。」 

「あなたの 唄 聞かして もら ひませ うか。 一 

こんど 

「私！ また 今度： ：。- それよりか、 贵 方のお 話 伺 はして 戴きた いんです の。」 

「僕の 話です か。 さう です ね、 僕 今 劇の 研究、 少し やりかけ てんだ けれど、 何とい つても：^ 衆に 

呼びかけ るに は 劇場が 效果的 だとお も ひます ね、 二三 劇壇に も關 係が あろんで す。 ところが. 時 

あなた  い 

もの こと だが、 女優 拂底 でね。 贲 女なん か 唄が いける から、 可 いんた かな。」 

「； 5^ の やうな もの、 ス テ えチに 立てる でせ うか。」 晴美は 紅くな つた。 

ねえ 

立てます とも C 少し 勉强 すれば 譯な いんです よ。 姉さん は？」 


晴美は 微笑した。  . 

「姉です か。 中て ごらんなさい。」 

「さあ。」 

外 を 通る 人の 話聲 がした。 啧美は 少し 色 を かへ て、 聽耳を 立てた が、 渐と 安心した。 しかしお 

ちお ちして ゐられ ないやうな 氣 がして 来た。 

「何う したんです か。」 

「いいえ。」 晴美は 蒼くな つて ゐた。 

「僕 送ります から、 ゆっくりなさい。」 

i さう もして ゐられ ません の。 こ- ) にゐろ ことが 解ろ と 困ります わ。 - 

「何う してです。 後喑 いこと さ へな けれ あずいで せう。」 

「いいえ、 そんな 意味. ちゃな いんです の。 を ぢが私 を 捜して ますの。」 

「何う してです。」  . 

「を ぢとー 百っても、 實は 義兄なん です の。」 

「それが 何う したんです。」 


「いっかお 話します わ ひ」 

「ええ、 僕で よかったら、 及ばず ながら 何 かの 力に なれる かも 知れません よ。」 

「ええ、 どうぞ OJ  , 

今度 は 犬の ゆ、 え 立つ 聲が、 庭の 方でした。 晴美は 又 聽耳を 立てた。 

「貴女 は祌經 過敏です ね。」 

「え、 病的な くら ゐ。」 

「ぢゃ あ 送って あげ ませう。」 

「義兄が まだ ゐろ かも 知れません の。」  . 

「ああ、 さう です か： ぢゃ 介意 ひません よ、 いつ 迄ゐ たって： ：。- 

そして 彼 は 立って、 緣 側へ. 屮 I て 口  W を 吹きながら 空 を 見て るた。 何 か 追 ひ 詰められた やうに、 

息 をはづ まして 駄け 込んで 來た晴 美の ことか、 彼 は 想像して ゐた。 彼 は 彼女が 好きに なり さう に 

思へ てなら なかった。 赏 のと ころ 彼 は 毎日 彼女の 來 るの を 待つ やうに なって ゐた。 來 ない 日 は： 

岸 を 探し あるいた C 

いとま  あんま 

「私もう お 暇し ませう か 知ら。 餘り遲 くな ろと：. •。」 

a  sJSl  S  0  0  一  九 七 


山內 はき 返った。  . 

—さう！ まあ 可い. ちゃないで すか。」 彼 は 腕時計 を 見て、 「まだ 早いです よ。」 

「何時です の。」 

「十 時 ちょっとです。」 

「もう 歸 つたで せうよ。 では、 御免下さい まし。」 喑 美が ぉ辭儀 をした。 

山. 2： は 寂し さうな 顔 をした が、 拾 羽 織 を 引かけ て、 やがて 一緒に 段 梯子 をお りた。 啧美は 庭の 

おりくち ぬ  つつ  ことわ 

降 口に 脫ぎ すてた 靴 を もって、 玄關 から 屮 I た。 出 が 下駄 を 突かけ て 送って くるの を、 斷り はし 

なかった。 薄暗い 横町へ 人つ 4^。 

なん  ふりむ 

「僕 何とみ えます かね。」 山內は 彼女に 振 向いた。 

「どうい ふ 意味です の。」 

「階級 的に 言って です。 ダル か プロ か：：。」 

「ブ ロぢ やな ささう ね。 I 

たい  さし あ. t 

1 困った な。 實は ブル.. チョウ ァ といっても 大した もん ぢ やありません が、 鬼に 角、 差當 つて 劇の 

研究に 獨 逸へ 行かう と 思へば、 何時でも 行ける くら ゐの もの は あろんで す。 しかし ズルは 何か餘 


1^. が いて ゐて、 2a.l です ね。 撲親ハ 父の 金 を 滅茶苦茶に 使って やらう と 思 ふんです。 貴女 も 

獨 逸へ 行かない！」  0 

「行きた いんです わ。」 晴美は 線り つく やうに 言った が、 氣が ついて、 

「でも さう 云 ふ 野心 は 起さない ことに じました の 。それに 病 氣の姉 をお いて 行く 氣に なれません 

わ。」 

つ？ *； 

「それ もさう だな。 その 話 は 保留す ろと して、 僕 あした 東京へ 映畫 見に 行 くんです が、 附<1  口って 

くれません か。」 

「どうぞ， 1 を ごらんな さるの- 『自由 を 我等に』 なら 是非 見たい わ。」 

「僕 も それが 見た いんです。」 

一なら、 ちゃう どかい わ。 姉が 惡 いといけ ません けれど： ：。」 

と  - ひち  , 

門の 前まで 來た。 晴美は ぴったり 足 を 止めた。 そして 家の 様子 を 窺 ひながら、 そっと 門き はに 

うち  ほつ 

斤 一よ つた。 內は ひっそりして ゐた。 名 越も宮 內も歸 つたら しレ で、 吻 とした.' 

「いいんで すか。」 

「ええ、 齊 みませんでした。」 

黃番 S 截卷  11 , .  一^れ 


あした 

「明 H きっとで すね。」 

1 ええ、 あたしお 晝 すぎに 伺って！ F いでせ う。」 

「ぢ や、 さよなら。」  . 

山 ft は 手を屮 Z した。 晴美も 手み」 出した。 .  * 

_ さよなら。」 

二人 はし はらく 手を釋 かなかった。 

洋子は その よく 外 を 遊び あろいて ゐた。 

それぞれ 

彼女に は 昔 樂學校 以来の 友達 もあった し、 女學校 時代の 友達 もあった。 遊ぶ 方面 も 夫夫 違って 

ゐて、 ス， ネオ ッ • ファンの 仲 も あれば、 映 畫ファ ンの組 もあった。 そ S 中には、 友達の 兄と か 

從兄 とかいつ たやうな 關 係の 男性 も あるら しかった が、 今迄 は 母の 悅子も 彼女 を 信じて ゐ たの 

で、 格別 氣 にも 留めなかった けれど、 最近 直 志との 緣談が 決り かけた ので、 そんな 事まで が氣に 

かかって 來た。 この 結婚に ついて、 洋 子が 分明り した 返 9^ を しないの が もどかしかった が、 今迄 


よりも 一  i5 外出が 頻繁に なった こと は、 何ん としても 悅 子の 氣に 食はなかった。 

tH も 午前の 九 時 顷に床 を 離れろ と、 碌に 朝飯の 箸 も 取らずに、 銀座の ハリ ウド へ 電話 を かけ 

て、 乘 りつけ の 自動車. で屮： て 行った かと 思 ふと、 夜の 十 時に なっても 還って こなかった。 その H 

はまた 折惡 しく、 直 志が 體が あいた からと いふので、 五 時 少しす ぎに 遊びに 來てヽ 洋子を どこか 

へ 連れ出す 積り であった らしく、 九 時 過ぎまで も 待って ゐた。 我谩づ よい 彼 は、 失望の 色 も 見せ 

ずに、 悅子 とともに、 心寂しい 食事 をしたり して、 十 時 近くに 歸 つて 行った。 

洋子 はとい ふと、 彼女 は そ S  H ハリ ウドで 髮の刈 込 をして、 ゥェ —グを かけろ と、 そこから ま 

たど こへ 遊びに 行かう かと 思案した が、 結局 この頃 友達の 關 係で 知合 ひに なった、 番 町の 或ろ 有 

名な ブ ル.. チ ョ ァの 邸宅 を 訪問す る ことにな つた。 

洋子は 母が 殆んど 事後承諾の 形で、 直 志との 結婚 を 取決めてから 何 か 素直に 受容れ かねる 氣持 

そそ 

に 唆られて、 直 志 以外に 男の 友達 を 探す やうに なった。 母に 反抗す る 積り はなかった が、 氣 分が 

ひと  ふう  むすこ 

獨り でに そんな 風に それて いった。 すろ と、 その ブル >K ヨウ ァの 子息のと ころへ、 遊び仲間が 忽 

ち 二三 人 集った。 彼 自身 は洋聋 家で、 立派な 仕事場 も 持って ゐ たし、 パリで かいた 畫も 多かった。 

どれ も 此も洋 子に はわ かり かねろ やうな、 不思議な 畫 ばかり. たったが、 パリから 買って 來た、 フ 

黃昏 S  Si 薇  二  0 一， 


二  a  二 

ランス 人の 畫が 數點 あった。 

珍ら しい レ コ ォドも 四 五 枚 聞かされた。 その 中には コクト ォ吹 込みの 原版 もあった。 

目黑の スタ. テオへ 電話 を かけさせ ろと、 勿ち 賣 出しの 女優が 二人 も、 自動車で 乘 りつけ た。 別 

に 面白い 遊びはなかった けれど、 ョ ー ョ ー や 麻雀に 酒 を 呑んだり ダ ン スを 始めたり する 顷 から、 

眼 かな ンヮ レ氣 分が 藤され た。 洋子 はつい 時間の たつの を 忘れて ゐた。 彼女が 西ケ 原へ 歸る 人に 

送られて、 寂しい 家へ 還って 來 たの は、 十一 時 近くであった。 

むすこ 

洋子は 別に 最初から.、 志 摩さん とい ふ 其の ブル ジ ヨウ ァの 子息に 近づく 氣 はなかった が、 それ 

うち  すつ 力り 

にしても、 家へ 行って みて、 生活 程度に 餘 りの 驟隔が あろの を 見せつ けられて、 悉皆 氣 持が 惡く 

なった。 それよりも 送って くれた 古屋 さんが 好きであった。 

古屋は 素と 横濱の 稅關長 をして ゐた 人の子 供で、 仲 問のう ちで は 一 番 美男であった。 何 をして 

ゐる男 かわからなかった けれど、 リ イド 上手な 踊り手であった。 酒 は 呑まず、 ロ數も 利かず、 お 

つと りした 態度であった。 

遊び 疲れて 歸っ た洋子 は、 何 かしら 心の 空虚 を 感じた。 ベッドに ついても 眠れなかった。 近づ 

いて 來 た- 1 生 日に 著ろ ために 跳へ ておいた ドレスが、 函に 人った まま、 い： 子の、 つへ にお かれて ゐ 


ろの を發 見して、 ちょっと 開けて 見た けれど、 著て みる 氣 にもなら なかった。 

ひね 

その， まま スヰ ツチ を 捻った。 

let.-- ど 

リ毁 かな 跫 昔が 廊下に して、 戶を ノックす ろの はヽ 母ら しかった が、 洋子は 面倒く さいので、 眠 

つた 报 をして ゐた。 

翌日 十 寺に 悅 子に 起された。 さらさらと カァ テン を 繰る 音. かした。 洋 子が 跪い 目 を あいて ゐろ 

あ  まざ 

と、 悅子は 硝子 戶を 開けて、 光り を窒 内に いて ゐた。 同時に 町の 騷 昔が 混り こんで 來た。 

洋子は 豁 めら れて、 少し 赤い 酒なん か n にした せゐも あらう が、 ^か 生活環境が 一 變 した 

やうで、 今迄の 自分と はいくら か 人間が 違った 感じであった C それに 何ん と、 自分の 書齋 兼寢窒 

の 子供つ ぼくて、 貧弱な こと は！ 縣ケ 額と いへば、 記念 撮影の 寫眞 だの、 下手糞な 靜物畫 だの。 

—— 。ヒア ノは、 スタン ゥ ヱイ を、 二 年 前ぎ とのこと 父に 强 請って 据 ゑつけ たけれ ど、 それが 少し 

立派す ぎて、 部屋に 相應 しくない くら ゐ であった。 兄に 言 は せれば、 それさへ 贅澤 なの ださう だ 

し、 今に 世の なかが 引っくり返って、 洋子達 も I： か 筋肉 勞働 をす ろ 二と になろ に 違 ひない と 信じ 

てゐ ろら しいの だけれ ど、 まだまだ あんな 長閑な 世界が、 東京の？^^ろところに、 ざら にあろ こと 

を考 へれば、 兄 達の ィ.. テオ P ギィ から 割出された 新しい 世界が、 さう 县县 と實 現す る ものと も： S 心 
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へなかった。 

「洋 子さん、 これ 見ました？」 

悅子は ドレスの 函を 示した。 

「ええ ちょっと。」 

「早く 起きて 著て ごらんなさい。」 

あと き 

「後で 著て みます わよ。」 

洋 子は氣 のない ！资 で 答へ ると、 大きな 欠伸の 屮 I さう になった 口 を 手で おさ へた。 

「何う したと いふんで せう ね、 この 顷 急に 宵ッ ばりの 朝寢坊 になって しまって：：。 呆れて しま 

ひます ね。 早くお きて ド レ スを 著て ごらんなさいよ。」 

洋 子は漸 うのこと で、 床のう へに 半身 を 起す と、 傍に あった ハ ンド バッ. グを 開けて、 コンパ ク 

卜の 蓋で 顏を 見た。 E 緣が ぼつと 腿れ ぼったくて、 目が ぼっかり 大きかった。 昨夜少し微^^機嫌 

で、 古 屋にリ イドされ たと きの 氣持を 憶 ひ S した。 プロ ミナ アド も 碌碌 敎 はって ゐ ない にマダ 

ム • バタフライで タンゴ を 踊った ので あつたが、 足を^みつ けられろ やうな ことはなかった。 何 

かふら ふらと 醉 心地で 引 招ら れて 行った。 


さしつ. i.- 

「お差^へ なかったら、 今度 ホ— ル へお 誘 ひし ませう。」 古屋は 言った。 

「え。」 彼女 は^へ た。 

「しかし 貴女の 御 家庭 はお 嚴 しいん. ちゃないで すか。」 古屋は 彼女の 顏を覜 きこんだ。 

「そんな 事 ございません わ。」 洋子は 答へ た。 

洋子は 今 その 時の 古屋 のちよ つと 含羞んだ やうな 顏ゃ、 感じの 軟らかい 言葉 を 憶 ひだして ゐた。 

あんな ふやけた 男と.、 肚 のなかで 非しながら、 醉 はされ たやうな 氣 持は惡 くなかった。 洋子は 今 

朝 は 何だか i の 生理 狀態 までが か はって ゐろ やうな 氣 持であった。 

悅子は 宽大な 慈愛ぶ かい 目で、 彼女 を 眺めて ゐた。 この 滅 切り 體の發 達した ことが 解った" 

何 か 憂欝な 美し さの 魅惑であった" 

悅子は にこやかに 微笑みかけた。 

「洋 子さん、 あなた ー體 昨夜 は どこへ 行って ゐ たんです。 あんなに 遲 くまで：：。」 

「ちょっと 他所で：：。」 洋子は 微かな 聲 をした C 

i 餘 所って 何處？ ，ー 

「大概き まって ます わ。」 
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「まさか 男の人と 遊んで 歩く 譯ぢ やないで せう ね。」 

「何う して？」 洋子は 反問した が、 同時に パジャ マ 姿で ベ ッド をお" た。 

悅子は 深く 追求す ろで もなかった。 母親と して、 自身に も 何 か氣に 咎める ところが あるので つ 

ぃ控へ 目に なった。 

？. こいじ  から ビ  .》 あ 

「あなた は 結婚 前の 大事の 體 たとい ふこと を 忘れち や 駄目です よ。 お母さんが 言 ふまで もない こ 

とだ けれど。」 

「そんな 心配し なくたって 可い のよ。」 

「生！^なもので、 昨日 はまた、 宇津木さん がふら りと 遊びに 來て、 丸 時 頃まで 待って ゐ たんです 

よ。 仲の いいお 友達のと ころへ 行つ たんです から、 今に 歸ろ でせ うと 言った もんです からね。 あ 

の 人の こと だから、 厥な 顏も しなかった けれど •  ：，c」 

「私が ゐて も、 ^にお 話 はな いんです もの。 それに 結婚す るかし ないか、 よく 解らない わ。 本當 

のと ころ OJ 

「まあ 洋 子さん.、 今更 そんな こと を 言 はれち や、 母さんが 困ろ ぢゃ ありません か。 だって、 貴女 

は あの人 好きなん でせ う。」 


「それ もよ くわから ない の。 あの人 だって、 母さんに 押しつけられて、 仕方なし 承諾した のか も 

知れない わ。 お 義理の 結婚なん か、 何う せう まく 行きつ こない と 思 ふの。」 

氣 弱さう に 悅子は 彼女の 顏を 見詰めて ゐた。  に 

「何う して そんな こと 考へ ろの？ このお 話 は、 私が もう 十分 宇津木 さんの 氣 持を聽 いたう へ 練 

りに 練って 取決めた ことです 。無論 貴女が あの人 を 好いて ゐ たこと も 解って ゐ たし、 決して そん 

な 輕卒な こと ぢ やな いんです よ。」 

「母さん は その 積り でも、 先 はこ ちらに 恩 を 被て ゐ るから、 少し くら ゐ不滿 があって も、 承知し 

ない 譯 にいかないで せう。」 

「いいえ、 それ は 貴女の 考へ違 ひです。 そんな こと 言 はずに、 母さん を 信用なさい。 惡 いこと は 

言 ひません から。」 

「私考へ たの。 結婚 は やっぱり、 物質 上の 交涉 なしに、 もっと 純 粹なも G でな くち や 可け ない と 

いふ こと。」 

「だけれ ど、 さう 云 ふ ことがあれば、 圓滿な ものが 一層 圓滿に 行く とい ふこと に氣 がっき ませ 

ん？」 
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「さう ね、 打算ゃ15_5^協が、 同滿 だと すれば：：。」 洋子は 自分で 苦笑した。 

悅子は 常 惑した C この 顷遽に 何 か 外に 出來 たので はない かと 不安に なった。 

「洋 子さん、 貴女 この Ira^ 連り に 外 を 遊び あろく やう だけれ ど、 何 か 外に 好きな 人が 出來 たの ぢゃ 

-?, つ あ  二ば 

ない の？ それなら それと.、 私に 打明けな さいよ。 そんな 现窟 をつ けて、 この 緣談を 拒む のに は、 

1： か 事情が あろで せう ね。」 

「，t にもない わよ。 宇津 子さん と 結婚す ろの、 厥に なった だけよ。 私 もっと 遊んで みたい のよ e 

結婚 生活に 人ろ の 寂しい のよ。」 

「だけど、 それ は何處 のお 孃 さんでん、 一 應は みんな 考 へろ こと ぢ やありません か。」 悅子は 笑つ 

て、 「そんな こと は實際 生活で は 許されない ことです。 第一 婚期と いふ ものに、 凡そ 制限が ありま 

すから ね。 货 女な.； て.、 通れて ろと いふ 譯ぢ やない けれど、 月 H のた つの は 速い もの だからね。 さ 

ど  まちが ひ  あなた ， 

うやって、 ふらふらして ゐ ろうち に、 何ん な 間違が 起らない とも 限 "ません よ。 いくら S 女-力し 

つかいして ゐろ 接り でも、 若い 人に は 誘惑が 多 いんです からね。 一 

i それ- 一 そ何處 のおつ 母さん も 言 ふこと だ わ。」 

洋子は 椅子 を 離れる と、 「ご免なさい。」 と 言って 部屋 を 出て いった。 そして 階段 をお りて 化粧 


窒へ 入った。 

六 

六月 十一 ——— その 日が 洋 子の 誕生 曰であった 0  . 

誕生！： に 友達 を 呼ぶ ことにな つたの は、 つい 女學校 時代から さとで、 殊に 女の 洋子 だけ-一、 

，てれが 少し^ 手に 催されろ のであった。 

今では 洋 T その 曰 I ち樂 しむ やうな 輿 味 はなくな つた けれど、 でも 此の 四 五 年の 習慣 を 破 

ろの も變 なので、 ほんの 内輪に 夜 ま」 催す ことにな つた。 それに は シンパ サイ ザァ として 檢 擧さ 

れた恭 一 の 刺戟 もあって、 人數も 三分の 二に 減 縮され た.. 

な-一 

六 時と レ ふと 何 力 さう いふ t- の 例に なって ゐろ、 帝大 前の 鉢の 木から 料理が 運ばれ、 ゥヱ— 

クァが 一 人出 張って 来て、 サ 口 ン の 南側に _ 典く 取られた、 庭 向きの サン • ルゥム の 一お：、 やい 

や 團子 の 模擬店と 一緒に、 還 T が I された。 それと 前後して、 たちが、 花束 や チヨ 

コレ— ト の贈も の を もって、 手傳 ひかた がた ！？ぎ やって 來た。 やう ど洋 子が、 美容院から 歸 

つて 來 たの も 一 緖 であった。 
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ニー。 

七 に はもう 八 九 人の 人が ゥて ふたが、 呼ばう か ぶまい かと、 母と 洋 子が 問題に して ゐた 

たらお  ふさが 

宇津木が、 新調の タキ シ イドで やって 來た顷 に は、 二十 M 几^の サ 口 ンの 椅子 はもう あらかた 塞つ 

た 時分で、 近頃 或る 舞踊 團に 入った 洋 子の 友達が、 宜傳 旁た 出演す ろ ことにな つた、 新 舞踊の 餘 

與が 始まって るた。 女舉校時代に50^ったャ マノのビァノにっれて、 R 本 著 物の 彼女 は 流行の 小唄 

もの を 踊って ゐた" 

そば だ 

和装 洋装の 女が 大部分 を 占めて ゐ ろので、 宇津木の 入って 來 たこと は、 皆ん なの 目を聳 たしめ 

「先生に お出で を 願 ふやうな 催し ぢゃ ございません のよ。 でも ちょっと でも、 ぉ顏 をお 出しに な 

つ ていた だければ と 存じまして ： •  •。」 

今夜 は ー曆、 タキ シ イド 姿の 立派に みえる 直 志 を 見 あげて、 悅子 は挨拨 した。  . 

直 志 は^に 心 を こめて、 ゥ ビ ガ ン の 香水 を も つ て 來た。 

彼 を 呼ぶ 一一と に、 最初 洋子は 反 對を唱 へた。 たと ひ 其が ェ ン ゲェ. チ： 1; 士 であるに しても、 若い 

女の人ば か 0 のと ころへ 呼んで、 衆な に 見られる の は 厭 だが、 さう でもない とすれば、 尙更 のこ 

とで ある。  . 


「お母さんのお 友達と して、 お呼びに なろ の は御隨 意です けれど：：。」 彼女 はそんな 事まで 口 

にした。 

温和な 悅子 も、 それに は 腹 を 立てた。 眞 紅に なった。， 

「さう 何でも 贵 女流に 遺って いい もの だとお 思 ひなの！」 悅子 はたしな めた。 

洋子も 負けて はゐ なかった。 

「でも 今 rn は 私の 誕生 tn よ。 私の ためのお. まひなん だ わ。」 彼女 は 憎まれ口 をき いた。 

「だから、 宇 木さん が 謂 はば 今夜の 主賓の やうな もの ぢ やありません か。」 

「そんな 事ない と 思 ふわ。」 

「あなた が 斷然 結婚 を 拒絶す ろ ものと したら ばね。 n でも それ は 多分 貴女の 本心で はない と 思 

ひます よ C つまらない 誤解 をして、 一生の 幸福 を 取 逃さない やうに して 下さいね 0J 

.  . ほざ やう  や つばり さび 

悅子は 彼女 をな ためた。 悅子 自身 も 少し 大仰 かと も考 へた けれど、 直 志 を^く こと は 矢 張 寂し 

かった。 

サル ンの巾 心で、 洋子は 直 志の 「おめでたう！」 に應 へた。 

「おいそがし いところ、 何う も。 —— 私のお 友達 だけです のよ。」 
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^んな は 談笑の 聲を 潜めて、 二  A 、を 注視した。 友達の 多く は 何も 知らなかった けれど、 叔母 や 

從 姉妹た ちは簿 薄に-耳 にして ゐ ろので、 擇 ばれた 洋 子の 未 來の 良人と して、 特別 吟味の E を 光ら 

せた。 

-ラ け もち 

永年 交際して ゐろ 女學校 時代の 受 持の 先生と、 母親 同士が 親しくして ゐろ 小學校 時代からの 一 一 

人ば かりの 友達の 顔の みえない のが 悅 子に は 物足りなかった が、 直 志に 引續 いて やって 來た志 摩 

や、 十：： 屋ゃ、 派手な 背廣を 著て、 ダンス 靴 を はいた の 速 中 や、 ダン サァ か映畫 女優 かと 思 ふや 

うな、 頰杠ゃ アイ • シ H ドウの 濃厚な 女達 を 紹介され たと きに は、 悅子は 全く 文字 ど ほり 卒^し 

さう になった。 

それら は 今夜 初めて 洋 子が、 fn 屋に 相談して 呼んだ 連 巾で、 母親に は 何ん の れ もしな かつ 

た。 

フランス 製の 綺麗な ョ— ョ— が、 無造作に 志 摩から られ、 コンパクトが 古 屋の. ホケットから 

出された。 ョ ー ョ —が 殊に j 同の 座興 を そ へ た。 

志 摩に よって、 レ コォド がか けられ、 ダンスが はじまつ たの は、 九 時 過ぎであった。 立った 人 

は、 みんか 洋 子の 最近の 友達で、 悅子ゃ 直 志 は 勿論、 m% の 人達の 氣 分と は、 どこか そぐ はない 


ものが あった。 

洋子は 二三 回 立ち あがった。 彼女 は 父親の 贈り もので あろ 眞珠の 頸飾り を かけて、 新調.'， チヨ 

ゼット の ドレ スを著 飾って ゐ たが、 踊る の は 今夜が 三回 H:  くら ゐ なので、 踊り なれた 古屋 とだけ 

しか 踊らなかった.。 古屋に 連れられて；^ り 場 を 見た の も、 漸く 昨 が 初めだった が、 isl, 仪は不 a 

議に 踊り 度胸が 出て、 足が 輕く はづん だ。 

「まあ、 何時の 問に 費 女はダ ン ス なんか やろ やうに なった の？」 悅子は 質問した。 

「つい 此顷 よ。 それに、 あの人 逹 みんな 先生 級な の。 みんな 身が の 好い 方ば かり！」 

「それ あさう だけれ ど、 これ ぢ やん ェ仅 はまろ でダ ン ス會の やうな もの ぢ やない か。 - 

「でも、 あの人 達お よびし な ぃ譯 にいかなかった の。」 

「踊る 人 はいい けれど、 踊らない 人に はお 氣の 毒です よ。 それに、 モダ アンと いふの か 知らない 

けれど、 あの人 達の 氣分も 何う かと 思 はれます ね、」 ダンス はよ い 加減に して、 家庭-へ ビィ でも や 

つたら 何う？」 

「 ええ：： でも 詰ん ない わ、 あんな 子供つ ぼい もの。」 

_ あなた 少し 宇津木さん にも サ アビ ス なさい よ。 折 fe- お 乎び したの こ o」 
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あた 

宇綠木 は、 干： 入の 妹に 當ろ 叔母さん と^して ゐた。 

I  なに  (たづら 

- 宇津木 先生、 貴方 佝 かひいて 下さらない？」 洋子 は惡鼓 さうな 目 をむ けた。 

「溪 です か、 笑談 でせ う。」 宇津木 は 笑った が、 少し こっちへ 向き 直った。 

それよりか、 此の 機 會に何 か 一曲 聽 かしていた だき ませう。」 

_ わたし！」 

一. それが^いで せう。」 叔母が いふと、 悅子 も、 

「ほんと にね、 騷騷 しい ジャヅ ぢゃ氣 分が 出ません ね。 何 か 一 つお 彈 きなさい。」 

「でも 踊った から、 手が ふろへ て 駄目よ。」 

洋子 はさ、 つ 言 ひながら も、 やがて ピアノに かかって、 ペダル を 踏んだ。 率直に タル 

たま 二ろ  みん  ふりむ 

ァチが 演奏され た。 珠を轉 がす 被の 音が、 皆な を 振 向かせた。 

「駄目な の。 練習し ないから。」 

ひ  からだ ふりむ 

彈きケ はろ と、. 洋子 はこつ ちへ 體を振 向けた。 

「いや、 結構です よ。」 志 摩 も古屋 もい つか 傍へ 來 てるな。  ； . 

「どなた かお 演り になって：：。」 


ン 


r ベイト ベ ン でも 彈 きませ うか 0」 誰かが 混ぜ か へした。 

悅 子が 先刻から、 來な いと 言って、 直 志と ^をして ゐた恭 一が、 その 時サ ルンの 人口に 顔 を 出 

した。  ， 

父と 子 

逸早く 恭 一 を 見つけた の は 叔母さんであった。 

「あら 恭 一 が：：。」 

微かな 聲を 耳に した 直 志が、 人口の 方へ 視線 を 送ろ と 同時に 恭 一 と 目が 八 口った。 直 志 は 立って 

米た。 恭ー も 少し 前へ 出た。 二人 は 握手した。 

一 君の こと は 御母さんから 聞いて ましたよ。」 

「湊 もちよつ と 耳に したんです が：：。」 
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二  ，六 ！ 

「しかし、 まあ 可かったです ね。 薩 ながら 心配して ゐ ましたよ。」  ： 

「いや、 ^に それほど：：。」 恭 一は ちょっと 極り わろ さう に 顏を背 向けた。  一 

た ぶんこん や  やっき  一 

「君が 出て 來た ときいたら、 多分 今夜 あたり 逢へ る だら うと m 心って、 先刻から 待って ゐた ところ 一 

だ。 久しぶりで 話し ませう。」  一 

そこへ 悅 子が 寄って 来たので、 S 志 は 少し 體を 返いた。 

「あちらへ 行って、 皆さんに 御 挨拶な さいよ。」  一 

「いや、 今夜 はさう しちや ゐられ な いんです。 友達が 待って ゐ ますから。 それに、 僕 は 遠慮した； 

方が いいで せう。」 さう 言って、 恭 一 はづら りと 賓客 を 見渡した が、 知った 顔 は 一 つもなかった。 

「でも 構 ひません よ。 宇津木 先生 もい らっしゃ ろんで す もの。」 

こんど  - 

「宇 律 木さん に は、 今度 ゆっくりお 目に かかります。 今夜 はこれ で失禮 さして 貰 ひます。」 

すると 洋子も 寄って 來て、 

「あら、 兄さん、 賀方今 どこに ゐ るの？」  j 

「どこ だって 可 いぢ やない か。」  一 

ゐ ど-一ろ  一 

「居所. ぐら ゐ 知らす ものよ。 もう 危^ はな いんで せ う^に。」  j 


「謹慎して るんだ よ。」 

「厭ね C でも、 もう 可 いんで せう。 ル：： さんに 御 紹介す ろ わ。」 

「そいつ あ 遠慮しょう。 何しろ 親爺から 勘 常され た 形 だからね。」 恭 一 は 半分 冗談の やう に 言つ 

>  ) つ 

「まあ ほんと にさうな の？」 

悅子も 苦笑して、 

「，てんな 事 もない けれど、 まあ 當分 は.； r  - 

「私の 誕生日に 來て 下す つたんで せう。 何 か 祝って 下さろ の。 去年 はパ アルの ダ ロォチ たったけ 

れ ど。」 

「敵 はない な。 そんな 事 言って ゐられ ろうち は 好い よ。 己 は 今夜 手 ぶら なんた C 誕生日 どころ の 

氣分ぢ やな いんだ。 お母さんに 用事が あって 來 たんだ。」 

そして 恭 一 は、 悅 子に、 

「僕 少しお 願 ひがあって：：。」 と、 そっと 隅の 方へ 連れて行って、 

fit みません が、 金 少しいた だきた いんです。 三 圓 はか" でい いんです。 急に 必要が 生じて 來 
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たもんで すから。」 

悅子は 眉 を 暴ら せた。  • . 

「恭 一さん、 あんた 懲りずに まだ そんな 事す るんで すか。」 

「違 ひます よご 

うち  からだ 

「貴方 は當 分家に 謹慎して ゐる苦 ぢゃ なかつ たんです の。 體が惡 いとい ふから、 お 醫 者に 診斷書 

てんち 

を もらって、 1^ 地す ろ ことにし たの ぢ やありません か。」 

「それ あ 解って ますよ。」 

ど  この あ ひだ 

「それ ぢゃ 何う して、 そんなお 金が いろんで すの。 つい 此問 上げた ばかり ぢ やありません か。」 

「あれ は $P の拂 ひと、 小 遣です よ。」 

「その外に 何に 使 ふの？」  . 

「だから、 友達の 妹さんが 病氣 して 入院して ろんで す。 國 から 金が こなくて 困って ゐろ ものです 

から、 僕が 一 時立替 へなければ ならない ことにな つたんで す。」 

「何い う ふお 友達？」  - 

「何う いふた つて、 今 ここで 話した つて、 御母さんの 知らない 男です から。」 


こんや  なに おちつき 

悅子 は. 齊く恭 一 の 擧動を 注視して ゐ たが、 今夜に 限って 何 か 落 著がなかった。 しかし 悅子 はこ 

の 場の 氣分 を壞 したくはなかった。 で、 賓客に 氣づ かれ ま いために、 わざとに こや かな 表情 

で、  ，  -" 

あと 

「では 恭 一さん、 お 話 は 後でし ますから、 洋 子の ためだと 思って、 少し 皆さんのお 相手 をなさい。 

今夜 はい つんと 違って、 智 さんの 御氣 分が 大變 自由で 陽氣 なんです わ。 ダンス をな さろ 方 も ある 

んで すよ。」 

ら ， 

「いや、 僕 遠慮し ます C 別に 知った 顔 も 見えない やうです から：：。， 一恭 一 は 長く 伸びた 髮を、 蒼 

白い 手で 搔き あげながら、 

「それに 病人の ことです から、 一刻も早く 金 を もっていって やりた いんです。 彼等 は 何しろ 可哀 

さうな 兄妹です よ。 洋 子の 頸飾り 11 僕 今 見たん です が、 あれ は 本 ものの 眞珠 でせ う。 あれ 一 つ 

あれば、 當分 助か ろんで す。 洋子は 今夜 はまた、 莫迦に けばけば しい 身裝 をして るぢゃ ありませ 

んか。 洋子 のこと だから、 それ あ 介意 ひません けれど：：。 J 

「そんな 事 ここで 言 ふの、 お止しなさい。」 悅子 は微聲 でた しなめ て、 
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ニニ  o 

「それよりか、 母さん は贵 方の 方が 餘程 心配なん です。 第一 さう いふ 事 は 私の  一 了簡に も 行かな 

いんです から。 御 父 さまに 訪 してから になさい ね。 鬼に^ 今夜 はもう 遞 いから、 家で^ 寢 みなさ 

い。 ねえ、 さうな さいね。」 

悅子 はさう 言って、 そこ を 離れよう とした。 

志 摩が ピ ァノに 坐って、 覺 束ない 手 付で ジャズ を彈 奏した。 

あなたの 隨 はいつ 見ても 

あで に 輝く ヱ メラ ルド 

ほんと にさうなら 嬉しい わ 

その 服が 七色 變る たび 

浮氣 心の つぎつ ざに 

くち Jll- さ 

誰かが ふざけた 聲で 口吟んだ。  . 

それ を • 斗 にも いれず、 恭 一 はふい とそ こ を 去った。 


その？ T 晴美 はもう 一 時間 近く もの 長い 時間.^"、 富士 前の 停 55 場の ところ で 侍ち * 細) れてゐ 

*  一  0 

彼女 は 今、 ここで 一 一十 分ば かり 待って るて くれる やうに と 言 はれて、 山内芳 3R と 別れてから、 

言 はれた 通りに、 停留 場の 近く を、 電車 を 待って ゐろ やうな 風 をして、 そっち こっち 歩いて ゐ 

， ) C 

今 曰 は薰も 熱が 下って、 床の なかで 退 5: しのぎに 喷 など 口にして ゐた。 しかし 一 應は朗 かさう 

にも 聞え る 唄で はあって も、 私なん か 何う せ滿 足に 生きて 行けない、 じめじめした H 蔭の 雜 草な 

の だから、 何-つな つたって 介意 ふ もの か、 とで も 言って ゐろ やうに 思へ た。 

「何 か 新鮮な 果物が 食べ たいけれ ど.： •。」 

薰が眞 から 贪べ たさう にい ふので、 晴美は 通りの 八百屋へ 行って みたけれ ど、 碌な もの はな か 

つた。 他に 食料品 も缺 乏して ゐ たので、 晴美は 東京へ 出る ロ實が 容易に 見つかった。 病苦の 姉に 

濟 まない こと だと は 思っても、 彼女の 魂 は 半分 以上 芳 男の 方へ 飛んで ゐた。 


街の ラ.. チォは 今新歸 朝の 原 田 千 枝 子に よって 演奏され つつ あると ころの、 シ ョ パ ンの 練習曲 を 

放送し はじめた。 それ は 角の 寶藥 店の ラ. ヂォ であった。 晴美は それが あろ あ ひだ、 仕 合せと 退屈 

しなく とも 濟ん だ。 けれど、 それ も 三十 分 間ば かりの もので、 最後の フォ —レの 夜曲が 終って し 

も ふと、 今度 はもう 時報で、 明朗で 新鮮な ピアノの 音が 消えた あとだけ に、 街は遽 かに 寂しく 更 

けて 来た 感じであった。 

「こんな ことなら、 もっと 正確な 時間の 約束して おけば よかった 0」 

せ  =r 美 は 堪らなく なって、 今迄 上ったり 下りたり して ゐた 安全 地帶を 離れて、 芳 男が 彼女 をお ろ 

してから、 タキ シィ を乘 人れ ていった 駕籠 町の 方向へ 足 を 運んで 見た。 おぎ， g にこれ から 何 慮へ 

行く とい ふ 話 もなかつ たので 途中 銀座で 買 ひもの をして、 束京驛 から 乘れ ばいい || であった。 店 

がお 仕舞に なろ と、 今夜の 間に あはなくなる から、 いっそ 此の ま 圆 タクで 銀座へ 出て しま はう 

かと も考 へて みたが、 一足 遠 ひで 芳 男が 來 ろか も 知れない 。ゐ ない と、 芳 男が 失望す る だら うし、 

自分 も 好い 氣持 がしない。 もう 少し 待って みょう，. 晴美 はそんな 事を考 へながら、 寂しい 

い 街 を、 理化學 研究所の 邊 まで 歩いて しまった。 そこに 丁字な りに、 右の 方へ g れて 行く 道路が 

あった。 圓 タクの カァダ したの は、 何う も その 邊 らしく 思へ ろ。 して 見ろ と、 芳 男の 家 は その i!g 


にあろ のか も 知れない。 晴美 はさう 思って、 そ， 一に 佇んで その 横町 を 眺めて みた。 入口のと こ 

ろに、 町屋 風の 家が 兩 側に 三 四 軒、 それから 先 は 長い コンク リ イトの 雜ゃ黝 い 木蔭 や、 花崗 石の 

門に 映って ゐる 電燈の 薄明り が、 ぼんやり 見える きりで、 適 かに 仄白く 乾いた 道路が、 深い 夜の 

色に 塗り潰され てるた。  ， 

へん  やまと むら 

今 晴美は 不意に 思 ひ 出した C この 邊が駒 込の 大和 村で、 アル.. チヨ ァ 階級 や 知識人の 邸宅の 立 並 

：  うち 

んだ 文化 住宅地で あつたの だ。 そして そこに 名 越の 家 も ある 害な ので ある。 山內芳 男が 同じ 町に 

住んで ゐ ろと いふの は、 廣 いやう で 世の なか は狹 いもの だ。 

晴美は 山內の 屋敷 を搜 してみたい 氣 がした けれど、 ひょっとして 今時 歸 つて な いと も 限 

ら ない。 名 越の 自動車に 出逢 ふやうな ことがあって はと、 用心ぶ かく 窥をま はして、 やがて 引返 

した。 そして 物の 一町 も來 たかと 思 ふ 時分に、 後ろ G 方で、 こっこつ 鋪道を 歩く 靴の 音が した こ 

ふり かへ 

晴美は 振 返った。 。ネ オラの 背廣を 着て 11 鼠色の 帽子 を 横つ ちょうに 冠って すたすた やって 來ろ 

ちう がら  スサゃ  たちどま 

中躯の 彼の 姿が、 店屋の 軒燈 ではつ きり 見えた。 晴美は ぴったり 立 止って、 彼の 近づく の を 待つ 

た。 彼 は a け 寄って 来た。 

「待ちくたびれた？ 一  彼 は 手 巾で 汗ばんだ 顏を 拭きながら、 
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ニニ 四 

「そんなで もなかった わ。」 

「なかなか 金 をよ こさう と 言 はな いんで ね。 母 を； ぼきつ けろ のに 骨が折れた のさ。」 

「お金 もら ひに いらした の？ それでしたら、 私 少しく らゐ は： ：o」 

「 こな ひだ プロ 派の 女流作家が 來て 少し 持って行かれ たもんだ から。」 

「そんな 事な すっても If いんです の？」 

「いや、 それ は 其の 女の 生活費 だから。 贵女も 衆の 4- みたい に神經 過敏に なって ますね。.」 

「さう いふ 譯ぢ やない けれど： ：。」 

「それに、 俊す つかり 忘れて ゐ たけれ ど、 今 re は 妹の 誕生 H なんで、 大勢 踊ったり 謳ったり して 

ゐ たもの だから。」 

「ああ ら.、 お 妹 さ ん いらっしゃい ます の ？ 」 

なまい き 

_ この頃す つかり 生 意 第に なって：：。 今 も 母に 泣かれて しまったん です。 親の 身に なって みれ 

なま . .V 

ば、 そ.^ も 無理の ない ことか も 知れない な。 僕 は 僕で あんな 事 を やる しヽ 妹 は 生意氣 になろ し ー 

—何う も 少し 不良に なったら しい。 今夜の 氣分 はたし かに 好くな いんだ。」 

「 そんな 事ないで せう。 - 


一しても 金が あろから けな いんだ。」 

「でも、 お金がなかったら：： 。」  i 

「乘り ませ 、つね。」 

I ー臺 一 度に やって来た 圓 タクの 一つに、 一 ー人は^^んぃで乘った。 

「でも、 今日は 愉快で したね。」 乘 つてから、 芳 男は內 I しへ 手 を 突 込んで みた。 そして 外の § 

しから バット を 出して、 マッチ を 擦りつ けた。 

「ほんと に 面白かった わ。」 

「札が 烈風に 吹きち ろなん ざ、 實に 町かった な。」 

「ええ.、 それに 音樂 もね。」 

「しかし 餘り遲 くな つて 可け なかった 知ら。」 

「でも.、 今から 念いで 買 ひものして 歸れ ば、 十二  ir. に は i 豕へ 著き ます わ 0」 

「さ-つね。」 

車 は 今 神 を 突 切って ゐた。 型の 餘り 新しくない シボレ ィで、 そのう へ述轉乎は1か荒ひぉぃ^11_^ 

.T やみ  • 

で、 無^に スビ イド.^」 かけた。 ポ體 がが たがた 搖れ た。 力 アブす る 度に、 晴 美の 體が —— 肩 や 膝 
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ニニ 六 

あろと き  つ 

やが 芳 男の 體 にぶつ かった。 或 時な ど は、 晴 美が 彼の 膝に 手 を 突いた とお も ふと、 動搖の 反動で、 

かさ  ころ 

1 一人 一 緒に 右. S 方へ 重なり合って 轉げ さう になった。 

「御免なさいね。」 啧美は くすくす笑 ひながら 詫びた。 

「おいおい、 少しお? f 柔 かに 願 ひます よ。」 芳男 は笑談 らしく 運轉 手に 言った。 

「 i 體 この 車に タイヤが あろの かしら。」 

「タイヤ はあります さ。 ズ レ ィキ がから きし 言 ふこと を 聞かな いんで さ。」 

r ブ レイ キが 利かな いんだって？ そんなの ない な。」 芳男は 笑った。 

「こんなの 好きな お客さん も あるんで すよ。 靜 かに、 j」 つて ゐ たん ぢゃ、 自動車に 乘っ たやうな 氣 

がしない さう で。」 

操縦が 少し 穩 かにな つて 來た。 それが もう 丸ノ內 であった。 

銀座で は、 明治 屋 でべ ィコ ンゃ、 ケチャップ や、 靑 豆と 蟹の 耀詰。 シュ ラップな ど 四 五 品の 食 

料 品 を 5 貝 ひ、 千 疋屋で サンキストの ォレ ン. チゃ 葡萄な ど を 買 ひこんで、 二人 は 新橋から 乘 つた。 

どこでも 芳 男が 金を拂 つた。 

もう 十 一 時であった。 


「ほんと に濟 みませんでした。」 

.1; ち つ  とり ど 

クシ ヤン に 落着いて から、 晴美 はさう  一一 I 一  11 つて ハ ン ド バ ッ. グ から コンパクト を 取 出した。 

いそが 

「いや あ：： しかし 急し かったです ね。」 

「こんなに 買つ たんです もの。」 晴美は 二人の あ ひだに 積んだ 食料品 を 眺めて、 

r まろで 私たち 避暑 旅行 で もす ろ やうです わ o」 

芳男は にっこり 笑って.、 彼女 を 見た。 晴 美も樂 しさうな 目 を 見張って 彼 を 見返した。 

「夏の 旅 もい いな。 あなた 旅行 好きです か。」 

「ええ：： 父 や 母の をり ました 頃 は、 時時 行きました けれど、 小さい 時分の ことです から。」 

あなた  ど こ 

「もし 貴女の 都合が つ いたら、 近いう ち 何 處か山 へ でも 行き ませう か。」 

「え。」 

「どこが 好い か：：。」 

「ど， ，1 でも。 」 

「いつ 頃？」 

「 1 日 くら ゐ でしたら、 何 寺で も。」 
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ニニ  < 

/け， ふ あした へん 

i 今 tn の 明 E も變 です ね。」 

「さ、 つね、 一 一三！ r しましたら。」 

「ほんと に！ P いです か。」 

「え、 結構です わ。」  . 

；^、 行 や 山登りの _ ^をして ゐろ うちに、 藤潭 についた。 芳男は そこで タキ シィ き# つた。 

- つち 

やがて 喑 美の 家の 近くへ 來た。 十 i§ ばかり 手前で、 

「ここでい いんです の。 私お りさして 戴きます わ。」 

芳リも 一 緒に おりて しまった。 そして 晴美 は包裝 された 食料品 を、 芳 Sfj は 水^子の 籠 を もって、 

づ- し ガ ひ 17 

芳 リにォ 力れ て、 家へ. 1- つてみ ると.、 ；：！ ： ち あぐねて I ト 眠り もニタ おり もし ヒ蒸 ま，、 ヱ ン.， チン 

の饗 きで H を さまして みた。 

「遲 くな つて、 妹さん 御免なさいね。 私行く とき、 停^場で 山： さんに も 一った のよ。 - 

:t は ni で < ぬいて みせた。 總てを 諒解した やうに。 

- それで 映 * 見たり 何 かして：： ほんと に 御免なさいね。 その代り どつ さりお f ぎを貨 つて 來た 


わ、 みんな あの人が 挑って くれたの よ。」 

か P  ひぞ 

「素敵ね。」 薰は H を 丸く して 蚊帳 ごし に^いた。 

つつ  i 

晴美は そわそわ 落ちつかない ハ m 分で、 今 H.S コ — スを 話して 聞かせながら、 包み を 解いて、 罐 

詰 や 瓶 を そこへ 出して みせたり、 ォレ ン.. チを 切って、 姉に 1  もぺ させたり した。 

看護 は 部屋の 隅の 方で、 蚊に 刺されながら.、 こくり こくり 居 眠って るた。 

翌； I： の 午後.、 芳 は 拼の單 お 物の 著 流しで、 初めて 姉妹 を 訪れた。 

.  あ  きま  し きゐ そと 

紙に くろんだ 花 を もって、 狭い 玄關の 格子戸 を 開けた まま、 極り わろ さ、 つに 閾の 外にせ つて ゐ 

ろ 彼の 姿 を in: 美 は 何う した 拍子に か 奥から 見つけて、 急いで 出て 來た。 

「まあ！」 と 言った きり、 まごまごして ゐ たが、 姉が、 

「誰 方？」 ときく ので 晴美 は、 

「山 一 w さんよ。」 と やかに 答へ た。 

「さっきち よ つ と" i 澤 へ 行った 序でに、 こ れ^^ つ て 來た ん で すが 。」 芳男 は 上 口 で 花束 を 美 
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に 渡した。 

こちら  とりちら 

「どうも有難う ございます。 どうぞ 此方へ。 取 散 かって 失禮 です けと。」 

薰は 水枕 をして、 小 1^ した モスの 蒲團を 被て ゐた。 芳男 はわ ざと 臥床の 傍へ は 寄らずに、 次 

ぎの 四蠱 半との 境の 闘 際へ 來て 坐った。 

「發 熱された さう です ね。 でも、 大分い いんだ さう です ね。」 

「ええ.、 ぉ隆 さまで：：。」 薰は II 陶 しさう に、 髮の毛 を搔き あげて、 

「昨夜 は 妹が お世話になって.、 色色お 土産まで いただいて、 濟 みませんで した。」 

み あた 

晴 美が 少し 小さす ぎる 花瓶に.、 勝手元で 花 を いれて 持って 來た。 ここら あたりに は 見 { はらな 

ひめ ゆ り 

い、 美事な 薔薇に 姬 百合であった。 

「まあ、 & いお 花です こと：：。」 薰は嬸 しさう に 言った。 

.  い 

「ちって、 可う して かう 美し いんで せう。 祌 さまが お造^に なった もののう ちで、 一番 好レ もの 

い  ぶ  なほ  なに さ， ひ 

ちゃない か 知ら。」 晴美 はさう 言って、 生け 振り を 直して ゐ たが、 何 か 寂しい 氣持 がした。 

fv うべ  ま 3  • つ も 

とい ふの は、 昨夜 あれから、 山內 のこと を 蒸と 噌 をして ゐ ろうち に、 薰に言 はれた 二と が.、 胸 

に gtw つて ゐ たからであった。 薰は晴 美の この 第二の 戀愛 について、 餘 り樂觀 はで きないと いふ 


むすこ 

のであった。 そんな ブル. ヂョァ の 子息 だとしたら、 この 戀 愛が 結婚まで 進む こと は、 先 づ殆ん ど 

困難と 看なければ ならない。 身分の 相違が、 戀 愛の 決裂の 原因と なろ こと は、 八 r も 昔 も 少しも か 

あたま 

はらない。 總 ての 階級が 開放 的に なった やうに、 一 應は考 へられ はすろ ものの、 それ は頭腦 だけ 

のこと で、 現實の 生活で は、 寧ろ 現代人の 方が、 各自の 階級 觀 念が 强 いくら ゐ である。 だから、 

金 持 は やっぱり 金 持と 結婚す ろより 外ない の だし、 貧乏人 はやつ ばり 貧乏人 同士の 方が、 氣 持の 

うへ でも、 實 生活のう へで も、 どこかし つくり 來る ものが ある。 

「だから 餘り輕 卒な眞 似 をして、 宇津木 さんの 場合と 同じ 失敗み- - 二度し ないやう になさい ね。 今 

たから 言 ふけれ ど.、 晴 もやん 氣を惡 くしち や 駄目よ。 私い つか 宇津木 さんに 逢った とき、 あの人 

1  円 ちゃんの ことなん か、 思って やしなかった のよ。」 

それ を 聞いて から、 芳 男と 旅行の 約束な ど をした こと を、 少し 後悔して ゐる今 H の晴 美で あつ 

かな  た  まくら も.^ 

た。 彼女 は 美しい 寂しい 花 を 眺める の も 哀しかった。 わざとお 茶の 仕度に 立った。 看護婦 は 枕頭 

で 婦人 雜誌 を讀 んでゐ たが、 これ も 茶の間へ 足を延 しに 行った。 

r 山內 さん、 この 夏づ つと 此方に いらっしゃいます の？」 薰 がきいた。 

「さあ、 何うな ります か。 夏 はこ こも 暑いです からね。 赏女 は：： どこか 山へ でも 行って みませ 
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んか" 健 か：^ 復 したと きの 話です けれど。 一 

「ええ、 行きた いんです けれど、 私達 今のところ：：。」 薰は 言葉 を 濁して、 

「この 病氣に は、 海が いいんで せう か、 山が いいんで せう か ol 

「現今なら 山が いいと いふ 說も、 隨 分翳學 上の 根據が ありさ う で す ね。 冬 だって 高山の 紫外線 

は、 可な り效 * 的ら しいです よ。」 

_ ぢゃ 矢張り 山ね ピ 

一 そ _s 代り 少し 冒險 的かん 知れません ね。 病室の 設備が 好くない と。」 

一 さう ね。 それ も その 人の 運命です わ。 山內 さんなん か、 何ん な ことして もお § しになら な 

け あ.^  J 

「さ、 つ 思 ふんだ けれど、 矢 張" そんな 事にば かり かかって ゐられ な いんで すよ 0」 

「何 か お 仕事が おあり で すの。」 

一 今^に これと いふ 仕事 はして ゐな いんです けれども、 さう までして 生きて ゐる價 値の あろ 世の 

な 力 力 何- 「力と 思 ひます ね： .1 

1 ほんと ね、 貴方なん かで も、 そんな 事お 考 へになる？」 


「やっぱり 考 へます ね。」 

そこへ 晴 美が、 紅茶と 水菓子 を 運んで 来た。 芳 男は晴 美に、 

ね え 

r ボ オタ ブル 持って 來 てあげ ませう か、 姉さん 退屈で せう。」 

「ええ、 でも：：。」 

「いつでもお 人 用の 節 は：：。」 

「有難う。 また 今度 拜借 さして 頂きます わ。」 薰が 言った。 

薰は 看護婦に 水枕 を 取 かへ させる やうに 晴 美に 頼んだ。 芳 男は晴 美と 映 晝の話 をして みた。 薰 

も 偶に 口 をき いて ゐ たが、 すろう ち 眼険が 少し 重 ぼったく なって 來た。 

「僕 昨夜 家から 少し 金 を もって 來 たんです けれど：： 失禮 だとい けません が、 - お 入用で したら、 

御用 立てしても 可 いんです が：：。」 芳男は 話の 途切れた とき、 少し 額 を 紅く して、 微 で晴美 

に 言った。 

思 ひがけない 申出な ので、 啧美は 瞬 じっと その 顔 を 見た が、 やがて 姉の 方へ 視線 を 移した。 

薰 の-; へ も 人ったら しく、 彼女 も 同じ やうに、 芳男を 見た が、 同時に 妹と E を 見 交した。 

「澤 山の ことで きません けれど、 でも 親父が 相當金 持な もんです から、 さう 言って 下されに、 い 
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つで も  0  _ 

「 そんな 御 心配まで していた だいち やね。」 薰は晴 美に 言った。 

「何なら、 ここに 少し 持って 來 たんです が： ：。」 

「いいんです のよ、 山 内さん。 私たち 貧乏です けれど、 今のところ まあ 何う にか かう にか 遣って 

行けさう です の。」 

「さう です かに 

い とま 

それから 三十 分ば か"、 色色の 話 をして、 芳男は そこそこに 暇を吿 げた。 

「また 來 ます。 ではお 大事に。」 

「ほんと にお 構 ひできなくて：： ごめんなさい。」 薰は 少し 顔 を あげた。 

晴美は そこまで 送って 出た が、 何ん の 話 もな しに、 半 町ば かり 並んで 步 いてし まった。 

かに 暑くな つたので.、 海岸が 娠 つて ゐ るら しかった。 海水浴 着 や ケィプ 姿が、 林間に ちら ほ 

ら 見えた。 

「1  一.^ で 旅行に 行って 可 いんです か。」 芳男 がきいた。 

もっと 董 一が 悅 んで迎 へて くれさう に 思へ たのに、 今 H: の 初めての 訪問 は、 彼に 取って 何 か 物 足 


りない ものが あった。 

「昨夜のお 話です の？」 

ゆ ラベ  つ まづ 

昨夜と ちがって、 晴 美が 飛びた つや. うに 受けて くれないので、 芳男 はちよ つと 石に 躓いた やう 

な氣 がした。 姉が 反對 したんだ とば かり 思 はれた。 

「尤 も姊さ ん が病氣 では 可け ないです ね 。し 

「ええ、 それ もあります の。」 

「それ ぢゃ 又の 機會 にしせ まう か。」 

「それでも 可 いんです けど、 でも 其の 事 は 別に：：。」 少し 間 をお いて、 「ただ 姉が 私達の 前途 を 

案じろ だけなん です の。」 

「どうい ふ 意味で：：。」 

「多分 身分が ちが ふ か ら で せ う。」 

「身分です か。 身分の ことなん ざ、 問題 ぢゃ ないです よ。 金が 少し あると か、 ない とかい ふだけ 

きの ふ  いつ  Ifi つと 

のこと ぢ やないで すか。 その 金 だって 昨日の 映畫ぢ やない が、 何時 風に 吹 飛んで しま ふか 知れた 

んぢ やないで すよ。」 
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「それ あさう です けれど、 お金 も必耍 です わ 0J 

「それ あ 無い よ" かあつた 方が ね。 それに 二んで 同棲 生活で も 始めろ ことに なれば、 我我の 愛の 

を 護って くれろ もの は、 何とい つても 金です。 一 

, 「だけど：： ；： 1: 棲 生 活 と 言 つても、^ 方に は御兩 親が おありで すわ。」 

「ああ、 その 事です か、 11 僕の いふ 同棲^ 活は、 結婚 生活の ことなんで すが、 僕 は 無論 その 前 

ちと 

提の 下に、 愛に 進みたい と 2 心 ふので す。 それに 僕の 家庭 は 相 常 放任主義です からね。 親父が また 

子供の 戀 愛なん かに、 彼此 干涉 すろ 资格は 全然な いんです。」 

「まあ、 さう です の。」 晴美 は顿に 笑く ぼ を 寄せた。 

- つま 

「しかし 金儲け だけ は 巧 いんです。」 

「好い お 父 さま だ わ。」 

「惡 くもないで すよ、 全 V  。」 芳男 は、 は、 は、 はと 無 邪氣に 笑った C 

「折^ 儲けろ 金 だから、 使って やった 方が いいです よ。 旅行に いきませ う OJ 

「ええ それなら 行っても いい わ。」 

「それに、 こ， 一に： CW あろんで す。 これ を货 女に あげと きます から かのお 小 遣に して くれ ませ 


ん か。」 

な \  あんま 

「でも、 そんなに 迄して いただいて は、 何だか 餘 り：：。」 

「それとも 失禮 です が、 姉さんに は、 何 か パト P ンで もお ありなん です か。」 

「いいえ。 あの人に は 何にもなん いです わ C ただ 上の 姉から 時時 貰 ひます の。 でも、 私達 その 姉. 

の 厄介に なりたく はないです の。」 

「それなら、 何も 遠慮す ろ ことないで すよ。 僕は自分の生活費を三分のニまで^^ぃたって、 結構 

やって 行け ろんだ もの。」 

「さう！ 貴方 はほんと に 好い 方ね。」 晴美 はしみ じみ 言った。 

「僕の 氣持 わかった でせ う。 少 くと も 晴美さ ん だけ はに 一 

「ええ。」 晴美は 額いた。 

「 それ. ちゃ 何も^ 躇 すろ こと はな いでせ う。 信じ 合って さ へ るれば。」 

「 信じて ゐ ます わ。」 

「誰が 何と 言 つ て で もです ね 。」 

1 え、 贵方も 信じて 下さろ？」 
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「信じます とも o」 

「結婚して 下さる。」 

ちち 

「勿！」 

「ぢ ゃゲ ン マ ン！」 

先の 細い、 丸 まつち ぃ晴 美の 指と、 芳 男の 長い 指と が、 しっかり 組合って ぼ F られ た。 晴 美の 

ST に、 眞珠 粒の やうな 淚が 光った。 

或 日の 夕方、 薰は緣 へ 出て 籐椅子に 腿 かけながら、 暮れて 行く 空 を 眺めて ゐ た。 

よそ i  こら 

庭に はもう 月見草の 花が、 夜の 粮ひを 凝して ゐた。 薰は 夜の パンドと ともに、 ホ オルに g 並 sj; 

ダン サァを 思 ひだして ゐた。 ホ オル を 思 ふと、 さすがに 懷 しい 氣 がした。 早く 丈夫 こなり た、 と 

思った が、 あんな ことで 熱が 出て 仆れ てし まふ やうで は、 是 から 先 も、 . ^齢寢 込む やうな ことが 

あると 思 はなければ ならなかった。 

「結局 癒 りつこ はない の だ。 そして 其の 最後 は： ：。」 さう 思 ふと、 肩が 塞い 感じで あつたが、 


しかし 又 結局 その 方が 救 はれる やうに 思へ た。 

それにしても、 睛美は 何う したんだ らう。 彼女 は 昨 to のお 晝 過ぎ 芳 男と 逗 子へ 遊びに 行って 來 

ると 言って 出て 行った きりであった。 夕方に はきつ と歸 つて 來る 約束だった。 それ だのに、 昨夜 

ひとばん  なん ， 

は 一 晚 待って、 人 マ 朝に なっても 何の 音沙汰 もなかった。 

薰は花 を もって 來て くれた 時 以来、 山 內に逢 ふ機會 もなかつ たが.、 晴 美の 氣 持が すっかり 深 人 

りして ゐろ こと だし、 結婚 もして くれろ とい ふので、 强 ひて： 12! 對 はしない ことにした けれど、 こ 

の戀 愛の 成 行 は 矢張り 心配であった。 

「ほんと に 話が きまる まで は、 充分 警戒す るに k した こと はない のよ。 晴 ちゃん 子供 ぢ やな いん 

だから、 言 はなくたって 解って ろで せう。 男 は體を ほしがろ ものよ。 山內 さんの こと だから、 そ 

んな事 はないだ らうと 思 ふけれ ど、 でも 何 だう かわからない わよ。 遲く なっても 歸る のよ。 

よ。」 

薰は 出ぎ はに If 押した。 

1 て  やつば  . 

- それた のに、 矢張り 泊って しまった。」 

あざむ 

薰は 欺かれた やうに 思って、 腹が立った。  • 
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二  s 

「 一 體 あの人 達 は、 どこ へ 泊つ たんだら う。 逗 子ホテ ル かしら。 電話で きいて 見 ようかし 

ら。」 -, 

薰は咋 夜から 幾度 も 思った ことであった が.、 そんな 事 をして、 騷ぎ 立で るの も 何う かと 思った。 

「 大丈夫よ。」 さ う 言 つて H て 行つ た 晴美を 信用 しても 好 い iljo でもあった。 

看護婦の 君岛 さんが 御飯の 仕度 をして 述ん で來て くれた 

「どう..，， ：.g みません。」 さう 言って 薰 はお 瞎 のうへ を.、 振 顧って みたが、 獨 りで 箸 を 取る 氣 にな 

れ なかった。 

「こんなにして 人が 心配して ゐ ろのに、 あの人 は 私の f となん か 思 つち や くれないんだ。」 

薰が 寂し さう にして ゐ ろので、 傍で 君，： さん も；^ を 揉んで ゐた。 

「お 妹さん 佝 うなす つたんで せう ね。」 

「さあ、 何う したでせ うね。」 

「ホテルへ 行って.、 きいて 見 ませう です かね。」 

「ええ： ： でも、 それ も惡 いか も 知れない わ.、 あの人 達の ， .1 とだから： ： 心配 はないだら うと 思 

ふの。 返 子で お 友達に 逢 ふか 何う かして 面白く 遊んで るの かも 知れない わ。 あの人 達 まだ 子供な 


のよ。」 

「ほ/ P とに ね o」 

さう 言って ゐろ ところへ 門で 自動車の ェ ン ダンの 音が した。 薰は吻 とした。 

やがて 格子 戶の ベ ルが 鳴った。 薰も君 島さん も、 てっきり 喑美 だと 思って ゐ ろと、 か 大きな 

包み を もって、 入って 來たの は 姉の 品 子であった。 

「まあ、 姉さんな の？」 薰は品 子 を 見詰めた。 

「私よ、 何う して？ 」 品 子 も 妹の 顔 を 見て ゐた。 

「う うん、 喑 ちゃん かと 思った からさ。」 

「喑 ちゃん 何う して？ 」 

「昨夜から 歸ら ない のよ。」 

「どこへ 行った のさ？」 

「多分 逗子 だら うと m 心 ふんだ けれど、 それとも 何う だ か o」 

「誰かお 連で もあって？」 

「え、 ちょっと：：。」 

黄昏の 薔 =四1 


「男の人よ。」 

「だから さ。」  . 

品 子 は それ は それと して 下へ 坐った。 そして 蝦夷 茶と ォ リ イブ と染 5^ の 錦紗の 風呂敷 を 解い 

てヽ 

ゆかた  レ  < ら  だんと 

「 これ 貴女 達の 浴衣よ。 人形 町で 好い 柄が あつたから 三 反 取った の。 それから 資生 堂の アイス々 

リ— ム よ。」 

「さう。 濟 みません。」 

「もう、 起きて ゐられ て？」 

1. 起きたり 寢 たりよ。 でも、 ずっと 好い の。」 

「思った より 瘦せ てない わね。」 

r さう 0  J 

「あら 月 見草唤 い て ろ わ ね o」 

は あ 

「晴 ちゃんが 海から もって 來て植 ゑた よの。」 


「さう、 實は その 晴 ちゃんの ことで 來 たんだ けれど。」 品 子 は 金糸 を 横に 織 込んだ 黑の紹 の 羽織 を 

ぬいで、 そこにあった 團扇を 拾って 煽ぎながら、 

『 ああ、 暑い。 汗で じと じと よ。」  .  - 

君 島さん がお 絞り を もって 來て くれたので、 品 子 は 脇から 手 を いれて、 汗 を ふいて、 

「 一 體 その 男の人ての は 誰？」 

「その 人？ ホテルに ゐろ 人な の、 肋 膜の 豫後 らしい わ、 やつば り 東京の 人な の、 しかも 大和 村 

のお 金 持 だ わ。」 

「さう，. I  .  - 

「お姉さんの 晴 ちゃんの 事と いふの、 何な の。」 

おちつ  もた 

一 少し 落 著いて 力ら にして よ。 お 持せ の アイス クリ— ム でも 戴き ませうよ o」 

「さう ね。 i  , 

魔法 場 仕掛の 容器 を 開けて、 品 子 は 君 島さん にもって 来させた 紅茶の 茶碗 受に アイス クリ！ ム 

を 一 一人 分 取り わけた。 —1 一 一人 は 食べた。 

少し 涼しくな つたと ころで、 品 子 は 話し だした 。話 はかう であろ —— つい 二 時間 ほど 前に、 會 
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二 四 

,  な r  こっち  V 

社 力ら 名 越が 電話 を かけて、 喑 美に 何か變 つたこと がない かと 聞く ので 此方で は^に 何 にん 聞か 

ない が、 何 かあつた のです かと 尊ね ろと、 名 越 は 長男の 恭 一が、 鶴 沼へ 行って ゐる こと を 今朝 は 

じめ て洋 子から 聞いた の だが、 その 前に 洋 子の 誕生 E の晚、 夜の 十 一 時顷、 恭 一 が 洋装の 女と 一 

緒に、 千 疋屋で 買 ひもの をして ゐろ ところ を 見た とい ふ ものが あろので、 その 女の 年顷ゃ 柄を詳 

しく 聞いて みろ と、 年 は、 十九 か 二十 くらみで. ヂ ヤン パを 著て、 黑ぃ 上衣 を 腕に かけて ゐ たとい 

ふので あろ。 顔 は 丸顔で、 肉 附の& い 方 ださう である。 

「名 越の 話で は、 何でも その 晚恭 一さん が 九 時す ぎに 家へ 見えたん です とさ。 てっきり 誕生日の 

お 祝 ひに 來 たものと 皆さんが さう 思って ゐ ろと、 さう ではなくて、 實は お金 を 取りに 來 たんです 

  よ <  さん 

つて。 そのお 金 も 三百 圓と いふ 時節柄、 走 ぁ相當 大金 だ わね。 それ も 夫人が 用心して、 渡すまい 

としたの をお 友達の 妹さんが、 入院して ろので、 何う しても 救って やらな けあならない からてん 

で、 無理 遣り 持って行つ ちゃつ たんです つて。 それが 彼此 十 時 過ぎの こと だから、 それから 銀座 

へ 出て、 千 疋屋で 買 ひもの をして るた の-か、 十一 時 だとす ろと ちゃう ど 時間が 合って ゐろぢ やな 

レ の？」  . 

「さう お。」 


「その 同伴の ダヤン パの 女と いふの が、 何う も晴美 だら うと、 名 越 は 言 ふの。 それ は縱 だって さ 

う 思 ふわ、 丸顔の、 肉附 のい い 女 だとい ふんだ もの、 薰 さん 何 か 思 ひ當ろ ことない？ - 

「さあね。 思 ひ あたらな いこと もない けど： ：。」 薰は 探ろ やうに 品 子の 目 を 見た。 山內芳 男が 

若し 恭 一 だとす ろと、 名 越の 騒-ぐ 理由. は 薰に吞 み 込めない ことはなかった けれど、 姉が それ を 知 

つて ゐ ろか 否かが 疑問だった。 

薰は わざと、 

「だけど、 をぢ さん 何う して、 そんなに 騒ぐ の？ 」 

「だって、 あの人に して 見れば、 ちょっと 變な もの ぢ やない の？ 自分の 子供と、 5^ の 妹との 戀 

愛 だと すれば。」 

「何う して さ。」 

「子供さん のお 嫁さん は、 や つばり いところ から 貰 ひたいで せう ね。 - 

一 それ はさう ね。」 

「薰 さんその 人知って ゐ ろ？」 

「ええ、 でも 晴 ちゃんの 相手 は 山内芳 男って いふの よ。 家 は 大和 村に あろに は あろ けれど。 ちょ 


.  二  b; 六 

つと 好い顔し てろ わ。」  - 

「名 越に 似て ゐろ とい、 ふぢ やない の。」 

「さう ね、 さう 言へば：：。」 薰は 目で 笑って ゐた が、 

としと 

I あの人 年取れば あんな 顔に なろ かしら。」 

いや 

I 厭な 蒸さん！」 

「だって 可笑し いんです もの。」 

「i{ ね。 何が そんなに 可笑しい のよ。」 

「そんなに 騷 いだって 爲方 がな いぢ やない の。」 

「薰 さん 承知で そんな こと させて ゐ ろの？」 

「違 ひます よ。 私 そんなに 甘く はない 積り よ。 だけど、 何だか 可笑しい わね。 山內 さんが をぢさ 

んの 子供 だなん て.、 鬼に 角 私 は 心配ない と 思 ふの、 あの人 達の は t 右い 同志のお 友逹 だもの c」 

「友愛結婚 てこと も あろで せう。」 

「まだ 其處 まで 行つ ちゃ ゐ ないで せうよ。」 

ひそ  きょ 

さう は 言っても、 薰は 窃かに 際どい 不安 を 感じた。 


「あの 入 劇なん か 書く から、 きっと 變名だ わ、 電話で をぢ さんに 聞いて 見たら。」 品 子はネ テル 

へ 電話 を かけに 出て 行った。 

恭 一 の芳 男と 晴美 はちゃう ど その 頃 葉 山から 歸ろ 自動車の なかに あった。 

その H 観 沼へ 歸る つもりであった 二人 は、 誰が 誰 を 誘惑した ともなし に、 長者 ケ 崎から 油壺の 

方へ ド ライブ を 試みた。 それ もほんの 一 一時 問 くら ゐで歸 るつ もりで あつたが これと いふ こと もな 

しに 思 はず 時間が たった。 車を大 曲で 乘 すててから 一 一人 はぶら ぶら 歩いた。 

きふ 力 I ブ 

地球が ここで 大きな 急 霄曲を 描 いて ゐ るので はない かと 思 ふ ほど、 その 崖から 見下す 廣ぃ 海の 

碧い 面が タ！^！ん で み え た。 さ う 大して 風が な いのに 、潮が 白 い 泡 を 立て て 激流の や うに 流れて ゐた。 

む さいげん  はて  た ぶん 

無 際限に 络 がさび しく、 その 3^ に 垂れ こめて ゐた。 ぎらぎらした 太陽が、 多分 浪子 不動の 山の 後 

ろ あ た りに きりきり 舞 ひ をして 落ち かから うとして ゐるゃ うに 思 へ た。 

ラブ • シ インに は 背景が 少し 荒す ぎる 感じであった が、 それだけに ま j レ 何も彼もから 懸 $^ 離れ 

た、 1 一人き" の 世界 を 見出した。 
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H が 沈む と、 今まで 熱病 患者の やうに 赤かった 海が、 カメレオンの やうに 色 を かへ て、 一一. P に 

靑黑く 塗られた。 二ん は 次第に 和やかな 氣 分に 融け 合って 行く の を 感じた。 

「ホテルに 電話 かけて、 姉さんに 取次いで もらって おくんだ つたね。 さぞ 心配して ゐろ こと だら 

うよ。」 

「でも、 tH- いわ。 どうせ、 もう 歸 ろんで す もの。」 

I  <{マ 朝 もさう 言って たね。」 

「こんなに 晚 くなる 積り ぢゃ なかつ たんです もの。」 

1 一人 は 顔 を 見合った。 

「誰が 惡 いの？」 

「さあ、 誰で せう。 多分 私で せう。」 晴美は 微笑んだ。 

「いや、 僕 だ。」 

「誰が 惡ぃ ともい へない わ。 - 秤に かけたら 同じく らゐだ わ。」 

「そんな 量器が あると 面白い ね。」 

「でも 愛 は 海の 水の やうな もので せう。 あっちい 流れ こっちい 流れ、 いつも 一杯 だ わ。」 


しゃが  ところどころ  しほ 

1 一人 は 銀 砂の 敷きつ まった 濱へ おりて、 岩のう へに、 蹲踞んで ゐた。 岩 は 所所 ひた ひた 潮に 浸 

りながら、 それから それへ と繁 つて ゐた。 

つつ  つきさ  ひつ ぼ 

f 美は芳 男の ム 口の ステッキで、 水の 底 を 突つ いて ゐた。 突 刺さった ステッキ を 引 張る と、 ふ 

と たん  ， 

いと i.^ へ はづん で、 その 途端、 f. が 顔に はねた。 

「御免なさいね。」 晴美は ハンケ チを 出して、 彼の 顏を 拭かう とした。 芳男は その ハンケ チを 取つ 

て、 自分で 拭いた。 仄から 口 オズの 句が 鼻に 沁みた。 

なに ものた  ： 

「だけど、 何 か 物足りない 感じし ない？」 芳男 はきいた。 

「何う いふ 意味？ 遊びたり ない とい ふの？」 

「それ も あるけ ど — 。」 芳男 はも どかし さう に、 

「愛ても の はさう いふ もの ぢ やない？ 愛しても 愛しても 愛し 足りない やうな。」 

「解ん ない わ。」 

「愛の 飽滿 て.、 何だか わかる。」 

「解る やうな 氣も する けど： ：。」 

「怒られる と 僕 面る けど、 ^に 意味 はな いんだから その 積り でね。」 
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二 五 o 

「それ は 何な の？ 言って ちゃう だい。」 

「勿論 僕 は 信じて る けれど：：。」 

「何 か 信じられな いこと、 私に あって？」 

r-VJ ん、 さう。 ふ譯ぢ <M ない けど.、 —— ぢゃ言 ふけれ ど、 晴 美さん 戀 愛した こと あろ？」 

晴美は 何 か に突當 つ た。 答 へ が 出な か つ た。 

「ぢゃ あ、 ある ものと 看て ぃレ？ 」 

「でも、 に 愛した ことない わ。 ただ ぼんやりした 憬れの や、 つな ものなら、 前に 一 度あった け 

れど、 もう t ん でもない の、 t:::; 方に お 目に かかって から.、 どこかへ 吹っ飛んで しまったんだ わ。 

さう-た わ。」 

「ほんと？ 一 

「男って、 そんなに 探りたい の。」 

あなた 

「ぢゃ あ、 晴 美さん、 貴方の 處女 は當然 僕の ものた ね。」 

「さう だ わ。」 

「僕の 童貞 ほしくない。」 


ゆ- f ベ  かべ ざ は 

晴美は 行き 詰った。 紅い 顔して 笑って るた。 昨夜 も 彼女 は、 一 つ 部屋の 兩 側の 壁 際にお かれた、 

二つの ベッドの 一 つに 臥て、 一 時す ぎても 寢られ なかった。 情熱と 警戒と で、 心臓と 祌經が 交錯 

よ. fc' キン ス  二  £ 

して 興奮して ゐた。 宵の 接吻 だけ は、 無我夢中で、 拒まない 程度で、 ほんの 一瞬間 彼に 許した だ 

けであった。 寢てゐ て も、 何 か 壓迫を 感じた。 その 度に、 被 女 は薰の 言葉 を 思 ひたした。 そして 

打克っ ことができた。 

ど  ど  た ぶん  からど 

今、 芳 男の 處 女が 何う とか、 童貞が 何う とか、 謎 を かけて ゐ ろの も 多分 早く 晴 美の 體が ほしい 

から だ  ほんた-つ  た. *  . 

の だら うこと は、 彼女に も 大抵 解って みた。 それ も、 彼女 自身の 體が、 眞實の 純白 を 保って 來た 

のなら、 同じ 警戒の 意味に も、 もっと 分明した 態度が 示せる i 舌であった。 それ を 思 ふと、 晴美は 

悲しかった。 そして 濟 まない と 思った。 結婚の 恐れ も 感じない 譯に はいかなかった。 

「もうす つかり 夜 だ わ。 歸り ませう か。」 晴美は 物 哀し さう に 眩いた。  . 

二人 は 道路へ 上って 来た。 そして 自動車 を捉 へて 乘 つた。 

やがて ホテルへ 著いた。 ホテルの サ ルン は ごや ごやして ゐた。 それ を 後ろに 見て、 二階の 部屋 

へ 人って、 スヰ ツチ を 捻った。 

「一： E で こんなに 日燒 けがして：：。」 晴美は 鏡の 中を观 いた。  _  . 
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二 五 二 

その i ろから、 芳 男の 顔が 肩 越しに t いた。 四つの 目が につと 笑み 合った。 芳男は 後ろから 彼 

女 を 抱く と、 少し^ f つやう にして 肩から 顏を 顔へ もって 行った。 二つの 唇が 鏡の 底で 一 つに な 

つた。 しばらく 抱き合って ゐ たが、 やがて 離れた。 

「 一 體 何時か しら。」 

「七 時半よ。」 

「お腹す いたね。 食堂へ 行かない？」 

晴美は 笑 ひだした。 

「行 つても い いけれ ど、 それよりか 私お 風呂 先き にしたい わ。」 

「賛成！」 

ひま 

ボ オイ を 呼んで バス を 跳へ た。 バス は 立 込んで るるので、 少し 暇が 取れた。 そして 汗 を 流して 

から、 輕 いお 化& をして 打 揃って 食堂へ 出た の は、 旣に八 時半であった。 

八 「二  < -は樂 しい 最後の 晚餐 をす まして、 コォヒ を 啜りながら、 煙草 を ふかして ゐろ ところへ、 

ポオ. ィが 名刺 を 通して 來た。 

ゃぢ 

riKlrt? 親父の 會 社の 人 だ。」 芳 男の 顔が 曇った。 


「待た してお いて くれ、 サ ルンで いいよ。」 

十分ば かりして 芳男は 一人で サ ルン へ 出て 行った。 晴美 はわ ざと 裘の 階段から 二階へ あがって 

しまった。  . 

しかし 待って ゐ ろの は、 宮內 一 人ではなかった。 年頃 一 一十 六 七の 小 意氣な 女が 一 緒だった。 

蝕め る 薔薇 


朝 H 自動車き 社員と 刷 込んだ 名刺だった ので、 宮內 とい ふ 男が、 父の 會 社の 男 だ こと は 山 内 芳 

男の 恭 一に は 直ぐ わかった けれど、 品 子 もこ こへ 來ろ 前に、 宮 內と鵠 沼で 落 合って、 それから 二 

入を捉 へろ ために やって 來 たの だし、 その 品 子 も宮內 も.、 恭ー に 逢 ふの は 今が 初めであった。 今 

二人 はわ ざと 薰 からき いた 山- 2： とい ふ 名 を 差して、 彼に 取つ いで 貰った ので、 品 子 は 恥 かし さう 

I  一  r 
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二  H 四 

「あのう、 突然で 大變 失禮な こと を 伺 ふやう です けれど、 貴方 は 名 越さん の 若さまで いらっしゃ 

います わね。」 

恭 一 は 大概 感づけ た。 

「それが：：。」 

「私 は 名 越さん に 御 懇意に 願って をり ます ものです が、 今 ちょっと 受附で 伺 ひましたら、 妹の 晴 

美が 御 一緒 ださう で：：。」  . 

「ええ、 お姉さんの お許し を 得て、 同伴し ました。 いけな かったんで すか。」 

「さう いふ 譯ぢゃ ございません けれど.、 若い 同士で、 若し 間違 ひで も あろと いけない からと いふ 

の で、 お 父 さまが 大變御 心配な す つてい らっしゃ いますの。」 

「ま 父が また 何、 つして.、 そんな 心配なん かす ろんで すかね。」 

ラ.、 チォが 誰かの 長^ を 放送して ゐた。 

「それ は 大事のお 坊ち やまの ， - とです から： ：。」 

「それで 貴女た ちが 来たんで すか。 .i いや、 僕達 は今歸 らうと して ゐた ところです。 昨夜 友達 

と 話し こんで 遲く なつち やった もんだ から：：。」 


is 內は 何か釋 然とした 態度で、 品 子 を 見て、 

「ぢ や、 ちゃう ど 可かったです ね。」 

「しかし 皆さん は 何 か：： まだ 食事 前で せう。」 

「いいえ、 澤 山です の。 それよりか 一刻も早く 晴美を 連れたい と 思 ひます から、 何でしたら、 御 

1 緖に： ：。 ねえ、 宮內 さん。」 

「その 方が いいです ね。」 

「だけど、 何 か 冷たい もので も。」 

「さう です ね、 ソ オダ 水で も 呑み ませう か。」 宮內 がい ふので.、 恭 一は 通りが かりの 給仕に 言つ 

けた。 

「ちゃ、 僕 ちょっと 晴 美さん にさう 言って 來 ますから。」 恭 一 は 椅子 を 離れた。 

「濟 みませんで すね。」 

恭 一は 仕方なし 氣輕 さう に 階段 を 上り かけはし たが、 このまま ra 人で 汽車に 乘 つて、 それから 

晴美を 二人に 引渡して しま ふこと を考 へろ と、 寂しくな つた。 事によると、 是 限になる かも 知れ 

ないぎ もあった。 

黄昏 S 薔 一  I- 五 * 


二  《 六 

兎に角 部屋へ 1^ つた。 11 晴美は 窓際で 椅子に 腰かけて、 虱に 吹かれながら 海 を 見て ゐた。 彼 

女も會 社の 人が 来たと きいて、 きっと 連れに 来られた の だら うと 考 へた。 そして 先刻 は 早く 歸り 

たいと 思った が.、 今 は 遽に歸 るの が 厭に なった。 

-C  そ £ 

「何う した？」 係へ 來て 肩に つかまろ 彼の 手を捉 へながら、 

「誰が 来たと 思 ふ？」 

「會 社の 方で せう。」  . 

「一 一人 來 たんだ。 一 人 は 女の人 だ。」 

「さう。 誰？」 

「由 井 品 子と いふ 人 だ。」  . 

「まあ。 11 ぢゃ、 きっと 薰 姉さんから 聞いて 來 たんだ わ。」 

一. あの人 そんな こと 言 ふ？」 

「だって：：。 それにしても、 貴方のお 父さんの 會 社の 人と 一緒に 來 ろなん て。」 

「宮內 か。」 

「官. 聞いた やうな 名 だ わ。 貴方 山內 さんでした わね。」 


「何に 言つ てんだ。」 

「だって、 あの人 宮內 何と 言った つけ。」 

ホケット へ 入れて おいた 名刺 を、 恭 J は 取 出した。 

一宮 內須 美男 さ。 ちょっと 綺麗な 男 だ。」 

「ああ、 名 越さん の會 社の 人で せう。」 

「さう か、 僕 山 内で 通した もんで。 - 

「貴方 は 名 越さん なの。」 

1  , .  いろん  おや ぢ 

- さう さ。 たけ ど 嫌 ひなんだ。 色色な とこへ 顔 出す から ヽ 親父の 名前 誰でも 知って ろんで。」 

なん 

さう^ 明す ると、 晴美は 何だか さう いふ 氣 がして ゐ たやう にも 思へ た。 彼女 は その 瞬間 さっと 

ひ  つめた 

血の 氣が 顔から an. いて、 額が 冷くな つて 來 るの を 感じた。 兩 手で 顏 をお さへ て、 ふらふら とべ ッ 

ド へ 行かう とした。 

恭 一 は 驚いた。 

「何う したんだ。」 恭ー は 寄って 行って、 背へ 手 を かけながら、 顏を靦 かう とした。 

晴美 は^かせまい としたが、 その 瞬間、  ： 
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二 五八 

「私 駄目 11 」 微かに いたと 思 ふと、 ぐしゃぐ しゃと 牀に 崩れさう になった。 

恭 一は 兩 手で 腋を 抱き かかへ て、 ベッドへ 上らせた。 

「g が 駄目な の？ きっと 腦 貧血 だ。 仰向きに なって、 横にお なり。」 

恭 一 は i いでべ ルを 押した。 ボ オイが ノックして、 顔 を 出した。 

「君、 葡萄酒 一 杯 もって 來て くれない。」 

「どうかな さ いました か。」 

「いいや：： 多分 腦 貧血 だ。」 

ボ オイ は 急いで 出て 行った。 

恭 一は 品 子た ちに 知ら さう かと 思った が、 部屋 を 見られる のが 麼 だった。 この 仕 末 を、 姉に." - 

られ るの を、 晴美 もき つと g がる だら うと 思った。 鬼に 角 恢復 させなければ ならなかった。 晴美 

は ベッドに ちぢめて、 顔 は 蒲團に i つた ままであった。 蒼白い 手 も 額 もしつ とり 冷 汗をかい 

てゐ た。 

ボ オイが 銀 盆に 葡萄酒 を 載せても つて 來た。  . 

「いい。」 恭 一が いふので、 ボ オイ は 出て 行った。 


さ  あ ふむ  あしち； 0 

恭 一 は晴 美の 頸と 腰の 方へ、 下から 手 を かけて、 抱き かかへ て、 仰向きに した。 晴美は 脚 は 縮 

めた まま、 上 體と顏 だけ |& きになった。 恭 一 は 口 へ 葡萄酒 を もって 行った。 

「飮 むんだ。」  , 

晴美は 1| みはしなかった が、 赤い 葡萄酒が だらだら 口の 傍へ 流れた。 半分ば かり 口 へ 流れ こん 

だ。 恭 一 は タオルで 口を拭いた。 

そ， J へ 何 か 迫って くる やうな ノッ クが 聞え た。 

二 

あ  - 

仕方なし 恭 一が そっと ドア を 開けて みると、 品 子と 宮內 が顏を そろへ て、 人って 來 ようとし 

た。 

恭ー は默 つて 立って ゐた。 二人 は ベッドの 晴 美に 目をやった。. 

瞬間 宮內は 少し 屹 となって、 踏み こんで 來 ようとした。 

「これ あ 一 體 何う したんです。」 

恭 一 は 笑 ふやう に 口元 を 痙攣ら せた。 
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二 六 〇 

ぢき  こ ご ゑ 

「いや^に。 . l 少し 氣 分が 惡 いだけ です。 直に 癒り ます。」 恭 一 は微聲 で、 

「ぎみません が、 晴 美さん が 分明り すろ まで、 先刻のと ころで 待って て くれません か。 それでな 

ひと、 きっと 又腦 貧血 をお こす だら うと 思 ひます。」 

そして 兩 手で、 二人 を 押出す やうに した。 

「どうぞ。」 

「大丈夫で せう か。」 品 子が 氣 遣った。 

ま、  あ £ たがた  い 

「心配ありません よ。 僕に 1^ してお いて 可いです。 贵 女方の 聲が きこえても 可け ないだら、 つと m あ 

ひます。」 

一 一人 は すごすごと 部屋 を 出て いった。 

恭 一はべ ッドに 寄り添って、 花の 壁の やうな 晴 美の 手 を 取って、 しばらく 脈搏 を 計って ゐ たが、 

十分 もた たない うちに、 血の 氣が淡 すらと 双頰 にの ぼって 来た。 

「晴 美さん。」 恭 一 は そっと 呼んだ。 

あ 

も 巧 美 は 取られた 手 を 動かした。 そして 目 を 細く 開いて、 ちらりと 彼の 顏を 見る と、 後ろ向きに 

なって しまった。 


ど  そっち 

「氣 がつ いたの かい。 何う して 其方む くの さ。」 

「je みません。」 晴美は 口籠った。 

「いいよ、 そんな 二と。 もう 悉皆い いの かい。」  - 

よ み パ へ 

晴美は 次第に 感覺が 蘇って 来た。 そして その 瞬間、 cln ての 音樂 會の歸 りの、 あの 情景が、 はつ 

きり 目に 浮んで 來た。 晴美は 思 はず 兩 手で！ n を拖 つた。 

「何う したの さ。 何が そんなに 悲し いんだい OJ 

い  ねえ  あが 

「もう 可 いんです の。 姉さん は？」 晴美は 起き 上らう とした。 

「下に 待って ゐ ろよ。 どうせ 此處 へやって 來 ろよ。 逢っても いいだろ？」 

「え。」 

「しかし だね、 君 を 姉さんに 逄は せろ 前に、 聞いて おきたい ことがあ るんだ。 大概 解って ゐるだ 

らう。」 

「え え o」 

「君 は 僕 を 愛して ゐて くれろ ね。 いつ 迄 も：：。」 恭 一 は 彼女の 手 を 取った C 

「ええ、 でも：：。」 晴美 はまた 口籠った。 
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二 六 二 

「でも、 駄目 だとい ふの か。 ええ 何う したと いふんだ。 はっきり 首って くれた まへ。」 恭 一 は!^ 

「私 を 許して 下さい。」 晴美は 泣き 聲で 答へ た。 肩に 微かな 波 をうた せて 泣き だした。 

恭 一は 何 か 絡望 的な 氣 持と、 憐愁の 情と が 一 つに なって、 彼女 を！： う g 妒っ かってい いかきから なく 

なった。 

「ぢゃ あ、 こんな 話 止した 方が いいんだ ね。」 

「  。」 

「もっと 強くな つて くれな け あ 困る ぢ やない か。 姉さんが 来たから つて、 g も そんなに： ：o そ 

れ とも 何 か 外に 理由で も あるの かね o」 

- 手， 慰で しあげます わ。 可いで せう。 - 晴美 は淚を ふいた。 

「そら 君の 自^ さ。」 

さう 言って、 恭 一 はすつ と ベッドの 傍.^ 離れる と、 の あろ 壁ぎ わへ ほった。 

ねえ 

「姉さん 呼んでも いいね。」 

「ちょっと 待って：：。」  . 


晴美は 急いで ベ ッド から 降りる と、 鏡の 前に 立って 顏を 直し はじめた。 

恭 一 は 部屋 を往 つたり 來 たりして ゐ たが、 今の 今まで あれほど 自分に 親しみ^れ て ゐた啧 美 

が、 品 子の 來訪 や、 山內芳 男の 自分が 名 越で ある こと を 聞いて、 その 瞬間 卒倒して しま ふ ほど 驚 

しりぞ  なに  き づ 

いたり ヽ 愛の 手 を \lt けたり する のに は、 何 か 深い 理由がなければ ならない ことに 氣 著いた が、 今 

むづ か 

の 場合 彼女の 口から それ を 聞く こと は 難しさう であった。 彼 は 次第に 彼女に 對 する 寛容な 氣持を 

とりもど 

取 房した。 

やがて 晴美は 鏡 を 離れた。 

「もう 可い？  —1 

r どうぞ 0 一 

、 、 、  は ひ  なん 

ぼつち を 押した。 そして 數分 すると、 品 子と 宫 内が 人って 來た。 しかし 刖に 何の 話 もなか つ 

た。 

「今 電話 を かけたん です けれど、 薰 さんが 心配して ゐ るから、 皆さんと 一緒にお 歸ん なさい ね。」 

品 子は晴 美に 言った。 

晴美は 頷いた。 品 子 は 更に 恭 一 に、 
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二 六 四 

あなた 

「 貴方 もお 歸 りになる でせ う。」 

「さあ。 僕は殘 らう かと 思 ふんです。 j 恭 一 は 答へ たが、 獨り殘 されろ 寂し さを考 へない 譯 にい 

かなかった。  ， 

「僕 一 汽車お くれて 歸 ります。」 

「どうしてで すの。 その 位で したら、 一緒にお 歸り になったら。」 

品 子が いふので、 恭ーも 其の 氣 になった。 

翌 H の 十 時 頃.、 恭ー は 旅館で 朝の 食事 をして ゐ ると、 品 子が 訪ねて 來た。 

& うべ  うち  き や. つ だい  なに 

昨夜 鶴 沼へ 歸 つてから、 品 子と 晴美 は薰の 家に 一 泊した。 さう した 事件の あと、 姉妹 三人 は 何 

か 一 晚 話したい やうな 懷 しさ を 感じ 合って ゐた。 宮內は 東京 驛 まで 直行した。 

品 子 は 名 越の. ど ほりに、 晴美を 櫻 木 町へ 連れて 歸 らうと 思って、 昨夜から 說 いて ゐ たが、 

晴美は 可う しても 歸 らうと は 一一 百はなかった。 もう 何ん な ことがあっても 恭 一 と 一 一人で どこ へ も 行 

かないから 信じて ゐて くれと 言って 肯 かなかった。 品 子 は 仕方なし 今日 歸る まへ に、 恭 一に 逢つ 


話 をしょう と m 心った。 

恭 一 はけろ けろ して ゐた。 

「昨夜 東京へ 歸ら なかつ たんです か。」 

「つい 時間が 遲く なって しまった ものです から。」 

二人 は緣 側へ 出て、 喫. 茶 臺に向 ひ 合って ヽ 藤 椅子に. かけて ゐた。 父の 愛人 だとお も ふと、 恭ー 

は 何か櫟 つたい やうな 感じだった が、 わざと 朗 かさう にして ゐた。 この 女と 話して ゐ たら 何か晴 

美の ことが 判る のぢ やない かと 思った。 

「それに 晴 ちゃんが 何う しても、 東京へ 歸ら ない とい ふんです の。」 

「は あ。 何う してで せう。」 

「ああい ふ 人達の 氣 持はヽ 私に もよ く 解りません の。 多分 私に：： 私と いったよりか、 名 越に と 

いった 方が いいの かも 知れません わ。 II - 貴方の 御 父 さまです けれど、 —— 鬼に 角 何 かしら 反抗 

してみ たいんで すの。」 

「それ あ 何う いふ 譯で すか。」 

「どうい ふって 譯 もな いんで せう けれど、 何 < ^年が 若くて 苦勞が 足りません からね。 言って みれ 
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ば 我儘なん です ね。」  一， _ 

おやお 

「さ うです かね。 僕 も 親父 に は餘り 好意 はもて な いん です。」 

あなた  .g ん 

「責 方はブ 口 レ タ リアと か 何とか 言 ふんで せう。」 品 子 は、 ほほと 笑って、 

「ごめんなさい、 何にも 知らない 癖に。 でも 私達の 方が、 眞實は それなん です わ。 f 震災 後、 ■ 

親に 死なれて、 身 一 つに なって しまった ものです から、 妹 達と 三人で どこか 工場で 働かう かと 思 

つたこと も ございま したの。 けど、 跳れ ない こと は駄 H だから、 それ は 止した がいいと 皆さんに 

言 はれた もんです から。」 

あなた  おやお 

「責女 も 親父に 反抗 心 を もつ でせ う。」  . . 

「飛んでも ない。」 品 子 は 目 を 丸く した。  .ー 

「それ は 不思議 だな。」 恭 一 は 赤い 顏 をして 俛ぃ た。  一 

品 子 は 過去が 過去な ので、 いつも さう した 僻みが あつたが、 今 も恭 一 にさう 言 はれる と、 何 か i 

t な氣 がした ので、 この 邊で 切り あげた 方が いいと 思った。  一 

「私もう お 暇に 致します わ。 朝っぱらから 飛んだ お 邪魔して、 ：： お 父 さまに 叱られる といけ ま „ 


「&' -2 いいです よ。 そんな こと 一 一親 父に 報告す るの 莫迴げ てます よ。 あんな 親父、 金 さへ 貰へ 

ばいいんです。 捧 つたって 介意 ひません よ。」 恭ー は 自分の 金 か 何ぞの やうに 言った。 

「まあ、 お 坊ちゃん は 面白い ことばつ かり：：。」 品 子 は 笑って ゐた。 

あなた -  ,  , , , 

「それ は それと して、 ちょっと 僕 貴女に ききたい ことか あるん たけれ と。」 

「I： です の。」 

「晴 美さん 過去に 何 か あつたんで すか。」 

「1  れ ちゃんで すの？ さあ！」 品 子の 顔 は 紅潮した が、 恭 一 も 赤くな つて ゐた。 

「何う してです の。」 

「I； が!； だか 僕に も わからな いんだけ ど：： 一 體； 1 貧血 は 時時 や るんで すか。」 

「餘り 聞いた ことな いんです けど、 ー體 昨夜の 佝 うしたん でせ う。」 

それ 

「僕が 親父の 子と わかった もんで：： しかし 其に しても 少し 神經 質す ぎます ね。」 

「多え 名 越さん に 怒られる と 思つ たんで せう。」 

「だけど、 僕達 はま だ 親父が 怒る ほど 深入りし ちゃ ゐな いんです。」 

あなた 

「え、 ：： でもお 父 さまに して みれば、 大切な 貴方です もの、 私なん かの 妹と 結婚なん かさせた 
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二 六れ 

くもない でせ うから、 そこ を晴 ちゃん も神經 家です から 知 つてる でせ うね。」 

「さう かな。 晴 美さん、 そんな 舊 式な 女です かね。」 

「私なん かこんな こと 言 ふの 失禮 です けど：： あの人 を 可愛がって やって 戴く の は 有難 いんです 

つ き あ 

けれど、 さう します と、 贵方も あの人 も、 きっと 不幸になる だら うと 思 ひます から、 附 合って 遊 

ど  .ゥ つむ 

/? で- たビくの ま.^^|構ですが、 それ 上 は 何う かと 思 ふんです のよ。」 品 子 はさう 言って、 俛 いた 

かと 思 ふと、 ほろほろと 淚を 落した。 急に ハ ン 力 チで抑 へ て、 

「世の なかって 眞實 にうまく 行かない ものです のね。」 

恭 一 は 苦笑した が、 

「うまく 行く やうに したら 何 、つです。」 

r 駄 H です わ。」 

「貴女 か ら 何とか 親父に 言って もらった ら。」 

「さ あ 。 —— 私の 言 ふこと 聽 いて くれる やう だとい いんです がね。」 

ど  つっこ 

「しかし 贵女は 何う なんです か。」 恭 一 は 少し 突 込んで きいた。 

「私です か。 私 は あの人が 可愛 いんです の。 誰よりも 一番 早く 兩親 に^れた もんです から、 まあ 


言って みれば 私が 親が はりの やうな もんです わ。 近頃の 仕 打 は 憎い と 思 ひます けれど、 でも 何 か 

こと  しんみ  ば 

事が あれば、 そこ は 親身の なかです もの、 あの人の ためになる ことで したら、 何ん な ことで もし 

ようと 思 ひます わ。 でも、 この 事ば かり は 私の 思った やうに もなら な いんです の。 名 越さん の 言 

ほか  5 る， 

ふなり になる より 外、 仕方がな いんで. すの。」 さう 言って 彼女 は 目 を 潤ませた。 指に はさんだ 細卷 

を、 横から 口へ もって 行って、 輕く ふかしながら、 

「だから 私の 立場 も、 ， 一れ で なかなか 辛う ございます わ。」 

「そんなに 親父の 意志 を 尊重し なけ あならない もんかな。」 恭 一 は吱 いた。 

± あなな  かた  に か 

「名 越 は 私から も 能く 貴方に 話して おく やうに と 言 ふんです の。 だけど、 今の 方、 皆さん 何も 彼 

もよ く 御存じで すわ。 私なん か 何も 申し あげる とこな いんです もの。」 

少し 間 をお いてから.、 

「晴 美さん 何う して ゐ ます？」 

な <  さ 

「何だか いでる ろ やうです わ。」 

•r ち 

「家へ 歸 ろんで すか。」 

一 その 積り です けれど。 —— それに 薰は あんな 女です から、 ここに 置く の は危險 だと. いふんで す 
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の。 晴 ちゃん は 自分で は 何う していい か 解らないで せう。 年が 行かな いんです もの。」 

「戀 愛した ことな いんです か。」 

「ないで せう ね。」 

「僕に は 何だか 分明 しないと こが あろんだ けど。」 恭 一 は 何か氣 にか かるらし かった。 

ど  • 

「それ は 何う いふ ことです の。」 

「何う いっていい かな。」 恭ー は逗子 ホテルに おける、 一昨夜の 情景 を 心に 描きながら、 

「见に 角もう 一 度 逢 はして くれません か。」 

.  ,  なん  ら  かた 

品 子 は、 さう でなくて さへ、 このまま 晴美を つれて 歸る のが 何だか 可憐し いやう で、 暇 乞 ひ 旁 

旁、 その 氣 持で 今恭ー を 尋ねて 來 たので あつたが、 恭 一が 思った よりけ ろけ ろして ゐる やうに 見 

もの fc  やつば 

えたので 物足りなかった。 困る こと だと は 思 ひながら、 恭 一 に は 矢張り 晴美を 愛して ゐて もら ひ 

ひきあ 

たかった。 恭ー にさう 言 はれな くと も、 そっと 引 逢 はせ たいやうな 氣 もした ので あつたが、 ぶり 

ぶりに な つ て 怒 つて ゐる名 越の 顔 を 思 ひ 出す と、 辛くても ここ は 自分の 踏ん張り ど， だと 思案し 

た。 

「僕たち を 信用して いいです よ。」 


」 口 sit- s 連り に 煙草 を ふかし 立てながら、 

やまやま 

「私と して はさう したいの は 山山です のよ。 でも.、 私の 立場なん て それ こそ いんです の。」 

「だけど、 親父が 何も 僕達の ことに f 涉 する 必要ない 答 だが な。」 

「それ あさう なんです けれど、 でも そ. こが 親子なん です わ。 知らない うち は 鬼に 角、 知った とな 

うつち や 

ると、 放擲っても おけないで せう ね。」 

「僕ん とこの 親父、 ちっと 放任主義 すぎる くら ゐ なんだ けれど、 かう いふ 事と なると、 莫迦に 苛 

苛す るんで すね。」 

「さう です わね。 絡對に 二人 を 近づけち や iH- けない なんて：：。 左傾なん てこと と 違 ふんです も 

のね。」 

おやお 

「親父が そんな こと 言 ふんなら、 僕 うんと 左傾 運動して やる かな。」 

よ  は あ 

「お止しな さいよ、 それだけ は。 詰ん な いぢゃありません か。 晴 ちゃんだ つて 可哀 さう です わ。」 

あなた 

「可哀 さう？」 恭 一 は 目 を 輝かせて、 「一 體 貴女 は 何う なんです。」 

「私 は 今お 話した とほり です わ。 私 は 眞實は 嬉し いんです けれど、 私の 立場と して、 まさか あの 

人 を 貴方のお 嫁さん にと は 言へ ません わ。 私 は 日蔭 ものなん です もの ヽ お宅の 御 家庭の ことなん 
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かにつ いて、 口が 出せます ものです か。」 

恭 一 は 少し じれ じれして 來た。 

「それ あ i つて ろんだ。 だから、 鬼に 角 一度 逢 はして 下さい。」 

「今です の？ 」 

「歸る 前にです。」 

「今 もちよつ と、 私の 氣持 として、 御挨桜 旁旁 つれて こようかと 思つ たんです けれど、 薰が 止め 

たんです の。」 

「なら、 い いぢ やないで すか。」 

「さう ね。 困りました ね。 貴方 を 信用し ない 譯ぢ やな いんです のよ。 でも：：。」 

「大丈夫です。 女中 呼びに やって いでせ う。 貴女 は 中立で いいんです。」 

あしもと くづ  , 

品 子 はじり じり 大分 考 へて みた。 決心が つき 兼ねた が、 足下から 崩れさう になった。 

四 

ま  き  つくり  なに 

その 間 晴美は 病室の 次ぎの 間で、 洋服 を 著 かへ たり、 お 化粧 をしたり して ゐた。 何 をす ろ にん 


-フ つろ  す 

に ： が 洞に なって ゐ たので、 同じ やうな こと を 機械的に 繰 返す だけだった。 化粧水の 上へ 直ぐ 

ォ —ク ル . 口 オズの 粉 を 刷 かう として、 遽 かに 氣 がつ いて、 又 クリ— ム から 塗り 直したり、 頰紅 

を 厭に 濃く したり  0 

彼女 は 櫻 木 町へ 引 揚げる 積り でゐ ながら、 ここで 恭 一 とま だ 逢へ ろ やうな 氣 がして ゐた。 逢つ 

しば  やつ ぼ  うしろがみ  はふ 

て はならない と、 齒を食 ひ 縛りながら ヽ 矢張り 後髮が 引かれた。 手紙 を 書いて 旅館へ 投 りこんで 

あたま 

行かう かと も考 へたので、 化粧 をす ませてから.、 書簡 蓬 を 取 出して 見た けれど、 頭腦 が混亂 した 

みたいで 何とかいて 可い か、 文句が 鑤 まらなかった。 幾 枚 も 書き 損じた。 

は あ  なに 

r 喑 ちゃん 何し てんの？. 」 

ま  やた 中た ひきさ 

次ぎの 間で 薰の聲 がした。 来て^ かれさう なので、 書きよ ごし を 寸寸に 引裂いて 丸めて 庭へ 棄 

てた。 

ねえ なに  てまど 

「品 子 姉さん 何し てんだら うな。 莫迦に 手間取ろ ぢ やない か。」 

晴美は 襖のと ころへ 來て 立って ゐた。 目が 充血して、 頰が おちて ゐた。 

ひとりごと 

「私行 つてみ て こよう か 知ら。」 晴 美は獨 語した。 

は A1  ちとと ひ 

「およしな さいよ C 今に 歸る わよ。 晴 ちゃん あの人に 逢つ ちゃ 駄目よ。 一 昨日の 晚 何ともな かつ 
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た？ 」 

晴美は 空虚な 目 をして ゐた。 

「私 晴 ちゃんな 信じて る けれど。」 

「大丈夫 だ わ。」 

「なら 可い けど：：。 貴女 山內 さん —— 今 ぢゃ山 内さん ぢ やない けれど、 でも 山內 さんと 言った 

方が いい わ。 贵女 あの人 を 愛し てんの なら、 逢 はない 方が いいと 思 ふけれ ど、 でも さう も 行かな 

いか 知らん ね。 晴 ちゃん 何う する 積り よ。」 

「私？ 」 

うちあ  ど 

「いっそ 打明けたら 何う？ お 互に 苦しんで ろよ か。」  . 

「そんな こと，.」 晴美は 眉 を 曇らせた。 

± あ 

「やっぱり 晴 ちゃん、 あの人 を 愛し てんの ね。 あの人 幻滅し ちゃい けない と 思 ふんだ ろ？」 

「好い加減 怒って る わよ ヽ きっと。」 

「どうい. A 風だった の？ 」 

晴美は 話しても 仕方がなかった。 


「あら、 私 は病氣 だし、 i ほち やん は戀 愛に 取ッ つかれて るし、 救 はれない ね。」 薰は 物憂げ に 呻吟 

ヽ こ 0 

「死ん ぢゃ ふの も 亦い いな あ、 と 思 ふこと ない？」 

「さう ね、 何だか さう いふ 氣 になり さう だけど、 私さう 安つ ぼく 死にた くないと 思 ふわ。」 

ど 

「さうよ、 何も さう セ ンチ になる 必要ない わよ。 しっかりして ゐ なけ あ 駄目よ。 そのうちに は 何 

うに かなる さ o」 

薰は橫 になって 「僕の 靑舂」 を 謳 ひ はじめた。 

門の 鈴が ゆれて、 品 子が 歸 つて 來た。 薰も晴 美 も 彼女 を見迎 へた。 品 子 はべったり 坐った きり、 

暫く ぼかんと して ゐた。 喑美を 呼びに 來た 事は來 たの だけれ ど、 来て みると 迷った。 

「隨分 ごゆつ くりね。」 と薰が 言った。 

「ちょっと 御 挨拶 だけして 歸る積 りだつたん だけどね。 あの人 何と 言った つけね 11 恭 一 さんだ 

わ。」 

「放さなかった でせ う。」 薰は 頷いた。 

「や つばり 愛して ろの ね。」 品 子 は ほろ りと したやう に、 
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「だ もんだ から、 私立て なくなつ ちゃって。 —— 何う しても 一 度 逢 はせ ろと いふの？」 

「晴 ちゃん 遣ろ の。」 

「まさか 間違 ひ はないで せう。 晴 ちゃん さへ 確りして ゐれ ば、 大丈夫 だ わね。」 

「どこに ゐ ろの？」 晴美 はきいた。 

「あの人の 部屋 だ わ。」 

tit  い 

「私歸 つてから 手紙 書かう と 思った のよ。 姉さんが お 約束した のなら、 行っても 可い わ。」 

「私に 責任が あるんだ からね。」 

「え、 大丈夫よ。」 

晴美は を 出 は 出た けれど、 逢 ふの が 何 か 辛い やうに も 思へ ながら、 いっか 旅館の 階段 を 上つ 

てゐ た。 

恭ー は緣 側の 籐椅子に 腰かけて 庭 を 見て ゐ たが、 そっと 忍び寄って 行く 晴 美. に氣 がっくと、 は 

つと したやう に 彼女 を 見た。 

てす ゥ  に はみ おろ 

晴美 はも ぢもぢ して ゐ たが、 手招のと ころへ 來て、 庭 を 見下した。 

「何に 考へ ていら したの？」 


「君歸 るの？ 」 

晴美 は そ れ に は 答 へな かつ た 。 

「責方 は？」  ノ 

「僕 もこ こに ゐ たつ て 爲樣が ないから 、，輕 井澤 へで もす ッ 飛んで しま はう かと 思 ふの。 でな け あ 、 

いっそ ロシア へで も往 かう かと、 そんな 事も考 へて ゐ たの。」 

「輕 井澤と ロシア ぢゃ、 隨分 距離が ある わね。 —— 何う して そんな 事お 考 へになる の。」 

「君 も その 方が いいん ぢ やない のかい？ 」 

ど 

「何う して そんな， と gi や るの？  J 

「僕に は晴 美さん の氣持 わかんな いんだ。」  , 

か な  *f つむ 

晴美は うら 哀し さう に 俯いた。 下の 池 を 見て ゐる 目に 水 や 水 蓮が もやもや になって 來た。 終 ひ 

に 5}^ 指に おいた 肱のう へに 顏を 伏せて 顫 へて ゐた。 

いらいら  あは  なに ざ まん 

恭 一 はー乂 かと 思 ふと、 f 可 苛して 來た。 淡い 憎しみが 湧いて 來た。 何 か 僞瞞が あろに 違 ひない と 

いふ 氣 がした。 で、 しばらく 默 つて 傍 觀 して ゐた。  . 

垣根の 外に、 海水着の 子供の 通ろ 氣配 がした ので、 晴 美は遽 かに 淚を ふいて、 籐椅子へ 來て媵 
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かけた。 そして 忘れずに もって 來 た手提 から コム パク トを屮 Z して、 顔 を 直した。 恭 一 は 見ぬ ふり 

して 見て ゐた。 i; 美 は にっこり 顏を あげた。 

「もっと 居ても いいで せう。」 

「ゐて も 可かったら：：。」 

晴美 はふ ふと 笑った。 恭 一 も 釣 込まれた。 

つるさ  い ザん なに 

「煩く 聞く やうた けれど、 晴 美さん 以前に 何 かあつたん ぢ やない のかい。」 

「まだ そんな こと 氣 にして いらっしゃ るの。 その 事なら 葉 山で お話した とほり です わ。 でも 貴方 

がさう お 思 ひに なろ なら、 お 思 ひに なっても いいのよ。 私 は 私 だけの 氣 持で 貴方 を 思って ゐれば 

いいんで すわ。 —— でも、 何う しても それが 氣 にな ろんで したら： ：0」 喑美は 彼 を 見詰めて ゐ 

た nc を、 遽 かに 伏せて しまった。 

「君 を 信じろ より^な いんだと いふ 事 は、 解って ゐ ろんだ けれど。」 

恭 一 は 穴の あく ほど 晴美を 見詰めた。 

「そんなに 私 を御覽 になつ ちゃ： ：。」 彼女 は 腕時計 を 見て、 

；- とま  ねえ  5 ち 

「もうお 暇し ます わ。 ここに ゐ ると 却って 煩いから、 當分品 子 姉さんの 家に ゐて もい いでせ う。 


お 手紙し ます わ。 貴方 もね。」 

恭 一 は領 いた。 

「氣 持よ くお 別れし ませう ね。 東京で またお 目に かかれます わ。」 晴美は 腕時計 を 見ながら、 

「それよりか、 私 思 ひます の。 こんな ことが 動機に なって、 お父さん は 屹度 貴方に 結婚 をお 勸め 

になる わ。」 

「かも 知れない けれど：：。」 

「さ うすれば、 貴方 だ つて その 氣 におな りになる に 違 ひ ない と 思 ふわ。」 

「君が 勝手に 思 ふだけ だ。」 

「いくら 思った つて、 私 貴方と 結婚 で き な いんで す も の 。」 

ど  なに  さしつ か 

「何う して そんな 事 言 ふんだ い。 何 か 君に 差閊へ あるの かい。」 

「さ うぢ やな いんです けれど：：。」 晴美は あらぬ 方へ 目をやって、 

よ  こんど  どこ 

「そんな 事考 へる の 止し ませう ね。 今度 また 何處か へ つれてって 下さいね。」 

「外國 へ 行かうよ、 二人で：：。 君 も 行 くだらう。」 

「ええ、 外國 ならいい と 思 ふわ。 でも、 お金が 大變 ね。」 
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ど  * 

「何う にかなる さ。 君に みつち り 音樂の 稽古 を させた いんだ。 コンセ —ル • ヴ アト アル へ m 込ん 

で。」 恭 一 は頰を ほてらせた。 

晴美は 何 か 胸が 張り裂ける やうで ヽ 何にも 言へ なかった。 少し 間 をお いてから、 

「でも 私に そんな 才能な いんです もの。」 

, なに ひっこ  な あ  ど 

「君 は 何に つけても 引 込み 思案の や うだ けれど、 何に 金 さ へ あれば ヽ 何う にかな るら しい 

よ。」 

すろ と 其の 時、 廊下に 輕ぃ跫 音が して、 品 子が ちらりと 姿 を 見せた。 

い とま  に はか 

「私お 暇し ます わ。」 喑美 は、 遽に 椅子 を 離れた。 

道 草 

誕生 H の夜會 があって から、 二週間の 餘も たった 頃 —— それが 土曜日の ことで、 名 越 夫人 は そ 


の 晚の曰 怫拳鬪 大會の 白 券 を 三枚、 三日 前に プレイ • ガイドから 取 寄せて、 宇津木の 來 るの を 待 

つて ゐた。 無論 I 枚は洋 子の がと して。 

少し 早目にと いふので、 直 志 は 病院の 方 をば 早く 切 揚げて、 五 時 少し 前にもう 遣って 來た。 悅 

,  さっと 

子 夫人 はちゃう ど 風呂から あがって、 三菱 鏡の 前で 顏を 作って ゐ たが、 時間までに 吃度歸 ろと い 

つて ゐた洋 子 はま だ歸 つて ゐ なかった。 勿論 まだ 一時間の 餘も 間が あるので、 その 積り にして ゐ 

た 食事 を濟 してから でも、 遲 くはなかった が、 出る とき は 洋子は 何か氣 のない 返事 をして ゐ たの 

で、 事によると 今夜の ボ キ シ ンゲに 行かない 積り かと も 思 はれた。 

洋子は 最近 志 摩のと ころで ヽ 三 四 人の 仲間へ 入って 佛蘭西 語を敎 はって ゐた。 志 摩のと ころへ 

遊びに 來る人 は、 大半 は 畫家ゃ 音樂家 ゃ文擧 者で、 實 際に 仕事 をして ゐ るのと ゐな いとに 論な く、 

いづ  き どり 

孰れ も藝術 家の 氣取を もった、 裕福な 連中ば かりで あつたが、 又 さう でない 人 もあった。 畫 家で 

ある 志 摩 は 佛蘭西 語に は 自信が あって、 新ら しい 小說は 大抵 讀ん でゐ た。 洋子は パリへ は 何時か 

行く つもりで、 佛蘭西 語 は 一年ば かり、 家 底 敎師を 傭って 勉強した こと もあった が、 ピアノで 胸 

を惡 くしてから、 語學の 方も棄 つぼ かした。 

志 摩た ちと 交際す ろ やうに なつてから、 彼女 はまた 音 樂ゃ語 學を思 ひだした。 機會が あったら 
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二八 二 

二三 年 パリで 勉强 したいと 思った。 洋子は 志 摩に 一 週間 二度 佛蘭西 語を敎 はる ことにした。 勿論 

その 日に 本み」 もって 行っても、 氣 紛れな 志 摩の 氣 分で、 眞面 HE に 遣る こと も あるし、 好い加減に 

SIC- の 面白い 話な どで お茶 を燭 し、 後 は 麻雀 を やったり、 踊ったり して お^れに なった。 それに 

講習の あろ：！：： に は大& 古屋も 遊びに 來てゐ て、 歸 りに 一緒に 銀座へ 出て、 お茶 を 飲む やうな こと 

もあった。 

あ  ドウ ラン ヂ 

その 日 も洋子 は、 當 てが はづれ た。 ドウ デェ のコ ント もの 月曜 物語み」 少し 下調べ をして 行った 

のだった が、 急に 暑くな つたので 集まりが 惡 かった。 そして 珍ら しく 古 屋が姿 を 見せない と 思つ 

てゐ ろと、 四時 頃に ぎと やって 來て、 志 摩と 三人で 旅行の 話 をし はじめた。 

古屋 はこん なに ^くて は 堪らない から.、 今夜 輕 井澤に 立 つ と 言 つて ゐた。 

洋子も 何だか 遽に 行きた くな つた。 

もう 五 時 を 過ぎて ゐ たが、 洋子は 拳闘に は 興味が もてなかった ので、 行かう か 行くまい かと 思 

案して ゐる うちに、 時間が たった。 

そこへ 母の 悅 子から 電話が 來 たのであった。 

兌 子 は 直 志と 二  < ^きりで も 可かった けれど、 そんな 人中へ 出る のに.、 二人き りで は 矢張り 氣が 


さした。 彼女 は 直 志に も輕ぃ 食事み- 勸 めてから、 自動車 を 支度 させて 洋 子の 歸 るの を、 今 力 今 力 

と 待って ゐ たけれ ど、 時計 は 旣に五 時半 をす ぎょうと して ゐ ろのに、 洋子 は歸ら なかった。 爲方 

なし 局 へ 番號を 聞き合せて 志 摩 へ 電話 を かけた。  。 

「何う したんで すの。 まだ そちらに 居たん です か。」 

ちの-つ 

洋子は 物變げ であった。 

「は あ。」 

と返辭 したき り、 默 つて ゐた" 

「行 くんです か、 行かな いんです か。」 

「私 孰で もい いわ。」 

どっち  、 、  - 

「孰で もい いぢ や 困ります ね。 切符が ふいにな つてし まひます よ。 宇^木 さんが 一 時間 も 前 力ら 

來て お待ちに なって ゐ ろんで すよ。 贵 女が 行かない と、 何だか 變に 聞え ろぢ やない の。」 

「だって、 私 あの方と 直接お 約束した 譯ぢ やな いんです わ。 それに 拳闘なん て 興味な いんです も 

の。」 

「さう、 ぢゃ可 ござんす、 貴女の 勝手になさい。 その代り、 そんなに 私 を 莫迦に おしなの なら、 


二八 四 

貴女の 言 ふこと は 今後 一 切聽 きません からさう 思って いらっしゃい。 緣談 もお 斷 りします よ。」 

n  。」 

「もしもし：： ねえ 洋子 さん。」 悅子 はまた 呼びかけた。 

なん 

「何です。」 

「まだ 十分あります から、 そんな こと 言って ゐ ないで、 急いでお 歸ん なさい ね。 ー體 其方に どん 

な 面白い ， J とが あ る の o」 

あと 

「後から 行きます わ。 一足先へ 行って 下さいね。」 

「吃 度です ね。」 

洋子は 電話を切って しまった。 サ ルン へ 還って 來 ると、 志 摩が にゃにゃして ゐた。 

「I： だか 怪しい ね。」 

「母です の。」 

「何 か 急用？」 古屋が 聞いた。 

「今 晚拳鬪 見に 行く とい ふんです の。」 

「 ああ 日 佛對抗 か。 僕 あ 行かう かと 思った けれど。 — 洋 子さん 行くなら 行っても いいな。 志 摩 


君 行 力ない？」 

古屋 はさう 言って、 時計 を 見て、 

「行くなら 早い 方が いい。」 

志 摩 は 興味が なさ さう だった。 

ち ま  み じ 

「どうせ 見ち や ゐられ ない に 決って ろよ。 慘 めな ことにな ろぜ o」 

「こっちの 選手が か。」 

こんや 

「うう —— 。」 志 摩 は 顎を撫 ぜてゐ た。 「それに 今夜 ちょっと 用事 も あるし、 まあ 二人で 行って 來 

給へ。」 

「洋 子さん.、 それ ぢゃ 僕ボ キ シ ン. グ をお 附合 ひします から、 貴女 輕 井澤 を 附 合って く れ ません 

か。」 古屋が 註文 をつ けた。 

「づ うづし い 奴 もあった もん だ な。」 志 摩 は 笑った。 

「そんな こと 餘計 だよ。 さあ、 行かう。」 と 古屋は 立ち あがった。 

ミ せ き 

「場 席が あります か 知ら。」 洋子 がきいた。 

「行けば 何う にで もなります よ。 そんな 心配し ないで、 ぼつぼつ 出かけ ませう。 それで 時^ を 計 
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つて、 國技 館から 直ぐに 上野へ ま はり ませう。 十 時 何十 分かの 汽車が あった 害 だな。」 

洋子 はちよ つと 迷惑 を 感じた が、 母 を 困らせろ の も惡く はない と 思った。 

た  5 ち 

洋子は 切符の こと も あろので、 立ちが けに 家へ 電話 を かけて 見た。 悅 子が 今 出て 行った はかり 

で、 洋 子の 分の 切符 は 女中が 預 つて ゐろこ とがわかった。 

フ ウルス ビ イドで 大和 村へ 歸 つて 來た。 古屋を 車に 待た してお いて スボ ォッ • ドレス を 一 著、 

4- んな もち 

それに ちょっとした 身の ま はり を 女 持の. ポ ス トン バ ッ. グに 詰め こんだ。 來 るまでに、 車の なかで 

輕 井澤 行きの 約束 をして しまったの であろ。 

洋子は 別に 古 屋と何 をしょう とい ふ氣 もなかった。 ただ 連中の なかで 一番 綺麗で も あろし I . 

ほんた う 

それ は眞實 のと ころ、 どこへ £ しても 誰の E にもつく 美男子であった —— 溫 順し くも あるし、 そ 

れに 別に 大して 富裕ら しく もない し、 金 もさう 遣 はない けれど、 何う いふ 意味に も、 生活と いふ 

ものみ-更に もって ゐな いのが 氣に 人った。 ちゃう ど それ は 名高い 歌舞伎 俳優と かヽ 長唄の 師匠と 

あた  い  に 

かヽ 世 問の 風の 當ら ない ところに 育った、 謂 はば 溫窒の 花の やうな 感じであった。 これ ぢゃ何 を 

やっても 駄 E だ！ 洋 子は輕 侮しながら も、 美しい ス テツ キボ オイ か 何 かの やうな 氣 がして ゐ 

まる  . ^に 

た。 勿論 丸き り 職業がない 譯 でもない らしかった。 母の 弟が 經營 して ゐる、 染料の 工場で！： かし 


てゐ ろと いふ こと は、 ゲル ゥプの 一 人から 洋 子も聽 きか じって ゐた。 

乘 りつけ てみ ると、 會場 附近 は 丸で 自動車の 大 氾濫であった。 全く 動きが 取れなかった。 

「まあ、 すばらしい 人 氣！」 洋子は 咬いた。 

「この 邊で おり ませう。」 

古屋は バッグ を 持って、 車 を 降りた。 

會 場へ 差 かかる と、 彼 は洋子 を案內 してお いて、 自身 は洋 子の パッダ を 提げた まま 裏口へ ま は 

つた。 

洋子 はお 茶屋の 若い 衆に 案內 されて、 指定席の 方へ 人って 行った。 リンクに は 仕 合が もう 始ま 

つて ゐた。 猫の やうな 手つきで、 白い のと 黑 いのと 突き 合って るた。 場 席に 著いて みろ と、 六 人 

からど す 

詰の 狭苦しい 树 のなかに、 悅 子が 宇津木と 體を 指れ 招れ に 坐って ゐた。 洋子を 見つけろ と 悅子は 

5 し  すみ さが  そ W 

後ろの 隅へ 退った。 洋子は 靴 をぬ いで 默 つて 直 志の 係へ 坐った。 

ラフ ァヱ ルと 誰かとの、 今や 第 四回戰 であった。 H 本選 手の 鼻から 血が ダラ ダラ 流れろ らし か 

つた C それに 氣 がっくと、 瞬間 洋子は 寒氣を 感じて、 顏を背 向けて しまった。 彼女 は そっと 場內 

を 見廻した。 觀衆は 時時 興奮して 騷ぎ 立ち はする が、 誰も 朗 かさう ではなかった。 しかし 五 回 六 
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回戰と 進む うちに、 洋子 はいつ か惹著 けられて ゐ ろのに 氣が ついた。 

「何う です 洋 子さん、 貴女の 御 感想 は？」 

八 回 戰で仕 合が すんだ 時に、 直 志 はきいた。 

「さ、 つです ね。」 洋子は 笑って ゐた。 

「黑 人と 白人との 仕 合 ひが 面白い さ、 つです よ。 黑 人が 十三 人 もの 白人 を 慰し ちゃつ たんで、 到 通 

ビス トルで 殺された さう です よ。 人種. が異 ふと、 そこ 迄 行く かも 知れません ね。」 

「さう です ね.、 佛蘭 西の 選手に も、 少し 聲桉 したら 何う でせ う。」 

ど  こっち  つか 

「けど 何う せこれ は 此方が 稽古 をぶ つ 突ら して 貰 ふんです から。」 直 志 は 笑って ゐた。 

かど  す 

人ろ とき、 そっと 角の 树の签 いたと ころに 置いた.、 レイン • コ オトに 悅子は 目 をつ けた。 

「あなた 其れ 何う したんです。」 

「雨 外套です の。」 

「雨 外套 も つ て來て 何う する 積り。」 

あした 

「今夜 輕 井澤へ 行かう と 思 ふの。 急に 山へ 行きた くな つたの。 いいで せう。 明 H の晚歸 つて 來る 


悅子 はしげ しげ 彼女の 横顔 を 眺めて ゐ た。 

「お 連 は 誰 方です。」 

^子 は微聲 できいた e  . 

リンクに はんう 選手が 登場して、 パ ンチを はめて ゐ た。 

あ. *』 

- I 人よ ノー  洋子は 暗い 目 をして、 「後でお 話します わ。」 

「輕 井澤へ 行くなら、 今夜に 限った こと もないで せう。」 

「 でもお 友達と 電話で お 約束して しまつ たんです もの。」 

「ぢ や、 明日 は H 曜で すから、 直 志さん にお 願 ひして、 附 合って おもら ひなさい。」 そして^ 志の 

方へ 顔 を 出して、 

—だしぬけ  つきあ 

- 唐突で 御迷惑で せう けれど、 貴方 附 合って 下さいません？」 

^^志は笑ってゐた。 

『我儘な お嬢さんです こと。」 悅子も 笑って、 

「如何で せう、 H 曜の ピクニック 仍 ぉ镜 りで： ：o  - 

「監視です か。」 

_w 昏 の！^? 薇 
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「あら ヽ 私 監視され ろ やうな 不良 ぢ やありません ことよ。」 

「いや、 決して 貴女 を 不良 だと は 思 ひません よ。」 

こ. I か  ど  こ は  つった 

場内が 遽 にどよ めき 立って 來た。 何う したの か、 選手 ュ— グが荼 くな つて、 硬ば つた まま 突立 

つたから である。 が、 その 瞬 問 彼 は 動きだした。 

直 志 も悅子 も、 同時に 硬くな つてし まった。 

どこ  しきそつ ち  さが 

洋子は 古 屋が何 處にゐ ろの かと 思って、 連り に 其方 こっち を E で 捜した が、 贵 公子のに やけ 姿 

み あた  • 

は どこに も 見當ら なかった。 

ひと ふり 

恐らく 一 口の ョ 本 刀で あらう、 長い 箱が 優勝の 怫蘭西 選手 二人に 授與 されてから、 この 拳鬪大 

龠は 終り を 告げて、 鐵 傘下の 底に、 豆を播 いたやう に 詰って ゐた 群衆が、 幾條 かの 通路から、 崩 

れ  おしあ  あ ひぜん ご  ひとごみ  お 

雪 を 打って 幾つかの 5,1  口へ と 押 合った。 洋 子も悅 子と 直 志と 相 前後して、 人 込の なか を壓 された 

せ  - やつ  あた 

り堰 かれたり して ゐる うちに、 いっか 外へ 出て しまった。 漸と 三人 は 外 氣に當 つて、 せいせいし 


洋 子は囊 持ちの 古 星が 何う した かと、 連り に 四邊を 捜して ゐた。 

「私 こ f  ,1 で 失禮し て もい い で せ う 0  J 

彼女 はわ ざと 氣輕 さう に 言った C  . 

びっくり  ふり かへ 

悅子は 喫驚した やうに、 彼女へ 振 1^ つた C そして 袖口の 奥へ 忍ばせた 時計 を^いて、 

じょ- f どん  よな +*』 

「笑 談ぢ やありません よ、 もう 十 時 過ぎ ぢ やありません か。 夜中に あんな 山 のなかへ 放り出され 

て 何う す るんで す。 一 

「大丈夫よ、 十 時 四十 分のに 間に合 ふわ。 二 時 頃 著く のよ。 ホテル は 夜通し 開いて る わよ。」 

「ネ テル は商賣 です もの。」 悅子は 笑って、 

「貴女 んェ仪 少し 何う かして ゐ ろん ぢ やない の。 輕 井澤 へ 行くなら 何時 だって 行けろ-ちゃ ありませ 

こんや 

んか。 それに 今夜 は 御 父 さま もお 留守です からね。」 

名 越が 昨夜の 夜行で、 神 戸へ 立って 行った こと は、 洋子も 知って ゐた。 

「私お 約束して 惡 いわ。 それに 輕 井澤へ 行く 人 大抵 夜行よ。」 

どなた  こと. f 

「鬼に 角 今夜 はお 歸ん なさい。 誰 方と お 約束した のか 知らない けれど、 電話で ぉ斷 りすれば いい 

でせ う。」 
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「 ええ 0 でも，…。」 

J  J  ひきき  な だ  あ-ころ たち JK なし 

寧， 狂的な 表情 をして、 觀 衆が 引 切" なし、 崩 雪れ て來 ろので、 そんな 處に. もして ゐられ な 

かった。 二人 は 無意識に 歩き 出して ゐた。 直 志 はと 看ろ と、 彼 はわ ざと 母子から 少し 先き へ 立つ 

かたが は  そば 

て、 人道の 片側へ 寄って 歩いて ゐた。 悅 子が 傍へ 寄って 行った。 

- 佝 うなす つたんで す。」 

「何だか 煮え切らな いんです のよ。 あの人 はいつ でも ああなん です の。 何 をす ろに も 足下から 鳥 

がた つやう にね。 J 

「あの 年頃の 人 はさう です よ。 上野まで？ つて あげたら % うです か。 あれで なかなか 聢りして ま 

すよ。」 

「 それ はさう です の。 結婚 すれば さう 飛び歩く 譯 にいかない から、 今の うちだと 思って ゐ るんで 

せう。 それに 贵 方のお 氣 持が、 あの人に よく 解らない んぢ やないで せう か。 それで 故意と あんな 

ふ.， 

風に して 見せて ると ころも ある やうです よ。 - 

「さあ、 寧ろ それ は 主客 顚倒ぢ やないで せう かね。」 

「と 申します と、 あの人の 氣持 をお 解りに ならない： ：o- 


とい ふよりも 寧ろ 何 か 外に：：。 この 結婚に ついて、 貴女の 感違 ひが あろ 譯で もないで せう け 

れど、 若しかして 洋 子さん の 生涯 を臺 なしにす る や うな 事で も あっち や あ、 大變で すから ね。」 

「まさか、 それ はないだ らうと 思 ひます がね。」 

「今夜の 同伴者 は、 女のお 友達で せう. かそれ とも：：。」 

直 志 は 不用意に 口へ 出して しまって.、 遽 に禱路 した。 

やっぱり 此の 男 は 洋子を 愛して ゐ ろと、 悅子は 思った。 それ は 嬉しい ことに は 遠 ひなかつ たし、 

なに  むな ちと つ £i 

さう あろ こと を 望んで ゐ るの も 彼女の 本心で はあった. けれど、 何 かしら 胸元に 痞へ を 感じた。 

かた  かた  まじ 

「無論 女の 方 で ござ いませう ね。 男の 方の 場合と すれば、 男の 方 も 交って ゐる とい ふこと だと 思 

ひます わ。 まさか あの人が：：。」 

うっかり 話込んで しまって、 悅子 はふと 洋 子へ 振 返って 見た が、 今迄つ いて 來 たとば かり 思つ 

て、 微聲で 話して ゐ たのに、 何う したの か洋 子の 姿が 見えなかった。 おや？ と 思って 悅子は 四 

り  たちどま 

邊を 見廻した。 直 志 も 立 止った。 

「どう し た んで せう。 もう 行って しまったん でせ う かね。」 

悅 子は當 惑した。 

黃昏の Ml 凝  二 九 三 


二 九 四 

直 志 も 少し E の 色が 變 つたが、 何う 言って いい か 解ら かった。 悅子は 恥 かしくな つた。 

「何とい ふ 子で せう ね、 人 を 出しぬ いたりして： ：o」 

「豫定 の計畫 だから、 仕方がな いでせ うね。」 直 志 は 絶望的に 言った。 

「ええ.、 こんな 4 されろ と、 私が 何だか 大變 あの 入に^い やうで：： それに 違 ひ はない のでせ う 

けれど：：。」 

「いや、 甘い とか 辛い とかい ふよりも、 洋 子さん の氣 持に 何 かもつと 本質的な、 私なら 私と いふ 

もの を、 受容れ られ ない ものが あろんで せう。」 

「さあ.、 それ もね。」 とヽ 夫 A は 暗い E をして、 直 志 を 見ながら、 

「私の 兮 までの 態度が いけなかった でせ うかね。」 

孰が 言 出 したと も 判らずに ヽ 一 一人 はいきな り圓 タク を 拾って 飛び乗った。 そして 上野 驊 へと カオ 

がせた。 時計 を 見ろ と、 十 時 四十 分の 發 車に、 あと 十三 分し かなかった。 

い  あなた  す 

「御迷惑で も.、 贵 方に 行って 戴く のが 一番 好い と 思 ひます わ。 あの人が 贵方 をお きなこと は、 ^ 

に は 十分 わかって ゐ ますの。」 

「それ は 鬼に 角と して、 若し 御 不安で したら： ：。」 


「ええ、 どうぞお 願 ひいた します わ。」 

. ；.; ほい そ  てさげ  さつ とりだ 

やがて 驛へ ついた。 三分し かなかった。 悅子は 大急ぎで 手提 から 札 を 取 出して 切符 を 買 ふと 同 

時に、 有りったけの 札 を 彼に 手渡した。 

「洋子 も 持って ゐろ 害です けれど.： ノ。 若し 不足し， K したら、 お 電話 下さい ましね。 電報 爲替で 

まか  つか 

お送り 致します から。 では 萬 事 貴方に お委せいた しまして よ。 ぐっと あの人 をお 摑 みなさら なけ 

あはた だ  tM フット ホ I ム  いそ 

れぁ 駄目です よ。」 悅子は 聲にカ を こめながら、 直 志に ついて 慌 忙しく 新け る やうに 歩廊 へと 急 

ブラ ヅトホ I ム  かん ばつ 

いだ。 今し 雜沓 のす つかり 治まった 歩 廊 では、 じりじり とべ ルが 鳴り ひびいて、 間 一 髮と いふ 

ところで あ つた。 

やつ  ま V- か  びった や 

直 志は濒 とのこと で、 束 間近に 新け 寄った とお も ふと、 ベ ルの 響き は 直り 止んで、 列車の 動 

き 出す のと、 彼の 片足が ステップへ かかろ のと、 殆んど 同時であった。 

三 

な，？ 

箱へ を さまつてから ヽ 直 志 は 何だか 名 越 夫人に 追 ひた てられろ やうに して ヽ 列車に 飛び 乘 つた 

ことに、 一 體 何ん な 意味が あるの か を 少し 考へ てみ ようと 思った。 
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箱 は すいて はゐ たが.、 でも 北陸 行の 汽車な ので、 種種 雜 多な 人が 乘 つて ゐた。 顏の眞 赤に 

日 焦け した.、 , い 年輩の 外人 夫婦、 大きな 飽を 二つ も 持 込んで ボ オイと 何 か交涉 中の 若い ヤン キ 

ィ，ガ アル、 それが ちょっと M についた。 直 志は實 のと ころ 洋 子が 菜して この 列車に 乘 込んで ゐろ 

もの やら、 ゐな いもの やら、 それすら 分明 見當 がつ いて ゐろ譯 ではなかった。 レイン • コ オトな 

んか 抱へ こんで そわそわして ゐた ところから 想像す ろと、 乘 込んだ と 見る のが 至當の やうた けれ 

ど、 氣 紛れな あの 娘の ， J とだから、 遽 かに 方向 を 轉換す るく らゐの ， J と は 爲% ねない のであった。 

人間の する 事なん て、 何ん の 意味 もない やうな ことが 兎角 多い の だ。 相手が 男 だか 女 だか 矢ら な 

いけれ ど、 六月の 誕生 R の 夜 だって、 男の 友達が 二三 人 來てゐ たけれ どた とひ 其のな かの 誰 カー 

ぶこ  、 きさ つ  5 は つつら  ゝ、、 

人と、 _i か戀愛 模様の 經緯 があって みたところで、 それ はほんの 表面の 浮いた もの-た とし 力 田 化へ 

なかった。 眞 劍な戀 愛なら、 まさか 人前で あんなに 騒ぎ はしない だら う。 今夜の 相手 だって、 た 

ど  うつつ や 

とひ それが 男 だとした ところで、 夫人が やきもき 氣を 揉む ほどの こと 力 うか。 放 抛って お-た 

方が 可い やうな 氣 がすろ。 それ を こんなに 眞劍 になって 追駄 けて ゐ るの も 少し 變だ。 

「こいつ は 確かに 己 も 少し 何う かして ゐ ろ。」 

直 志 は餘り 夫人が 意氣 込んで ゐ たので、 つ ひ 釣 込まれた やうな ものの、 これが 果して 一人前の 


ど  なん 

紳士の 行動 か 何う かと 云 ふこと に 思 ひ 到る と、 何だか 急に 心細くな つて 來た. - 

「それよりも、 己は洋 子の 行動に、 それほど 深い 關 心み-もつ ほど、 彼女が 好きな のか 何う か。」 

直 志 は その 問題へ 遡らなければ ならなかった C 勿論 それ を考 へたの は、 今夜に 初 まった ことで 

はなかった。 しかし それ を考へ る 度び に 思 ひ 出す の は、 晴美 のこと であった。 彼 は晴美 以上に 

II 又は 晴美 ほどに は、 洋子を 好いて ゐ ろと は 何-つしても 思へ なかった。 勿論、 酒 勾の 別莊 以來、 

I： か潑 刺と した 魅力に 惹 かれて ゐる こと は、 事實 であった し、 敎 養の 點 からい つても 洋 子の 方が、 

はる  たちまさ  な； 

若い モダ アン • マダムと して 適 かに 立 優って はゐ ろので あった。 が、 本質的に は晴 美の 方が 何 か 

純情 的な 處 女性 を 多分に もって ゐて、 氣 持が 素朴で 可憐であった。 洋子 にしても、 初めは k かさ 

ういった 若さが、 にじみ 出て はゐ たけれ ど、 モダ アンな 敎養 や、 ブル， チヨ アジ ィの もって ゐろ色 

色な 餘計 物が 喰 著いて ゐて、 氣 持に ぴたりと 来ない やうな ところがあった。 

直 志 は 曾て 宫內と 一緒に 病院へ 訪ねて 來た薰 に 逢った とき.、 晴美 のこと はもう 問題に して はゐ 

やつ ぱ  ど 

ないやうな 態度 を 示した ので あつたが、 薰が歸 つた あとで、 矢張り 胸が 痛んだ C 今更 何う にもな 

.  いきかた 

らな いこと なので、 ああい ふ 態度 を 取る のが、 あの 場合 一番 聰明な 行方た 二と は 解って ゐて も、 

やる せ 

どこかで 嘆き悲しんで ゐる あの 可憐な H< 使の 幻が 目に 見える やうで、 遣瀨 のない 惱 みを覺 えたの 
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であった。  . 

運命 だと、 彼 は 平凡に 識 めて、 忘れよう とした。 忘れろ より 外なかった。 しかし 自分と 洋 子の 

間に、 喑 美が 永久に 消え はしない ので はない かと m 心 はれて ならなかった。 

II かに も 洋子を 追 かけて 來た 自分の 慌忙 しさに 氣が ついた 直 志 は.、 獨り ぼつねんと クシ ヨンに 

腰かけながら、 喑憎 とした 氣 持で、 晴 美の 幻 を 何時までも 追って ゐた C 

「いや、 しかし あれ は ^1? 張り 誰の 心に も 一 度 は 花唤く 美しい 幻に すぎな い の だ。 實 際の 人生で 

は、 そんな 戀は 1^ らな いの だ。 地上に IS つた 曉に は、 やっぱり それ は 平凡な 世間 的の 夫婦 關 係に 

すぎない の だ。」 

とま 

がたりと 車が 止った。 彼の 思念の 糸が ふつつ り 切れた。 

ふと nn を あげろ と、 睦 じさうな あの 外人 夫妻が、 新聞紙の なかから、 水蜜桃 を 出して、 手から 

つゆ た 

汁 を 垂らしながら 食べ てゐ た。 

高 崎へ 來た とき、 彼 は S2n 袋が 空つ ぼな のに 翁が ついた。 この 邊は 大分 涼しかった けれど、 汽車 


が 止ろ と 矢張り 暑かった。 

なつむき  と 

名 越 夫人と 一 緒に、 夏向の 輕ぃ 晚餐を 取った の は 五 時半 頃であった。 それから 旣に七 時間 も 時 

問が たった。  , 

直 志 は 何 か 買 は うかと 思って、 窓から 顏を屮 I してみ たけれ ど、 賣 子た ち はずつ と 前方 を 呼び あ 

す  ぞんぴ 

ろいて ゐた。 本當 ならば 夫人の 希望 も あろ こと だから、 乘 つたら 直ぐに も、 洋 子の 存否 を 確め な 

ければ ならない 害 だのに、 彼 は 外の ことば かり 考へ てゐ た。 勿論 捜す こと も氣づ いて ゐ たけれ ど、 

相手が 誰 だか も わからな いのに、 不用意に ぶっかっても、 iii れ くさい こと だと 思 はれた。 ー體き 

分 は 何ん な 態度 を 取れば 可い のか。 また 洋 子が 何ん な顏 をす るか。 11 たと ひ洋 子が 惡ぃ顔 をし 

ない にした ところで、 どうせ 好い 感じ を もたない に 決って ゐろ。 そして さう 考へ ろと、 追跡の た 

めに 此處 まで 來 たことの 愚劣 さが、 ー曆 はっきりして 來 るば かりだ。 憑いて ゐた 狐が おちた やう 

な氣 持で ある。 

「こそ は 一 暦 この 邊で おりた 方が いい。 J 直 志 は 瞬 問 さう 考 へたので あつたが ヽ 洋 子との 結婚の 道 

程を迎 つて ゐる、 今迄の 長い あ ひだの、 色色 複雜 した 事情 を考 へな ほして みると、 もう 子供の 使 

いや  ひっかへ 

ひの やうに、 厥に なった から 引返して 來た では 濟 まな い。 「先生 は 洋子を 愛して ゐて 下さらない 
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の？」 と、 きっと さう がるに 決って ゐる。 母親と いふ もの は、 子供の 愛に 溺れて ゐる 場合に、 人 

の 人格な ど 無視し かねない のが、 普通の 傾向で あろと すれば、 さう 言 はれても 仕方がな いの だ。 一 

さう でな くと も、 洋 子との 結婚 生活に 入ろ のが、 逃れられない 歸結 だと すれば、 洋 子の 行動 も 一 

かつ  たんてき  一 

相當に 監視す ろ 必要 も 責任 もな いと は 言 へ な い。 背て は 端的に 迫 つ て 來ろ氣 持 を 見せて るた 洋子 

ではあった けれど、 最近の 態度 は 悉皆 さう いふ 氣持を どこかへ 隱 してし まって ゐろ。 わざと 隱し 

てゐ ろの か、 それとも 本営に 冷却して しまった のか、 それ もちよつ と判斷 しにくい。 いっか は そ 

4^ を gl^ き 化さう と m わ ひっつ も、 今迄 その 機會 がなかった。 今が その 好い 機會 かも 知れない の だ。 - 

i  J  ヒ. q 

か本氣 か。 鐵跑 玉の やうに 彈 けて 行って しま ふか、 この 胸へ 飛び こんで 來 ろか。 それ を 試す 一 

のに 今が 奵ぃ 時機 だ。  ： 

•  •  プラット ホ I ム  プラ？ 'トホ I ム 

直 志 はさう 思 ひながら、 サ ンドヰ ツチ を賈 ひに 歩 廊 へ 降りた。 歩 廊 には爽 かな 夜風が わた „ 

つて ゐた。  一 

歩きながら、 彼 は 見る ともなし に、 赤赤と 輝く 電燈の 光 を 浴びて ゐろ窓 窓の 乘 客の 顔が、 それ 一 

から^^へと！：に映った。 彼 は 成るべくなら 洋 子が ゐて くれなければ いいと m 心った。 ゐて くれても 一 

氣 がっかずに るて くれれば 可い と 思った が、 不思議に も その 氣 持と は反對 に、 窓 を 見て 行く うち： 


に、 段段 探求 愁が 出て 來て、 好奇心に 駄り 立てられながら、 目が 箱の 奥へ 奥へ と 鋭 さを增 して 行 

くので あった。 

え？, り  .  ひや 

直 志 はこつ ちへ やって 來る 一人の 驛賫 から.、 サンド ヰ ツチ を.、 一人から 冷し 紅茶 を 買った。 そ 

さ  ひっかへ  アイス ク リ一ム なに  た 

れを 提げながら.、 引返さう としたと き、 ふと 氷 菓 か 何 か を 食べて ゐろ洋 子の 顏を、 ちゃう ど自 

分の 乘 つて ゐろ 客車の、 Sk ぐ 次ぎの 客車の なかで、 反對の 側の 窓に 發見 した。 

直 志 は 別に 驚き もしなかった。 ベ ルが 鳴った ので 其の まま 急いで 乘 らうと すると、 ちゃう ど そ 

の 瞬間、 彼の 車の、 もう 一 つ 後ろの 二等 車のと ころの 歩， 廊に 立って、 煙草 を ふかしながら、 風に 

當 つて ゐろ靑 年が、 いきなり 斬け 寄 つて 來 るのに 屮 r 逢った。 

それが 恭 一であった。 

「や あ。」 と 双方で 笑み 合 ふと 同時に、 一緒に 乘 つた。 

「よく 似た 人 だと 思って 見て ゐ たんです よ。」 恭 一 はさう 言 ひながら、 直 志と 向き合って 腰かけた。 

なに そこつ や  き  す あし 

恭 一 はちよ つと 散歩に 出た とい ふ 形で、 何 か 底 光澤の ある 耕の 上布 を 著な がして、 素足に 新し 

いけれ ど、 好い 加 械な薩 摩 下駄 を 穿いて ゐた。 

谊志 はこ こで 彼に 逢って、 何 か 二 ト息 つけろ やうな 氣 がした。 
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「ちっとも 親が つきませんでした。 輕 井澤です か。」 

「ええ、 宇津木さん も：：。」 

「さう なんです がね。」 

直 志はサ ンドヰ ツチ をク シ ョ ンの h 一で 開けた。 

「 一 つ 何う です。」 

「は。 しかしお 一 人です か。」 

ひとり 

「 一 人です よ。」 

一力  い たづら  3 

「t か&^ いこと でも あろんで すか。. I 一  恭 一 は 眞.. なやうな 惡戯の やうな 目 をした 

r さう 見えます かね。」 直 志 は 少し 赤面しながら、 

「さっきから 一 人で i しがって ゐ たんです よ。 贵方は 何 か 御 同伴で も：：。」 

恭 一 は 笑った。 

「ちょっと 其の 筋の 目 を はぐら かすた めです よ。」 

「成程ね。 それで 三等です か。」 

「そ 二 少し 詰らない もの を賴 まれた もんです から、 書け たら 書かう かと 思って。」 


1 戯曲です ね。」 

i つ 

『仲間の 劇團 で、 この 秋に 上演す ろ もの を：： しかし 多分 出来ないで せう。 落 著いて 書い てられ 

るか 何う かと 思 ふんです。」  , 

「此 頃す つかり 文擧 者に なって しまったで すね。」 

「卵みたい な もんです ね。 永久に 卿 にらない：：。」 

「いや、 さ うぢ やないだ らうな。 兎に角 面白さう です よ、 我我と ちがって。」 

「輕 井澤 は どこへ！」 

あて  やつば 

「當 もなん です がね。 矢張り ホテルで せう かね。」 

「ぢゃ あ 僕案內 しませう かね。」 

ちっと あした 

「是非 どうぞ。 尤も 明 曰の 晚に は歸ら なけ あ。 ！ 僕 等 はこれ で 困 ろんで す、 どこへ も 行け ませ 

ぶんざい  ご 

ん からね。 我我の 分際で 避暑なん て 少し 赞澤 です がね。 ^方 は 山 は その後 どうです。」 

ところ 

「山 もこの 頃 ぢゃ樂 になつ てし まひ 土 6 したね C 今に 到ろ 處、 中禪 寺の やうに 雜杏 俗化す るで せ 

う。」 

「もうさう です よ。 それで 可 いんです ね。」 
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so 四 

山の 話が しばらく 續 いた。 

すす  や つ 

「僕 少し 左の 肺尖が 惡 いんだ さう です が、 キ ャ ムブ 生活 を勸 めろ 奴が あろんで すけれ ど：：。」 

「さあ、 そいつ は 少し 荒療治 だら うな。 堪 へられれば 可 いんだ けれど。」 

そんな 話のう ちに も.、 直 志は洋 子の ことが 氣 にかかった。 ちらと 見た だけな ので、 相手が 男 か 

女 か を 見定める 隙 もなかった。 氣づ かれる のが 厭 さに.、 自然に 視線が 傍へ それて しまったので、 

洋 子が こちら を 見た か 何う かすら も 制らなかった。 

なん 

それよりも 今の 場合 恭 一と 洋 子との 間に.、 何の 聯絡 もな ささう だが、 お 互 ひに 氣づ かすに ゐろ 

の だら うか。 とすろ と、 洋 子が この 列車に ゐろ こと を 言って いい もの だら うか、 默 つて ゐた 方が 

いいの だら うか、 それ もちよつ と判斷 しかねた。 

汽享は そろそろ 上りに なって るた。 恭 一 は. ネ オト フォ リオ ゃハ ン チン グゃス テツ キを 三等 客車 

そば ひっこ 

から 持ち こんで、 直 志の 傍へ 引越して 來た。 

朝 十 待 過ぎに 恭ー は ホテルの 部屋で 目 を さました。 目 を さます と、 直ぐ 汽車の なかでの 昨夜の 


ことが 思 ひ 浮んだ。 それ は 直 志から 聽き かじった 妹の ことであった。 

しかし ネ テルに 著いた の は、 もう 三時に 近い 頃で ヽ 疲れても ゐ たし、 自分の 家庭の こと なぞつ 

ぃぞ考 へ てみ ようと も 思はなかった の で、 妹が 何 をして ゐ ようと 格別 氣 にもなら なかった C しか 

0- つべ  -  つきと  , 

し 昨夜の 直 志の 話で は、 洋 子が 隣り の 箱に 乘 つて ゐろ こと は 突 止めた が、 夫人が 心配す る ほどの 

ことで も な さ さ う だ と い ふので あった。 誰か 同伴が あろ 害 だが、 それ も 大抵 見當 がつ いて ゐる。 

夫人に いはれ て 遣って 來 たやうな ものの、 自分が 出ろ 幕で もな ささう だ。 一 っ恭ー 君に お 願 ひし 

ませう かな、 と 直 志 は 言って ゐた。 

恭 一 は その 時 は ぼんやりして ゐ たが、 今朝べ ッドの 上で 考 へて みると、 妹と 直 志との 間に、 

か 事件が 起って ゐ ろんだ と 思 はれた" 枝に は その 輪廓 も 容も、 直 志の 簡單な 話で は、 よく 翻ら 

なかった けれど、 母が 希望して ゐろ直 志と 洋 子との 結婚 も、 さう 遠い ことで もな ささうな のに、 

もう そんな 事件が 始まって ゐる のかと 思った。 成ろ ベく そんな 事件に 觸れ たくない と 思 ふだけ だ 

つた (- 

勿論 父 も 同意した こと だら うけれ ど、 母が 宇津木に 病院 を 建てて や つたと いふ ことから して、 

事情が はっきりして ゐな かった C 父が その 機會に 宇津木と 共同で、 病院で 儲けようと いふ、 資本 
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かた ざ 

家氣 質の 愁 張から 母の 話に 乘っ たもの か、 又は 純然た ろ 寄附に よる もの か、 その 點 がわから なか 

つた。 母の 口吻で は、 人格の 點 でも 技術の 點 でも、 洋 子の 婿と して 中分の ない 男 だから、 父に 賴 

んで 病院 を 建てた とい ふの だった が、 それなら 結婚で もしてから、 徐ろに 計晝 しても よかり さう 

な ことではなかった か。 惡ぃ 思ひ附 ではない けれど、 何 かしつく りしない ところ もあった。 宇津 

木が 母に 信用の ある こと は 解って ゐろ けれど、 この 不景氣 にあん な 病院 を 建てて やろ とい ふの 

も、 i におち ない 點 がない と は 思へ なかった。 

「はは あ！」 

恭 一 は 瞬間 獨 語った。 

「事によると  。」 

恭ー は 信用 以上に、 そこに 何 か 陰影が あり はしない かとい ふ氣 がした。 子供の 自分が さう いふ 

たしか  いろめ .^  b  かたづ 

事 を 思 ふの は、 母に 對 して 確に わるい。 文學 かぶれの した 色眼鏡 だと 自身で 片著 けた。 しかし 有 

り 得ない ことではなかった。 そして 又 それ は 世間の &ぃ 階級の 人に 有りがちの ことであった。 

まさか 有閑 マダ ムが藝 人 をま展 にす る やうな もので はない にしても、 醫者 道樂の 夫人 も 可な り 多 

いのであった。 若し さう だとしても、 母 を 批判す る H になれば、 先づ 遡って 父の 行跡から 吟^し 


いまさら かれこれ  おつ 

て かからなければ ならない のであった。 それ を 今更 彼此 言って みたところで、 追つ かない こと だ 

けれど、 母が 長い あ ひだ 惱み 通して 來 たこと は事實 であった。 i 豕 庭に 龜裂を 生ずろ が 厥 さに、 じ 

つと 押 へて ゐろ だけの ことで、 母 は 母な りに 何 か 心の 遣 場み」 求めよう とすろ のに、 少しも 非難 

すべきと ころ はない 害 だった。 方法が 時代に 相應 しい もの か 否か は 利らない けれど、 鬼に 角 宇津 

木の やうな 男に 病院 を 造って やるな ど は、 たと ひ 動機に 多少 不純な ものが あろに しても、 寧ろ 賞 

讃に直 ひすろ ことで はない か。 

恭ー はさう 考 へながら も、 今度の 結婚に ついて、 宇津木が 何 か 苦しい 立場に 立って ゐ ろんで は 

ないかと も 思った。 とすると、 この 機會に 話を聽 いて やる くら ゐの 義務が 自分に も あろ 害 だと 考 

へた。 

誰か ノックす ろ ものが あった 。「どうぞ。」 と 恭ー は應 じた。 そして ベッド をお りていった C きち 

んと身 仕度した 直 志が 姿 を 現した。 睡眠不足の 疲れが、 ありあり 額に 見えた。 

め ざ 

「今お 目覺 め， 」 

「いや、 もう 大分 前から 起きち や ゐ たんです がね。」 恭 一 は 窓 を あけた。 昨夜 は 暗くて わからな 

あしら  ま はり  とりかこ 

かった が、 今 見ろ と 下 は綠の 芝生で、 立 木 や 石が 配 はれ、 四周 を 取 圍んだ 林の 瞎 から 流れが 音 を 
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立てて ゐた。 細い 雨の ふろな か を、 IH 條が草 を 取って ゐ た。 

「昨夜 は失禮 しました。 貴方に 逢 はう と は 思はなかった もの だから。」 直 志 は 昨夜 洋 子の ことで 

1： か 話した の を、 今朝 は 少し 悔いて ろ やうな 様子で、 

「早速べ ンを お執りで せう ね。 僕 はこれ から 食堂で 何 か 食べて、 その 邊を 一 とま はり 歩いたら、 

餘り遲 くなら ない うちに 歸 ります。 少し 心配な 患者が あるので：：。」 

「さう です か。 それでしたら 食事 は 御  一 ^にし ませう か。」 

「結構です ね。」 

「ところで、 洋子は どこへ 泊った でせ う。 - 

「洋 子さん です か。 さあ、 まだ 何の こと も 判らな いんです がね：：。 しかし、 それ はま あ 5^ して 

:••。」 直 志 は 言葉 を？ ぬした。 

「妹に 何 か戀愛 事件で も あると いふんで すかね。」 

「さあ、 それが 何う も。 11 それ を 突 止めろ ために 來 たんです がね、 來て 見ろ と 何だか 惡 いやう 

な氣 もして：：。 夫人に は 叱られる か 知れない けれど。」 

「妹 を^つ けられた 形ぢ やな いんです か。」 恭 一. は 探り を；^ れた。  - 


「い <J -、 ， 可 うしまして。」 直 志 は眞劍 になって、 「妹さんの 方、 j そ 困って ゐ るん ぢ やない かと 思 ひま 

すがね。 き だか ちっとも 解ら な いんです よ。 僕 はこん な 野暮な 男です から、 女性の 心理なん て薩 

張り わからなくて ね。」 

「宇津木さん もさう です か。」  • 

「さう 言 はれる と、 恭 一 君 も 僕の 仲間の やうに 聞え ますね。」 

1 一人 は 笑 ひながら 食堂へ おりて 行った。 

食堂で は 昨夜 汽車の なかで、 水蜜 を 食べて ゐた、 あの 汚い 外人 老 夫妻が、 きちんとした 服装で、 

食卓に 著いて ゐた。 

六 

よこち？ ゥ 

悅 子と 直 志と 三人で 拳 鬪會を 出た 洋子 は、 歩道 を 歩いて ゐ ろうち.、 或 横町の 角に バ ッ. グを もつ 

ひとごみ  ゆきあた 

て 寺って ゐる 古屋を 見つけろ と、 すいと 人 込 をく ぐって 彼に 近づく と 同時に、 行當り ばったりに 

圓 タクに 飛込んで、 人の こまない 其の 横町 を、 兩國の 下の 新大 橋から、 濱町 公園の 方へ コォス を 

取って ヽ 間もなく 上野 驛へ ついた。 切符 を 買って 乘 りこむ と、 汗 を ふく 間もなく 發車 のべ ル だつ 

黃.昏 8- 薺蘅  三 0 九 


一-一 I  o 

た c 

いなづら  ゑ  あ 

二人 は 膝 を 突 合せて、 惡戯 さう にに つと 笑み 會 つた。 

「拳闘お 氣に 入りました か。」 

「さう ね。 鬼に 角 要領 だけ わかりました わ。」 

テクニック や 闘士の 特徴に ついて、 古屋 はいつ もの 坊ちゃん らしい 軟 かい 調子で、 ロ數 少なに 

說 明した。 

なに 

洋子は 直 志が 隣り の 箱に ゐ ような どと は、 想像 もしなかった が、 かう して 二人き りに なろ と 何 

なん  い たづら  ， 

か 不安 も 感じられた。 ー體 何のた めに、 こんな 子供じみた 惡戟 をし なければ ならない のか、 それ 

は 自分に も 自分の して ゐろ ことが 解らない ので あ つたが、 しかし 何時も かう して 氣 任せに して ゐ 

ろの も惡 くはなかった。 母と 三人 だと、 いつも 直 志 は 母の ものの やうな 氣 がすろ し、 直」 と 二人 

限に なれば なった で、 何 か 素直な 表現が しにくくな ろの だった。 宇 $e 木と いふ 人はヽ 何う して 叉 

いつ  しかつめ  きど  かた  はなし 

何時も あんな 鹿爪らしい 顏 をして、 氣 取った やうな 口の きき 方 をす ろの だら うか。 結婚の 談がぁ 

LJ りきま  まじめ そ S ちの  えら 

ら かた 取 極って から.、 彼の 態度 は 一 曆眞而 M 其 物であった。 しかし どこか 豪 さう にみ えろ あの 深 

い 目、 隆ぃ 暴、 外人 風な 一文字な りの 口、 筋金の 入った やうに、 しゃんとした 體 つき、 明 哳な言 


語、 それら は 到底の ッぺ りした 古屋 などに 見られない 凛凛し さであった。 さう a ふと、 古屋の g 

はら だた 

にゐ ろの が 腹 立し くな ろくら ゐ だが、 彼 はそんな 事に も氣 もっかず、 ぎの f つな ものの 5 に 

きついた 針金の パイプ 通しで、 ダンヒルの パイプ を 掃除して ゐた。  ノ 

「その 燈 心の やうな もの 何です の。」 . 

. レゃ、 こな ひだ 銀座で 買って 、。オケットに 入って たもんで すから。」 彼 はさう 言って 彼女 を 見た。 

「退屈 だからで せう。」 

古屋は IE を 丸く した。 

「退屈 はないで せう。 それとも 貴女 は來 たこと を 後悔して るんで せう。 - 

洋子は 口 をむ づ むづ させて ゐ たが、 

「それ は餘り 好い ことで もない から ヽ 少し は 後悔 もして ゐる答 だ わ。」 

「御 挨拶です ね。 そんな ことなら、 飽 持ちなん かして、 まで 來 ろん ぢ やなかった o」 

「濟 みませんで したわね。」 

「何う いたしまして。」 古屋 はさう 言って、 黑ぃ 脂の ついた 指の i ずに 困って ゐ たが、 結局 手 を 

洗 ひに 立って 行った。 
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と りお 

洋子は バッグの なかから、 チョコ レイトの 角 鎌 を 取 出して、 膝のう へ へ 載せて、 銀紙の なか か 

ら 摘み 出した。 そこへ 手 を 拭き 拭き 古 屋が歸 つて 來た。 

「貴方 も 退屈です か。」 

「お腹が すいた のよ。」 彼女 は 鍩の蓋 を あけた まま 差 出した。 

古屋も 一 つ 摘んで、 食べた が、 口 を もが もが させて ゐた。 

「色消しな 話です けれど、 僕 齒が惡 いので、 奥 は 大抵 入齒 なんです よ。」 

洋子は 笑 ひだした。 

1 - ： .  )  ち ひさ  むしば  ど ほ 

「笑 ひご つちゃありません よ、 僕 は少ぃ 時分から 齲齒で 苦しみ 通しです。」 

めしあが  いれ f 

- そんなら 召 食らな け あよかった のに。 今から 入齒 なんかして： ：。」 

「心配い りません よ C そんなに 長く 生きて ません から。 頭 だって 秀げ ますから ね。」 

「美貌 家って、 そんな 事まで 心配して ろの ね。」 洋子は 痛まし さうな ：e をした。 

「いや、 僕 美しい 人 を 見ろ と、 氣の 毒で たまらな いんです よ。」 

「皺くちゃのお 婆 さんになる から？」 

「人間て 哀れな ものです からね。 そんなに ならない うちに、 片を つける です ね。」 


f そんな 事考へ る だけ 莫逾げ てる わ。」 

ふ  はなし ご. Ot  rc ざ 

夜が 更けて くると、 客車の なか も靜 かにな つて、 鼾の 聲 さへ してる た。 二. < ^の 話 聲も 途切れが 

ちであった e  . 

「いっか 貴方の 奥さんに， 紹介して ね。」 

「どうしてです。」 

こんや  = 

「私の 人 もい つか 御 介した でせ う。 今夜ん 一 絡に 來 ようかと 思つ たんです けれど：：。」 

「宇津木 さんです か。 何だか あの方の 前へ 5,1 ろと、 僕なん かの やうな 亂次 のない 男 は 形な しです 

よ。 悲劇 か 喜劇 かとい ふところで すね。」 

洋子は 赤くな つた。 まぶし さうな 目み-して、 

「お 嫌 ひ？ 」 

「いや、 ただ 僕 自身が 愚劣に 見える だけです よ。 ところで 货 女方の 結婚 も、 もう 直きなん でせ う 

ね。」 

「すれば 多が 十 一 月頃 ぢ やな いんで せう か。 實は、 何う しょうかと 思って ろんで すの。 考へ ると 

寂しくなる わ。 結婚しても 今迄の やうに 皆さんと 遊べろ やう だとい いです けれど：：。 古屋 さん 
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の 奥さん も 貴方と 別^に 遊んで お歩きに な ろんで すって ね。 眞資？ 何う して 御 一緒にお 歩きに 

ならな いんです の。 餘り 目に 立つ からです の。」 

「そんな 事はありません よ。 ただ 家で は 彼女 は 全部 母の ものです からね。」 

「さう？ ぢゃ、 きっと 贵 方のお 母 さまの &ぃ お嫁さん だね。 宇津木 も 母の.，.^ の 過ぎる かも 知れ 

ません の。」  - 

古屋は 瞬間 じっと 彼女 を 見た。 洋子は そこ 迄 この 男に 打明けて はならない ことに 氣づ いて、 む 

づ かしく  口 を噤ん だ。  ， 

✓  7  おしろい がみ と" だ 

洋子は 疲れと 共に、 か 額に にじむ 感じだった ので、 ハ ンドバ ッ.. ク から 白粉 紙 を 取 出して 拭き 

ながら.、 

「結婚 生活て 何ん な もの か 知ら。 私 何た か 心配 だ わ。」 

「靑春 を ij! める 墓と いふと、 靑舂 とい ふ ものが 大變 結構な やうです けれど、 しかし 自分の こと は 

^として、 人が 結婚す ろと いふと、 何だか 寂しい 氣 がします ね。」 

「古屋 さんが？」 

「僕に だって 多少 情操が あります よ。」 


「それ あさう だけれ ど — 。 ぢゃぁ 貴方、 私が 結婚して もさう 思って 下さろ？」 

「その 事 を 言った 積り です がね。」 古屋は 少し 赤くな つて、 

「だけど、 それ あま あ、 さう 言って みろ だけの ことです が。」  . 

「だから 私 今のう ち 遊んで おかう と 思 ふの。」 

「今まで は？」 

「私？ さあ。 それよりか、 古屋 さんなん か、 今までに 隨分 色色 ことが おあり なんでせ う。」 

「それ あ、 何にもなかった と は 言 へ ません がね、 しかし 人が 想像す る やうな ことはありません よ。 

却って 品行方正で 通って ろ 人- S 方が ね：：。 世の な か は 案外な もんです よ。」 

「さ， つ？ "ちゃ あ 宇津木なん かも：：。」 

「さう 言 はれろ と 困ります がね。 そんな 事 問題 ぢ やな いぢ やないで すか。」 

「ええ、 さう です わ： 少しく らゐ そんな 事が あった 方が いいくら ゐだ わ。 同時に 私に も寬容 であ 

つて ほしいと 思 ふわ OJ  . 

ひえびえ 

夜の 冷 氣が冷 冷と 窓に 迫 つ て來た e 
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ホテルの^ 館で、 二ん は^ 刖に 部屋 を 取った。 古屋は 十分ば かり 話す と、 「さやうなら。」 をして 

彼女の 部屋 を 出て いった。 出て いかれろ と洋子 はさす がに 寂しくな つたが、 そのまま 1^ 衣に 著 か 

よこた 

へ て、 、へ ッド に 横 はった。 

汽車が 信 州へ y つてから、 三十 分ば かり 眠った ゼゐ か.、 それとも ベッドに 親しめない のか、 直 

ぐに は寢 つかれさう もなかった。 家の こと も いくらか 氣に かかって 來た。 電話 を かけようかと も 

思った が、 今時分 i を 驚かす の もと、 差控 へた。 このく らゐ なら、 夜の 明ける まで、 ここで 古屋 

と 話せばず かった けれど、 ホテルへ 來 てから、 彼の 表 が 少し 童 蒙に なって ゐ たこと を考へ ろと、 

獨 りの 方が よかった。 

窓 の 船が し ら じ ら と 淡白くな つて 來た顷 に、 眠りが 襲って 來た。 

すると 彼女 は 夢現に、 ノックの 昔 を？ ^にした。 謡 だら うと 思 ひながら、 起きる のが 辛くて うと 

うとと 眠って ゐた。 それから 幾 時間た つたら う、 再び ノックに 起された。 洋子は 鏡の 前で.、 髮ゃ 

顔 を 少し 繕って から ドア を 開けた。 


ね まき  く は 

古 屋が寢 衣の まま、 パイプ を. 1: へながら 人って 來た。 

「お早う。」 

「おは やう。」 

「もう 九 時です よ。」 古屋 はさう 言って、 鏡に 映る 自身の 顔 を 見て ゐた。 - 

「さ つき ノ ック したの 貴方で せう。」 

「ええ。 よく 寢 てました ね。」 

「でも ノ ッ クし たこと 知つ てるのよ。」 

「知って て默 つて ゐ たんです か。」 

「眠くて 爲樣 がな かったんです もの。 御免なさい。 何しろ 眠った のが 夜の. ni 白 あけで したから。 

古屋 さん 眠れて？」 

「僕 はいつ でも 寝つきが ザ いんです。」 

「今夜 ダ ン ス あるか 知ら。」 

「あります とも。 今夜 は 特に ム ウラン • ルゥ. デ ュが來 てます から、 それだけ でも 來た i- 斐が ある 

譯で すよ。 それでな け あ 何も。」 
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「ええ、 さう だ わ。 貴方の 申込み も 1 多い ことで せう ね。 美しい 女優 だの、 脂ぎった マダム だの。」 

r&i. つた だけ は餘 計です よ。 お 口  1 のい い お嬢さんが、 そんな 口を^く もん. ちゃ あ" ません。」 

洋子 は顏を 赤く した。 

「お 品なん かちっと も 好かない わ。」 

「今た 牛 は ダンスの m 張 敎授も あると いふ 話 だから、 踊り手 も 多い ことで せう。 事によると 假装か 

も 知れない な。」  - 

「それ だと 尙 ^ いわ。 11 私お 風呂へ 人り たいんだ けれど。」 

いひつ 

「吩咐 け ませう。」 

古屋は 枕元の ベ ルを 押した。 ボ オイが 額 を 出した。 

「お 風呂お 願 ひします。」 

「奥さんの お 部屋に し.^ かせう か。」 

洋子は 暗い 表情 をした。 

くちばや 

「二つ、 二つ。」 古屋は 口早に 言った。 

ボ オイ は 出て 行った。 


「私の こと を 奥さん だなん て：：。 さう 見える か 知ら。」 

「御迷惑です な。」 古屋 は剽輕 さうな En をした。 

「费方 こそ 役不足 だ わ。」 

「光榮 です よ。」 

「光榮 だなん て。」 

「何う です.、 これから 御飯 を 食べて、 その 敎習所 を 見に 行きません か。」 

「ブ 口 ダラ ム は古屋 さんに お任せす る わ。 私 ここの 勝手 餘り 知らな いんです もの。」 

風呂場で 湯の 出ろ 昔が して ゐた。 と 思 ふと、 今まで 細い 雨脚の、 明ろ く 透けて 見えて ゐた窓 先 

が、 遠に 暗い 重苦し さに なって、 GI を摺る やうな 雷鳴 だつ.^ a- 

あいにく  *  き まぐ 

「生憎のお 天氣 です ね。 でも 山の 天候 は氣 紛れ だから。 誰かさん の やうに。」 

1 1 一言 ふの ね。 こんな 御 夫婦て あろで せう か。 私もう 歸っ ちま ふわ。」 

からだ ゆす  ゆか 

タラン、 タラタ ラタ ランと 洋子は ジャズの リズムで、 輕く 體を搖 りながら 宋を步 き はじめた。 

「。ネ ォ ズ は 素敵 だな。 今夜 毛唐と 踊 つ て ご らんな さ い。」 

いや  からお 

「厭 だ。」 洋子は 甘える やうに 言って、 踊ろ の を やめて ベッド へ來て 體を投 出す やうに^ かけよ 
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うとす ろと、 古屋が 立ち あがって、 組む やうに 手 を 取らう とした。 

ゆかた 

「浴衣が けで 踊ろ とい いんだが。」 古屋は 右手で 彼女の 左の 脇 を 抱へ ようとした。 

「これ ぢ や：：。」 洋子は 拒みながら、 ちょいと 立ち あがり かけた。 

いつも 組合って.、 平氣で 踊って ゐろ 二人だった が、 この場合 さすがに 洋子 は氣が 差した。 心臓 

の 鼓動が 思 はず 高くな つた。  - 

そこへ バ スの 仕度ので きた こと を、 言 ひに 來た。 古屋は あた ふた 自分の 部屋へ 歸 つてい つた。 

ま  5 す あ. *  5 す もの まつ  ，  か-らお J  ) ： - 

問 もな く 洋子は 淡 碧い 羅に絡 はられた やうに.、 湯の なかに あろ 純白な 自分の 體を 見た。 ？ i! が 皮 

あわだ 

膚 に眞珠 粒の やうに 泡立って、 毛穴まで 見えた。 

「ダ ン スで 夜が ふけて.、 今夜 も 此處に 泊ろ としたら、 何ん な 態度 を 古屋が 取る だら う。」 洋子は 

そんな こと を考 へながら、 自身の 手足に 見惚れて ゐた。 

風呂から あがって、 鏡の 前へ 來た。 皮膚に 快い 刺戟 を 感じながら、 洋子は 顔に クリ ー ムを 塗り 

はじめた。 

今洋 子が すっかり 顏を 作って、 ル ウジ ュを唇 につけて ゐ ろと、 そこへ 昨夜の。 ネ オラの 背 廣を着 

込んだ 古 屋が現 はれた。 彼 はたらた らした 髮を、 ぴったり アイ 口 ンで熨 したやう に 撫でつ けて ゐ 


た c 古屋は 後ろへ 來て 鏡を晛 きこんだ。 二人の 顔が 鏡の 奥 ふかく 重なり合った C 

「 これ あ 素晴らしい プロ マ イドになる ね。」 古屋は 自身に 見惚れる やうに 吱 いた。 

ゆびさき  なら 

「買 ふ 人 あり やしない わ。」 洋子は 指先で 唇の 紅 を 均して ゐた。 

不意に 古 屋の兩 手が、 肩に かかって. 來 たと 思 ふと、 彼の E は 鏡の 映像に 見入" ながら、 顔が 頰 

に 擦れ擦れに 近よ つて 來た。 煙草く さい 息が かかった。 瞬 問 唇が 寄って 來た。 

「駄目！」 洋子 はぐつ と顏を そらした。 

遽 かに 戶が ノック された。 洋子は 古 屋の傍 をぎ りぬ ける やうに して、 ドアに 近いた。 

開けて みると、 そこに 恭 一 が 立って ゐ た。 宇津木 もゐ た。 

「まあ？ 」 洋子は 1 一人 を 見比べた。 

1 人っても いいの かい。」 

r  、ス、 7」o」 

1 一人 は 入って 來た C 

古屋 はしかし 物 慣れた 態度で、 1 一入に 椅子 をす すめた。 

「今ね、 ボ オイに きいたら 此の 部屋 だとい ふから：： CJ 恭 一 が洋 子に  一一 一一 C つた。 
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「御 一 緒？」 洋子は 二人 を 見比べた、 か、 

ri だ わ、 こんなと こへ おしちや。」 と 誰に ともなく いたが、 直 志の 来たのに 吻 とした。 

寂しき 嫉妬 


t か 互 ひに i り 合 ふやうな 神經の 緊張 を祕 めて、 照れくさ さう に 四 人の 顔が 合った 時. 、•. ？は 

部屋に 環らない やうな 氣 持で 廊下へ 山-: てし まった が、 さうな ろと 皇 は 一曆| して、 これ も 

彼女の i を 追 ふやう に 部屋の 外へ 出た。 廊下の 最 端の、 階段 口のと ころの 窓ぎ わに 洋子 はゐ たが 

古屋の 近づいて くるの を 見ろ と、 顏を 紅く して、 

こちら  -, -ゃ 

r あなた 此方い らしち や 厭よ。」 

古屋も 不機嫌な 顏 をした C 

「僕 は あすこに ゐる 義務で も あるんで すか。 一 體 貴女 はかう いふ 事が 面白 いんです 力。」 


「 あら 何う してです の。」 

「偶然と は 思へ な いんです。」 

「私が 計畫 的に：：？ - 

「でない まで も、 豫期 はあった でせ う。. 一 

「貴方の 誤解よ。」 

いそ 

「鬼に 角 失禮し +6 す。」 古屋 は ぶ り ぶ りして 急い で 階段 を お り て 行った。 

J つ  •  ふり かへ  こっち 

洋子は 追 かけて 辯 解しょう かと 思った が、 振 返って みると、 ちゃう ど恭 一が 部屋 を 出て 此方へ 

やって来る ところだった。 

「洋 子、 ー體 何う したと いふの さ。」 

「何う もしな いの。 お兄さん はまた あの人と 一 緒でした の？」 

「汽車で ー緖 になった だけ さ i さあ、 入らう" あの 男 は 何う したんだ い。」 

「知らない わ。 I 

「君の 友達 かい。」 

一.. ええ。 一 
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「あんな 男と， 一ん なと こ へ來 るの、 何う かと 思 ふね。」 

それ 

「令 夜 ここで 假裝舞 g.- が あるから、 御 一緒し たんだ けれど：：。 ただ 其 だけ だ わ。」 

r そんな 事して いいの かい。 危險. ちゃない のかい。」 

「大丈夫よ。」 

ーぢゃ 安心 だけど：：。 何しろ 君 は 結婚 を控 へて ゐ るんだ ろ。 結婚が 氣に ら ないての なら、 話 

は刖 だが、 ー體 何う いふの さ。 僕 そんな 事に 口人れ るの は 嫌 ひだ けれど、 君 は やっぱり 善良な お 

孃 さんで あ" たいと 思 ふね。」 

「安心して よ。」 

「宇津木さん 嫌 ひなの かい。」 

洋 子は當 惑した。 

「そんな 事き かないで ね。」 

「うむ、 さう か。 も 角 人ら うよ。」 

, ,  お まきす • かた  いそ  ち., - 

洋子 は占屋 のこと も镇 にかかった が、 1^ 衣 姿の 自分に (：堝 がっくと 急いで 恭 一 の 後から 部屋へ 入 

つた。 


直 志 は 窓際に 立って ゐ たが、 洋子を 見ろ と、 ちょっと 照れくさ さう に、 

「朝っぱらから 失禮 しちやって C し 

「いいえ" 私 こんな 姿して：：。」 さう 一一 一一 C つて 洋子 はべ ッ ド の 裾の {4! 間へ 入って、 洋服に 著 か へ 

た.^ 襟が ダイヤ モンド • カットの 肩の 張った 新しい ァ フタ ァ ヌゥン であった， - 

「あの人 何う しました。」 直 志が きいた。 

「知りません の。」 

「昨夜 あ れ か ら 貴女 を 追 かけた の を 知って ます か。」 

「私です の？」 

洋 子は扳 かへ つた C 

彼女 は 鏡の 前へ 來てゐ た。 「いいえ、 ちっとも。」 

「贵女 はする すろ 逃げました ね。」 

洋子は 紅くな つた C 

「あら、 逃げた なんて C さう ちゃな いんです の o」 

一. はぐれ たんです か。」 
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おつか  なん 

「私 遊びた かったんです もの。 それに 御母さん は 何た か 怠屈で ： ： 。」 

「あんな は 怠屈 ぢ やない のかい。」 

「時に 取っての 遊び 相 乎な の。」 

洋 子は獨 語の や、 つに 言って、 顏を 直して ゐた。 

やがて 三人で 食堂へ おりて 行った。 洋子は 古 屋がゐ るかと 思って、 見迥 したが、 居なかった。 

今ぎ のこと を考 へる と、 何だか 可笑しかった。 鏡の 底からの ぞいて ゐた あの 美しい 顔が 目につい 

てゐ た。 

食後 三人で 町 を 散歩して ゐろ とちやう ど 其の 古屋に 出會っ てし まった。 彼は獨 りで はな かつ 

た。 ダンス 場 なぞへ 能く 出 人り する、 或 大官の マダムに 遠 ひない と 思 はれる、 恐ろしく 肥った 三 

It  0 ま き 

十四 五の 婦人と、 取卷 らしい I 一人の 若い 女と 一 緒であった。 

はづ  すっかり かほ ま 

お 互 ひに 羞か しさう に IE 禮 したき りだつた が、 洋子は 悉皆 顏 負けの した 感じだった C 

あと  とりまき  ど 

後で 氣の ついた こと だが、 洋子は 其の 取卷 らしい 二人の 人のう ち、 綺麗な 方が、 何う やら 古 

屋の 夫人で はない かとい ふ氣 がした。 夫人が 先き に 來てゐ るので、 古 屋が來 たの かと も 思 はれた。 

すろ とその 道づ れに洋 子が 擇 ばれた 譯 かも 知れなかった C 


洋子 は^ 立し くな つた。 どっちが 揶揄 はれた のか 解ら なくなって しまった。 

午後 四時の 汽車で 立った 宇津木と 洋 子と を 停車場に 見送って から、 恭 一 は ホテルの 部屋へ 歸っ 

て來 た。 

停車場 近くへ 行った とき、 その 時 著いた 汽車から おりて 來た 人達に 逢った が、 恭 一は 一つ一つ 

それら 

の 其 等の 自動車に、 人知れず 熱心な 注意 を拂 つた。 

とい ふの は、 原稿 を 書きに 來 たのに i 龍はなかった けれど、 それよりも 晴 美と 八 rH ここで 逢 ふ 約 

束が してあった ので、 若しかすると、 その 汽車で 來る かも 知れない と 思った からであった。 洋子 

は 折角 來 たの だから ゲ 夜もう 一 晚ゐ たい 氣 持で、 宇津木 もさう しても ザい し、 洋 子を殘 して 行つ 

て も f いやうな 口吻 を；？ して ゐ たのだった が.、 散歩から 歸 つて 來 ろと.、 悅子 夫人と 病院と 兩方か 

ら 電話だった とい ふので、 宇津木 は遽 かに 歸ろ ことに 決めた。 すろ と 洋子も 其の 氣に なって 一緒 

に歸る ことにした のだった が、 汽車に 乘 つてし まふと、 また 何 か殘り 惜しい 氣 もして.、 寂しい 顔 

をして みた 0 
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その 方 は それでお k いたが、 恭 一 は晴 美の 来ない のが 氣懸 りだつた。 咋ほ彼 は 電話で 上野 公園 

まで 彼女み」 呼出して、 輕 井澤 行 を交涉 して たのであった。 ちゃう ど 品 子が 留守だった ので、 暗 

美 は i^KS まま 飛んで 來た。 子が この 胃腸 を惡 くして、 木 挽 町の 病院へ 通って ゐ ろから、 

の 午前 巾なら i けられ さう だけれ ど、 前の. 近 子 行の 失收も あるから.、 今度 は姊 にだけ 打明け 

て 承諾して からの ことにし たいと 言 ふので あった。 一 一人 は 池の 畔を 歩いて ゐた。 暑い せゐも ある 

たら やつ  は で やすあや 

だら うが、 in らく 逢 はない うちに、 彼女 は ひどく 面 妻れ がして ゐ た。 それに 柄の 派手な 安麻の 日 

本 奢 物 を 無造作に 著て ゐろ のが、 何だか 子供 子供して 見えた。 彼女 は恭 一 のこと を、 何とかして 

なに か うちあ 

忘れて しま ひたいと m 心って ゐた。 いや、 それより ももう 一度 逢って、 何も彼も 打明けて、 その上 

さ、 ±  や  きょ  もち つづ 

で 若し 恭 一が 幸び に 縦な 感情 を もたないで くれろ なら、 お 互 ひに 潔い 友情 を持績 けろ ことに 話 を 

しょうと 思って ゐた。 しかし それ は 少し 此方が 勝手 過ぎる し、 そんなに 醜い 過去 を もった 彼女た 

つたこと とわ かれば きっと 絶望 もす ろ だら うし、 一 度に 憎悪の 念に 驅られ て、 一 一度と 逢って はく 

れ ないだら、 つと いふ 虞れ もあった。 晴美は 寢ても 起きても そんな ことに 苦しめられ  一 M し だ つ た 0 

彼女 はこの 頃、 若い 男女の 失戀 とか、 自殺と か心屮 とか、 新聞 や 婦人 雜 誌の そんな 記事に 深く 魂 

を趿 込まれた。   


I 


『いっそ 死ん た 方が いい。」 彼女 はこの 先き を 生きる ことに 佝の 希望 ももて なかった が、 しかし そ 

んな 時に、 薰の 言った 二と がふと 憶 ひ 出せた C 何ん な い 影で も 廿負グ て、 世 問の 人 はみ な平氣 

で 生きて ゐろぢ やない か —— 薰 はさう 言 ふので あった。 それにしても、 恭 一 にだけ は平氣 では ゐ 

られ ない 事 だ つた C 

晴美 は恭ー に そんな i^i を 見せたくなかった。 そしてつ ぃ輕 井澤 行 を、 大體受 合って しまった。 

二人 は 歩きながら 廣 小路へ 出て、 裹通" の 喫茶店で お茶 を 呑みながら、 明 R の 打合せ をした。 

昨 R 恭ーは 打合せた 午前 十一 時に、 上野へ 來て 見た が、 晴美は 來てゐ なかった e 十一 降 四十 分 

の 汽車が 屮 I るまで、 彼 は 二 枚の 切符 を袂 にして、 苛苛しながら 驛の內 外 を あちこちした C 彼女 は 

到頭 來 なかった C  il 方な し 電話 を かけろ と、 品 子が 出て 來た。 晴 美に 電話口 へ 出ろ やうに と顿む 

と、 ばか 二人で ひそひそ 話して ろ やうだった が、 やがて 晴美が 出て 來た C 

-r ち あ  い  ほか  レ 

「お 互 ひに 責任 を 持 合って いただけ ろなら、 一 H くら ゐ可 いとい ふんです けれど：： 他ぢゃ 可け 

ません の C もっと 近いと ころ。」 

「でも さう 決めたん だもの。」  . 

「 ええ さう ね。」 

0  « の 藝 三ニ*^ 


おし もん ど ふ  あした  ど 

姉が 代った。 そして 押 問答の 末、 品 子に 責任が あろから、 明 H なら 何ん なに 早くと も 可い けれ 

ど、 八 r 闩は  一 R お 見合せ になった らばと いふ ことだった。 

「そんなに 僕 信用ない のかな。」 

品 子 は ほほと 笑った。 

「そんな 譯ぢ やな いんです の。 私 は大變 結構なん です けれど、 、王 人に 叱れ 土 A すから ね。」 

おやお 

「はは.、 親父です か。 この 事で 僕 親父に 會 ひたいと 思って ろんだ けれど：：。」 

「ええ、 私 も それとなく 句 はして みたんで すの よ。 あの人 てんで 取り あげて くれません の。」 

あした  ぶら さ 

兎に角 明日 を 約して 電話を切 ると、 彼 は， ネオ トフ オリ ォを翁 下げて 廣バ路 を ぶらぶら 歩いた。 

ほか  めった  -ゥち  より  r  ,  . 

恭 一 は 金で ももら ふ 外 は、 滅多に 大和 村の 家へ は 寄つ かなかった。 鶴 沼への 汽車 かなくな りで も 

すろ と、 友達の アバ アトで ：5 る ことにして ゐ たが、 今夜 は そこへ 行って；. W ろの も 厭だった が、 鵠 

沼へ 引 還す の も 億劫だった。 で、 ー應 銀座へ 出る つもりで. リ 圓 タクに 乘 つたが、 途中 急に 氣が變 

つて、 丸 善へ つけさせた。 彼 は 一時間ば かり 文學 書類 を 見て あるいた。 そして ファ ー スの 種類の 

新刊 を 二三 冊 53! ふと、 今度 は バスで 銀座へ 出て、 コ ロン バンの テラス へ來 て、 荷物 を 喫茶 臺の上 

はふり だ  やけぎ み  ひと  •(一 ジ 

へ投 出した。 彼 は 少し 自棄 氣 味で、 獨 りで ビィル を 呑みながら、 今貨 つて 來た 本の 頁 を 繰って る 


彼 を 見つけた 友達 二人と、 テラス を 出た の は、 暑い さかりの 三時 頃であった。 恭 一 は久 振りの 

しな さ だ 

1 一人に さそ はれて 一 一三 軒の カフェ を 女の 品定め をしながら、 飮ん であるいて ゐる うちに、 いっか 

九 時に なって し 土  6 つた。 彼 は 友達に 別れろ と、 も 一 度晴 美に 電話 を かけて おいて、 夜の 最終で、 

偶然 屮 I 逢った 直 志と 一緒に 涼しい 山の ホテルへ 來て しまった^ であった C そして 今朝の 一番で は 

彼女 は來 ない のであった。 

ちゃう ど 其の 翌日の 午後、 悅子 夫人 は恭 造の 居 Si に 夫と 一 緒に ゐた。 そんな 事 は 一 ト 月のう ち 

1 一日 か 三 H しかな つた C 

名 越 は 名古屋 から、 今朝つ いて、 會 社へ 寄って から、 珍ら しく 三時 過ぎに 歸 つて 來た。 彼 はこ 

からど  ど こ 

の 夏の 酷暑で 少し 體を惡 くした から、 九月に なったら、 何 處か靜 かな 山の 溫 泉へ でも 一 緖に 行か 

ま をし で 

うな どと 言って ゐた。 そんな 殊勝な 申出 も 近年に ない ことであった。 

一 今年の 暑さ は 叉 格^でした からね。」， 

黃昏 の薔蘅  一一 一 一一 一 1 


一 ユー-一二 

「お，；； は 避暑なん てこと は、 元來錄 ひなんだ が、 最近 翳 者に 診ても らふと、 血壓が 大分 高い やう 

だ。」 

「お： *』 のせ ゐで すわ。 幾つく らゐ ございまして？ 一 

「一 一 fa 一十と かいふ 話 だ。」 

夫人 は 彼の 顔を昆 た" 

「それ ぢゃ なかなか 油斷 できませんで せう-そんな 平氣な 顔な すって。 - 

^  一 

「どこが 可い かね。 新 那須へ でら 行って 見よう か。」  一 

「それ も 好いで せう が、 九月 は 何う でせ うか。 朝晚は 大分 冷氣 になり ませうよ。」 

-r ち あは 

夫人 はそんな 事よりも、 この 機 會に洋 子の 結婚式の ことにつ いて、 打合せが したかった。 もう 

大分 前から その 話 は 持 込んで あるので、 大體贊 成 はして ゐ たけれ ど、 病院の 經濟狀 態が 何う あら 

かとい ふので あった。 會 計の 報告に よると、 勿論 今 はまた 赤字 だけれ ど、 少しづつ 好くな つて 來； 

ろら しかった。 勿論 直 志の ために 建てた 病院で、 三年 五 年と 經 つて、 牧 益が うんと 上る やうに な 一 

れば、 幾らかの 分 を 取る ことにな つて ゐて、 其の 數字 も豫 じめ 明細に 取って ある 譯 だった が、 お 

互 ひに 人格 を 信じ 合っての 仕事 だし、 悅 子の 氣持も 考慮に いれなければ ならない ので、 恭造 もこ 一 


れに はさう &m 言 はない ことにして ゐた。 彼 も 夫 入に 對 する 報償の 高—， -; 言換 へれば 自身の 不品 

行稅 を、 さう 安く 見 積ら うと は 思はなかった。 それと いふの も、 夫人 は 彼の 恩人の 令嬢だった 力 

ら で：： C  . 

それに rf^ 名 越 は、 決して 悅子を 愛して ゐ ない 譯 ではなかった。 ただ 肌 八 が どこ 力 八" はないだ U 

であった。 酒好きの 彼 は、 5^ で飮 むの は 一向 好い 氣 持に 醉 へなかった し、 賈 ひもの 一 つしても、 

芝居 を 見ても、 双方の 趣味が ぴったり 來 なかった。 家事 や 子供の 敎育 なぞ も 大抵 夫人の 思 ひど 

ほりに なって ゐた" 恭造は 色色の 事業に 關 係して 來 た。， 株に も 明るかった が、 好景氣 時代に 取 

り つ いた 自動車 會 社が 發展し て相當 儲かる やう にな つて か らは、 彼の 發展 根り も E 覺 しか つ 

た。 

最近 彼は晴 美事 件の 失敗で、 少し 腐って ゐた。 S 樓が 出さうな 氣 がして ならなかった が、 その 

氣持 と 反對 に、 何う したら 晴美を 完全に 乎に 人れ ろ ことができ るかと、 今でも 內 心肝 膽を 碎レて 

ゐた。 これが 自分の 惡 ぃ病氣 だと 知りながら、 m 心 ひ 切ろ ことが 出來 なかった。 

「それから.、. あのう、 私 貴方に 御 相談が ございます の。」 

名 越 は 桑の 曲条 に胺を かけて ゐた。 庭で は 植木屋の 鋏の 音が して ゐた。 靑ぃ 芝生の あ ひだに、 

黃&の 齧^  一一 ニー ニニ 


ir 三 四 

！ slfg^ があった り、 £11  か 這って ゐ たり、 芙蓉 や 萩が 風に そよ いだり してる た。 

「洋 子の 結婚. のこと だら う。」 

どこから か、 黑ぃ豹 ほどの S ぃ嗣 をした ペルシャ 猫が、 にょろにょろと 夫人の 膝に 這 ひ 寄って 

だ  バ--  つら  ， 

來. f > 。 夫 人 は 子^ を 抱く や う に 抱き あ げ て鼻ッ 面 を頰に こすりつけな 力ら、 

「え、 • それ もあります し  o」 

「他に 何 かあります かい。」  . 

ぶこ  f 

「恭ー も ああして 放 抛って おきました ので は、 また 何 をす るか わかりません 力ら、 早くお 嫁を當 

てが つて やった 方が 安全 だと 思 ひます の。」 

お 造 は 庭先へ 1R を やって ゐた。 シンパ 事件よりも 何よりも 彼 はすぐ 逗子 事件 を 思 ひ 出した。 慨 

か 重苦しい 氣 持だった。 

「嫁 も 嫁 だが、 彼奴 は ー體何 をして ゐま すかね、 この S ！。」 

「よく は 解りません けれど、 文擧 が. 素から 好きだったら しいんで すの。 一昨 曰 も 芝居 を 頼まれた 

から、 嘗 きに 行 くんだ とか 一一 一一 ii つて をり ました。」 

「芝罟 だ つ て？ 何ん な 芝居 だ？ 」 


なん 

「何だかお 友達の 新ら しい 劇壇の 上演 脚本 ださう です の c」 

「左翼 劇場と かいふ 奴 だら う。 まだ 懲りん とみえろ ね。」 

恭造は 忙しく ライタ ァの 火で、 葉卷， を ふかしながら、 

「今 家に ゐま すか。」 

「え、 ですから 旅行して ますの。 輕 井澤へ 行く やうな 話でした の。」 

「輕 井澤？ 一人 かね。」  ■ 

「さあ、 その^！は：：。 もうあん な 事 はしないで せうよ C 自分で もさう 言って ゐ ました" です か 

ら 今の うち 結婚で もしたら. …。し 

「娘 を くれ 乎がない だら うよ。」 恭造は 苦笑した。 

「いいえ. •  • . たから、 今 そのお 話 を 申し あげようと 思って をり ますの。」 

くちき  みみより 

夫人 は 同じ 女子大 出の 三 好 夫人の ロ聽 きで 耳 寄な 話が 一 つ あろと いふので あった。 それ は 地方 

め 大きな 地主の 長女で、 去年 双葉 を屮 r て、 今 は 昔樂の 稽古 をして ゐ ろと いふ 美人の 才 緩だった。 

悅子は その 寫眞 まで もって 來て 見せた。 

恭造は 手に 取って 見て ゐ たが、 可否 を 言 はず 下にお いて、 

黄昏の 舊 お。  It ニニ 五 


一一 ニニ 六 

「洋 子の 方 は 何う しました。 ー轿 とい ふと、 金 も 時 ii も大變 だ。 -まぁ 一 つづつ 片附 けて 行く とし 

たら、 恭 一 の 方 は^がん でもよ からう。」 

「それ あさう です けれど、 恭ー の 方 も 人 f から 話 をして おいて、 ちゃう ど奵 いくらる だと m 《- ひます 

の。」 

それ はがい 考 へだと、 彼 も 窃かに 微笑まずに は ゐられ なかった が、 恭ー の輕 井澤 行が 何 か氣に 

かかって 來た C 若しかしたら、 又 晴美を 速れ 出した ので はない かと。 そして さう E 心 ふと その 疑 ひ 

つばさ ひろ 

が K 段黑ぃ 翼を擴 げて來 た。 彼 はさう して ゐられ なくなって 來た。 

彼は遽 に^の is を 命じた。 

さい  ふ どん ざ 

「結婚 問题は 一 切 あんた に 任せろ。」 呆れて ゐる 夫人に、 笑 ひながら 言って 白拼 の不斷 著の まま 

-：： 山て いった。 

四 

樱木 町の 家で は、 洋服 姿の 晴 美が ちゃう ど 出かけよ うとして、 今 玄關に 降り 立って、 下駄 is か 

。靴 を 取 出して ゐろ ところだった。 漸く 輕 井澤 行が 決まった のであった。 そこへ 自動車 をお りた 


名 越が 格子 戶を 開けた c 

びっくり  i し 

名 越の 姿 を 見る と、 晴美は 喫驚した。 それよりも 後ろに 立って ゐた品 子が 當 惑した。 

「あら、 人 らっしゃい。」 

「お出かけ かい。」 

「え、 ちょっと：：。」 品 子 は 答へ た。 

晴美は 隅の 方へ 寄って、 靴 を はいた。 

「ど 二へ 行 くんだ い。 この 暑い のに そんな ォ ー バァ なんか もって。」 

山へ でも 行 くんだ とい ふこと が、 直ぐ 感づけ たのであった。 

「お 友達に さそ はれたん です つて。 それに 晴 ちゃん も 少し 暑さ 負けが したやう ですから、 一 二 

日 や つて 遣らう かと 思って。」 

「輕 井澤 だろ。」 名 越 は 苦笑した。 

「何う してです の？ 」 

「そんな 事 は 聞かな くと も 解って ゐ るよ。 まあお 上り C 行って よければ、 己が どこへ でも 連れて 

つて やろ から、 輕 井澤 はお 止し。」 

黄昏の 藩 S3  三ーー 一七 


-ニ 1 一八 

「でもお 約束し たんで せう、 晴 ちゃん！」 

晴美は 口のう ちで 「え。」 と 言った きり 俛 いてみ た。 

「なぜ 君逹は "己 の 言った 二と を、 ちゃんと 守って くれん のかね。 輕 井澤に は恭 一が 行って るるで 

はない か。. 一 

「まあ-. さう です の？」 品 子 は 白ば くれた。 

名 越 は 恐い 顔 をして みせた C 

「さあ、 晴美 あがん なさい。」 

品 子 も 何う しょう もなかった。 

「ぢ ゃ晴 ちゃん、 ちょっとお あがん なさい ね。 お 話が わかったら 出かける ことにし たらい いぢ や. 

ない の。」 三人で 茶の^へ 人った。 

「恭ー と は 時時 逢 はして ゐ たんだろ。 お前の こと だから。」 名 越は哦 鳴つ けて やりたい ところ を、 

わざと 辛抱した。 

「あら 私が？ まあ そんな こと！ 迷惑です ね。」 

晴美は こそこそ 一 一階へ 上って しまった。 


私 下 
も ら 
M ん 
だ こ 
か と 
能よ は 


「迷惑な の はこつ ち だよ C あれ 程 言って おいた のに、 Sj れの 家庭の こと も考 へないで、 i か 若い も 

の 同士の この 戀愛を 好い ことに 思つ て^^す るの は：^ せよ 0 恭 一 は 結 娘 前の S-0 しかも 今 も 今 

とて 家^から 嫁の 候補に ついて、 相談 受けた ところ だ。」 

. 子 は-ぐっと 瘤に さはった。 蒼い 顔して g りこんで しまった。 I： ん でも 都合の 惡ぃ 時に ま、 き 

、 fl 义  おくさま  P つ-一- 

分の r 輩 夫人が 先に 立って くろ。 勿體 もつ けられろ。 それに 恭 一が 結婚 前で S5ir、 女 

の晴美 は尙更 のこと だ。 さう S 心 ふと 口惜しく なって 來ろ。 

「何，：！ 私が あの人 達 を 逢 はして ゐ た譯ぢ やな いぢゃありません か。 i ちゃんだ つて、 毎 R ああ や 

つて 家に ゐ るんで す。 私が 病院へ 行くたって、 ill 一時間 か 二 時間です もの。 そんなに 大事な お 

子供さん でしたら、 貴方が 恭 一 さん を |~ してたら すいで せう。」 

も の 

「馬ち，." な。 お 力 わ か ら な いに も 程が ある。 それ だか ら 花柳界 出の 女 は 困ろ と いふんだ 

よ。」 

「どうせ 私 は 花柳界 出です よ。 お宅の 奥様の やうに は 行きません わ。」 

止せ。 鬼に 角晴美 は恭ー のと ころに 行かさない やうに して くれ。， 

く 知らな いんです。 晴 ちゃんだ つて 子供 ぢ やな いんです もの、 I： うせ 結婚で きな 
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い 八 と 連れ 立って 行く 氣 はない に 決って ます。」 

「それなら 何の 必耍 があって、 輕 井澤へ 行 くんだ。」 

「それ ぁ本當 のこと をお 話 すれば、 恭 一 さんの 電話で 行く ことに はなって ゐ たんで すけれ ど、 

なに  ひき わ 

何しろ 逗 子で 引分けた きりで せう。 この 先 絕對に 逢 はない ことにしても、 一度 逢って 話して おき 

たいこと も あろで せ 、つね。 私に して みれば、 さう いって 賴 むの を 何う しても 逢 はせ る譯 にい かな 

いと は 言へ ません わ C 責任 は 一 一人で 十分 負 ふとい ふんです もの。」 

「それなら！： 故 初めから、 さ う と 言 はない の だ。」 

す さま 

「だって 貴方の 劍 幕が 凄じ いんです もの。 贵方は あの 二人の ことと いふと、 まるで 目の色が 變っ 

てし まふんで す もの。」 品 子 は それが 解らない と 言った 風だった。 

名 越 はじろ りと 彼女 を 見た。 

「それで 私 今 R 一  曰 だけ、 晴 ちゃん を 出して あげる つて 恭 一 さんに お 約束して しまつ たんです 

i  は あ  よい ひき か 

の。 さう お 話が わかれば 可 いんで せう。 晴 ちゃんに も 能く 言聽 せます から。」 

じょ-つどん  あた *-# ふ 

「ふん、 笑談も 大概に してお くもんだ。 お前の 頭腦は 何う して さう ルゥズ なんだ。」 

「いけな いんです か。」 


I もう 止して くれ、 己 <  はこの 話み」 聽 くの は大嫌 ひだ C それが 解らない やうなら、 お前の 面倒 を 見 

これき  ね Vi ひさ  じょうだん 

ろの も是 限り 願 下げ だよ 。」 笑談と は 忍 へない ほど 彼 は 頑張 つ た C 

品 子は氣 持が 一 t くな つた， - いっか さう 云 ふ 時が 來 ろので はない かと、 彼女 は 時時 思 ふので あつ 

た。 たと ひ 少 し ば か り 商賨 の 資本 でも 屮 Z しても らふ ことにな ろに しても、 それで 此の 先き 遣 つ て 

行ける か 何う か は 疑問 だ つ た 。 藝者屋 なら、 見て 來 たこと だから 多少 自信がない こと もない けれ 

うらがれ  もと  こ  き  i た ざ 

ど、 今更ら 末枯の 花柳界へ 人って 見たところで、 資本 も 子 も なくなろ に 決まって ゐた。 堅 氣の商 

賨 といった ところで、 取 著く までの 苦勞 が大變 だった。 やっぱり じっとして ゐ ろに 限ろ。 口 S 子 は 

いつも それ を 思 ひ 詰める 毎に、 そこへ 陷 ちて 來 ろより 外なかった。 最近 名 越が、 今まで ほど 自分 

に 興味 を もた なくなって 來 たこと も、 感づけ なくはなかった C バァに 女の あろ こと は、 それの 1 

例證 であった。 今の やうな こと を 口 へ 出して 言 ふやう では、 名 越の 吐 も 大抵 わかる とい ふ氣 もし 

た。 秋風が 家の なかに 吹いて 來 たやうな 感じだった。 

暫 らくして から、 

* に つめ 

「1! か 冷たい もの はない のか c」 

t. サ イダなら 冷した のがあります ゎピ 
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「サ イダ か。 それよりか 美 もつれて、 どこか 凉 しいと ころへ 飯で も 食 ひに いかう かね。」 ； 

「さう ね、 結構です わ。，」 

名 越 も 品 子 も 少し 顔が Is れた。 

五  ： 

一 

夜の 九 時 _顷 に.、 山から 降りた 恭 一が 櫻 木 町の 家の 玄關に 現れた。 彼 は 書く もの も 手に つかな か！ 

おちつ  ところ  一 

つた。 部屋に も 落 著いて みられなかった。 こんな 處 では、 誰もが 細君に しろ 愛人に しろ、 また 友！ 

ふと 

達に しろ、 大抵の 人が ァ ベ ック なと ころ を 見せつ ける のだった。 あの 肥つ ちょうの マ ダ ム と古屋 

の 一 群に さへ、 あれ 以來 何度 逢った ことか。 

「こんな 寂しい St ひ をす ろ 位なら、 暑くて も 束 京 にゐた 方が どんなに 好い か 知れな い。」 彼 は 思 つ - 

た。 

ところ  さび 

「異性の 友達 もな しに、 こんな 處 で勉强 しろた つて 無理 だ。 こんな 寂しい 青春って あろ もん ぢゃ 

ない。」 彼 は 一 人で 愤慨 した C 

食堂へ 出る の も、 散歩す ろの も 厭に なった。 部屋が 牢獄の やうに 思へ た。 それ も 初めから 何も 


期待がなかった^ なら、 我谩 のし やう もあった が、 來べ きものが 來 ない 時の 焦躁に かき 立てられ 

る 程 辛い ことはなかった。 

「待つ 身になる なって、 あれ ぁ本當 だ。」 恭ー は 感心した。 

で、 ^^^に山をぉりる ことにした。 

1  巧 美 は その 時分、 名 越と 品 子と 帝劇で 少女 歌劇の アベ ック • モア を昆物 中だった C 名 越 も 品 子 

も、 目が 少女 達の 曲線美に 吸 ひついて ゐ たが.、 晴美は 寂しかった。 恭ー の 5? が どこかに 見えて 

爲 I.- がなかった。 

いひだ 

アベック • モアの 幕が、 花やかに おりろ と、 名 越 は 出ようと 言 出した。 少女 達の 持って ゐる肉 

體ゃ聲 の 若さの 魅力 ゃ音樂 に.、 少し 壓 倒され さうな 形だった。 

そこ を 出てから、 もう 時 ir がお そかった ので、 銀座で 名 越の 顏 馴染の 小 料理屋で、 飯 を 食べて、 

櫻 木 町へ 歸 つたの は 十 一 時であった。 

品 子 は 今夜 ヽ ふと 感づいた ことがあった. -  . 

「これ あ 放〕；" しちや ゐられ ない！」 彼女 は 初めて 總 てが 氷解した 感じだった。 

とい ふの は、 歌劇 を 見に 行く 前に、 ひどく 機嫌の 好くな つて ゐた名 越が、 銀座で 帽子 を晴 美に 
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三 四 四 

買って ゐろ 時の、 彼の 態度に ちょっと 變な ところがあった からであった。 取替へ 弓 # へ W 子 を 冠 

ら せて 見て るろ 名 越の： b さ 加減と いふの はなかった。 

「どうも 君 はこの 顷 評判の〕 „1 い、 目黑 キネ マの ffl 村 緒 子と かいふ 女優に よく 似て ろよ。 頻ぺ たや 

が 元の あたりの 線が 酷 営 だ。」 名 越 はさう 首って、 しみじみ 見惚れて るた。 

まんなか 

劇場で も 彼 は 一 一人の 3 具 中へ 坐る ことにして ゐた。 

± ち  い  まんな； 1 

「あら It ちゃん、 こっちい お出でよ。」 品 子が 言っても、 矢張り 彼が 眞 中に 頑張った。 

子 は 面白くなかった。 で、 人工 仪は 歸れ ばいい と 思った が、 名 越 は 食事のと き 吞んだ 酒の 氣も 

手 傅って、 つい 樓木 町. まで 來て しまった。 それに 不思議はなかった けれど、 彼の 様子が どうも 變 

だった。 

「嫉妬 かしら！」 《^ 子 は 自分の 心 持 を 調べて 見た が、 さう と は 思へ なかった。 この 氣持は 何ん の 

せいし，？ 

成 心 もな く、 ほんた うに 純白な 心の 上に H< の 啓示の やうに、 いと も 自然に 落ちて 來 たもの だった。 

いひぐ さ すっかり  ちまな- - 

そして 一 曰 一 さう 氣づ くと、 名 越の 今 H の 言 草が、 悉皆 讀 める やうに 思へ た。 逗子 事件のと き 血眼 

になって 大騒ぎ をした 彼の 態度 は 無論の こと、 彼の 爲ろ こと 爲す ことの 總 てが、 ぴったり 其に 嵌 

つて 來 ろので あった。 


晴 美の 今までの 氣 分が、 一 それ を證 明して ゐた。 

名 越の やうな 男に して は、 それ は 決して 有りえない ことではなかった C 

家へ 入ろ と、 思 ひがけ もな く恭 一が. ゐた C 彼 はまる で 叔母さんの 家へ でも 來た氣 持で、 奥の 座 

敷に 頑張って ゐた。 

おや ぢ  すく 

ぴ かりと 親父の 目が、 彼に 光った。 恭 一 はちよ つと 練んだ。 

「馬鹿！ こんなと ころ へ 何し に來 たんだ。」 名 越 は 冷靜を 失って し. まった。 

恭 一 は 目〕 て ゐた本 を 伏せて、 居住 ひ を 直した。 

「來 ちゃ 惡 いんです か。」 少し 顫へ を帶 びた 聲で 言った。 

名 越 は 口 をむ づむづ させて ゐた。 追 ひ 立てろ やうに、 

「お前の 來ろ ところ ぢ やない。 さあお 歸 り。」 

「歸 ります。」 恭 一 は 言った が、 腰 を あげようと はしなかった。 

なお 

品 子 は 双方 を 宥め る やうに、 

「 まあ 可 いぢゃありません か。 折角 お出でになつ たんだし、 私 はこの 間お HE にか かってみ ろんで 

おつし  * 

すから、 そんなに 仰 やらない だって。」 
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名 越 は 少し 折れて、 恭ー の 前 を 通って 緣 側の 方へ 座 蒲圑を もって 行った。 そして、 自分で 煩 風 

機 を かけたり、 i り を 吩ー咐 けたり、 水 を もって 来させた りした。 

品 子 は 女中に、 電話 を かけさせて、 若い 来客の ために、 飲み物と 水菓子と を 5^ へた。 

赤く 粘ろ 顏ゃ手 を 拭きながら、 穏 かに、 

「何の 用事で 来たの かね。」 

「いや、 ^に 何とい ふこ ともなし に：：。」 恭 一 は櫟 つたい やうな 笑ひ顏 をして ゐ た。 

「用事 もない ところへ なぞ、 餘り 立ち 廻らん 方が いい。 私に は 私の 生活が あろし、 お前に はお 前 

の 生活が あろ。 ここ は、 子供の 家庭で はない の だからね。」 

恭 一はに やに やして ゐろ きりだった。  . 

「輕 井澤 は 涼しいで せう ね。」 品 子が 險 しい 此の 場の 氣 分- ゲ轉換 しょうと した。 

「え、 まあ  C  _ 

「何 かお 書き ものです つて？」 

「ええ 僕 等の 仲間の 左冀 劇場の 脚本 を 引受けち やった もんです から。」 

「劇の 方 をお 遣" にな ろんで すの。」  . 


「舞臺 から 呼びかけ ろ のが、 何しろ 一等 效果 的で も あるし、 しく も あろんだ から： ：o. 

恭 一は 己 は 立派な 一人前の 文學 者だぞ と、 父に 誇示 せんば かりに、 i 取った 口の 利き 方 をし 

た。  . 

「それが 上場され たら、 是非 拜 見さして 戴きます わ。」 

「ええ、 どう； て。 新劇 好きです か。」 

- ええ、 これで も ー兀は 少し は モダァ ン ですから。 - 

名 越が また む づ む づ した。 

えら  ， 

「豪 さうな 口 をき いてないで、 二階へ でも 上って ろよ。 g は恭ー に 少し 話が あろ。. 

「行きます わ。 今、 跳へ たもの が來 ますから。」 品 子 は 不平 さう に 答へ た。 

_  ：」 名 越 は それ を 耳に もしないで、 更 まった。 

恭 一 は 顔み」 あげた。 

「お前 その 左翼 劇場と かの 芝居 を かいて、 また ふん g られ たいの か。」 

「僕です か。 いいや、 そんなへ ま はやりません よ。 - 

？ うは 行かん ぞ。 何しろ 時代が 時代 だからな。 § はこ SS If  S 蜜 いと 思つ 
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てゐ る。 何しろ 今迄が 今迄 だからな。 シンパに あんな 金 をつ かふくら ゐ なら、 飛行機に でも 寄附 

してみ ろ。」 

「お 父 さ んが お 遣 りに なったら 可い と 思 ひます。 佝 うせ 諸官 いお へ 自動車 を賣り こみに なって ゐろ 

ん でせ うから。」 

「莫迴 いへ。 己 は 各方 面で、 色色な 機會に 十分 國 家に 奉公して ゐ る。」 

詰らな さう に恭 一 は^を 浮して、 

「僕 ちょっと 晴 美さん にお：：； にか かりた いんです が、 二階へ あがつ ちゃ 可け な いんです か。」 

さ う 言 はれて u§ 子 は 父 子 の顏を 見た。 

「何なら ちょっと 其の 霧まで：：。」 恭 一 は 一一 一一 E ひ 足した。 

「それ はいかん ぞ恭 一 、 お前 は 一 體 何の 必要が あって 晴 美に 逢 ふんだ。」 

「何う してです か。」 

「そんな 事 をき く 奴が あろ かい。 何よりも だ、 お前 は 名 越の 後繼者 だ。 するなら ちゃんとした 結 

婚 をしなさい。」 

「ちゃんとした！^ 婚で すって：：。 だから、 ちゃんと すれで 可いで せう。」 


「fM は 職業に も あり つけない お前が、 結婚す ろに は 瞎機尙 早 だと 思 ふんだ が、 悅が 心配して ゐる。 

この 上 赤く なられち や 困ろ とい ふので、 此 間から 嫁の 設 索まで して ゐろ 始末 だ。 己 は 今 tn その 相 

談を 受けて ゐ るの だ。 その 氣持 はお 前に も 解らん こと は あるまい。」 

「それ は 困り ます 。 敷から 棒に そん な 事 言 つたって、 僕に は 僕の 都合 も あろ ことです。」 

「それ はお 前の 勝手 だが、 晴美 だけ は f けない。」 

「何う して 可け な いんです。」 

おわ  い 

「說 明の 限り ぢ やない。 この 己が いけない と 言 つたら 可け ない。.」 

看る と 名 越 は 血走った やうな 顔 をして ゐた。 葉卷を もつ 手が 顫 へて ゐた。 

「それよりか 何う だ そんな 吝な戀 愛なん かに 拘 はって ゐな いで、 一つ 息ぬ きに 洋行で もして 來た 

ら C 一  萬 も あったら、 二 年 や 三年 は 遊んで 來れろ だら う。 行って みる 氣は ないか。 それ だったら 

明 H でもい い。」 

どくき  レ さ 

「さう です ね。」 少し 毒 氣を拔 かれた 形で、 恭 一 は 息をついて ゐた。 

二と 

「一 人で もい いし.、 事に よったら、 今の 話の 令嬢と 結婚して、 少し 念 人り な ネネィ • ムゥ ンの& 

りで、 行って みろ の も 面白から う。」 
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「いや、 行 くんなら 僕は晴 美さん と 行って みた いんです。」  . 

「まだ そんな 事 言って ろ。」 名 越 は 鼻で 笑って 外方 を 向いて しまった。 

恭 一 がそ こ を 出た の は、 それから 十分 もた たない、 つちであった。 

ぶらぶらと 彼 は 寂しい 昔樂學 校の 通りへ 屮 I て 行った。 ふと、 道 傍に 洋服-姿の 女の 影の 動く のが 

見えた。 それが 一 一階に ゐ ろとば かり 2 心って ゐた晴 美で あ つた。 

恭 一 はいきな，？ 寄って 握手した。 

間め る隨 

十月 末の 或ろ 夜 のこと I - 

結婚式 をす ました 洋 子と 直 志 は、 夜の 十 時 三十 五分の 汽車で 東京 を 立った。 時 問がない ので、 

とほ ばし 

遠ッ 走り をす る譯 にもい かなかった。 洋子は 不服だった けれど、 矢張り 一 先 づ熱海 あたりに 一！^ 著 


くより なかった。 悅 子が ホテル へ 電話 を かけて、 部屋 を 取って おく 害だった が、 宇津木 も洋子 

も 厭が つた。 手頃な ス ゥト. ケイス に洋 子の 着替 と、 直 志の ワイシャツ や 力 ラの やうな もの を 一 

緒に 詰めた。 洋子は 別に 草色の 小形の 化粧 飽とハ ンド バック を 持って ゐた。 

洋子は 多少 氣 疲れの 色を帶 びて ゐた。 神 經が何 か譯の わからぬ 不安に 怯えて、 式場の 光景 や 式 

の 順序な ども、 漠然と H の 前に ぼやけて ゐた。 醫 科の 敎授連 も來 るし、 餘り プル 氣分 を發 散す ろ 

の は、 時節柄 遠慮した いとい ふ 直 志の 心 持 を、 悅子も 素直に 受 f 杯れ て、 上野の 精 養 軒が 選ばれた。 

先輩 や 級友の ティ ブル • スビ イチで は、 我儘な 洋子 も、 人妻と して 飛んだ 重い 責任 を脊食 はされ 

たやう で、 憂 になった C 中には 病院の ことな どで、 彼 を 皮肉った やうな の もあった。 

「これ 跑 のなかへ 仕舞って 下さらない。」 洋子は 慌てて 詰 込んで 來た映 畫雜誌 を 化粧 飽 のなかから 

取 出して、 直 志に 渡す と、 バチンと 錠 をお ろして、 網の 上へ あげた。 

直 志は默 つて 受取る と、 氣 なしに 開いて 見て ゐた C シ ルビ ャ • シド 二 ィの 寫眞が 幾箇も 目につ 

いた C そのな かで 一 つ 横顔の ちょっと ぼやけた やうな 鼻つ き ゃ頰の あたりに、 いきなり 彼の 目が 

す ひ 

吸つ いた。 晴 美の 或る 場合の 印象 そっくりであった.， ■ 

「今頃 あの シド 二 ィ は どこに 问 をして ゐるだ らう。」 直 志の 心 はしばし その 幻影 を迪 つて ゐた。 
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洋子は ハンドバッグの. グラスで、 パフ を 使って ゐ たが、 それが すむ と 今度 は 紅 棒 を 取 出した。 

顔が 生き生きして 來た。 ちらと 直 志 を 見る と、 

「あなた シド 二 ィ お好きで すの？」 

直 志 ははつ とした。 

「まあ 好きと い へば 言 へ ろか も 知れない ね。」 

「大抵の 人が 好きよ。」 

「さう らしい ね。， 一 

タイプ 

「そんな 型の 人、 R 本の 女 のん にもあって よ。 鼻の 低い とこなん か。」 

「まあ、 さう かな。」 直 志 は 微笑んだ。 

「それよ か、 私お 腹す いたわ。」 

「何も 食べなかったら しいね。. I 

た  .S ん  ， 

「餘 りむ しゃむし や 食べろ の 昆 つと もない つて、 マ マが 言 ふから。 さう でな くと も、 何た 力 胸 力 

棒の やうで したの。 第一 あんなに 澤 山の 紐で 結 ひつ けられて、 その上へ 重たい 帶 なんです もの。 

苦しくて 爲樣 がなかった わ。」 


直 志 は 膝 を 叩いて 笑 ひだした。 

まこと 

「いや、 その 點 日本の 婦人 は 誠に 可哀 さう です。」 

「食堂ないで せう か。」 

「我慢なさい。 熱 海へ ついたら 何 か 食べさし てあげる から。」 

話が 途絶えて しまった。  . 

國府津 へ來た 頃に は、 洋子も 少し 眠氣 がさして 來た。 直 志 も 後ろへ 寄っかかって、 目 を P (つて 

ゐた。 

ホテル へ j 者いて みると、 餘 りおい 部屋がなかった。 

「あら、 こんなお 部屋？」 洋子は 不服 さう に 言った。 

,  まんなか ごろ 

そこ は 海と 反對の 部屋で、 しかもち や うど 眞中： S であった。 

「前 も つてお 電話で も 項け ますと、 都合 できました のです が、 何分 今 日 は 土曜 だもので すから。 

11 では 奥さん、 S 本窒 では 如 g です。」 ボ オイ は懲 勤に 言った。 

「何う，.」 といった 風に、 洋子は 直 志 を 見た。 

「ここで 可 いぢ やない か。」 直 志 は 言った。 
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二ん ヰ  なん 

「今夜た け 御 辛抱 下さいまして、 明 tn は 何とかな り ませう。」 

「爲 方がない わ。」 洋子は 悲し さうな 顏 をした。 

出て 行かう とす ろボ オイに、 

「ああ それからね、 この 人お 腹が すいて ろ さう だ。 何かない かね。」 

「さあ。 何しろ 遞ぅ ございま すから。」 

「さう か。 何 か 取って もら へない のか。」 

「それが 何う も此處 では：：。」 

ポオ. 1 は 出て 行った。 

た  i かどろ く， • 

「それ もさうた な。 失敗 だ。 貪べ るなら 外へ 出る より 外ない が、 何う せもう 碌な もの はな レ そ 

れに 自動車で 乘 出さ なくち やならない。 I 

「1 ん なつち まふ ノ」 洋子は 疲れた 體を、 邪慳に 椅子に 投げた。 

「こ こぢや 浪の音 だってし やしない わご 

直 志 は 靴 をぬ いで、 上 著 を 取った。 

「 お 孃さ ん 皆 不機嫌 になり ましたね。 兎に角 随呂 へで も 入って からの ことです。」 


『お 風呂へ 入れば、 尙 お腹が すくで せう。」 

「さう か。 これ あ 同情が なさす ぎた ね。」 

「笑 ひごつ ちゃない ことよ。」 洋子は j はき さう に 笑った。 

そこへ ボ オイが 酒場から チイ.. ス や.^ 築 子 を 持って来て くれた。 コォヒ も 何う か 都合して くれさ 

うであった。 

洋子は 跳ね あがって しまった C そして その はずみに 直 志に 飛びつ いた C 彼 は 洋子を 天井まで 持 

ちあげた。 

チイ. -ス を 口 へ 入れな が ら、 

「私 幸福よ.，.」 

1 ほんた -5 

「眞實 です か。， I 

^  こんや ほんた-つ 

1 あら 何う して？ だけど 貴方 は？ 今夜 は眞實 のこと を 言って ：： 。」 

「それ こそ 何故です。」 

「ほんと？ 」 

直 志 はまた 彼女 を 抱いた e 
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じりじり じりと 鳴ろ 電話の ベ ルの音 を洋子 は、 夢心地に 耳に して ゐた。 暫くす ろと、 受話器 を 

は づす昔 もした。 直 志が 起きたん だな、 と 思った が、 眼 は 容易に 覺 めなかった。 

「おかあさんで すか。 僕 宇津木です、 昨夜 は 色色 どうも。 ：： いや 何う しまして、 もう 起きて ろ 

すっかり 

ん です。 ：： 洋 子です か、 いや 御 心配ありません：： は、 は、 いや 其の ことで ね、 お嬢さん 悉皆 

泣 面 かいてし まったんです。 しかし 好い 按配に、 ボ オイの 機轉で チイ ズゃコ ォヒに 有りつ きまし 

た。 葡萄酒まで 心配して くれたん です。 それで 来 I 皆朗 かにな つてし まって、 少し 跺 いだ くらみで 

す。 は、 ほんた うに。 今 洋子を 出し iM4.。. 一 

がちい と 受話器の 昔が した。 

「おいおい 洋子、 電話 だ。 君の マ マさん からだよ。」 

「知って る わ。 何 だとい ふんです の。」 

「ちょっと 出なさい。 禮儀 として —— o」 

「眠 いんです もの。 何も 言 ふこと ない わ。」 言って ゐる うちに 氣 持が はっきりして 來た C これが 


新婚 第 一の 朝 だ な と 、 隨 間 思った。 

「何 か挨接 だけで もしたら 可いだら う。 一 

洋子は 溢い 目 を こすりながら、 ベッド をお りた。  。 

「もしもし、 か あさまで すの。 私よ。 ええ、 今 起きた ばかりで すの。 お早う，， ええ、 それで 

夜 はすつ かり 悲観して しま ひました の。 ええ、 ええ：： か 電話が 遠 いんです けれど：：、 、 

え、 至って 朗 力です の。 これからお 風呂へ 行って、 をお いても お 食事 をし ますの。 では 左様な 

ら。」 洋子は 受話器 をお くと すぐ 鏡の 前に 立った。 

「職な 母さん、 喧嘩し ないやう にです つて。 それから 御 ゆっくり だなん て：：。」 • 

「母さん は 何のく らゐ 君が 可愛い か 知れな いんだね C 鬼に 角 風呂へ いかう。」 

二人 は タオル ゃ化牲 道具 を もって、 階段 をお りた C. 風呂 はずつ と 下 S 方に あった- バ ラック 

建の 長い 廊下が どこまでも 續 いた。 行って a ろと 貸 切， は どれ も I がって ゐ たので、 混浴の 席：、、 風 

呂 場へ 人って 行った。 しかし 時 問が 時間な ので、 客は學 生が 二人き りし か 居な.^, つた。 

r 一  たたき  がらす ど  /  7  -  _ 

I に は 三 和 土のうへ にも、 擎戶 にも R がー 杯に 射して ゐた が、 その 光 はしみ じみ 秋の， 

さであった。 花畑 や 小 松の 繁みを こえて、 海が！ 3S 下に 輝いて ゐた C 眞 白い IP した 直 志から 見 
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ろと、 洋 子の 皮膚 は 寧ろ 淺黑ぃ 方だった けれど、 今朝 見ろ と、 ふつ くら 盛り あがった 乳 や 腰 や. 

薄く； の 生えた、 まるで ダ ンサァ の やうに 發 達した 脚が、 ひどく 魅惑 的に 見えろ ので あつ 

だ。 

「私黑 いでせ う。」 

つまさき  t 

「そんな ことない よ。 今時 白 いのは 可笑しい よ。 一 彼の 白 さが、 足の 爪先まで 湯の 底に 透けて みえ 

た r- 

らざ や； 

「それに 君の 裸 形 は 素敵 だよ。」 

こっこり  ふち  からだ しめ 

「さう。」 洋子は 思 はず 然して、 顏を 赤く した。 彼女 は 浴槽の 緣 にしゃ がんで、 體を 潤して ゐ 

つ どま 

た。 湯玉が きらきら 皮膚 をす ベ つた。 

やがて 湯に 沈んだ。 

揃って 食い 2^ に 向った 時、 一 一人 は 初めて 充ち 足りた やうな 結婚の 悅びを 感じた。 

食卓 は 大半 塞がって ゐた C 洋子 はじろ じろ 見られろ のが 厭だった。 

「ど- ーか靜 かなとこ へ 行きたい と 思 ひません。」 

「思 ふね e 山が いいね。」 


「行き ませう か。」 

「さう もして ゐられ ない。 僕 は 君と 一緒に 遊ぶ 時間に 惠 まれて るない 人間 だとい ふこと を、 君 も 

知って て もら はない とね OI 一 

「さう ね OJ 

，-  ひと 

- さう 力と 言って、 獨り 出歩かれ るの も 嫌 ひなんだ。 辛抱で きる か 知ら。」 

「ええ 出来る わ。 きっと 好い ハウス • キィパ ァ になれ ると 思 ひます わ。 J 

直 志 は 額いた。 

春の 夜の 空の やうに 洋 子の HE が 潤んで ゐた。 

曉の湖 


品 子が 頭 y! に 少し 變調 を來 したの は、 ちゃ、 つど 其の 頃であった。 
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その is!: の 尤もぎ かな 場合 を あげろ と、 例へば 或 H 鏡臺の 前にす わって、 髮を釋 いたかと 見ろ 

と、 狭で. ちょき ぢ よき 半 程から 切り だした ことで、 傍に ゐた晴 美が 吃驚して しまった。 

「あら 何う したの、 ：！- さん！」 

「何だか 氣が くさくさす るから、 晴 ちゃん ゃ薰 さんの や うに、 私 も斷髮 になつ ちま はう と 思 ふ 

の。」 さう 言って us 子 はに やりと 笑った。 

晴 美は氣 味が 惡く なった。 

今までに、 品 子 は、 時と すろ と髮を 切って 洋装に してみ ようか 知ら なぞと、 口にした こと も あ 

つたに はあった けれど、 それ は その 場の 思 ひっき だけで、 顏 もモダ アンで はない し、 姿 も 花柳界 

型 だとい ふこと は 百 も 承知だった。 殊に 最近 は 健康 も 勝れない ので ヽ 遽に 老けて 來た。 斷髮 にな 

らうな どと は 夢にも 思はなかった。 それが 八 rH は 何う したの か、 何の 前觸 もな しに、 ぢ よき ぢょ 

き 遣り出し たので あ つた。 

勿論 品 子の この頃の 氣 分に は、 ひどく むらがあった。 一！ r 中默 りこく つて ゐろ H が績く かと 思 

ふと、 今にも また.；？ 座教へ 出ろ ことにな ろか 何ぞの やうに、 三味線の 調子 を 合せて、 お 俊 ひに 取 

りか かつり、 元ゐた 家へ 電話 を かけて 此の頃の 景氣を 聞いたり した。 それ も 不斷の 習慣から 見 


て、 大した 脫線 でもない ので、 さう 不思議が る ほどで もなかつ たが、 父の 妾であった その 払さん 

に 、 晴美を 當分预 か つて くれない かと い ふ 相談 を 持ち かけて ゐ ろの なぞ は、 何う しても 木 氣の沙 

汰， - 一は 思へ なかった。 

"叫 子 は 晴美を 家 に おく， 丫こ を、 ひどく 不安 に 思った が 、 自分の 手元から 離す の も 氣が か り で あ 

i.- ち  ど   

つた. - 名 越の： IE のと どかない 處へ隱 すと なろ と、 相當の 困難が 伴 ふし、 家に おけば 何ん な 間違が 

起らない とも 限らなかった。 不安のう ちに H がた つた。 

晴 美に は 姉の 心理が よく 解った し、 同情 もした。 家に ゐ ない 方が いいん ぢゃ な いかと 思った 

が、 外へ 出て ゐ ればゐ たで、 ：..；^ 子が. また 何ん な 風に 氣をま はす か 知れない のであった。 名 越と晴 

美との 關 係が、 何の 程度の もの かとい ふこと は、 品 子に も はっきり 判って ゐ なかった。 そのこと 

についても、 彼女 は 時時 それとなく 晴 美に 謎 を かけた。 それに も 晴美は 苦しんだ。 

今 品 子が 髮を 切り だした の を 見て、 晴 美が 驚いた のに 無理はなかった。 彼女 はそんな 姉 を 哀れ 

に も 悲しく も 思 へ て な ら なかった。 彼女 は あわてて 姊の手 か ら鉄 を 婉ぎ取 つ た C 

- そんな 事す ると 小父さんに 叱れます わよ。」 

品 子 は 漸と氣 が f 者いたら しかった。  - 
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「それ もさう ね。 惜しい ことしち やった。 だけど、 あろ 人此 頃モダ アンが 好きな のよ。」 

「嘘よ。 そんな ことない わよ。」 

いくら  -r しろ  はさ 

切った 髮 はしかし 嵩 も 長さ も 幾許で もなかった。 後の方 を 指に 挾んで、 ぢ よきり と 一 ト鉄 やつ 

く， ひた ぱ  ぶん  ， 

たたけ なので、 頸のと ころで 束ねて おく 分に は 少しも 判らなかった。 晴美は 手ば しこく；； i ひ あけ 

「けど 暗ち やん、 本當 のこと 言 はない？」 品 子 は 深刻ら しい E を 向けて 來た。 

晴美は 怖く な つて 默 つて ゐた。 

ひきだし 

品 子 は今晴 美が 紙に くるんで、 そっと 鏡 豪の 深い 方の 抽出の 底へ 仕舞 ひこんだ 髮の毛 を 探 すら 

しく、 連り に 周圍を 見廻して ゐた。 

「私の 大切の 毛 何う したろ 。」 

「ここへ 仕舞った から 大丈夫よ。」 

一. さう.、 有難う。 名 越に 言つ ちゃ 駄 H: よ。 あの人 は 何と 言っても、 私の； |S が 好きなん だから。」 

f よく 知つ てんの ね。 J 

「だけど、 晴 ちゃん これから 何う すろ？  I 


「そんな 心配し ないで ね。 私なん か 何う でもし ます わよ。」 

「恭 一さん と 結婚で きる と 思 ふ？ その 體 でさ。」 

晴美 ははた と 行 詰って しまった。 

,  からど 

一た からさ、 私 言 はない こっち やない。 早く 軀を隱 してし まふに 限 ろんで す。」 

「ええ、 いい わ、 it さんそんな 心配し なくたって ：：0」 

すろう ち 品 子 は 立ち あがって、 佛 壇の 前へ 行った。 そして 扉 を 開けろ と、 マッチ を 幾度 も 幾度 

も 擦って、 無闇に 線香 を 立てて るた。 

部屋 中 煙で 朦朦して ゐる ところへ、 名 越が 昨日、 電話で 約束した とほり、 競馬に 誘 ひに 来たの 

で、 晴美 もつれて 三人で 自動車 を 飛ばした。 途中 別に 異狀 はなかった が、 晴 美が 氣を つけて みて 

あた ま 

ゐ ると、 始終 頭 髮を氣 にして ゐる こと だけが、 少し 可笑しかった。 

中 山の 競馬場まで は、 一 時間 以上 はかから なかった。 ちゃう ど 午後の 一 時 を 少し 過ぎた 頃で、 

旣に五 競馬ば かり 濟ん だと ころで、 何 か 大穴が あった あとだと みえて、 ひどく 人氣が 沸騰して ゐ 

た C 

群衆が 沈痛な 顔 をして、 ぞろぞろ 馬み-見に 行った。 馬券 賫 場に は壓 しあ ひへ し 合 ひ、 人が 殺到 
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した。 

三 入 は 上へ あがって、 一 競馬 見物して ゐ たが、 その 一 勝負が すんで から、 名 越 も 品 子 も 降りて 

來て 馬券 を賈 ひに 出かけた。 二人 は 思惑が ちがって ゐ た。 =i 子 は その 第 七 鼓 馬で、 iEf で.. チヱ レ- 

とい ふ 馬 を 買 はう とい ふのに 對 して、 名 越 は 引 5^ された 馬の 脚 を 見て 首 を 傾けて ゐた。 そして 自 

身 は複で 「滿 洲」 を 買 ふから、 品 子に も それにし ろと いふの たった。 

「お前 は 好きな 騎手 だと、 馬の 條件を 無視して I 貝 ふから 駄 IE だよ。 そんなもの三枚も^^ふの危險 

だ. ぜ。 買 ふなら 一 枚に してお くんだ OJ 

i, ひあし  ,め し 

一 さう。 でも あの 馬 飛脚が いいのよ.、 あの 脚で あの 騎手なら、 今 tn はきつ と 出す わよ。」 品 子 は 

頑張った。 

そして また 品 子 はよ く 頑張り 通す のであった。 時に よろ と 名 越よりも 穴 を覘ひ あてる のに 好い 

感を もって ゐた。 

しかし この 蔬馬 では、 品 子 はすつ かり 失欧 してし まった。 彼女 は 蒼くな つてし まった。 

「そうら ね、 だから 言 はない こっち やない。」 名 越 は お前の 損 は 己の 損 だと 言 はない ばかりに、 

■  ち-つつ ばら 

前 齒で葉 卷を嚼 みながら、 少し 中腹にな つて ゐ た。 


乃り  いくら  あ  I  す 

. 次ぎ は乘で 買った。 そして それ は 幾許 かの 割 戻しに 有りつ けたが、 第 九 回目で 彼女 は 一 枚 招つ 

た。 品 子 は氣を 腐らして しまった。 

すつ ケり  み どく、 

「私せめ て 病院の 藥代 でも 稼がう と 思った のに、 悉皆 財布 をぶ ぐつ ちゃって、 今 tH は見德 かわる 

い。」 

ぬ  た ，ひ は どし  けた 

さう して ゐる うちに、 品 子 はいきな り 草履 を. 1 ぎす てて、 足袋 銑 足の まま、 砂 を 蹴立てて 裾 も 

ほら ほら 駔 けだした かとお も ふと、 そ こらに 粲 てられて、 ひらひら 風に 飛び ちって ゐ る無效 の 馬 

ちつたい 

券 を、 さも 勿體 なさ さう に 拾 ひ 集め はじめた。 

晴美は 驚いて 駅け よった。 

な こ 

「あら、 姉さん、 何す るの？」 

「晴 ちゃん も 拾って よ。」 

品 子 は 拾 ふこと を 止めなかった。 する うち 名 越 も氣が ついて 寄って 來た。 

後一 回で 終り を 告げよう とする 時、 名 越 は 急いで 品 子 を 自動車に 載せて、 競馬場 を 引 揚げた。 

彼 は 自身の 周圍 における 總 ベての 事件の 原因と 結果 を、 餘 りに ま-ざま ざと 見せ つけられた やうな 

氣分 がした ゥ 
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薰は 最近 川 崎の ネ ー ルへ 出て ゐた。 健康が 恢復した とい ふ譯 では 決してなかった けれども、 谅 

だいぶ も ちな ほ  なに  やしゃ  からだ 

しくな つてから は、 大分 持直して 來 た。 弱さう で 何 かしんね りした 强靱 さが.、 繊細な 彼女の 體に 

ちと 

あった。 少し 肥っても 來た。 どうせ 働けば、 また 元へ 逆轉 して、 今度 は 一 脣惡 くな ろ だら うと は 

忽 はれた が 、さうな るなら 早く さうな つた 方が いいやうな 氣も する のであった。 彼女 は 長い" お 無 

に 愛想 を盡 かして ゐた。 勝氣 であった 彼女の 氣持 は、 病氣 してから 素直ではなかった。 ； 1 めと 呪 

ご つち や 

ひとが 混合に なって、 早晚 死んで 行く であらう 自分の 寂し さに 泣き も 笑 ひもす るので あ つた。 

今 も 4- 一  時の 下の 時計の 昔 を 耳に しながら.、 うとうとして ゐた。 彼女 は驛 にも 近く、 ホ ー ルに 

もさ- 「遠くない アバ アトの 二階の ー窒を 借りて ゐた。 工場 は ある けれど、 ここなら 市中よりも 空 

氣 がいいので、 ここで 當分 働く ことにした。 

かし  きの ふ 

誰か 戶を 叩いた。 誰 だ. らうと 彼女 は. 斗 を 傾げた。 昨夜 先生た ちの ヱ キジ ビショ ン があって、 彼 

女もパ アト ナァに g^; ばれて、 二三 H 練習に 狩 出された りして-、 昨夜 は相當 疲れて ゐ たのに、 酒 さ 

へ 少し 飲まされた。 


「誰れ？ 入っても いい わ。」 

なん 

喑 美が 葡萄ら しい 箱 を かかへ て、 人って 來た。 彼女 も 何だか 蒼い 顏 をして ゐた。 

「あら、 晴 ちゃんな の？」 

薰は にっこりして、 いきなり ベ ッド のうへ に 起き あが つた C 

「御無沙汰 したから、 何う した かと 思って： ：。」 

「ちゃう ど 可かった。 <fl-H: は 頭が痛いから、 一 日 休まう かと 思って ゐ たの C 久しぶりで 郊外 散歩 

でもし ない？」 

い  ガラス 

「さう ね 。それ も 可い けれど：： 何だか 降りさうよ 0 」 晴美は さ う 言 つて、 カァ テン を 繰って 础子 

ど  ちきち 

戶を 一 枚 ひいた。 裏 は 草の ぼうぼうした {41 地であった。 

f I  お まきす がた 

近所の 力 フユで ジャ ヅが騷 ぎだした。 ニュ ウスの 放送 も 混った。 薰は& 衣 姿の まま、 ズ ラシ を 

つ かひな が ら 廊下 へ 出て 行 つ た。 

まんな；！ 

眞 中の 喫茶 臺 のうへ に 白い 石 玉の ョ— ョ— があった ので、 晴美は 機械的に 取り あげた C  くるり 

くろり 遣って ゐた。 靑笹の 干からびた 飽の { 仝 皿が あった C 夜遲 くに 股 をす かして、 誰かと 食べた 

ものだった e 
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「や つばり こんな 生活が 軀 にいけ な いんだ。」 晴美は 思った が.、 しかし 鬼に 角獨 りで やって ゐ ると 

いふ こと だけで も、 薰の氣 持が 一 番氣樂 なん ぢ やない かと も 思 はれた。 一 體 三人のう ちで、 誰が 

一 番幸ー i なのか。 誰よりも 幸福 さう に 見えた 品 子が、 一 番 不幸な のぢ やない かとい ふ氣 もした が、 

疊の埃 を 吸 はない やうに、 安い ベッドの お古なん か を 買 込んで、 その 癖ホ ー ル では 一 晚中埃 を 吸 

は せ られ なが ら、 f J ， J で 新しい 生活 を 始めに かかって ゐ る 薰も慘 めで あ つた。 

顔 を 洗つ て薰が 部屋 へ 歸 つ て 來た 。 

「でもよ く 刺った わね。 一 

_ 來 よう 来ようと 思って たんだ けれど、 說 けられなかった の。」 

「何う したの、 あれから？ 晴 ちゃんの 戀愛 事件。」 

晴美は 苦笑した。 

「恭 I さん 何う したの？」 

「芝居の 方が 忙しい らしい わ。 - 何だか あの人の 脚本が 上演 禁止で ごた ついたら しいの。 それで 氣 

を 腐らして：： それに 結婚 問題ん あるら しいんだ けど：：。」 

一 さう さう、 この 問宫 内さん が來 て、 そんな 事 言って たけ。 -  . 


「宮內 さん 來 ろ？」 

「時時よ。 あの人 も、 養子 先 を 失敬しょう かしまい かと、 未だに 迷って るら しいの。 赤ん坊が 自 

分 に似てない とかい ふんで ね。 今日 あたり 日曜 だから、 遊びに 來る かも 知れない わ。 —— 晴 ちゃ 

んぉ晝 は：：。」  . 

ち た  ねえ 

「十 時顷に 家で 食べて 來 たの。 ；.- —この頃 姉さんに も 困つ ちま ふの。」  . 

「 ヒ ス OJ 

「な f つ 可い けれど、 實は 少し 氣が變 なのよ。 名 越 小父さんと 私の こと を 感づいたら しいの。」 

い たづら 

「さう！」 薰 は 惡戯な をし た が 、 

「あんた 何 か 一一 一一 n つた？ 1 

「言 やしない けれど、 小父さんの 態度が いけない の。 少 しづ うづう しいんで す も の o」 

は あ  VI V- い 

「まだ 晴 ちゃんの こと m 心つ てんの か 知ら。 厄介な 爺 だ わね。」 

. 「それ あ 何う だか 解らない けれど、 何しろ 姉さんの 頭へ、 そんな 影が 差したん だから 堪らない。 

姉さん はもう 立派に 頭に 異^ を來 してる わ。 この間 も獨 りで 髮を 切った りして、 この頃 迚も 

變ょ. - 小父さん は 病院へ 人れ よ う か な んて 言って る わ e でも、 不斷 はさう 問 違って もゐ ない 
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の CJ 

1. さう OJ 

薰も品 子が 可哀 さう になった。 

なん  へん  や もち 

「それで、 私 を 憎む とい ふん ぢ やない けれど、 何だか 變 なの。 私の こと も 心配 だけれ ど、 嫉妬と 

いった やうな 氣持も あるの。 小父さんの 居ろ とき は尙 いけない の。 私、 姉さんの 佩に ゐ るの も惡 

いし、 ゐな いのも 惡 いといった 工合な の C 迎も 辛い わ。」 晴美は ほろ りと  一 I 下お とした。 

ひとりで  うる 

皮肉に できて ゐて も、 根が 感傷 癖の 薰も 自然に！ E が 潤んで 來た。 

「ぢ や あ 、 晴ち や ん當分 私のと こに ゐる のよ。 」薰 はす かした。 

こ， c ど ちゃぶ だい  つつぶ  むせ 

そして さ-つ 言 は れ る と、 晴美は 今度 は 喫茶 臺の 上に 突^して、 肩に 波 をう たせて 咽び泣い 

た。 

やがて 宥めて、 薰は 洋服に 著 ，へて、 外へ 連れ出した。 

「晴 ちゃん、 お 大師 さまへ 行った こと あろ？」 

「ない わ。」 

一 これから.. ハ ス で 行って みない？ 」 


「行っても レ いわ。」 

「それとも：： m へ 行って みょう か。 それ も 可い ね。」 

とほで 

二人 は 町の 喫茶店で お茶 を 呑みながら、 そんな 相談 をして、 それから 省線で 横濱 へと 遠出し 

た。 

五 時す ぎ橫濱 から 歸 つて 來 ろと、 アバ アトのお 婆さんが、 薰に 訪問客の あった こと を 告げた C 

黑 板に 名前が 書いて あった。 見ろ とそれ は 名越恭 一 であった。 

「惜しい ことしち やった わね。」 

1 一人 は ：！！： を 見合せ た。 

恭 一 が薰の アバ アト を 訪問した 一 一三 nz 前、 彼 は 上野の 精 養 軒で 見合 ひ を させられて ゐた。 

, .55 ん.  ひさしぶり 

彼 は 何た 力 さう 云 ふ豫感 がない こと もなかつ たが、 はっきり してるな かった。 ただ 久 振で 鰭で 

J  た  ま& しいで 

も 見な 力ら、 そこら を ぶらついて、 歸 りに 飯で も 食べようと いふ 母の 申出であった。 尤も 宇津木 

も 洋子も 多分 一 緖 だとい ふので あ つた。 
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恭 一 は 九月 上場の 脚本が その テヱ マの 點で 上演 禁止に なった ので、 くさくさして ゐた。 晴 美に 

も 食 ふに は會 つて ゐ たが、 それ もほんの 上野の 散歩く らゐ で、 その 邊の 喫茶店で お茶 を吞ん で^ 

れる くら. ゐの 程度であった。 この-頃 では 晴美 も恭ー に 逢 ふの が 嬉しい のか 何の 感じ もない のか、 

すっかり 

ちょっと 見當 がっかな いくら ゐ、 臆病に なって みた。 臆病と いふよ" か、 もう 悉皆 熱が なくなつ 

たんで はない かとさ へ 案じられた が、 ^れる 時 はいつ も 何だか 寂し さう で、 言 ひたい ことがあ つ 

て も、 へ r-H もつ い 言 ひそ びれ てし まった とい ふ 風に も 見えた。 

「それが 化-おの 感違 ひとい ふの かん 知れない ぞ。」 恭 一は 思った C 色色に 臆測した。 信じたり 疑 

つたり、 自信 を もったり、 失望した りした。 ， 

1 方恭 一 は 母から 緣談を 持ち こまれて ゐた C ふらふらして ゐれば 何う せ奵 いこと はない から 何 

を is いても 結婚して、 氣分を 落 著け るに 限る。 生活 は そこから 出發 すろ。 その上で 文學を やろ な 

り、 洋行す るな り 好きな こと をす る 方が せし い。 それに は 田 島と いふ 悅 子の 同窓の マ ダ ムカ この 

•s^ 持 込んで 來た 口が、 ちゃう ど 似 ぎひで、 先 は 靜岡縣 の 多額 納稅 者の 第五 番目の 令嬢で 女子 學院 

屮 Z の 美人 だとい ふので あった。 派手な 訪問着 か 何 か 着込んだ 寫眞も 見せられ たが、 恭 一 は 碌碌 手 

を あれなかった。 こつら は 望まない が、 持 參金も 幾 萬 かつく とい ふ、 好い こ とづく めで あつ 


た。 

「それ あ S かの 問 遠です よ。 こっち は k 父が 成り あがりで、 これと- K つて、 肩書になる やうな 仕 

事 も 地位 も资財 もない のに、 僕が 不良で ふらふらして ゐろ。 そこへ もって 來て 左傾して ゐる。 そ 

ん な资產 家の 令嬢が 来ろ 理由が ありま せんよ。 御母さんの 享樂 として は奵 いか も 知れません 力、 

僕 は大體 そんな； は大 ひです。」 さう 言って 恭 一 は 悅子を 怒らせた。 

しかし 悅 子は斷 念し なかった。 機會 あろ 毎に 恭 一 の 機嫌 を 取った。 洋子 夫婦に も 助力 を おん 

*  一  0 

ュ / 

恭 一 は 世間の 女 なぞ、 てんで E にっかなかった。 何處で 何ん な 好い 女 を „ni> て も、 それ は 單に晴 

美の 特異な 美し さ を 引 立た せる に 役立つ だけだった" 今 中 込まれて ゐ ろ令孃 も、 客觀 的に 見れば、 

優れた 美人 だか も 知れなかった。 機會が あれば 好きに なれろ 女 かも 知れなかった。 しかし 恭 一 の 

E に は、 一杯に 晴 美が 先き へ 人って しまって ゐた。 勿論 顏ゃ姿 だけの 問題で もなかった。 

恭 一 は 風邪をひいて 一週間ば かり 引 籠って ゐた" 鶴 沼の 旅館の 部屋 も そのままで、 この頃の 海 

の 寂し さで は、 ちょっと 行く 氣 もしなかった。 都會の 街の!^ が懷 しい 季節に なって ゐた。 

風邪が 癒った ところで、 或 ni 母から 繪を 見に 誘 はれた。 論』 は 嫌 ひではなかった。 中學 時代に は 
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、- たこと も あろし、 美 校へ；^ らう かと 思った こと もあった" 元の 同窓で この頃 賨 出した H< ^才の 

作品が 入選した ので、 見たい と 思って ゐ たので、 一 緒に 行って 見た C 

途中 宇津木 夫婦 を さそ ひに、 病院へ 車 をつ けた。 恭ー はま だしみ じみ 病院の 內部を 見た ことが 

ない ので、 直 志が 案內 して、 手術室 や 病室 を 見せて あるいた が、 何う も 感服し なかった C 何う せ 

病院 を 造るな ら も つ と 完全な 大規模 の ものにすれば よかった と 思った。 

「 ： ： 親父の 懷ろぢ やま あこん な もんで せう けれど。」 

二人 話しながら ヽ m15 の 方へ 歸 つて 来た。 直 志の 母 も應接 窒にゐ て、 悅 子と 話して ゐた。 少しば 

か り の 夫 の 遣 產 を 守 つ て 、 直 志 を こ こ ま で 育 て ぁ げ て 來 た 人 だ け に 、 何 處 か が つ ち り し て ゐ た 。 

「 ズ.， タ しい こと、 お: さま 今 H は ネクタイ なんか 諦めて。」 すっかり 仕度して 出て 來た洋 子が 彼 を 

見て 可笑し さう に 言った。 

お 子が 洋 子に： E 配せ した C 

やつ £ 

「今 H は 君達のお 伴 だからね。 いつもの 與太 もん ぢ やな いんだよ。 だけど、 僕に や 矢張り あの方 

が 柄に 合って ゐ る。.， 一 

悅 子が 眉 を 寄せた。 


「あんな ルンべ ン みたい な 風、 止して くれろ と 可 いんです けれど：： 髮も直 志さん の やうに 

たりと ォ ー ル バ ッ クが 見い いんです のに。」 

「私 撫で つ けて あげて よ C ベ. デリンつ けて： •  •。」 

恭 一は 赤い 顔した。  . 

い や 

「厥に 今日は 僕の 事ば かり 氣 にす るんだ な C 搶を 見に 行 くんた ろ。」 

皆ん なで 笑った。 

i それ あさう だけれ ど：：。 そんな 風して ると 叉 まります わよ。」 

f ああ、 その 方 か。 一恭 一 は 無 邪氣に 頷いた。 

ひと ひざ 

悅 子が 一 膝乘 出して、 

めった 

「赤 は 奥さん もちの 入に は 滅多 無い さう です ね c」 

直 志が 額いて. 見せた" 

「それ 御覽 なさい。 だから 恭 一 さん も 早くお 嫁さん を赏 はなけ あ。」  , 

「お 兄 さま、 私が 見立てて 好い となったら、 お 貰 ひに な" ます？」 洋 子が 言った。 

ナ ラ  うきごし 

恭 一 は 稀 有な 顔 をして、 少し 浮 腰に なった C 
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「何だか S な 雰圍氣 だな、 僕 i い 加減 逃げ だしち や はう。」 

つきあ ひざ  つか 

「そんなお 附合氣 のない ことって あります か。 貴方 はかう 云 ふ 雰圍氣 に 浸って さへ ゐれ ば、 間違 

な いんです よ。 贵 方も洋 子の やうに、 どうか 幸福な 家庭 を 作って 下さいよ。 そして 皆ん なでお 父 

さま を g- 向 させろ やうに。 1 

洋 子が 笑った。 

「僕 そんな 聯盟に 加 はるの 御免 だな。 仍し 親父の 問題と は 別 だが。」 

「兎に角 出かける としませ う。」 直 志 は 悧巧に 腰 を 浮した。 

自動 laf のなかで、 恭 一 は洋 子に 髮を 綺麗に 撫でつ けられて しまった。 

I    さ が  たかま ど 

繪を 見て あろく^、 恭 一 は 家庭 W と 離れて、 一 人で：^ きな 繪を搜 して あるいた。 高 窓と いふ 友 

たちどま 

人の 出品と、 その他 二三の 作品の 前に 立 止った きりで、 あと は 見た くもなかった。 悅 子と 洋子夫 

婦は、 渐と： r 本 畫を見 を はって、 洋畫の 方へ やって 來 たが、 その 時分に は 彼 は 樊煙窒 で 煙草 を ふ 

かしながら、 そこで 出會 つた 友達と 話しに 耽って ゐた。 


か：： んな 一緒に 外へ 出た の は、 四時 過ぎであった C  g: 人 はぶら ぶら 其の 邊を步 いた。 

めった  たまたま 

結辩 してから、 洋子は 滅多に 外出な どし なかった C 偶偶 直 志に 隙が あろと、 銀座へ 買 ひものに 

出たり、 好い 寫眞の 封切り を 見に 行く ぐら ゐ であった。 三度に 一度 は 妹の 茅 野 子 を も 誘った が、 

茅 野 子 は 都會の 享樂酣 に は 興味 を もたなかった。 彼女 は 多少 社會 的な 新ら しい 思想 を吸牧 して ゐ 

て、 何 か 市の 社會 局の やうな ところに 働きたい 希望 を もって 出て 来たが、 近頃 は 四 谷の 洋裁 學校 

ひま  せま 

に 通って みた。 彼女 は 隙が あろと 本を讀 んでゐ たが、 家が 狹 いので 鬼 角 茶の間に 母と 二人 ゐろこ 

とが 多かった。 母子 もさう であろ 通りに、 洋子 にも それが 憂 iii であった。 それに 茅 野 子と 洋 子と 

では、 生活 態度が まろで 遠って ゐ たが、 直 志の 親孝行 も 少し 何う かと 思 はれた。 母と 妹 を 呼び 寄 

せろ こと は、 その 當時悅 子も黉 成した ことで、 今 も 後悔して はみ なかった が、 洋子 自身 は 其を考 

慮に 人れ ろべき だった と氣 がつ いた。 母子 一 つに なって ゐ ろと、 何 か 隅つ こに 片附 けて おけない 

根强 さ を もって 來 ろので あった。 今 五十 七になる 母親が、 七十に な れば 自分 は 三十 七に なろ のか 

と S 心 ふと、 洋子は うんざりす ろので あった。 

ちら 

勿論、 茅 野 子は獨 立す る やうに なれば、 母 を つれて 別居す る やうな 口吻 を：^ して ゐ たし、 悅子 

もさう すろ やうに 仕向けて ゐる のだった. か、 直 志 は 母 だけ は 一 緒に おきたい らしい のであった。 
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何う かすろ と、 直 志 はすつ かり 彼の 母と 妹の もので あり、 悪く すると 實 家の 母の ものであった 

いら： -ら  つつば な 

りすろ のに、 洋子は 絶えず 苛^させられた。 直 志 を 突 放して しま ひたくなる のであった。 彼女 は 

ひと  しろもの 

獨 りで 遊びに 出て 見ろ ので あ つたが、 そんな 時に 限って 友達 も 映畫も 唯、 退屈な 代物で しかな か 

つた。 彼女 は. デレ ン マに かかって ゐ た。 

櫻の 木隆を 歩いて ゐろ とき、 洋 子は恭 一 の 傍へ 寄って 行って 話しかけた。 . 

I 兄 さ ん に戀愛 事件 あ ろって、 本 常？ 」 

「よせよ 下らない こと。 君 は 君で 幸福で あれば い いぢ やない か。」 

す ひ-から 

恭 一 は 煙草の 吸 殼をぺ つと 吐き出した。 

「 わたし 幸福 にみ えろ ？ 」 

「見えよう が 見え ま いが 僕 は 知らん よ。」 

「あら、 輕 井澤で は 何う だった の？」 

f . 僕が お せっか いしたと 言 ふ の かい。」 

「さ うぢ やない けれど：：。 兄さん 結婚す ろなら^ 居し なくち や 駄目よ。」 

「洋 子の 體驗 かい？ 」 


おつか  ■ 

「まあ さう ね。 あの 御母さん 七十に なろ と、 洋子は 三十 七よ。」 

「馬鹿！ 七十で 死ぬ と 限って ない よ。」 

ま す ます 

「益益 悲觀 する わ。」  -. 

「今 に 自分が 七十に な ろ こと を考 へて みるんだ よ。」 

「さう ね、 負けち やった！ だけど、 私 若 いんだ もの、 それ あ 無理よ。」 

「世の なか 何う せ 無理 だらけ だよ。」 

おち つ 

精 養 軒の 奥の サ ルンに 落 著いた の は 五 時半であった。 四 人 はお 茶 を 呑みながら、 食卓の 用意 を 

つて ゐた。 すると、 ちゃう ど恭 一が 椅子 を 立って、 ベランダへ 出ようと したと き、 ボ オイに 案 

內 されて、 入って 來ろ四 人 連の 客が あった。 五十ち かい、 近眼鏡 かけた 痩せた 满黑ぃ 婦人と、 四 

ト 年輩の 丸丸した 小締な 女と、 今 一 人 は 四十 七 八の、 頭の 禿げ あがった、 何處か そこいらの 重役 

らしい 男であった。 目 を 引いた の は、 銀鼠 地に 紅 ゃ黃ゃ 綠の雞 頭の 大きく ぼかされた、 小 濱の拾 

に、 菊の 刺繍の ク レイム 地の 帶を、 ふつく り 愛らしい 雀に 結んだ、 十八 九の 令嬢の すがすがしく 

俾 びた-姿であった。 それ は恰 かも 今 見て 來た曰 本畫の 梓から 脫け 出た やうな ものであった。 耳の 

なま 

うしろの 方に、 ぴたりと 一 輪揷 された の は タレ ィム 色の 生の 薔薇ら しかった。 
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二ら  こ じめ 

悅子 も洋子 も、 唾 を吞む やうに して E を 凝した が、 やがて 悅 子は輕 くこ ちらへ 目禮 すろ、 小締 

の 肥った 女に、 嫣然 笑み かけた。 

恭ーも 何う かした 扪 子に、 ちらと 其方 を 見 はした が、 何の 關心 ももたなかった。 

てっきり， HE 分の 見合 ひだと いふ ことが、 恭 一 に 解った の は、 その 女の人が W 島 夫人 だと 氣づぃ 

ティ. フル  ティ ブル  ティ ブル 

てからであった C 皆ん な はやが て 食 t 十に ついた。 恭 一達の 食..； If と、 令孃 達の 食卓との 間に、 相當 

距離 はあった にしても.、 衝立 一 つ 置かれて はゐ なかった。 勿論 恭 一 と 令嬢との 座席 も、 斜に向 ひ 

合 ふやうな；^ 度に なって ゐた。 そして 今 さう した ^ 度で 其の 潢顔を 見ろ と、 歌舞伎の 男役 者の や 

うに 隆ぃ 鼻と、 額なら 顿 骨の 輪廓が ひどく 嚴く a えろ のであった。 

「お 兄 さま.、 能く 見て おくと いい わ。，」 洋子は 吸った スゥズ の 皿 を 少し 傍へ 押 遣る やうに して、 そ 

つつ 

つと 恭 一の 脇 を 突つ いた。 

恭 一は パン を攘 つてみ た。 

「お 兄 さま、 何う お 思 ひに なって？」 

恭 一 はもう 無關 心で は ゐられ なかった， * 

-9 ろ さ 

「頌 いね、 君 は。」 


すろ と悅 子が 小 聲で直 志に、 

「あのお 孃 さんで したら、 何處へ 出しても 立派な ものです わ。」 

直 志 は 頷いた。 母 は恭ー の 方へ 向いて、  ノ 

「何う でした、 氣に 入った 檎 がありまして？ 貴方のお 部屋に 飾る やうな もの。」 

恭 一 は晴 美の こと を考へ てゐ た。 

あ  ぐら ゐか  い 

「さあ。 そんなの 有りません ね C それ あ、 ちょっと 位 は 懸けて おいて 可い と ふの も ある けれ 

ど。」 

「それに 繪も 年年 變 るから ね ご 直 志 も 言った。  - 

「すろ と 時時 凝替へ ろと いふ 譯ね。 J 洋子。 

「さう す ろ と 厄介 で すね。 搶を買 ふの は、 奥 さん を もら ふのと は 譯が 遠 ひ ま すけれ ど。」 悅 子が 言 

ふ きた 

ふと、 洋 子が 噴出した" 

「k な 言 ひ 方ね。」 

かなた  ひそ  はなし ご ゑ  f 

彼方の ティ ブルで も、 祕 やかな 話聲 が、 ナイフと 皿との 觸れ合 ふ 昔と 一緒にして ゐた。 

「何しろ iH 仅は 私もう れ しいんです SC シ ャ ン ぺ ン でも 拔 きませ う か ね。」 悅 子は氣 分が はづん 


一二 八 二 

だ。 

r シ ャ ン ベ ン です かピ 直 志 は 困った とい ふ 風に、. 葡萄酒の コ ッブを 取り あげた。 

テ イブ ル 

「この 位なら、 一 つ 食卓で よかった 譯で すね。」 悅子は 言った。 

「それでも f ぃ譯 です ね。 纏まらない からといって、 別に 當ん 同士の 辱に もなら ない ことです か 

ら 。二 

「こつ ち さ へ 可ければ、 あちら は 好い と 言 ふんです の。」 

恭 一 は， g 立し くな つた。 餘程席 を 立た うかと 思った が 我慢した。 

ひとりで  ， 

サル ン へ歸 ろと、 S お 夫人と 悅子 とが、 自然に 接近した。 夫人が 主. を 呼んで 紹介す ると、 悅 

あらた 

子 は 直 志 夫妻と 恭 一 を更 めて S 島 夫婦に 紹介した。 

か あ  なん  い たづら 

「御母さん、 ^女 は ー體 何とい ふ惡戯 をす ろんで す。 僕 はもう 我慢が できない。」 恭 一 は 田 島 夫 

妻が 歸 つてから 悅 子に 喰って かかった e 

悅子は 赤くな つたが、 次ぎに 蒼くな つた。 

「洋 子、 君 も 怪しからん ぢ やない か。 共謀に なって おれ を 侮辱して ろんだ。」 

「あら、 .1^ うして？」 


r 何う しても かう しても あろ かい。 おれの 一番 厭が ろ こと を、 皆な で强 制したん だ。」 

悅子は 前へ 出て 來た。 

「まあ 何と 言 ふ 言 草です。 それが 私へ 今夜の 返事です か。」 

なが  な だ  ，  ち 

直 志が 間へ 入って 二人 を 宥めた。 鬼に 角 話 は 家へ 歸 つてから とい ふこと にして、 そこ を 出た。 

悅 子と 洋子を 自動車に 載せてから、 直 志は恭 一と ぶらぶら 歩いた。 そして、 また その 晚 であつ 

た C 恭 一 の戀 愛の 對 象が、 曾っての 自分の 戀 人であった 由 井 晴美だ こと を 直 志が 知った の は：：。 

直 志 はだ あ！ となった が、 色に も 見せなかった。 

恭ー がー 曰お いて、 二度目の 薰の アバ アト を 訪ねた とき、 晴 美も薰 について、 ホ ー ルへ 遊びに 

行って ゐた C 

彼 は その lg 夜、 結婚 問題で 父と 大 衝突 をして しまったが、 延 いて 思想 問題に も 火が 飛んだ。 恭 

造 は 心から 怒って しまった。 llm つて は 洋行 費 を くれろ 害だった のに、 今 は それ も 拒んだ。 金 を や 

つたり、 洋行 させたり すれば すろ ほど、 赤くな つて 行く ばかり だと 思 ひこんで ゐた。 
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一  は アバ アト を 出て、 ぶらぶら ホ ー ルの 方へ 行って 見た。 直きに 蓄音器の ジャヅ が 聞え だし 

て來 た。 

チケット 賣 場の 前 を 通って、 踊り場へ 出て みろ と、 五六 組の Es^ 女が 踊って ゐた C ダン サァ はま 

.  や つ 

だ 揃って ゐ なかった C 客席の 方 を 見ろ と、 クシ ョ ンの 隅の 方に 晴 美が ゐた。 漸と 安心した やうに 

恭 一 はわ ざと 柱の 蔭に 立って 踊り を 見て ゐた。 薰が綠 色の 長い スカ アトの 裾 を ひいて、 若い 男と 

何 か 話しながら フ 口  —ァ をす ベ つて ゐた。 目の前 を 通る ときよく 見る と、 それ はいつ か逗 子ネテ 

ルで 逢った せ n;^: であった。 薰は恭 一 を 見て、 にっこりして 頭 を さげた。 

「奴さん、 こんなと こまで 踊りに 來てゐ る。」 恭 一 は 思った。 

一 回 終ろ と、 薫が やって来た。 

「先 R は失禮 しました。 あの 時 待って て 下さろ と 可かった のよ。 橫濟へ 行って ゐ ましたの。」 

J*vi  やば  c 

宫內も 極り わるさう に 傍へ 寄って 來て、 頭を搔 きな. 力ら、 

「ちょっと 此の 邊に 用事が あった ものです から。」  . 

薰 が手棍 ぎす ろので、 晴 美も恭 一に 氣が ついて、 クシ ヨン を 立って 來 たが、 ちょっと 嫣 然した 

うつむ 

りきり で 使いて ゐた。 


踊りが また 始まって ゐた。 タンゴな ので、 ばらばらと 方方から 客が 立った。 薰も 誰かに 連れ だ 

された。 

見て ゐ ると 踊り は 退屈だった。  ： 

j ちょっと 出ない？」 恭 一 は晴 美に 言った。 

晴美は 頷いた。 そして、 

「姉さんに さう 言って ね。」 と、 宮內に 頼んで、 恭 一 に つづいて 踊り場 を 出た。 

「踊りで もや つて 遊んで るの もい いな、 こんな 世の なか は：：。」 

「そしたら 皆さん お 悅び で すわ。」 

たちどま  ど 

「まあ、 さう いった やうな もん-たね。」 恭 j は 辻に 立 止って 一 さあ ヽ 何う しょうか 0J とい ふ 風に 

思案して ゐた。 

「アバ アト へ いらっしゃいません。 汚 いんです. けど。」 

足が その 方へ 向いた が、 途中 喫茶店 を 見つけて 人った。 紅茶 二つに フレ ンチ • トォ スト を 一 皿 

J 言 ひつけた。 

『あ. S- 力ら 何うな さいまして？」 

«  0 の 0  0  一二  Ans 


2 八 六 

r 僕よ か 貴女 は：：。」 

「私です の？」 晴美は 話したい ことが 多過ぎる ので、 何もい へなかった。 姉の 氣の 狂った ことな 

ぞ 話せば、 その 原因 も 打明けなければ ならない し：： 自分自身み」 持餘 して ゐる といった 氣 持が ひ 

- どく 面倒な ものだった。 

「世の なかって、 何う しでかう 面倒なん でせ う。」 

「實 際ね。」 恭 一 は 彼女 を 見詰めながら、 

「僕 も ほと ほと； つて ゐ る。」 

「結婚のお 話し 何うな さいまして：：。」 

「いや、 これは^に ね：： 僕に 結婚す る 意志が な いんだから。」 

「結婚な すった 方が、 幸福に おなりなさい ます わ、 もっと。」 

「君まで さう 言 ふの か。」 といった 風に、 彼 は 彼女の 目 を 見詰めて ゐた。 

まか  なんけ ふ ほんた み 

「ー體 I ^の 事情 は 兎も角、 君 自身が 僕との 結婚 を 避けて る 理由 は、 何な のか しら。 今 曰本當 

たん おやお 

のこと 言って くれない か。 ただ 單に 親父が いけない とい ふから たと は 思へ な いんた。 僕 は 苦しく 

て爲 様がない。」 


「私 を 苦しめないで：： o」 晴美は 餘程言 はう かと 思った が 我慢した。 

お 愛想に 女給 仕が レ コォド を かけた。 「島の 娘」 を 唄 ふ 獨聲が 陰！^ に 耳に くす がりつ いて 來ろ。 

ゆうべ ぼくお やお 

「昨夜 僕 親父と 喧嘩し ちゃって、 ひどい 事に なつち やった。」  V 

「御 結婚の ことで せう。」  . 

I  どいたい  おやお  / ん  を i 

J それ も あるし：： 大體晴 美さん のこと とい ふと、 親父が 變に 硬直して くろの が、 可笑し いんだ。 

悪く 氣を 廻せば 廻せ ない こと もない が：：。 僕 洋行 費まで 棒に ふって しまって、 si り まちが へ ば、 

一 一人で パ リ へす つ 飛ん ぢゃふ 積 りだつたん だけれ ど。」 

「さう？ 本 當？」 

「だけど、 もう 駄目 だ。 尤も 君の 氣持 次第で、 その 位の 金 だったら：：。」 

「好い わね。」 

こしら  i んたぅ 

「僕 金 推へ たら 本當に 行く？」 

「行っても いい わ。」 

入口の ドアの ガラスに、 ふと 前 を 通る 薰と宮 内の 影が さした と 思 ふと、 二人 は 人って 來た。 薰 

は 踊って ゐる 間に、 二人の 姿が みえ なくなつ たので、 何か氣 にかかった。 此 頃の 晴 美の 支へ 切れ 
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ない 氣 持が 絕 えず、 苦になって ゐた。 彼女 は 通りすがりに、 內を舰 いて 見た のであった。 

恭 一 も 晴美も 急に 默 つてし まった。 

「お 邪魔し ちゃ 惡 いわね。」 薰が言 ふと、 遽 かに 恭 一 は 愛想 をよ くして、 

「いや、 何でもな いんです よ C ちょっと 郊外の 風 色が 見た くな つて：：。」 

「紅葉が いい わね。 奥 多 摩が 好い つて 言って みた わ、 ！  01 皆ん なで ピク 一一 ックに 行かない？」 薰 

t  ひきた 

力 この 場の 氣分を 引立てる やうに 言った。 

「それ も 好い な。」 恭 一 が 賛同した。 

「<{マ 日 はもう 遲 いかしら。」 

も み «- い 

それから 紅葉に 好い 山の 話が 次ぎ 次ぎに 屮 Z て、 ちょっと 陽氣 になった。 

「それ どころ か、 僕 等 は 八マ パリ 行の 相談して たんだ。」 

「え ッ！ パ リ？」 薫が 頓狂な 聲を 出して、 

「成立した の？」 

ri,A あ — 0 一 

ーぢゃ あ 行つ ちまへ e すれば 一 切の ことが 淸算 できろ。 私 は 初めつ から 其の 方が 黉成 なの。 J? だ 


かだ拘 はって ろ ことない わ。 晴 ちゃ んも 過去 を 洗濯 しに：： o」 と 言 つたが、 何 かに 突當 つてち よ 

つと 口 をお さ へ た。 

なん  こ とば じり つか 

「過去って 何です？」 恭！ が 言 紫 尻 を捉ん だ。  . 

「  0」  . 

「過去に 何 かあつ たんです か。」 

「そんな 意味 ぢ やな いんです けど、 それ あ 誰に したって 何 かしら： ：。」 

「戀愛 事件？」 

「そんなに 追求な すつ ちゃ：：。」 

宮 ：2： は その 間に ビィル を 一 本ぎ けて、 1 一本； E をぬ いた。 恭 一 も薰も 少し 助けた。 

つま 

宫內は 豆 を 撮みながら ヽ 

「みんな 打 まけたら 何う だ。 その 方が 却ってせ いせいす るぜ。 淸箅も K つた くれ も あり やしない。 

人 問 であろ 以上 そんな こと 何んでも な いぢ やない か。」 

「さう ね。 晴 ちゃん 何う？」 

「おれに 言 は せれば 名 越さんだ つて、 その 方が 救 はれ るんだ。 何のた めに 皆ん な 苦しんで ゐ ろん 
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は あ  さんざん  にが しろ  きっと 

だ。 IT ちゃん も そのために 散散 失戀の 苦い 汁 を 吸つ たんだし、 恭 一 さん も 吃 度 わかって くれる で 

せう。」 

「失戀 だって：：。」 恭 一 が 神經を 尖らせた。 

「こ S 人 以前 戀 人が あつたん です。 しかし それ も 相手が 結婚して しまって、 しかも それが 恭ーさ 

ん 自身^ 直ぐ 近くに ゐる 人達なん です。」 

これ も さく  つきち た  こ ± 

恭 一 は それ 此と 模索して ゐ ろうち に、 ふと 直 志に 突當 つた。 さう 言へば、 直 志 は、 あの 時遽か 

に n を 利か なくなった。 

「これ だけ 言へば、 大抵 わかる でせ うが.、 何う です、 これで 晴 美さん に 幻滅 を 感ずれば、 それ は 

爲方 のない こと ぢ やないで すか。」 

い や  ij、 

「 いや：：。」 恭 一 は譯の わからない 厭な 氣 持が しながら 結ばれて ゐ たもの が、 氣持 よく 釋れて 行 

くやうな 感じだった。  - 

「何う です、 僕い けないで すか。」 宫內は 充血した H: で恭 一 を 見す ゑた。 

「いや、 感謝しても いいと 思 ふ。」  . 

「感謝 はないで せう。 ただ 晴 ちゃんの ために 代 辯した だけです よ。」 宫內は 笑 ひながら、 ビィル を 


つて 「この 人に 暗い 影なん か あり やう « な いんです。」 

それから 暫くす ろと、 彼 は 社用で 橫濱へ 行く と 言って 別れな 吿 げた。 

六 

つ  ビ  たナな i  ゆうべ 

翌翌日の 午後、 恭 一 は 薰と晴 美と 速れ 立って、 秋の 爛な 河口 湖畔 を 散歩して ゐた。 彼等 は 昨夜 

おそくまで アバ アトで 話しに 耽って、 今朝 中央線で 立った のであった。 何とい ふこと はなかった。 

i か 芝居が? 3i へ來 たやうな 感じで、 落 著いた 寂しい 氣 持のう ちに、 落 著き 切れない ものが あつ 

た。 恭 一 は そのまま 別れろ ことが 出來 なかった。 

今 出て 來た ホテルの 白い 建物が、 ちゃう ど油繪 具で 塗られた やうに、 黝ぃ 水のう へに 漾 つてる 

-ゥ み  いぶ  ちた り 

た。 富士が 湖の 半面 を 仕切って、 くっきり 儒し 銀色に 光って ゐた。 四時 頃の 四邊の 風物 は ひどく 

うらがれ .フ み じり 

荒凉 たろ もので、 蓝の 末枯れた 湖 《^ の あたり は、 殊に も 冬の 荒さ を 思 はせ た。 

r 宫內 さんが 來 ると 可かった つけね。」 薰が言 ふと、 恭 一 が 振 顧った e 

「あんた あの 男と 結婚 すれば いいと 思 ふな。」 

「そんな 話 時時 出る のよ。 だけど 私の 健康が ね。」 . 
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「何 をして みま 寸 か。」 

「中頃 工場の 監督でした けれど、 あれで ちょつ と氣の 利く と - . 一が あるから、 此頃 また 賣込 の 方 も 

f 傳 つてる らし いんです。 あんな 風で、 ダンスなん かやって ふらふら してる やう だけど、 相當役 

に は 立つ らしい の。」 

「僕 ちょっと 顏 負けし ちゃった な。 僕らの やうな 神經 質な インテリ は ー體 何うな るんだ か：：。」 

きの ふ 

「昨日の 洋行のお^ は：：。」 

「さあ、 それ も だね。 僕の E 的は喑 美さん に 聲樂の 修業 を させたい と 思 ふんだ けど、 昨日の 話の 

や t  字 V- やきもき 

やう だと、 親父 は 是非 その 位の 金 を 出す 義務が ある 譯 だが、 僕 自身 はこのう へ 親父 を 焦躁 させろ 

の も 無駄の やうな 氣 がす るんだ。」 

「恭 一 さんが 行かない んぢ や、 ねえ。」 薰は晴 美に 言った。 

「ぎう だ、 S ちゃん 一 人で 行く 勇氣 ないか。 宇津木だった、 洋 子と 結婚した りして、 餘り &ぃ氣 

持して ゐ ないだ ろ。」 

「そんな 事ありません わ。」 

好" つて は 宇津木と 一緒に 洋行す る 夢 さへ 見て ゐた晴 美であった。 あの 夢 も、 この 夢 も、 みんな 


散り散りに：： 彼女 は m 心った c 

「 何だか 寒くな つ て來た わ" ォ ー バ を 部屋 に おいて 来ち やって。」 

「歸 らう。」 

かへ  ，  . つみ  まど-.? フス 

彼等 はネ テルへ 還って 來た C がっかりして サ ルンの 椅子に 腰かけた、 湖に 面した 窓 W 子に、 水 

蒸氣が 堅く 水 つ て、 も う スト ォブの 懐かし い 季節で あった。 

薰は 佗し さう に、 蓄音器の 側へ いって、 レ コ ォドを 捜して ゐた。 やがて 「柳 祭」 を 見つけて か 

けた. - 

「ああ、 懐かしい わね。」 薰 はじつ と聽 いて ゐた。 

恭 一は ポオ ィ を 呼んで、 ォ プ キ ン グ を 命じた。 

「. デ ョ ニイ • ゥ ォ 力で はいかが です。」 

「それでも いい。」 

「お 1 つです か。」 

「薰 さん 呑む だら う。 ゥヰス キイ！」 

「鼓い から、 一 杯 fg. かう かしら。」 薰が 答へ た。 
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レ コォド を 三 四 枚 かけて ろうち に、 恭 一 は 二 杯 目 を あけて ゐた。 晴美も  一 ロ飮 まされて、 身 <E 

もえた  つ 

が 燃 立った。 恭 一 は 三 杯 目 を 注いた。 

くちもと 

「可け ません わ、 そんなに お みに なつち や。」 晴美は その 口元 を 守った。 

「いいんだ よ。 少し 醉 つて 見た いんだよ。」 恭 一 は 笑った が、 HI に 深刻な 表情 をして ゐた。 

晴美は 何だか 氣味 がわろ かった。 

すろ と恭 一 がいきな り ふらふらと 起ち あがって、 薰と 乎み」 くんで 踊り だした。 薰は その 足 もと 

を 見ながら、 

「ああ.、 それでい いんです の。 遣った こと あるで せう。」 

蒸 は 少し 引 張って 步 いた。 

こんど  だ 

恭ー は 椅子に かける と、 また ゥヰス キイ を 呑んだ が、 今度 は 晴美を 抱き あげた。 

し かた 

「駄 H なの、 あたし：：。」 晴 美は爲 方な しついて 歩いた。 

やがて ぴったり 立 止った と 出 心 ふと、 彼 はいきな り 酒く さい 口み」、 彼女の 唇へ もって 行った。 

だた 

それ を 見た 薰が、 嬉し さう に 手を拍 いた。 

つ つ？ * な 

恭 1 は ぱっと. 5 犬. 放した かと 思 ふと、 よろよろと ク シ ョ ン に 倒れて しまった。 


呆ク浙 に 取られた やうに、 晴美は 苦しく 高鳴る 胸 をお さへ て、 目 を 潤ませて ゐた。 

蒸 も そっと 淚を ふいて ゐた。  - 

あした  .4  あ  ま 

明朝 晴 美が 目 を さ. * したの は、 寒い 湖畔の 夜が 明けて 問 もない 六 時 頃であった。 

ふと 看る と、 一 方の ir きわの ベッドに 寝て ゐた恭 一 の 姿が みえなかった。 晴 美と 一 つ ベッドに 

寢てゐ る 薰はヽ 蒼白い 顔 をして、 すうす う 寢息を 立てて ゐ た。 

啧美は 多分 洗面所 だら うと 思って、 暫く 待って みたが、 1 一分た つても 五分た つても 歸っ てこな 

かった。 厥な 豫感に 怯えながら、 彼女 は ベッド をお りて、 恭ー の ベッド を 見に 行った。 ベッドに 

はま だ 少し 溫 みがあった。 

喫 *¥臺 のうへ にお かれた 彼女の ハ ンド バッグの 下から、 何 か 紙片が 喰み だして ゐ るのに 氣 がつ 

いて、 晴美は 手に 取って 見た。  . 

しら 

それが ホテルの 書簡箋で、 紛 筆で にじり 書きが してあった。 晴美は 白んで 來た 窓へ 行って 讀ん 

だ。 
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僕 は う， I て も 死んだ 方が よさ さうた。  い 

喑 美さん！ あなた は 父から 金 を もらって、 何う しても フランスへ 行きた まへ。 そして 好い 

聲樂 家に なって 歸 つて 來て 下さい。 では 皆さん 御幸 福に！  恭 一 

ス, ノ 

I の 手に した 1 が、 木の葉の やうに た。 瞬間、 心臓が ばったり 止って しき さう であ 

つた. - 

彼女 は 驚 f こに おくと、 夢中で ドア を Si けて 廊ド へき 出した が、 急に 小 房り して 姉の 薰 

をお こしてから S ことにしようかと、 また ドアの- ポ ツチに 手 を かけて みた ものの、 不幸に して 恭 


つめた  ，r たま さ 

1 が 若し か 死にで もして ゐ たら、 自身 も 一緒にと いふ 氣 もして、 冷い 死の 影が もらり と 頭 腦に差 

たまし ひ 

すと 同時に、 すやすや 眠って ゐる薰 を、 暫ら くそつ としてお かう と 思った。 彼女の 靈は旣 に 遠く 

薰の 傍から 離れて、 ふらふら 恭了 S 後.； え 追って ゐた。 

ぁヒま  力す 

と E 亡 4 と、 晴 美の 頭腦は 嵐の あとの やうに、 しんと 靜 りかへ つてし まった。 そして 微かに わな 

なく 足ん-踏 みしめ 踏みし め、 そっと 階段 をお りていった。 

ホテル は 何處も かしこ も、 まだ 深い 眠りの 底に 靜 まりかへ つて ゐ たが、 そ S 刹那が たんと ドア 

しど こ  あ が t  さむざむ  ひきし， ま  , >  - J 

を 閉める 音が 何處 かにして、 それが 明け方の 空氣に 寒寒と 反響して、 胸が 引 蹄る やうであった。 

： 彼女 はいつ の 間に か 外套 を 腕に かか へ ろ こと を 忘れずに ゐた とみえて、 氣が ついて みると 輕ぃ灰 

てら 

色の 袖が 足で 踏み さう に 垂れて ゐた。 蒼白い 電燈が 人口 を 照して ゐた。 入口の 重レ ドアの ノブ 

を ひねる と、 ドア は 直ぐ 開いた。 多分 恭 一 が 開けた の だら うと 思った が、 合鍵 を また 何う して 手 

に 人れ たもの だら うかと、 晴美は 不思議に 思った が、 氣が ついて みると、 受附 のと ころに、 ポオ 

ィが 一 人 デスクに 突 伏して ゐた。 してみ ると、 恭 一 は 朝明けの 散歩に 出ろ ふり をして、 おつ ぴら 

でボ オイに ドア を 開けさ せ た に 違 ひなか つた。 多分 この ボ オイが 寢ぼ け て み て ラ つかり 彼 を 出し 

たもの だと 思 はれた。 
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喑美 はしかし、 恭 一が まだ、 ついそ こら を 歩いて ゐる やうな 氣 がして ならなかった。 死ぬ 覺悟 

だと すれば、 無論 水 だら うが、 それにしても ボ オトで 湖の 中心へ 出ろ か、 それとも 水に 人る に 可 

み き は  さまよ 

いところ を 見 究める ために、 岸邊を 彷徨 ふだら うから、 まだ 體溫の ベットに 殘 つて ゐ ろと ころ か 

ら 推測しても、 多分 三十 分と は經 つて はゐ ないだら うから、 彼 を 止めろ ことが、 或 ひ は出來 るの 

ではない かとい ふ氣 がして ならなかった。 晴美は 何 かしら 夢中で 心に 念じながら、 しかし 恐ろし 

い 不安に 胸 を わななかせながら、 外へ 出て みた。 そして 岸邊の 柳の 蔭に 立って みた。 

あいにく  5 み  ほの  うすじろ 

しかし 生憎な ことに は、 湖 は 辛うじて 目の前の 少しば かりの 間 だけ を、 曉の 色が 仄かに 薄白く 

ふ  たち こ  きり  す  なに 

射して ゐろ きりで、 深い霧が 降る やうに 立籠め てゐ た。 晴美は 霧の なか を 透かして 見た。 何も 見 

そら あか 

えなかった。 ただ ところどころ 水が 空 明りに ぼかされ、 對 岸の 櫻 木ら しい 影が そこ はかと なく、 

-r すキみ 

簿 1| の やうに と いくらか 區刖 される たけであった。 

つめた 

晴美 はすた すたと 岸 を 歩いた。 小雨の やうな 霧が 冷く 顏を 打った。 彼女 はいつ かォ ー バァに 手 

を 通して ゐた。 

「恭 一 さ ー ん， 」 晴美は 呼んで みた。 聲が變 に 咽喉に からんだ。 

ほのじろ  かす 

彼女 はもう 二 町ば かり も 岸邊を 歩いて ゐた。 仄白い ホテルの 姿が 微かに 低く 小く、 それ かと 漸 


く 見分けられる くら ゐ であった。 

「恭 一 さ— ん！」 彼女 は 泣聲を 張り あげてみ た。 

は あ  " 

「晴 ちゃ ー ん！」 後ろの 方に 聲 がした。， 

とま 

晴美 ははつ と 思った。 足が 止った。 

「晴 ちゃ— ん！」 また 聲 がした。 

晴美は 霧の なか を 振 顧って みた。 若しかしたら、 それが 恭 一 ではない かとい ふ氣 がした。 若し 

翁 一 だったら、 前方 か對 岸の 方向でなくて はならなかった。 しかし 其の 聲は 後ろの 方であった。 

黑ぃォ ー" パ ァを 著た、 薰 らしい 影が、 霧の 重壓 のかかった 地上に、 微かに 動いて ゐろ やうであった。 

は あ 

「晴 ちゃ ー ん！」 聲が やや 近づいて 來た。 姿 も 少し はっきりして 来た。 

かなき りご ゑ 

「待って！ IC し 薫の 金 切聲が 聞え た。 

とま  や つぼ 

晴美は 止ら うか 4- るまい かと 躊路 したが、 見つかった 以上 矢張り 止らない 譯 にいかなかった。 

薰は息 を 切らして 近づいて 來た。 今にも 其處 にへ たばり さうな 足取りで、 よろよろして ゐた。 

ひきよ 

もれ を 見る と、 晴美は 引 寄せられる やうに 近づいて 行った。 

た ふ  すが  からだ 

姉妹 は 接近した。 仆れ さう に 薰は晴 美に^ りついた。 晴美は 姉の 體を 支へ る やうに して、 胸に 
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からだ 

抱きついた。 そして 波の やうに 體を ゆすって、 泣き 3^ してし まった。 

やがて 一 一人 は 離れた。 

「恭 一 さんもう 駄 E なの？」 暫くして から 薰は やっと 口が 利け た。 

「薰 さん、 私 死にたい！」 晴美は 姉の 腕に つかまった。 

「だから 私：： それ あさ うだらう さ。 だけど 恭 一 さん 駄： II なの？」 

I 多が 駄目よ。」 

「昨夜 そんな 風に みえなかった けれど。 あんなに お 酒 のんで、 噪 いで： ：。」 

「それが さうな のよ。 その 時 はちつ とも 氣 がっかなかった けれど：： 恭 一 さん 此處へ 死にに 來た 

んだ わ。」 

「さう ね。 さう 言 へば：： 私たち 馬鹿 だつ たんだ わ。」 

「 私 何のた めに 一 緒に 来たんで せう。 私 死にたい。」 

- しつ 力り しなく ちゃ 駄目よ。 晴 ちゃんまで 一 てんな こと 言って — さう したら は うすれば い 

いの。 それよりか、 そんな こと 言って ると ころ ぢ やない わ。 - 

白い. ボ オトが 一艘、 白 驚の やうに、 つい 十 間 ほど 先の 葺邊へ 漂 ひ 寄って くろの が 見えた。 風が 


少し 出て 來て、 水の面に 小皺が 寄って ゐた。 ボ オトが HE についた, 間、 二. < ^は 深淵の やうに 默っ 

てし まった。 

「ぉ孃 さあん，.」  ノ 

後ろの 方に 聲 がした。 こらち へ馳 けて 來ろボ オイた ちの 白い 姿が 昆 えた。 

その 姿が 直きに 近づいた C 

なだめす かされて、 姉妹が 後へ引 返した 頃 は、 四 逢 はすつ かり 朝に なって みた。 

姉妹の 話に よって、 事情 を 知った ボ オイ 達 は.、 その i をし ばらく 捜して 歩いた が.、 恭 一 の 影 ま 

どこに も 見られなかった。 いつも 岸に あった ボ オトが 中流に 漂って ゐろ ところから， しても ヽ 又 

書 置の 文 言に よっても、 彼が 覺 悟して 水に 人った もの だ こと は、 疑ふ餘 地が なさ さう であった。 

ボ オイの 一 人 は、 先刻 受附に 居眠り をして るた 青年で あつたが、 彼の 話に よると、 恭 一が ちょつ 

と 散歩したい からと言って、 ドア を 開けさせて 出て 往 つたの は、 五 時 頃の こと だから、 それから 

ちゃうと 一 時間 半ば かり 經 つた 勘定になる。 さう 言って、 憂欝な 顏 をして るた。 
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四 〇 二 

「や つばり 水へ 人つ たんで せう かね。」 薰は 聞かずに は ゐられ なかった。 

さう いふうち も 薰は立 止って は、 振 返り 振 返りして ゐた e 啧美も 掌のう ちの もの を 落した やう 

な 感じであった。 それだけの 時間の 差で、 しかも 彼女の 氣 がつ いたの は、 もう 三十 分 以上 も 前の こ 

とだから、 正味 僅かに 一時間ば かりの 間に、 こんな 不幸が 起った 譯 なので、 それ を考 へる と、 口 

惜しくて 齒 痒くて ならなかった。 それに 又 何う して 恭 一 が獨 りで 死ぬ 氣 になった もの だら うか。 

からだ 

勿論 動因 は單 純ではなかった。 戀愛 もあった らうが ヽ 若い イン テレの 思想 的な 悶え もあった。 體 

の 弱い こと も 一 つの 原因であった らうが、 それにしても 何う して 彼 は 死ななければ ならなかった 

らう か。 思 ひも かけなかった 結婚の 無理 强ひ、 つい 二三 日 前の 父との 衝突、 それらが 殊に 彼の 氣 

持 を 絶望に 陷 いれた もの だ こと も、 十分 想像され た。 

こと  そ 二 

「でも 事によると、 あれ は あの人の トリックで、 ひょっと 其 處らを 歩いて るの か も.^ れな いわ 

よ。」 薰は崩 折れて ゐる晴 美 を 力 づけよう とした。 

晴美も 何 かさう いふ 氣 がして ならなかった。 恭 j の 姿が 幻の やうに、 その t を ふらつ いてる や 

ど  ひゐき め 

うに 思へ た。 彼の 顏が 目の 底に しみついて ゐた。 しかし 何う 最 M 目に 考 へて みても、 彼の 死 はも 

はや 一 點の疑 ひもな ささう であった。 現實の 世界で は、 何處を 捜しても 彼に 超 返へ さうな 现窟は 


なかった。 と 同時に、 彼の 愛が 永久に ぬくぬくと 彼女の 胸に 生きつ づける であらう こと を、 強く 

感じた C 

霧が 雨に なった。  - 

「ほんた うにもう 絶望 だとす ろと、 東京へ お知らせ になら なけ あ 可け ないで せう。 捜索す るに し 

ましても、 皆さんに 來 ていた だかなければ なりません でせ うか ら ね。」 年上の ボ オイが さう 云 つ 

ふたり 

て、 立ち去り かねて ゐる 姉妹に 歸りを 促した。 

う ナっナ  ひお ひま  ？ ま； Ji^ ラ 

姉妹 は^^で 電話 をた のんで、 すごすご 部屋へ 歸 つて 來た。 薰は日 蓋 を 捲き あげた。 雨 カ窓硝 

み  さっき  テ エブルつ つぶ-  、 

子 を 走って ゐた。 と 看る と、 晴美は 先刻の 遣 書 を 手に した まま、 喫茶 臺に突 伏して ゐた。 肩が わ 

なわな 顫 へて ゐた。 

i あ  しつ. は あす 

「晴 ちゃん、 あんた 聢りして ゐ なけ あ 駄目よ、 ね。 あの人が いかに 晴 ちゃん を 愛いて ゐた 力って 

まあ  ボカ リスト 

こと を考 へて ね。 恭 一 さん は晴 ちゃんが 素晴らしい 聲樂 家になる こと を 祈って 死ん たんた わ。 そ 

の、 あの 入の 死 際の 氣持 を考 へて あげなけ あ 可け ない わ。 あの人の 貴い 愛に 生きて 行く とい ふこ 

とが、 これからの 晴 ちゃんの 行く 道 だと 思 ふわ。 それ あ 死なう とお もへば、 誰 だって 何時 だって 

死ねます よ。 何う せ 一度 は 死 ぬんだ もの。 私 だって 始終 さう 思 ふわよ。 晴 ちゃん も 今 それ を 思つ 
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四 o 四 

てろ でせ う。 きっと さうよ。 無理ない わ。」 薰の 言葉が もよ つと 途切れた。 

暫くして、 

「それ ぁ殉 情って こと も、 人間的な 美しい ことよ。 でも 死ぬ ばかりが 殉情ぢ やない のよ。 生きて 

その 人の 愛 を 生かす とい ふこと がより 高い 殉情的 精神 ぢ やない のか 知ら。 餘りセ ン チ になつ ちゃ 

駄目よ？ 辛い こと だけれ ど、 聢りして ゐ なけ あ 可け ない わ。 ね、 しっかりして ゐ てね 0- 

うな づ 

晴美は 頷いて 儒れ た顏を あげた。 

「あの  ほんた うに 私 を 愛して ゐ たの？」  . 

「それ あさうよ。 何う して？  I 

P- ひ i 

「獨 りで 死んだり なんかしても？」 

は あ  ，,」  一 * 

「晴 ちゃん を 愛して るから こそ ぢ やない の。 そんな こと 疑る の可哀 さうよ。 - 

「疑り やしないけ ど：：。」 

「わかって ろ ゎヽ それ ぁ晴 ちゃんの 氣持 も。 でも あの人の 氣持 はね、 心中と か g とかい ふやうな 

こと はね：：。 あの人の 氣持も わかって あげなけ あ。」 

「さう ね。」 晴 美もう なづ いた C 少し 顔が 晴れ やかに なった。 


「何だか、 がたがた 顫 へて 來た。 スト ウダ ほしい わね。」 

とり だ  あ を ざ 

晴美は 姉 を 見た。 薰は 頸の 皮膚が 鷄肌 になって ゐた e 顏が 蒼白め てゐ た。 

「私よりか 姉さん 聢りして よ。」 

「大丈夫よ。 雨に あたった からよ。」 

「寝る といい わ。」 

「それよりか コー ヒ吞 みたい わね。」 薰 がさう 言って、 帳場へ 電話 を かけた。 

^京への 電話 は 容易に かからなかった。 それ は 宇津木 病院の 電話 番號 も、 名 越 邸の 電話 番號も 

知らなかった ので、 それ を 問 ひ 合せよう とすろ のに? h 間が 取れた ので。 

すす  きの ふ  ゆ-つべ  くり かへ  * 

しかし 一 一人で コ ー ヒを 啜りながら、 昨日から 昨夜の こと を、 また 繰返し ひそひそ 話して ゐ ろう 

ちに、 電話の 繋がった こと を 知らせて くれた。 そして 其れと 同時に、 支配人ら しい 年輩の 男が、 

顔に 凝愁を 浮べて 部屋へ 人って 來た。 

電話 は 宇津木 病院へ かけた のであった。 最初 女中が 出て 來 たが" 直 志が 代って 出る までにち よ 

つと 手 ST か 取れた。 

三 
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翌 H の 晝頃恭 造が 自動車で a けつけ て來た 頃に は、 昨夜 九 時 頃に 漸と引 揚げろ ことので きた 恭 

な.- さ  あんち 

一 の死體 は、 旣に棺 のなかに 納まって 一室に 安置され てあつた。 

直 志 は あの E 電話で この 凶事 を 知る と、 早速 洋 子と 二人で、 大和 村の 名 越 邸へ a けつけ たので 

あつたが、 恭造 はぎ 憎 家に はゐ なかった。 昨夜から 歸ら ない のであった。 櫻 木 町に ゐろ のかと も 

直 志 は 思った ので.、 悅子 夫人 ゃ洋 子に 內 所で そっと 電話 を かけて みようかと 思った が、 この 家で 

か  ど  うち  へん おも  ぉ.て^^  , 

はちよ つと 其れ が^られ た。 何う して そんな 家 を 知って ゐ ろかと、 變に思 はれろ 虞が あった。 で、 

會 社へ 電話 を かけて 恭 造の 所在 を 若し 知って ゐろ 人がない かと、 色色 交涉 してみ たが、 時間 はさ 

う 早く もなかった けれど、 こんな 時に 限って 生憎な もので、 その H はちゃう ど 日曜日だった ので、 

，も m てゐ なかった。 こんな 時に 宫內 でも ゐて くれたら と 思った が、 彼 はこの 頃 養家 先 を 出て、 

どこか ァパ アト 住 ひ をして ゐろ らしい こと だけ は、 ちょっと 耳に して ゐた けれど 場所が はっき" 

刺らなかった。 

兎 に^この 凶 變は悅 子に 取って は、 大打擊 であった。 悅 子は洋 子の 結婚式が すんで から は、 急 

に Si がさび しくな つたし、 折角 氣 i のして ゐた恭 一 の 結婚 談も、 本人の 恭 一 が 嫌って ゐ るので、 

おや-一 

媒介 者の 夫人に 濟 まない やうな 氣 もして、 ひどく 苦しい 立場に 立って ゐた。 そのために 父子 力 正 


と  なま  きキ  くさくさ 

面 衝突 をした こと も、 悅 子に 取って は 生やさし い 傷ではなかった。 彼女 は怏 快した 毎日 を 送って 

さら 

ゐた。 四 五 年 前から 稽古 を 始めた 小唄 を 淡ったり なんかして、 僅かに 慰めて はゐる ものの、 年取 

つた 人妻の いかに 忙しい もの だか を、 今 はー曆 しみじみ 思 ふので あった。 かうな つて はもう 七 分 

ど ほり 土へ 人った やうな もの だと 思 はれた。 

彼女 は 不眠症に かかって ゐ た。 手術 後め きめき 肥った 體が、 この 夏 はまた めっきり 痩せて、 寒 

くな つてから は 急に 年を取つ たやうな 感じであった。 

そこへ 恭 一の 凶 變 であった。 

勿論 恭ー の 死は尙 未定であった e 人 水した ので はない かとい ふネ テルからの 電話な ので、 直 志 

もま だ 全く 絕 望す ろに は 早い やうな 口吻で あ つたが、 どうも 死んだ も 眞實の やうに 思 へ た。 

「まあ、 何とい ふこと をして くれ ろんで せう ね。 親 不幸 も そこまで 行けば 澤 山です。」 悅 子は少 

しヒ ス テリ カルに 顏を颦 めた ものの、 目に 一 杯淚 をた めて ゐた。 

「お母さん もお いでになります か。」 直 志が いふと、 

「主人が ゐ ません から、 私が 行く べきで せう けれどね：： 。」 

「さあ。 餘り 御苦勞 ですから。」 
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「恭 一 は獨 りで 行った もので せう か 知ら。」 

「さあ、 それ も 能く わからな いんです がね。 ホテルから 知らせて くれたんで すから。」 直 志 はわ 

^> と薰 姉妹の f  J と を暖昧 にして おいた。 

洋子も 何んだ か氣が 進まなかった ので、 兎に角 直 志が 先づ 一 人で 行って みる ことにした。 悅子 

はー£ ^に^りつ たけの 金 を 渡して、 一切 を 直 志の 處 置に! § した。 そして 途中 會 社へ 寄って、 誰か 

出て 來た 人が あったら、 恭 造の 居所 を 捜す やうに、 * 壁の 黑 板に 書きの こし、 尙大 井に あろ 工場へ 

t  ゐ どころ  たし 

寄って.、 事務所で 宮內の 居所 を も 確かめ、 そこから さう 遠く もない ァパ アト を 尋ねて、 彼に も 同 

行 を 求めた。 

つ  す  お ほ か 

底 志 は 河口 ォ テル へ 著く と、 直ぐ 捜索 を大 仕掛に した。 勿論 電話で 薰 にも 捜索 方法 を 講ずろ や 

さし. 0  て- くば . 

うに 指圖 してお いたのであった が、 雨が はげしく なって ゐ たし、 人夫の 集り も，； ：- るく、 手配り 力 

完全ではなかった ので、 更に ホテルの マ スタァ や 警察の 人 や、 村の 人 と 相談して、 へビィ み-か 

-? き あが 

けろ ことにした のであった。 二十 四時 間す ろと 浮揚る とい ふ もの もあった が、 この 湖水で は その 

さぐ 

望み はない とい ふ說 もあった。 鬼に 角 捜索 は 大規模に 行 はれた C 深い 廣ぃ 湖水の 底 を 探り を 入れ 

ろの は 容易でなかった。 雨の 小^に なった 午後の 三時 頃から 始まって、 夜な かまで 續 いた。 網と 


^^とが船：：さらはず丹念に探しぁるぃた。 そして 長い 努力の 果に、 死體の 絡うて ゐろ 洋服の 內隱し 

、ビか c- ひつ  • 

の 一 つに、 一 つの ir か 引かかった のであった。 

神 f おな 水の 底に そっと 眠らして おいて 遣りたい やうな、 それで ゐて叉 何 か、 さう してお くの は 

痛ましい やうな 死體 が、 ホテルの 一階の 一 室に 持 込まれてから、 直 志は洋 子に 電話で その 事 を 報告 

した。 そして 十分ば かりして 電話を切 ると、 宮內 に? f 傳は せて、 死體 から 濡れた 洋服 を剝 し、 ネテ 

ル ^；; 新 し い Is に 着|- へ さ せ た 。 ^ の ど こ を 觸 つ て み た と こ ろ で 、 生 の 箜 み の ぁ る 害 も な か つ た C 

その 時 彼 は 初めて nr を 腫して ゐる晴 美と 薰にヽ お 弔み の 言葉 を 言った C それ は恭 一 の 愛して 

ゐ たの は 晴美だ こと は、 つい 此間 上野での 見合 ひ G とき、 恭ー の 口から：？" れ たので わかって ゐた 

が、 今晴 美に 逢って みると、 彼女が 何ん なに 恭 一 を 愛して ゐ たかと いふ こと も、 十分 解ろ ので あつ 

た。 上野で は、 直 志 は恭ー から その 事 をき いて、 打ちのめされた やうに 驚き はした も GG、 彼女 

が 嘗て の 自分の 愛人で あった こと は 色に も 見せな か つた 積り だけれ ど 、 そ の 時の 苜 分の 樣子 で 、 

敏感な 恭 1 が^か さ う いふ こ と を 感じた ので は あろ まい か と い ふ氣 味の わろ い 疑 ひもたい こと は 

なかった。 その * チを、 ここへ 来る 途中、 自動車の なかで 宮 內に吿 白す ると、 宮內 はまた 宮內 で、 

g の もっと 重 要 な 、 そ し て晴 美が 直 志の 目 か ら も 匪れ てし ま は な ければ ならなかった 原因 を、 川 
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崎の 喫茶店で、 宫內 自身が 惡 意で はなしに 暴露した ことの 方が、 ずっと 餘 計に 恭 一 の 死 を 促す 動 

因と なった もので はない かと 悔ん でゐ ろので あ つた。 

「どうも 何とも 首 ひやう のない ことにな りました。 さぞお 辛い ことで せう。」 

「いいえ、 私達が 御 一緒して ゐ ながら、 こんな ことにな つてし まって、 皆さんに 申譯 ございませ 

ん。」 薰が 館び た。 すると 宮內 が、 

すき  つかま  ， ゝ  ：， 

「それ あ 仕方がな いさ。 死なう とお もへば、 どんな 隙 だって 摑 へられる もんた からね。 實は 僕に 

も 何 か 責任が あ りさうな 氣が し て 、 氣 色が わるくて 仕方が な いんだよ。」 

「そんな 事ない わよ。」 薰は 微笑した。 

たしか 

「いや、 確に それ は ある。」 

「でも 何時か は 知れる こと ぢ やなかった の？」 

「かうな ると 誰でも 自分の 責任 を 顧ろ もの だよ。 それ は 謂 はば 愚痴の やうな ものだね。」 直 志が 

慰めた。 

t あ  しっか 

「しかし in: ちゃん 大丈夫 かい。 聢りして ゐ なくち や 駄目 だ ぜ。」 

すると |§-4.； じ. o、 


サ  あなた 

「ほんた うに：： 實際 かう いふ ことにな つち やね" しかし 切 めても 貴女が 生きて ゐて くれな くち 

や、 私達が 堪らない。」 

「さう です わ。」 薰が應 じた。 , 

f 美 は 色色の 意味で ただ 恥 かしかった。 直 志の 顏を 見ろ こと すらで きな 力った— 

そこへ 戶を ノックして、 ボ オイが そっと 顏を 出した。 

「唯今 名 越さん がお 見えに なりました。」 

「さう。」 直 志が 頷いて、 

「さあ!！ うしょう か。 貴.^ 方差閊 へなかったら、 るても いいです が、 ちょっと 部屋へ いって 休み 

ます か。」 

「え、 ちょっとお 目に かかって から。」 薰が 答へ た。 

そこへ 恭 造が、 i か 面目な ささうな 2 で 人って 來た C 彼 も 今 は 無抵抗な 子供に 對 して、 すつ か 

り 弱くな つて ゐた. - 

とれ 0  二 も 

薰は ^？が の 朝から、 ずっと 輕微な 發熟を 感じて ゐた。 そして 死體 捜索 中晴 美と 二人 部屋に 閉籠 

やす 

つて、 アスピリン を 呑んで 寢 んでゐ たので あつたが、 死體が あがって から は、 寢ん でも ゐられ な 
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かった。 

直 志と 宮内 は、 it 言ば かり 言っても ゐられ なかった。 二人 は 支配人に 謀って、 棺桶 を識 へたり、 

汽車 を 一 箱 買 切る 約束 を 取 極めたり する ことに 忙しかった。 

渐と死 體が假 柑に納 つたの は、 ぉ晝 頃であった C その 時 は 姉妹に も 知らせて f 傅 はせ た。 寢臺 

車 を 呼び寄せ るに は 問が かかる ので、 爲方 なく 直 志の 考 へで トラックで、 驛まで 持出す ことに 

した Q 

そんな 用意 をして ゐろ ところ へ 、 恭 造が 駅け つけて 來 たのであった。 

恭造は 何 をす る 力 もなかった。 

柩が 大和 村の 名 越 邸の 玄關へ 持ち こまれた の は、 H が ぼそぼそ 暮れてから であった。 柩は驛 ま 

で出迎 へ てゐ た. f 臺 車で 運ばれた のであった。 

暫 らくす ると 薰と晴 美 は樱木 町の 家に ゐた。 それ は恭 造の 指圖 による ものだった が、 實は 二人 

からだ  せ  くつろ  .g に 、 

とも 體も頭 も 疲れき つて ゐ たので、 切め てー晚 でも 寛いで 休みたかった。 それに さうな ろと 何 力 


た -っ ？.£ ん  ま と 

品 子 の f  J とも 氣に かか つ て、 當か だけ でも 姉妹 一一 一 人鑤ま つ て ゐ たいやうな 感じで あ つ た。 

一行 五 人は恭 造の 乘 つて 行った パッカ アドで、 東京へ 歸 つて 来たので あつたが、 恭造は 大和 村 

の 自邸で 直 志と 一 一人でお り. ろと、 宮 内に 姉妹 を 櫻 木 町まで 送らせた。 

別れぎ わに 彼 は 二 女に、 

b え  ふ- 3 

「姉 さ ん へ は 當分知 ら さない ことにし ておいた 方が いいだら う。 ただ 遊びに 來 たとい ふ 風に して 

ね。 明 曰に でも ちょっと 行く から。」 

櫻 木 町へ 歸 ろと、 品 子 は呑氣 さう に ラ.. チ ォを聽 いて ゐた。 彼女 は 妹た ちが 珍ら しく 揃って やつ 

*ー^ たま 

て來 たこと を、 別に 不思議が り もしなかった。 自分で もい くら か 頭 • 眠の 工合 S 惡 いこと は， 5^ つ て 

ゐ ろので、 見舞 ひに 來て くれた もの だと 思って ゐろ らしかった が、 宮內 の顏を 見ろ と、 ちょっと 

怯ぢ けた やうに、 きょ とんと した 顏 をして、 默 つてし， まった C 

「可け なかった か 知ら。」 と、 晴美 も薰も 思った が、 宮内も 全く 姉妹 を 送り こんで、 落 著いた とこ 

ろみ-見て 歸る つもりら しく、 薰 のお 愛想に ついて、 つい 上って しまった C 見知らぬ 顏 ではな かつ 

たが、 品 子 は ぼんやりした C 

「姉です の。」 薰は姉 を 紹介して から、 
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「こちら 宮內 さんよ。 名 越 小父さんの 會 社の 方。」 

「ええ、 知って ますよ。」 宫內は 笑って ゐた。 

品 子， は にっこりした。 

「さう、 好う こそ。」 

ラ. ヂォは 春 H 社中の 「夜の 雨」 であった。 品 子が 嬉し さう にして ゐ るので、 それ どころ ではな 

き  くわし *?」 り 

い 三人 も聽 いて ゐた。 女中が 紅茶 を いれて 來 ろと、 品 子 は 茶箪笥の なかから、 菓子 折 を 取り出し 

た e 

「あんた 達、 令 どこから 來 たの。」 品 子 はきいた。 

別に 意味が ある 譯で はなかった けれど、 藪から 棒な ので 三人 はちよ つと 氣味 がわろ かった。 

「どこって^ に：： 久しぶりで お訪ねし ようと 思った だ け だ わ。 この 方と 省線で 1 緖 になった 

の。」 

「さう。 私 この頃す つかり 氣分 がいいんです のよ。 今日はね、 何 か 春の 晴著を 一 枚 買 ひませ うと 

思って 、デバ アトへ 行って みたの よ。」 

「さ、 つ。 何 か 買った の。」  . 


「 一 反 買った の。 今 見せる わ。」 

すそ ま は  ふさ は 

さう 言って 品 子 は 奥の間の 箪笥から、 小濱を 一 反 取 出して 来た。 裏地 や 裾 廻し や、 それに 相應 

しい 半衿な ども 一 緖 にして あ つた。 彼女 ほそれ を 妹た ちの 目の前に ひろげた。 ちょっと 見る と、 

藤色 系統の、 ややけば ついた 現代 色 や、 黑ぃ 蘭の 飛模樣 はいいと して、 地紋の ひどく 大きい のが 

氣 になった。 

み くら 

「どう？」 品 子が 得意 さうな ので、 薰は晴 美と 顏を 見比べた。 

「いい わ。 素敵よ。 だけど、 ちょっと 女給 好みと いったと ころね。」 

「でせ う。 だから さ。」 品 子 は 思 ふ壺に はまった とい ふ 風で、 

「私事に よったら、 春から 力 フエへ 出ようかと 思 ふの。」 

ふき ど  やめ 

「カフェ です つて，.」 薰は噴 笑し さうな 口 を、 お^ 目に 指で おさへ て、 

「ごめんなさい。 ： ー— それ も 可い かも 知れない わ。 ぐっと 若返って：： o」 

「今更 二度のお 勤め も 何う かと 思 ふの よ。」 

二人 は默 つて ゐた。 ここ は 又 ここで、 かう 云 ふ 世界な のかと、 しみじみ 哀れ を 感じた。 

妹 達の 默り こくって ゐ るのに 氣 がっくと、 品 子の 顏色 もさつ と變 つた。 女中に 言 ひつけて さつ 
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さと 反物 を 片付けさせた。 

としと 

「；？ &カ 年取って ろと 思って、 馬鹿にし てんの よ。 貴女た ち は 若い のよ。」 品 子 はさう 言って、 じつ 

と、 妹 達 を 見た。 「あんた 達 はどうし たの。 HE を泣隨 してる ぢ やない の。」 

1  ねえ 

「さう、 姉さんの 氣 のせ ゐょ 0J 

「貴女た ち は 私が 病氣 だと 思って みろ 5。 でな け あ、 何が そんなに 悲しい の。 陰氣 くさい 顔して 

さ。」 

「そんな 事ない わよ。」 

icn^: は變 餺 になった。 

- ちゃ、 もう 可いです ね。 僕 これから ちょっと 名 越さん とこへ 行き ますから？ 

「ええ、 もう： F い，；；。 色色 有難う；.」 ざいました。」 薰が言 ふと、 品 子 もお 愛想よ く、 

「おかま ひしませんで：： C 濟 みません が、 今夜 は賑か だから、 來 ていた だかな くと も ござん 

すて、 名 越に 言って： 卜さい な。」 

「承知し ました。」 宮內は 剽 輕に頭 を 下げた。 そして 起 も あがって 玄關へ 出ろ と、 ちゃう ど 其の 

時、 ェ. つ チンの 音が して 「ここ だ、 ここ だ にー と 自動車が 止った とお も ふと、 二人の 男が 飛 出して 


來て、 彼の 目の前に 現 はれた。 

「早い な。」 宫內は それが 新聞記者 だ ことに 氣が ついた。 

- 「こちら は 由 井さん です ね。」 先頭に 立った おの 高い 男が きいた。  ， 

「さう です。 一 

「こちらに 啧 美さん とい ふ 方が ゐられ る 零す が、 今度の 出來 事に ついて、 ちょっと 窗こ かか 

らして 頂きたい のです 0 」 

どやどや 四 五 人の 記者が、 Ik めかけて 來た。 f かの 名刺が 着され た。 

U 美 も その 聲に— えて 奥 きんで しまった が遲か つた。 宮内 はしば らく 

と 押 問答して ゐ たが、 支へ 切れ なくなった。  ィ" - 

何事が 起った のかと、 一旦 固に 引 張られて. 奥 S を 消した 品 子が、 うろうろ 玄關 へ 現れて 來 

广 

「失禮 です が 貴女が こちらの 奥さんで いらっしゃ るんで すか。 - 

「ええ、 です けれど 一 體 何です の。 、干； 人が！： うかし ましたの。」 

逢が r ヌ yz して 來た。 そして 品 子 を 奥へ 連れ込ま うとした。 
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「ああ、 貴女が 晴 美さん とい ふんです か。」 

「違 ひます。」 薰は 笑った。 

記者 達 は旣に 大和 村の 名 越 邸に も駔 けつけ て、 記事 や 談話 や を 取って 來てゐ た。 寫眞班 も 後ろ 

に ぞろぞろ 控へ て ゐた。 

宫內 は薰と 相談して、 兎に角 事實を 報告す る ことにした。 

そして 其の 晚 から 品 子の 病氣が 重った。 間もなく 彼女 は腦 病院に 入れられた。 

薰、 直 志 夫婦、 それに 宫 内と、 K 音樂院 時代の 同窓 二三 人 11 それらの 人達に 送られて、 晴美 

が佛蘭 西へ 旅立った の は、 恭 一 の百ケ rn も すんだ、 翌年の 三月であった。 

さう 決る までに は、 いくらかの 曲折 もあった けれど、 恭 造が 其の 氣 になった の は、 その後 晴美 

の 肌身に 大切に 保存され た、 恭 一 の 簡單な 遣 書 を 見た 時からで あった。 

ま  なん 

恭 造から その 話 をされ たの は、 葬式が すんで から 間 もない ことで あつたが、 晴美は 何だか 行く 

氣 がしなかった。 まだ まざまざと 生きて ゐる恭 一 に^れて 行く の も 厭だった が、 病院に 閉ぢ こめ 


られて ゐろ品 子 や、 兎角 臥り がちな 薰を おいて 行く の も 辛かった。 

「今更 パリ くんだり まで 行って、 聲樂の 修業して みたところで、 それが 何う なるとい ふの だら 

う。」^ 美 は 思った。  - 

たと ひ、 二 年で も 一年で も、 獨 りで 寂しい 異鄕 なぞで 暮せ さう に は 思へ なかった。 あの 時旣に 

あの 隨 間から 生きた 屍に なって しまった 彼女であった。  • 

晴 美が 氣 のない 顏 をして ゐ るので、 恭 造も强 ひて パリへ やらう とも 思はなかった。 その 氣 にな 

つたら、 何時でも 相談に 應 ずる けれど、 まあ 當が氣 の 向く やうに してお くこと にした。 

それ  おしつま 

するとち やう ど 其が 恭ー の 四十九日で あつたが、 押 詰って から 晴美は 薫と 一 緒に、 多 摩 墓地に 

まゐ 

あろ 恭ー の 墓に お 花 を あげに 行った。 それまでに 彼女 はもう 二度 も そこへ ぉ詣 りに いった。 行く 

たんびに 彼女 は 自分の 氣に 人った 薔薇 を 買って 行って、 墓標の 前に ささげて 來た。 いつも いお 

あたか  ききみみ 

夭氣 で、 空が 秋の やうに 澄んで ゐた。 恰も 恭 一 が 彼女の 足音に 聽耳を 立てて ゐる やうな 墓地の 靜 

さであった。 絹で ふるった やうな 冬の 曰の 光りが 漲って ゐた。 晴美は そこに ゐ るの が懷 しかつ 

ささやき どこ 

た。 じっと 耳 をす まして ゐ ると、 恭 一 の 私語が 何虑 かそ こいら にして ゐる やうに さ へ 思へ て、 晴 

美 は 夢心地に なって、 歸 ろの を 忘れる のであった。 
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「I： うして 死んだり なんかし たの？」 晴美は 聞きた くな つた。 

こんど  • 

「小父さんが 今度 こそ パリへ やって やろ と 言 ふんだ けれど：：。」 晴美 は薰に 話した。 さう すれば 

ちら 

1 年 か 一 一年の あ ひだ ここへ も 来られなくなる。 そんな 氣 持を洩 した。 

「お 鹿 馬さん ね。 貴女 は。 さう いふ 時に 思 ひ 切って 行く ものよ。 恭 一 さんだつて、 それ を 祈って 

ゐる のよ。」 

1 一人 は 墓標の 近く を 歩いて ゐた。 

「それに 人ても の は、 いつも 死んだ 人のお 墓まゐ りば かりして ゐられ る もんでも ない のよ。 お 墓 

まゐ りした つて、 お腹が ふくれる 譯の もんでも ないから ね。」 

いや  め ちゃく ちゃ こ は 

晴美は 厭な 氣 がした。 幻想が 滅茶苦茶に 毀され た 感じが した。 

「第 一 貴女 はこれ から 何う して 行かう とい ふの さ。 生きて 行く に は 行く 方法 を考へ なけ あなら な 

いぢ やない の。 死んで しまへば それ きりだけ ど、 そんな 事 は學校 出た てのお 孃 さんに でも やらし 

ておけば いいのよ。 貴女 もこ こで 聢りし なけ ぁ駄 nr よ。」 

.遽 かに 自動車の 爆音が、 環境の 靜寂を 破った。 

「ああ、 誰か：：。」 


自動 享が つい 近くの 小道に 止った かとお も ふと、 中から 出て 來 たの は 直 志と 洋 子と であ つた。 

洋子も 美しい 花束 を 手に して ゐた。 姉妹 はお 葬式の 時、 旣に洋 子た ちに も 近づきに なって ゐた。 

洋 子と 直 志が ぉ詣り をす ろと、 晴美 たち も 又 新ら しい 淚を さそ はれて、 傍に 立ち 盡 してる たが、 

する うち 洋 子が 姉妹に 近づいて 來て 話し， かけた。 洋子は 彼女た ち を、 父の 第二 號の妹 達と いふ 風 

ちしら 

に 遇 はないで、 死んだ 兄の 愛人 姉妹 だとい ふ氣 持で 話す のであった e 

「若し 何でしたら、 私達の 車で 御 送りし ます わ。 一緒に 歸り ませうよ。」  . 

「有難う ございます けれど：：。」 薰は晴 美の 顏色を 見て ゐた。 

ふ- n- かヽ  すす 

洋子は 直 志 を 振、 % つて、 さう する やうに 勸 めた。 

四 人 一緒に 乘 つて、 歸途に 就いた。 車の なかで も晴 美の 身のう へに ついて 話が 出て、 洋 子はパ 

すす 

リ 行を勸 めた。 父 は 勿論、 母 も その 意志 だとい ふこと を 話した。 

「結局 それが 一 番恭 一 君の 悅 ぶこと だからね。」 直 志 も 言った。 

「この 人の 氣持 として は、 今が今と いふ ことに も 行かないで せう けれど、 矢張り さう すろ 方が い 

いのよ。」 薰も言 ひそへ た。 

喑美は 頷いて ゐた。 
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四 ニニ 

四 入 は 銀座へ 出て、 ちょっと 輕ぃ 食事 をして から 別れた。 


そして 晴美は 結局 長い 航海の 船に 乘 りこんだ ので あつたが、 ちゃう ど H 本の 大使館の 若い 書記 

夫^！で、 新たに 佛蘭 西へ 行く ことにな つた 人が、 直 志の 友達だった ので、 立つ 前に 彼女 を 紹介し 

て、 船の なかの 彼女の こと を 頼んだり したので、 晴美 もさう 心細く はなかった。 

み がる いでたち 

トランク 一つ、 ス ゥトケ エス 一つ、 身輕な 出立で 晴 美が 船に 乘 りこんだ の は、 その 曰の 午後の 

一時であった。 ラベ ルを 貼った 其の 荷物が 約束され た 部屋に を さまった 頃に は、 出帆の ベ ルが甲 

かどで  さか づき 

板に 鳴り ひびいて、 今まで 食堂で 彼女の 門出 を 祝福す るた めに シャンべ ンの盡 を あげて ゐた 人達 

力 ハカい あつ 

も、 銘銘 熱い 握手 をして、 ブ リツ デ をお りて 行った。 直 志 夫妻に 宮內、 薰、 それに 晴 美の 友達が 

1 一三 人であった。 

彼等に よって 下から 投げられた ティブ も 切れ、 船が 岸壁から 遠ざかる につれ て、 ハ ンケチ が 夢 

中に 振られた 頃に は、 晴 美の E も淚に 曇って、 何も 見えなかった。 


六 

それから I 一十 一 ヶ月 だから、 その 翌翌年の 暮 ちかくに 晴美は 東京へ 歸 つて 来た。 何も 變 つたこ 

とはなかった が、 姉の 品 子 だけ はもう 此の世に ゐ なかった。 彼女 は 一 旦 快くな つて、 千 葉の 海岸 

で靜 養して ゐ たのであった が、 此の 秋に なつてから 病氣 が再發 した。 そして 初發の 時より かづつ 

と惡 くな つた、 何よりも 併發の 腎臓病が いけなかった。 病院へ 人って から 三月 目、 ちゃう ど晴美 

がそろ そろ 歸る 支度 をして ゐろ 時分に、 三十 足らずの 短 かい 生命の 終り を吿 げたので あった。 

それに 洋 子に 二つに なった 子供の あろ こと や、 薰と 宮內の 結婚な ども、 薰の 手紙で 一 一 報告 さ 

れ たこと では あつたが、 兎に角 洋行 中の 出来事と いへば 言へ るので あった。 

三^ 前の 三月に、 人人に 送られて 立った 同じ 港の 埠頭で、 今 晴美は 宮內と 薰に迎 へられて、 互. 

ゑみ  ， 

ひに 嬉し涙に ぬれた 顏を、 悅 びの 笑に 輝かせて 握手した のであった。 

何よりも 晴 美が 一 番 うれしく 思った こと は、 薰が 見ち が へ る ほど 丈夫 丈夫して 肥って ゐ たこと. 

だった が、 薰が品 子の こと ははつ きり 言 はない のが 氣 がかり であった。 

え  あと 

r 品 子 姉さんの こと は、 まあ 後で ゆっくりお 話します わよ。 それよりも 直 志さん がね、 來ろ つも 
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ゥ だつ ヒん だけれ ど、 時 の 都合が わろ くて 來られ ないから、 せ-しくて。」 

で、 董 i つて 來た 自動車に 乘 せようと すろ と、 もやう ど 其 時 大勢の 見送りの 人達から 離れて、 

一 入の 青年が 5r いて 來て、 tkmt 晴管 頷いて、 しかしち よって 恥 

かし さう に、 熏 とお 內に 紹介した。 

「あちらで 1 お世話になった 方 s。 囊で いらっしゃる のよ。」. 

すると 其の 男 も 世馴れた 風で、 薰 夫婦に 握手しながら、 . 

「贵 女方の こと は、 晴 美さん からよ く 伺 ひました よ。 いづれ 私 もお 邪魔 さして 頂 I すが、 貴方 

方 もど- フぞ ■  •  •  • 」 

「どう I- しく.；。」 霞お 上品 さう に 言った。 實際 また 彼女 は 前から 見る と、 お 上品な マダム 

らし、 gist つて ゐた。 ネ丄 から も 足 I つたに 違 ひなかった。 

三人で 乘 つた。 荷物 も ふえて ゐた ので、 一 切：|屋 に 1 して、 手 廻りの もの を いれた.、 ハツ. グを 

持って ゐる 限りであった。 

「品 子 i さんさ へ ゐて くれたら！」 薰も晴 美 もさう 思った。 

-、 3  ：、  i 一 „  く  ノこ ち、 こ，：、，， -yp なよ、，， まで ももう 駄目なん ぢ やな，.. 力と 

も 円 美 は 表情 や 口吻で 品 子 力 若し カオ ブと. 3 タ ナブ.^ ま 一  I 


いふ 氣 がして ゐた c それなら あちらに ゐる うちに、 知らして くれさうな もの だのに、 力み-落させ 

まいとの 氣 1 ひか も 知れない とも 思って、 氣 持が 喑 くな つた。 

「I！ しろ 素晴らしい 聲樂 家に なった とい， ふ-, 幃だ わ。 行って よかった わね。」  . 

車の なかで 薰は悅 び を 言った。 

勿論 喑美 のこと は、 もう 一 月 前から 新聞に 謳 はれて ゐた。 

「あ の 畫家 の 方 奥さん あつ て ？ 」 蒸 はきいた。 

晴美は 唇 を 動かした きりで、 佝 とも 言 はな か つた。 

い  た  ノス タル ヂァ 

パリ へ往 つて まだいく らも 經 たない うち、 晴美は 激しい 鄕 愁 を 感じて、 苦しい 毎ョを 送って 

ゐ た。 そこへ 現 はれた のが 彼であった。 最近 彼 は 結婚 を 彼女に 求めて ゐた。 晴美も 彼 は 嫌 ひで は 

なかった が 迂濶に 約束 はでき なかった。 恭 一 がま だ 彼女の 胸の 底に 愛の 座 を 占めて ゐた C  I： も か 

も歸 朝して からの 氣 持に 委せる より 外なかった。 

ス ティ ヂ 

歸 朝後晴 美が 初めて 舞 豪に 立った の は、 s: 月の 初めであった。 ちゃう ど 三年 前の 春に、 一 緒に 
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ト— ンたネ H ットと 呼ばれた あの ミ ェチス ラッフ • ミュ ンッの ピアノの 演奏 を 聞きに 來て、 折角 

約束した 直 志と ちぐはぐ にな つ てし まった、 其の 同じ 靑年會 館の ス ティ. デで： ：。 

その 晚も、 晴 美は薰 夫婦に：； せられて、 會 場の 樂 屋へ乘 りこんで 來 たが、 直 志 夫 li も 來てゐ た。 

例の畫 家の 顏も 見えた。 

曲：！： の 第一 部 を を はった 時、 彼女 は 高い 天 井に 反響す ろ 猛烈な アン コ オルの 遁走曲と、 左右 か 

ら ささげる 花に 埋まって しまった。 彼女 は それに 酬 ゆろ ために、 思 ひついて 卽興詩 を 一 つ g つた。 

だ そがれ 

黄昏の 

薔薇に われ 唇 づけ すれば、 

微かに も {4,; しき わが x# ひ、 

花の香に わが 胸む せび、 

その 色に わが 頰 あせぬ。 

夢心地に 謳 ひ を はろ と、 拍手が 怒濤の やうに おこった。 次第に それが 高まった。 そして 高まれ 一 


ば 高まる ほど、 何 か 底の 知れない 空虚な ものが 胸に 湧いて、 彼女 は そこに 其の ままよ ろけ さ， 

なった 0 
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^の 紳士 ！ 花房 悅郞 I— は その 頃 外人 辯護士 X  X 氏の 事務所に 勤めて ゐ たので、 彌榮子 は 常 

盤 ビ ル デ ィ ン ダ の 電話 交 換手 として その ビル デ イン.. クの 持主で ある、 貿易 事業 で 名高い 常 盤商會 

と交涉 の 多かった 事務所 X  X からか かって 來る 電話で、 もう 大分 前 から 聲 だけの 眤み になって ゐ 

た。 

あた 

或ろ IH の 午後 も彌榮 子が 交換に 當 つて ゐ ると、 その 紳士の 聲で 電話が かかって 來た。 

「いや、 今日は 用事 ぢ やないです がね。」 彼 は 笑 ひながら 話す のであった。 

なん  すま 

彌榮子 は 何 だら うと 思って、 「は。」 と 言って、 じつと-耳 を 澄した。 

ど なた 

「貴女 は 誰 方でした かね。 貴女の 聲は よく 知って ゐ ますよ。 毎毎お 手數を かけて ゐま すから ね。 

しかし？ 贤 だけで は、 これほどお 眤み になって ゐ るに 拘ら ずお 互に 名前 を 知らないと いふの も、 

と なく 物 足 りない やうです から、 私の 名前 も 言 ひます から、 何う か 貴女 の 名前 も 知らして くれ ま 

せんか。」 

彌榮子 はちよ つと 變に 思った が、 しかし 誰もが 考 へさうな ことの やうに 思へ たので、 さう 突 f 
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な 感じ は 起らなかった。 のみならず X  X 氏の 法律事務所に ゐる 人なら、 大抵 曰 本の 辯護士 か、 又 

は 近いうちに 其の 资格を 取りう ろに 決って ゐる、 若い 法律家で あらう と 思 はれる ので、 そんな 紳 

士 から 名前 を 聞かれる こと は、 恥辱で もなかった。 寧ろ 名譽 かも 知れない のであった。 

彌榮子 は その 男の 聲ゃ 言葉の 特徵 を、 いっと はなし 覺 えてし まって ゐた。 勿論 法律家 だけに、 

1 言葉が どこか 角張って ゐ たし、 田舍訛 もあった けれど、 澄んだ 潤 ひの ある 若若しい 聲ゃ、 はっき 

りした 調子な どが、 どこか 明るい 感じの 顏 を彌榮 子に 想像せ しめた。 用語の 生硬な 割に は、 お 愛 

相 も 好い 方で あ ひた。 

しかし 彌榮子 はいくら か 不安 を 感じた。 

なん 

「私の 名 なぞ 聞いて、 何に なさ るんで すか。」 彌榮子 は 問 ひ 返した。 

す. d ちが 

「か. に 目的 はな いんです よ。 ただ 毎日の やうに 電話で お 話 をして ゐ ろに 拘ら ず、 途中で 擦 遠って 

も 、電車の なかで、 一緒に 釣 革に ぶら 下って ゐて も、 まろで お 互に どこの 誰 だか も 知らないで ゐ 

る やうな 事 も あり はしない かと 思 ふんです。 今迄に もど こかで 逢って ゐ ない とも 限りません よ。 

さう 云 ふ 場合、 顏 でも 見知って おけば (今日は) とか (好い ぉ天氣 です〕 くら ゐの 挨拶 を 取 六？^ す 

*j とも 出 來るぢ やありません か。」  .  , 


やか  こ ご ゑ  なん  あいそ 

「え、 でも 此 處は喧 まし いんです の。」 彌榮子 は 微聲で 答へ たが、 何だか 逃げる の もお 愛 相かない 

やうな 菊が したので、 少し 間 をお いてから、 

「貴方 は 揶揄って ゐ るんで せう。， I 

「いや、 誤解して は 困ります よ。 私の 方 は 今ち やう ど歸 りかけ てゐ るんで、 貴女の 方の 食堂へ、 

さしつ か  »  ュ ) 

友人と コ— ヒ でも 飮 みに 行かう かと 言って ゐ るんで す。 で、 若しお 差閊 へがなかったら、 Si 合つ 

ていた だかう かと 思 ひまして ね。 私達が 常盤ビ ルディン.. クの 支配人の 方と 懇意な こと は、 貴女 も 

御存じの 害です。」 

い  い ひま へ 

「え、 それ はさう です ね。」 彌榮子 は 好い 言 前を捉 へた やうに、 輕く 受けた。 

こ つち 

「おまけに 此方の 傭 主 は、 英國の 紳士と 來てゐ るんで す。 そんなに 信用の ない もの を 使 ひ はし ま 

せんよ、 安心して いらっしゃいよ。」 

彌榮子 は 好奇心が 起った。 

「そ れは 名前く ら ゐ は 申し あ げて もい いん です けれど、 ただ 其れ だけで 可 いんで すか。」 

「だから、 カフェへ お 誘 ひして、 聊か 敬意 を 表したい と 思 ふんです が：： ちょっとで もお 近づき 

になって おけば、 毎 曰の 通話に も 何かと 便宜が 多いで せう からね。」 

戀 a  K 浪  四 三 三 
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「でも、 ここ は駄 です わ。」 

「いや 場所 は どこでも 可いで せう。 銀座 逢なら 尙 結構です。」  . 

「それでも 可 いんです けれど：：。」 

勿論 彌榮子 は、 餘り 好い 暮し をして ゐ なかった。 十六 七の 時分、 S 舍 でも 一年ば かり 交換手 を 

したくら ゐで、 束 京へ 出て 來 てから も、 或る 屋敷へ 奉公した こと もあった けれど、 氣詰 りな 家庭 

やつ まり  あり 

などに ゐ るよりか、 矢 張 職業に 有つ いた 方が 自由であった。 それに 彌榮子 は 一ん の"： S と 母と を脊 

負って ゐ たので、 何 彼に つけ 惱 みが 多かった。 

結局 彼女 は 秘密の 約束 を、 その mi- と 電話で 交した。 それ は 数寄屋 橋の 上で 待合せ て、 そこから 

銀座へ 行かう と 言 ふので、 姓名 も 明した。 

退けろ 寺 問に はま だ 少し 問が あつたが、 ^1 じ nz に 勤めろ， J とに な つて ゐる 同僚の 一 一人と いつも 

歸 りが 一緒な ので、 今 H は 少し 寄る ところが あろ からと言って、 その 人達が 歸 つてから、 そこ を 

出ろ， ，一 とに した。 

い たづら 

彌榮子 は 東京へ 來 てから、 もう 二 ¥ にもな ろ けれど、 ちょいちょいした の 惡戯ゃ 誘惑に は、 

でつく ** 

隨分屮 した けれど、 戀愛 事件 はま だ 一度 も 起った ことがなかった。 田舍で 親しくして ゐた靑 年 


が 一 入あって、 東京へ 來 てから も、 その 男と 手， 紙の 遣 取 なぞして ゐた。 彼 は 東京の 擧校を 中途で 

止めて 歸 つて ゐ たが、 三月 ほどた つと 彼 も 東京へ やって 來て、 職業 を 捜して ゐ たが、 そのうち 彌 

榮 子が 或る 屋敷へ 勤める ことにな つたので、 それ 限りに なって しまった。 それに さう 云ふ靑 年の 

見すぼらし さも、 東京へ 來 てから 解った やうで、 恥 かしくな つて 來た。 

ひた  なん 

彌榮子 は 甘い 空想に 浸りながら、 約束のと ほり 數寄屋 橋まで 來 たが、 何だか 我ながら 大膽の や 

あたり  なん 

うで、 四邊が 憚られた。 それにもう 櫻の 散り かけた 頃な ので、 暮 ちかい 其の 邊の氣 分が、 何とな 

く ざわざわし てるた。 しかし 胸 を わくわく させながら、 橋の 袂ま でも 近よ つて、 目 を 擧げて 見た 

けれど、 誰も 彼 も 忙し さう に 往き交 ふば かりで、 約束のと ほり 欄干に 倚り かかって ゐ る ものな 

ぞは、 一人 もなかった。 彌榮 子は歸 るのに、 少し 手間取つ たので、 もう 疾 くに 男が 來てゐ るとば 

かり 思って、 極り を惡 ろが つて ゐ たのに、 その 男が ゐな いので、 輕ぃ 失望の やうな 心安 さ を 感じ 

さかさ 

ながら、 やがて 橋のう へに 來て、 パラソル を 逆 まにして、 彼の 來 るの を 待った。 パラソルが 目印 

であった。 

彌榮子 は有樂 町の 方から 来る、 それらし い 洋服の 紳士が 來る 度に、 胸の 隱 しに 約束の ハ ンケチ 

を 喰み 出して ゐ るか 否か を 熱心に 注意した。 

戀愛 放浪  四ョ五 
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しかし さう： K ふ 男は來 なかった。 いくら 待っても 來 なかった。 彌榮子 は 終 ひに 苛立って 来た。 

そして 腹が立って 來た。 てっきり 擔 がれた の だと 思 ふより 外力かった。 

二 

翌翌日の 朝彌榮 子が 出て 行く と、 書 一頃に なって 叉た その 男から 電話が かかって 來た 

「私 小 杉です。」 彌榮子 は 云った。 

すろ と 次ぎの 交換 臺に かかって ゐた、 服 部さん が、 くすくす笑 ひ 出した。 服 部さん は 三人のう 

ちで 一番 年上であった。 - 

「あの人よ。」 

「ぉ樂 しみね、 小 杉さん。」 

服 部さん と、 今一 人 年下の 木 村さん とが、 さう 言って 笑って ゐる のが、 聞え た。 彌榮子 は 耳 力 

しくな つたので、 わざと 腹立聲 で、 

「何に 御用です。」 と、 邪 に 言った。 

：  をと とひ  D 

「、や、 ，^^に御用ぢゃなぃ、 贵女は 一 昨日 僕 を かつぎ. * したね 」 


「いいえ、 贵方 こそ 入 を s 弄して ゐろぢ やありません か。 ずゐ ぶん 酷い わね。， 一彌 榮子は 興奮して 

責めた。 

「いや、 そいつ は 飛んでも ない 誤解です。 僕 は 約束の 時 問に、 ちゃんと 橋のう へ へ 行って ゐ たん 

です。 パラソル を 逆にした 女が 一 人ゐ ましたの でね、 多分 貴女 だら うと 思って、 訊いて みたけれ 

ど、 その 女 は 「いいえ。」 と 言って、 劍も ほろ ろの 挨拨 なんです。 僕 も 極り がわ ろくなって、 さつ 

さと 歸 つてし まったんです C ー體 何う したんで すか、 まさか 隆 武者 を 使った 譯ぢ やないで せう 

ね。」 花房 は 眞劍に な つ て 詰る の であった。，  . 

彌榮子 は 狐に つままれ たやうな 氣 がした。 

「へえ、 さうて すか。 何う したんで せう。」 

そ £ 

同僚の 一 人の 木 村さん が、 傍で くすくす笑って ゐた。 年 增の服 部さん も 笑 ひ 出した。 

「ぢゃ 誰か 惡戯 をし たんです か。」 花房が 訊いた。 

いや  ふく  い たづら 

「私 はもう 厭です わ。」 彌榮子 は 少し 脹れた 形で、 「それ ぢゃ 誰か 惡戯 をし たんで せう。」 

ほか  き.^ かひ 

「お 仲 でせ う、 きっと。 さう でもなければ、 外に 電話の 洩れろ 氣遺 はない から、 まあ 誰かに き 

いて ごらんなさい。」 
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「どんな 人。」 

「さう です ね、 二十 三 四、 それとも 五ぐ らゐ かね。 何でも 色の 淺黑 ぃ瘦 せた 人で、 餅の 羽織 を 着！ 

てゐ ました。」  一 

「ああ、 それ ぢ や：： ピ 彌榮子 は 思 はず 傍 を 振 向いて、 服 部さん の 顔 を 見た。 

に はか  す i 

服 部さん は、 遽に眞 面目な 表情で 澄して ゐ たが、 若い 丸 ぼち やの 木 村さん が、 袂でロ をお さへ 

ふきだ  _ 

て、 くすくす笑 ふので 服 部さん も 噴出して しまった。 

<U つ  や 

- きっと 服 部さん よ、 覺 えてい らっしゃい。」 彌榮 子が 怒り 聲で言 ふと、 服 部さん は 漸と笑 ひ 止 

んで、  ； 

1  あ ひ， ひき  なん  あんま  一 

「どうも 濟 みません。 貴女の 媾曳の 邪魔なん かして：：。 でも 何だか 餘り睦 じさう だった から、 一 

どい  い たづら  一 

私 そっと 聞いた のよ。 何ん な 好い 男 か、 私 も 見て やらう と 思って、 ちょいと 惡戯 をす る氣 になつ 

なにく 

たの、 それで 何 喰 はぬ 顔で、 一足先き へ失禮 してし まった の、 私 餘程小 杉彌榮 子です と 言 はう か 

と つた けれど、 まさか 其處 まで はね。」 服 部さん は 口早に 辯 じた。 

「隨 分ね ビ彌榮 子は眞 紅に なって ゐ た。  一 

その 間 も 花房 は 何 か 言って ゐた。  ， 


「誰 だか 判りました か。」  . 

きま 

「え。」 彌榮子 は 極り わるさう に 言った。 

ひや  -. 

「お 安くない わね。」 服 部さん が 冷 かした。  - 

「ぢゃ 今日は 何う です。」 

「え、 でも.…。」 

「その代り 今日は 責女 ばかりで なしに、 外の 一 一人の 方に も 來て頂 くんです。」 

「え、 それでし たらね。 聞いて 見ます わ。」 彌榮子 は 言って、 やがて 二人に 相談した。 

「でもお 邪魔で せう。」 服 部さん はちよ つと 顔を赧 めて、 一， それに 私 極り が惡 いわ。」 

「三人 一 緒なら 可いで せう。」 

「さう ね。 木 村さん は？」 

「何う でも  。！ - 

「ぢゃ 行く と 言 ひませ う。」 

花房が 大 井と 云 ふ 同僚と ー緖 にやって 來 たの は、 彼是 五 時であった。 彌榮 子た ち は 常 盤 ビルの 

出口で 彼等の 來 るの を 待って ゐた。 
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四 四 o 

「や あお 待 遠 i。」 さう 言って ちょっと 中 折 を 取った の は、 三十 i の、 色の 白い 白目の 碧く 澄 

んだ、 r り 大きい P 男であった。 八 二人 は にゃにゃしながら 好奇の I 三人に 注いで ゐた 

が、 これ も 同じく まの 年輩であった。 彼 は 近眼鏡 を かけて、 ぎろ りと した ぼ t てゐ た。 二人 

とも， 外套 を 着て、 折飽を かかへ てゐ た。 

彌擎は 色の 白い のが f と聲 でぎ 判斷 したが、 ぼんやり 想像に 描いて ゐ たと はまる S つ 

てゐ た。 

它房は 割合 しゃあしゃあして ゐる服 部さん を 見ろ と、 

「貴女でした かね、 r 〔昨日 数寄屋 橋で お 目に かかった の は：： 」 

「え：：。」 服 部さん は 頓狂な 5 して 彼复 上げた が、 細つ こい 手で S 抑へ ながら 笑った 

花房 は 服 部さん と 一緒に 歩きながら 

「あの 茶目 振 は なかなか 鮮 かでした ね。」 

ぶん  い たづら 

「さう です か、 の氣 なしにつ ぃ惡戯 しちやって 」 

「私が もっと t い 男 だ つたら、 丽白 い 芝居が 出来さ うでした ね。」 

「あら、 そんな：： ほんの 其の 場の 屮 I 來 心です もの。」 


「何う だかね、 山 下 君。」 と 花房 は を 顧みて 笑った。 

よ 

人-り 好 ささうな 山 下 は 「さう さう。」 と調子を合^て、 

「貴女 方に はそんな 事 は 珍しくな いんで せう。」 と 服 部さん を 見た。  -. 

「いいえ、 あすこ は 堅 いんです の。」 服 部さん は 『具 で 答へ た。 

彼等 は 方向 を かへ て、 常般 ^ 橋の 方から 出て 一 了った。 

カフェで は 何の こと もなかった C ただ 飲料と 料理 を も 三 品づっ |艮 ベて、 歸りは 銀座 を 少し 散歩 

した だけであった。 たださう やって、 ぶらぶら 歩いて ゐる うちに、 花房の 發 案で、 今度の 日曜に、 

て ど 一。 へ か 少し 汽車に 乘る やうな 處へ 遊びに 行く 約束が， お 立った。 しかし 其の 場所の 選定が 纏で、 

手近な ところで、 草 狩が いいと いふ 說も 出たり、 I ケ 原で ピクニック？ らうと いふ も？ 

あった C そんな 所が 此の 女達に は、 ちゃう ど 相 常で、 箱 根 や 熱 海な ど は、 少し 億劫 だと a はれた。 

「折角 つれてって 頂くなら、 何處 かもつと S 白い とこが r わ。 ねえ、 小 杉さん。」 i 擎が 

言 ひ 出した。 
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四四 二 

誰よりも^ 上であった 道 子 は、 何う 見ても もう 異性 を 知って ゐろ 女で、 彌榮 子な どに は 寧ろ 憎 

らしい ほど 人脚れ がして ゐた。 それに 花房の 見たところ では、 家庭 も 相 當に樂 で、 月給 を 全部 着 

物 や 化粧品な どに 費っても いいくら ゐの 餘裕は あろら しかった。 しかし 一 番 年の 若 いのは 木 村 鈴 

江で、 丸ぼ^^ゃの明ぃ感じの娘でぁった。 彌榮子 はとい ふと、 彼女 は 一 嗜 不幸に 產 れついて ゐる 

らしかった。 家 は H 舍で相 常の 商家で、 兄 夫婦が 後を繼 いで ゐろ けれど、 彌榮子とその^^とニ人 

の 母親が、 ままし いなかの 兄 夫婦と 折 合が わるかった ので、 彌榮子 は 反抗 心 を 起して 東京へ 出て 

職業 を 求めた のであった。 三人の 身のう へに ついては、 ざっと 其のく らゐ のこと が カフ ヱの 飮食 

あたま はい 

ひと 銀座の 散歩の あ ひだに、 花房と 山 下との 頭腦へ 人った のであった。 

「さう ね、 でも 皆さんで いらっしゃいね、 私 は 母が やかまし いから、 失禮 する かも 知れません 

わ。」 彌榮子 は遠盧 とも 片意地と もっかな いやうな、 沈んだ 調子で 言った。 

「それ ぢゃ 面白くな いわ。 今 H も 三人 そろって 御馳走に なつたん だから、 何處 かへ つれてって 戴 

くなら、 やっぱり 三人 そろった 方が いいで せう。 第一 貴女が 主賓 ぢ やない の。」 

「ええ さうよ。 小 杉さん がい らっしゃらないなら、 私 も 行きません わ。」 鈴 江 も 道 子に 調子 を 合 

した。 


花房が いきなり、 其の 中へ 割込んだ。 

「君達 は 何 を 言って るるんだ。 まだ 行 先 も 515 らな いうちに、 行く の 行か. ない のって o」 

「ぢゃ 何處へ 〔仃 くんです か。」 鈴 江が きいた。 

「こネ 力ら 君達の いいと いふと ころへ 行かう と 言 ふんだ。 江の 島で も縑 倉で も、 それとも 泉が 

よければ、 少し 遠い けれど 箱 根なら HI 歸 りで 行ける。 けど 男と 一. 緒に 箱 根なん かへ 行った 日に 

は、 君達が 困る だら う。」 

「ええ。」 道 子 は 暗い 顔 をして、 「私たちよりか 貴方 達が 餘計 御迷惑 だ わ。 常 盤 ビルの 交換手と、 

箱 根なん かへ 行つ たんで はね。」 

「何う 致しまして、 君達の やうな 笑 人と、 溫 ci^ へ 遊びに 行 くん からね o」 

「 あら あんな 事 を 言って：：。 - 

陽氣が 不順 だと は 言っても、 この 二三 H はめつき り溫 かくな つたので、 町 は Its の氣 分で、 

洋物 店の 飾 窓に は 淡色の 帽子に、 薄い 膝掛 などが 並び、 吳服屋 の 店頭に は 花が 緣亂 として l^g,. 

たやう に、 明い 色彩の 帶地 ゃ友禪 などが、 通り客の心を衝ろに^！^せてゐた。 そして、 戰 爭中洪 

水の やうに 黄金の 漲って ゐた 好況 時代の 夢 は I かに 覺め かかって、 財界に 恐慌が 襲って 來 たと 同 
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四 四 四 

時に、 一般の 人心に も 不安な 影 を 投げて るた けれど、 浸潤の 程度が まだ 淺 いので、 見たところ 去 

年の 今 と、 大して 變 りはなかった。 花房 は英 人. S 法律事務所に 通勤して ゐ ると 问 時に、 戰爭中 

の 好景； ^につれ て、 色色の ことに 手 を 出して ゐ たので、 思 ひも かけない 金が、 面白い ほど 懷へ流 

れ こんで るた。 人 は みんな 有預 H< になって、 何 をしても 儲かり さう に S 心へ た。 そして さう 云 ふ 時 

にかぎ つ て、 極度の 愁望が 放縦に 微ぃ て、 その 事が 多少 不正で あ ろ ， .- とに 氣が つ いて ゐ ながら 目 

そそ  スた  あぶよ  や 

前の 享樂に 唆られて、 それ を充 すため に は、 いくらか 危ぃ 事で も 力 心んで 遣る のであった。 血氣盛 

りの 花房に も さう 云 ふ 仲間が あって、 彼の 智惠を 借りよう とすろ ので、 彼が それに 乘 つたのに 無 

现 はなかった。 彼 は そのお 蔭で、 何 か眞： S 目な 仕事 を やらう と 思へば、 その 资 本に 事 かかない だ 

なん  た 0 

けの 金が， ちゃう ど 銀行に 預けられ てあつた。 彼 は 何となく 恃む ところがあった。 同時に それ を 

何う 云 ふ 風に 費 はう かと、 心が む づむづ して ゐた。 勿論 事業 を 起す とか 犬が かりな 商寶を 初める 

とか 云 ふ ほどの 大した 額で もなかつ たし、 とかく 生活に 追 はれが ちであった 彼の こと だから、 ま 

と  i ぢニも  こんど 

だ 免^さへ 取らずに ゐた の で、 その 金 で、 閉 籠つ て 今度 ， ，ー そ はみ つ ち り勉强 しょ うと 思った が、 

や つぼり 

し 力し 金の あろと き は 矢張氣 分が おちつかなかった。 

結： ：5 遠足 は 道 子た ちの 希望で 少し 遠出と いふ ことにな つた。 そして 翌翌： n の tH 曜に箱 根の 塔ノ 


澤で 一 日 遊ぶ ことにな つて、 その 晚は 解散した C  . 

その 日に なった。 皆な 鬼 京驛で 待合せ る 約束だった ので、 花房 は 八 時に m を 出た。 

「今 R は 事によると 少し 歸 りが 通くなる ぞ。 不意に 横濱へ 行く 用事が 出来たん でね。」 さう 言つ 

て 花房 はネ キタイ を 結んで ゐ ろと、 H 曜には 大抵 細君と 子供 を つれて 何處 かへ 行く ことにな つて 

そ £ 

ゐ たので、 七ッ になる 純一が 係へ 寄って 来て、 

「お父さん 何處へ 行く の。」 ときいた。 

「お父さん はへ マ H は 御用が あろんで すって。 坊や はまた 今度ね。」 細君の 澄 子が 純 一 の 肩へ 兩手を 

かけて、 引 寄せろ やうに して 謙した。 

「だって 今日はお 天氣 がい いぢ やない の。 僕 どこかへ 行きたい な 0 一  純 一 は 母親に^ えた。 

「今 R は 我慢な さいね。 その代りお 父さんが お 土產を どつ さり 持って来て 下さろ から。」 

「詰ん ない な。」 純 一 は 不平 さう に 言った。 

外 は 何とな し 入 通りが 多くて、 そこいらの 氣 分が ひどく 陽氣 になって ゐ たので、 澄 子す らも、 

今日の 日曜 を 家に 引 籠って ゐろ のが、 ばかばかしく 思へ た C 新聞に も II 厚が まって ゐて、 上野 や 

向島の 今 tz の 人出の 多 いこと み- 豫 報して ゐる くらみで 、束 京 中が 浮 立って ゐるゃ うに 感. hJ ら て，， こ。 
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四 四 六 

花房 もちよつ と 暗い 氣持 になった が、 三人の 女の こと を考へ ると、 そこに 何 か 新しい 場面が 展 

開され ろ やうに 期待され て、 心が签 に愤れ た。 彼 は 澄 子 や 純一 の 顔 を 見ない やうに して、 急いで 

靴 を はいて 外へ 飛 出した。 

そと 

外 は して 人出が 多かった。 夫婦 連で 出る もの、 子供 を つれたお 父さん、 通勤 服のお 父さんが 

幼兒を だいた 夫婦 づれ、 さう いふ 人達が 何の 町から も ニ糾ゃ 三組 はきつ と 出て 來た。 それ を 見る 

い  とも 

と、 花房 も餘り 好い 氣持 はしなかった が、 子供のお 供なら 今 in に 限った ことで もない と 思った。 

せ  こみあ  やと 

彼 は 心から 急いた ので、 込 合 ふ 電車 を 見向き もしないで、 終點 近くに あろ タキ シ— を僦 ふこと 

にした。 折角 遊びに 行く のに、 何時もの ラッシュ ァゥァ 以上に も 込 合 ふ 電車の 中で、 人に 揉まれ 

るの を、 ひどく 興の さめる 事に 思った。 被は獨 りで 景氣 をつ けて ゐた。 

驟 では 鈴 江と 彌榮 子が もう 來てゐ て、 待合室へ 行く 曲り角の ところで、 何 か 話 をしながら、 花 

房の くろのに 氣 もっかずに ゐた。 

「よう。」 花房 はいきな り 目の前に 姿 を 現して 聲 かけた。 

「あら！」 鈴 江が 吃驚した やうに 言って、 ぉ辭儀 をした。 

花房 は 時計 を 見ながら、 「外の 人 は。」 ときく と、 彌榮 子が 四邊に 目み」 配って、 


おっつけ  かた ) , 

「服 部さん はま だお 見えに ならない やうです けれど、 追 着い らっしゃ るで せう。 あの方 いつでも 

遲 いんです から OJ 

「さう。」 花房 は 頷きながら、 英國 製の 兩 切り を 一 本金屬 製の ケ ヱ ス から 拔 出して、 メシ ヨン パ ィ 

プに揷 みながら、 マッチ を 指つ けた。 そして 煙 を ふかしながら、 その 邊を搜 しある いた。 

山 下の 来たの は、 ちょうど 其 時であった。 彼等 は 待合室で 出會 つた。 被 は 花房より 四つ 五つ 年 

上の、 地方裁判所の 書記 上りの 辯護士 であった。 花房 はもう 三十 四に なって ゐた。 

たちばなし 

出口の 方に ゐた 女達 は、 山 下が 来たのに 氣 がっかなかった が、 ふと 二人が 立 話 をして ゐ るの を 

見る と、 i 方へ やって 來た。 

「服 部さん はま だ。」 

「ど う し た と い ふ ん で せ う。」 

みくら  てばし- J 

「いやいや まだ 十五 分 あるから。」 花房 は 自分のと ステ イシ ョ ン のと 時計 を 見比べながら， 手捷 

く 針 を 直さう として、 「君達と ちがって、 服 部さん は 年 を 食つ とる から、 事務家 風に 落着いて ゐる 

んだ。 私が 行か なければ 汽車が 出な い と 言 つた 風に 澄して ゐ るんだ よ。」 

「モれ とも 男で も あるかな。 昨夜 遞く なつたん ぢ やない か。」 山 下 は 人の 好 さうな 目尻に 小皺 を 
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寄せた。 彼 はかち" と 小作りに 出来て るた。 口髭が ちょん びりと して ゐた。 

「あらそん な 事ないで せう。」 鈴 江が 言 ふと、 彌榮子 は { や； 虚な目 をして 默 つて ゐた。 二人 は 道 子 

に 四つになる 子供の ある こと を 知つ てゐ た。 

時 ir か 段段 迫って 來た。 花房 は 切符 を 買 ふ 都合 も あるので、 獨 りで 焦心って ゐた。 

「まさかす つぼ かす やうな 事 はないだ ら うね。」 

「いらっしゃいます わ。 きっと 人つ しゃいます。」 彌榮子 は {4i 想 家 じみた = をして、 自分に 確め 

ろ やうに 言った。 

「若しかしたら、 私 一 と 汽車お くれて 可 ござんす の。 呰 さん は 今度の 汽車で いらっしゃい。」 

「あら、 それ ぢゃ 詰らない わ。」 

「そんな 事す る くらるなら、 皆な で 待つ， 1 とに しょう。」 

さう 言って ゐる處 へ、 道 子が どこの 奥 さま かと 云った 風 をして 遣って 來た。 彼女 は 錦紗づ くめ 

A ん  そばお 

で フェルト 草履な.； てはいて、 ひどく 派手に 作って るた。 皆な は 思 はず 目を聳 てた。 

「どうもお 待 遠 さま。 まだ 間に あ ふでせ うか。 私大 与 ぎで やって 來 たんです けれど、 腹が立って 

しまった わ。 いくら 待っても 電車が こなく つて ：： 來 たかと 思 ふと 滿員 なんでせ う。」 道 子 はさ 一 


う 言って 息 をはづ ませて ゐた。 

花房 は i と 安心して 急いで 切符 を 買った。 

汽車の なかで は 初めは 女 は 女 同士、 男 は 男 同士と いふ 風に なって ゐた。 花房と 山 下 は 法律 事務 

のことば かり 話して ゐ たが、 女 は 又 女 同士で、 活動の！ などして ゐた。 花房た ち は、 道 子の 作り 

めんくら  こて  5 づ 

に 少し 面 喰った 形であった。 殊に 錢 でまい た髮 を、 異様に 狹ぃ 額のと ころで 渦 まかせて、 置 を か 

ぶった やうに 耳 隱 しにして ゐろ のが、 とかく 氣 になった。 

す  こ つち 

「お い お い 君達 は 活動が 好きと み え ろ ね。」 花房 は 此方から 話しかけた。 

三人 は 目 を 見合って、 にやり と 笑った。 

「活動なら いくらでも 切符 を 上げる よ。 僕 は 日 新の 支配人 を 知って ゐ ろんだ。」 

「さう です か。 ぢゃ 今度 連れてって 頂戴。 私 活動 大好きな の。 日 新の 常設館なら 尙好 いわ。 あす 

こに は村瀨 八重 子が ゐ るんで す もの。」 鈴 江が 答へ た。 

「村瀨 八重 子 か、 君 は 日本 物好き か。」 

療袋放 JS    I  1 ■  .  K5 九 


四 五 〇 

「え、 私 悲劇が 好きな の。」 

「柄 にんない こと を 言って ゐ ろね、 君なん かに は 世の なかの 悲しい とい ふこと が、 利" さう もな 

いが さう でもない かね。」 

「隨分 ひどい わ。」 

「だって 君 はいつ 見ても にこに こして、 幸福 さう に 見える ぢ やない か。」 

「私 莫迦です から。 ， 

「いや 活動 ぢゃ 面白い 話が あろん たよ。」 花房 は 鈴 江 を 少し 怒らせて しまった ところで、 わざと 山 

下の 方へ 向 直って、 

「去年の 暮、 米國の フヰル ムダ 口， I 力が 一 人 不意に やって 來て、 其奴が ぼろ フヰル ムを うんと 持 

込んで 來て、 大使館へ 行って 宜しく 便宜 を與 へて くれと いふ 譯 なんだ。 大使館で は 自家の 大將 

が、 女優 ゃ昔樂 家と 交際の あろと ころから、 その を 何處か 活動 會 社へ 紹介して やってくれ とい 

ふ 話で、 僕が 日 新の 大將を 知って ゐ ろので、 其の 方へ 話 を 進めろ ことにな つたんだ。 當 つてみ る 

と餘り 名の 知れない 會社 ださう だが、 中には ちょっと 物に なり さうな 代物 も あろので、 いくらか 

買っても 可い と 云 ふこと になって、 選 擇の結 3^ 何でも 三本ば かり 金で 一 萬圓； の もの を 買って 


やろ ことに な つ たんだ。 その 交涉が 赤 坂の 待合で … • 。」 

とりひき 

_ 毛唐で も そんな 處で 取引す ろの か。」 

それ 

「と， 1 ろで 其が 惡 いこと をす ろ もんだ と 思って ね。 そこ は大 村が 出して ゐる 待合で、 その 毛唐に 

み す てん  モ. たた ひま みん まき  あ と 

不見轉 を 一人お つつけ て、 瞬く 隙に 皆な 捲 あげてし まったんで、 毛唐 は剩餘 のフヰ ルムを 二足 三 

文に 賫 つて、 這這の 體で逃 出した のさ。 ぉ隆で 僕が ひどく 大將に 小言 を 食って しまったが、 しか 

し 自家の 大將 だって、 僕に は餘り 大きい 口 は 利け ない の だからね。」 

「成程ね。 しかし 其の 毛唐 なかなか 話せろ ぢ やない か。」 

すろう ち 汽車 は 横 濱を疾 くに 過ぎて、 大船へ 來 て 停車し た。 花房 は 一て ， 〕 で 詣と お茶 を 買 ひ ， ) ん 

だ。 

「どうも 好い 鹽 梅だった ね、 八 rrn はお 天氣 がよくて。」 山 下 は §i を 摘みながら 外 を 眺めて、 「君達 

もお 腹が すいたら う。 塔 ノ澤へ つくの はお 晝過 ぎだから ね。 i 

「有が たう ございます。 皆さん 如何です。 私 汽車の なかで は 何にも 食べられな いの。」 道 子が 言 

ふと、 鈴 江が 先刻から 見て ゐた 婦人 雑誌 を 膝に 伏せて、 

なん  いし 

「私 は 又た 反對に 汽車に 乘 ると 何でもお 旨い の。」 
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「ちゃぼう S 山お 13 り 下さい 。足りな けき おに も あ I す。」 花房 はさう 5 てニク 折" そこ 

に 重ねながら、 

「J-i は 怒られた から、 協して おかない とね。」 

「怒り やしません わ、 私 どんな 場合に も 怒った ことがない のよ。」 

「さう さう 君が 一番 年が 若くて、 一番 if うだ。 それ ife 人 謹なん か讀ん でろ ところ 复 

ろと、 一 番 新しい かも 知れない。」 山 下が 眞 面目に 首った。 

「i だか 怪しい ぞ。 みんな I しなく ちゃ r ない。」 花房が 繋 疆 りながら 5^ つた。 

「本 常ね。」 擎は 遺な 返 S して、 「でも 活動 S ことで も、 小說 のこと でも S 人が 一番 新し 

い 智識 を もって ゐ るんで すの。」  I, 

「& ぎつ も 小 f 讀む氣 にな れんがな。 難 柄 世 問 や 人情 g ろに は、 偶には小說ぐ：：；！！！ん 

だ？^がぃぃゃぅな氣がすろんだけれど、ど、っも興味がなぃな。 だから、 買 まに？ ん。 矢蓄腦 

が 硬 いんだら うか。」 山 下が 言った。 

「あ 農 ふ も S 讀み つける と 癖になろ 6 さ、 僕なん かも 以前 は耽讀 した もの さ。 むーづ f は 小舊 

になって やらう かと 思って、 二つ 三つ 書いた こと も あるが、 遣つ でみ ると なかな 力 f しい ぞ。」 


「お 互 ひに 頭が 理窟つ ぼく 出 來てゐ るから、 可かん よ。」  r  ： 

「だが 好い 材料が あろんだ がな。 實際 我我の 世界に は小說 より 面白い ことが、 ざら にあ るから 

ね。」  . 

い  5 ち 

「面白い ばかりで も 可かん と 見える よ。 僕の 家の 細君なん か、 僕よりか 少し は 鑑賞 眼が あると 見 

えて、 時時 小 說の話 をして ゐ るよ。 からの 女 は 何う しても ああ 云 ふ もの を讀 むね。 その代り 着 

物なん か 欲しがらない。」 

「お子さん は？」 道 子が きいた。 

「子供が な いんで ね。」 

花房 は 先刻から むずむずして ゐたが 詰らな さう にいき なり 一 百出した。 

「不景 氣な話 は 止さ うぢ やない か。 それより 木 村さん の 戀愛觀 でも 聞か うぢ やない か。」 

「また 私 を 窘めようと 思って、 戀愛觀 なら 道 子さん にお 訊きなさい。 ；^^とちが って體験がぉぁん 

なさ るんで す もの。」 

「そんな 氣 のきいた 體驗 なんか 有る もんです か。 私な ぞ本當 につまりません わ。 毎 曰 毎日 色氣の 

ない 風 をして、 あんな 高い ところへ 上って、.； 機械のお 取次ぎ に 忙殺されて ゐ るんで す もの。」 
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「それ あ 君、 仕方がな いさ。 我我 だって 法律と いふ、 やはり 生硬な 機械と 同じ ものに 使 はれて ゐ 

ろんだ から。」 

「それに あの 高い ビ ルディ ン. グで 一 m 働いて ゐ ろと、 氣が變 になり ますね。 誰でも さう 言って ゐ 

ます けれど、 頭 g- がわろ くな つて、 記憶力が なくなって しま ひます。」 

「それでな くた つて、 皆な 神 經衰！ ^になって ゐ るよ。」  , 

やつ  た * マた ま  せ 

「さう さう。 どうも 文明と いふ 奴 は、 我我 を 窒息 させろ ね。 偶偶 温泉へ でも 行く のが、 切 めても 

いき  おめん  くる 

の 息ぬ けだ。 地面 は 石 ゃセメ ントで 包んで しま ふ、 石炭 殼は 堆積す ろ。 糞尿 は 流れる。 咽喉 はた 

つん ぱ 

だれろ。 氣 管に は 煤烟と 砂が たまる。 耳は鄉 になろ。 祌經 はさ さら くれる。 全く 往生 だ。 それに 

何う だ。 近年の 陽氣の 不順な こと は。 地球 も 太陽 ももう 下り坂 かね。」 

「おいおい 緣起 でもない こと を 言 ふなよ。 己 はさう いふ 事を考 へた ことがない。 考へ ろ 必要 もな 

いし、 考 へたって 仕方のない こと だ。」 

「さう さう、 全く 仕方のない 事 だ。」 

「それよりか 金で も 儲けて、 出來ろ だけ.. 1 白く 幕す のさ。 世の中 は 何み」 見ても、 己に は 愉快 だ 

よ。」 花房 はさう 言って、 今度 は彌榮 子に 向って、 


なに  はりあ ひ 

「ねえ、 君逹 だって さ うだらう。 ああ やって 毎日 丸の 內へ 通って ゐれ ば、 何 かしら 張 合が あって、 

その 日 その 曰が 愉快に 暮 せる ぢ やない か。」 

「そんな 事考 へた ことが ございま せんけれ ど、 でも 厭に なろ こと も ござい.， K すわ。 女 は 男の 方の 

やうに 行きません もの。」 

「さう ね、 先を考 へる と隨分 心細 いんです ものね。」 

「可け ない 可け ない、 何だか 厭に 話が しめつ ぼくな つて 來た。 今日は 職業の 話なん かしつ こなし 

だ。」 花房が 元氣 づける やうに 言った。 

「ええお 里が わかります わ。 わかった つて 矛い 譯だ けれど、 何う も 一 般が まだ そこまで はね。」 

「職業婦人と 云 ふと 何 か 輕蔑か 好奇の 目 を もって 見られ ろんで す もの。」 道 子が 言った" 

それから 五 人と も、 少し 疲れが 出て、 服 部 道 子 なぞ は 窓枠に かけた 肱に 額 を 載せて うとうとと 

眠り かけた。 • 

看た ところ 何とい つても、 此の 女が 一番 美しかった C して 此の あ ひだ 見た とき は 妙に 瘦 せこけ 

+1 -っ  そ £ 

た ヒス テリ ー 性の 顏 をした 貧弱な 女の やうに 思 はれた が、 さう やって 傍で よく 見ろ と 光澤 は餘り 

冴えない 方 だけれ ど、 nr の 切が 長く、 睫毛 も凉 しさう で 顔に どこと 言 はれぬ 意 氣味を もって ゐた。 
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きゃしゃ 

して 骨 は 華 車だった けれど、 羽綠 をぬ いでる ろと 輕帶の 下 あたりから、 股へ かけて むつち りした 

肉の ついて ゐる ことが しなやかな 着物の 上から 氣持 よい 感じ を與 へた。 

「海よ、 綺麗な 海ね。」 國府 津へ來 たと き、 松原の 蔭から 見える 濃い 靑 海が 目に 入った ところで 

鈴 江 は うれし さう に 眩いた。 

「海 好き か 君。」 花房 も そこへ 出て、 彼女の 顏の 横から 海を观 いた。 

に ほひ  しみと ほ  あか  • つぶげ  ふくよ  あた ヒ かみ 

白粉の 句が 《 ^に沁 通って 明るい 陽の 光に 軟 かい 生 毛の 見えろ 豐 かな 頰 とが 溫 味 を 感ずる くら 

ゐに 接近して ゐた。 

鈴 江 は あわてて 顏を引 込めた。 

「さあもう 直き だ。」 山 下 は 退屈 さう に 眩いて 叭 をした。  . 

塔ノ澤 では、 花房 はいつ か 辯護士 ガソリ I と來 たことの ある 旅館へ 入った。 ガソリ —は 二十 年 

の^も 横濱と 東京に ゐて、 なかなかの 日本 通で あ つた。 花柳界 や 演藝界 の 事情に も 通じて ゐた 

し、 日本 畫ゃ 瀨戶 物の 鑑賞 眼 も、 その 道の 日本人で もちよつ と 敵 はない くら ゐ 鋭敏であった。 花 


房が 偶に _ カスリ I あて 込みで、 g か 掘 出した つも" で 持って行っても、 いつも f ふられた。 

- こいつ 何う も 手に おへない 奴 だ。」 花房 はむしろ 憎憎しく 思へ たが、 仕方がな かつこ。 

旅館で は _ぉ に 臨んだ 十二 疊 ばかりの 部屋へ 通された。 部 房 二方が 廣ぃ 廊緣 になって 

『5f  f つつ、 少し 着 碧、 aa 川の I 山 i 

U  碧 i そ i へられて ゐた。 道 子 は I もなかつ たが、 i 子 4 

江の 一一 人 は 途中 淸凉な 山へ 差 かかった 時に、 旣に S の目& して ゐ たくらるな ので、 

流れ や 山 やに 管され £ 館の i へ案內 された とき、 少なから ずら か おえた。 

「おお 好い こと。」 鈴. 江は^ ぎ はへ 来て、 うっとり とした £ してる た。 

「素敵ね。」 彌榮子 も 咬いた。 

「活囊 5 やう だ わ。」 S はま かへ つた やう it た。 

「まに 召した です か。」 花房が その f たたきながら 微笑みかけた。 

と こんな 所へ 來た こと もなかった S だ I ふと 、花房 もぎて の あろ こ 

「來ー 
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「活動で ろ 景色と 梦 カレし 」 

い  ： - ： ク 0  7、  J ^トク ノレ.：！  >  5^  、  ロッキ ィ はだ の 」 

「活動に も 好い 景色 かあります わ フゥヰ ゾソ； /り  b-o.£l 

「ui  till  n  I ここた つて 上への f 

ば 未だ未だ f ぃ處が あろ。」 

「，.,，，r たり、 I ヨノ 湖へ 行って みたい わね。」 道 子が 吱 いた  ， I  -0 

- ^11^  t/  ：ゾハト  、-义 ？セ. /つてき^ :=rMM. で 行けば。 一花 房が 言った 

「それ ぁ譯 はない さ。 これから お湯に 人って 飯ても 复 つて 登山電車 一 tt-i 

「今日中に 歸れ なくなろ でせ う。」 鈴 江 は 不安 さう にきいた。 

「そんな 事が あろ もの か。 君 はまろ でお 酌の やうな 事 害って ゐ ろな。」 

「おしゃくって 何？」 

「f 愈 愉快 だな。」  . 

ぎ 笑 ふので、 鈴 江 は 赤くな つてし まった。 -., 一つ 匚ぉ、 る， -こ。 - 

か、：？、 に -"、 ヒ： t ；。  &ni 一  擾家を 出ろ とき 何と 言って^ ナんナ 」 

「墨く なれば 泊った つて 介意 はな いん^ょ 君ば  一 I 

「お 友達と お 花見に 行く と 雷って 來 ましたの 」  い 

「さう か、 11  i い やしないから、 in3 


なん  い 

「でも 何だかね、 皆さんと 御 一 緖 だから 可いです けれど。」 鈴 江 は 今更 當惑 さうな 顏 をした。 

それが 又 ひどく 花房の 氣に 人って しまった。 

「とにかく 是 から 風呂に 入って、 塔ノ澤 のお 湯で 磨いて、 それから 御飯み」 たべて、 登山電車で 强 

とつば 

羅まで 行って：： それとも g 動 車で 声 ノ 湖まで 突破す るか C しかし 自動車 は 少し 危險 だからね。 

まあ 强羅で 時間の許す限り 遊んで 歸 ると、 ：： 七 時までに 歸れば 可い けれど。」 

ど てら 

その 時、 「どうぞお 風呂へ。」 と 言って、 女中が 搵袍を 抱へ て來 た。 

なん 

五 人 は 部屋へ 人って、 お茶 を 飲んだ が、 水の 音で 耳が 塞がれた やうで、 彌榮子 も 鈴 江 も 何だか 

  も 1^ な  どてら 

落着かなかった。 道 子 は 割合に 物 馴れた もので、 隅の 方で 着物 を 手際よ く搵袍 に着替 へようと す 

ると、 女中が 羽 織と 着物と 長 襦抨と を釋し て 疊 まう とすろ の を 止めて、 

よ  その  ほ  いひつ 

「可 ござんす よ、 其 ままで 一寸と 干して おいて 下さいな。」 と、 輕 く吩咐 けた。 

き は * た 

「さいです か。」 と 女中 は 答へ て、 その 通りに したが、 その 時えん じ 色の 際立った 美しい 友 禪の長 

襦 禅が、 鈴 江 ゃ彌榮 子の 眼に、 殊に あでやかに 映った。 

鈴 江 も 姉さんの 何 かのお 古と 言 ひさうな、 嗣 だけ 無地 もの をつ けた 少し 暑苦しい 色模様の 紋 $1 

子の 襦 禅に、 場 違 ひのお 召 を 着て ゐ たの を、 そっと 隅の 方へ ぬいで、 襤袍姿 になった C 
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「行き ませうよ、 小 杉さん。」 鈴 江は聲 かけた。 

彌榮子 は 提げて 来た 袋の なかから、 I： か 取 出して るた。 

「どうぞお 先へ 。」 

男逹 はもうる なかった。 

「ではお 先へ、 直ぐい らっしゃ いな。」 道 子 はも ぞもぞ して ゐろ 彌榮 子に 言って、 手拭 を さげて 

鈴 江と 一緒に 出て 行った。 

こっち  こっち  まがりかど 

「おいおい、 此方 だ 此方 だ。.」 花房が 廊下の 曲 角から 二人に 聲 かけた。 

道 子た ち は 別の 浴場へ 入らう としたが、 ちゃう ど 其處に 浴客が 三 四人ゐ て、 その 隣り にも 亦た 

人の 聲 がした ので、 仕方なし に 花房た ちと 一 つの 浴室へ 入る ことにした。 

「何う したんだ い、 もう 一 人 は。」 

あと 

「後から 來ま すわ。」 

「まごついて ゐ ろん ぢ やない か。 己 ちょっと 見て こよう。 あの人 は 何だか ちっとも 燥がな いぢ や 

ないか。 この はさう でもなかった けれど。」 

「あの人 不斷 から 少し 沈み 性です けれど、 あれで なかなか 利かない 氣 なのよ。 今に 來ま すわ。」 


あ  ひた  , 

さう 言 ひながら、 戶み」 開けて 一段 下へ おりて 行った。 山 下 はもう 湯に 浸って、 さものう のうし 

一  - つし 

たやう に、 上の 窓から 空 を 見て ゐた C そこへ 花房 も ざぶ りと 人った。 女達 は 山 下の 後ろの 處 にし 

からだ >v. よ  力ら だ 

やがん で、 桶に 湯 を 汲んで 體を淨 めて ゐた。 さう やって 見ろ と、 道 子 も 惡ぃ體 ではな 力った。 鈴 

. 江 は 足 や 手が ぶつ 切った やうで、 色が 眞 白であった。 

「貴女 白い わね、 私 こんな 黑ん 坊！」 道 子は羡 まし さう に 言った。 

「私 白く はない ことよ。 隨分 肥って ゐ るで せう。」 鈴 江 はさう 言って、 恥し さう に體を 縮めて ゐた。 

「さあ 風邪 ひくから 早く 入りた まへ。」 山 下が ざぶ りと 上った。 

「は、 では ごめんなさい。 木 村さん もお 入りな さ いな。」 道 子 はさう 言って、 横向に なって 入つ 

>  一 a 

「さあお りお 人り、 そんなに 恥 かし けれ あ、 僕達 は 他へ 行く から。」 花房が 言った。 

「小 杉さん 何う したんで せう。 私見て 來 ませう か。」 鈴 江が 氣に した。 

「いい わ、 今に 來 ろで せう。」 ,  - 

しかし 何時までた つても、 彌榮子 はこなかった。 花房 は氣 にか かり 出した。 そして ざっと 石驗 

で 汗 を 流す と、 獨り 上って 部屋へ 行って みた。 


四 六 二 

彌榮子 は 廊鎵へ 出て、 椅子に かけて じっと 水 を 凝視め てゐ たが、 花房が 寄って 行く と 吃驚して 

此方 を 向いた。 

一 何う かした の？ 何う して 風呂に 來な いんだ。」 

彌榮子 はちよ つと 笑った が、 目が うろんで ゐた。 

「氣 分が わろ いの かね。」 

「いいえ。」 

「そんなら n 十く 入って 來た まへ。 好い 氣持 だ。 女で お湯の 嫌 ひな もの はない と 思 ふが ね。 それと 

も 何 か 理由が あろなら、 遠慮 は 入らない、 僕に お話しなさい。 こんな 處へ來 て、 欝 いで ゐ ちゃ 詰 

ら ない o」 

一 どうも 濟 みません。」 彌榮子 は ハ ン ケチで 目 をふゐ た。 

「服 部さん と 喧嘩で もした のかね。 僕 等が 風呂へ 行った あとで。」 

「いいえ、 さ うぢ やな いんです けれど：： 私お はづ かしんです けど、 襦 禅の 裾の 切れて ろのに 氣 

が つかなかった ものです から。」 

花房 はわ ざと 笑 ひ 出した。 


なん 

「何 だ、 そんな 事 か、 僕 等 は 君達の 襦祥を 見に 來 たん ぢ やな いんだ。 そんな 事 はちつ とも 恥 かし 

ぃ事ぢ やな いぢ やない か。 一 

やつ？ 

さう は-言っても、 矢 張 それ は 女に 取. つて 平氣 では みられない 事 だと 思った C 花房 は 寂し さう に 

して ゐる 彼女 を 見る と、 遽に いぢら しくたって、 目が 潤んで 來 た。 

六 

それから 大分た つてから、 花房 は 或 夕方 潢濱 からの 歸途、 有樂 町で 電車 をお りて 驛を 出ようと 

すろ と、 ひょっこり 道 子に 出逢った。 彼 は 箱 根 以來、 もう 三 四 回 も彌榮 子に 逢って、 ポケット か 

こづか ひ  のぼ  と との 

ら小 遣と して 彼女に 貢いた 金 も、 相當の 額に 上って ゐた。 それ も 箱 根で 長 襦袢で も 調へ ろ やうに 

と 私 かに 金を與 へる と 同時に、 不幸な 彼女 を 慰めた のが 動機と なった G で、 二人の 氣持は その 度 

に 進んで 行って るた。 で、 花房 はこ こで 道 子に 逢 ふと、 ちょっと 氣が 咎めた。 彌榮 子の 立場の 苦 

しい こと も 解って ゐた。 

彼 は 自然に 顔が 赤くな つたが、 わざと 近よ つて 一 芎 葉 を かけた。 

「今お 歸 りです か。」 
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四 六 四 

はう 

すると 道 子の 方で も その 淺黑ぃ 長い 顏に櫟 つたい 表情 をしながら、 

「え、 ちょっとお 友達の 處へ 寄って ゐ ましたから。」 

「女の？ 男の？」 

「まさか 男の 方なん か。」 道 子 は眞面 HE になって 「小 杉さん と 違 ひます わ。」 

「小 杉？ 彌榮 子です か。 あの 女に 男の 友人が あろんで すか。」 

たんと 

「澤山 もないで せう けれど、 確に 一 人く らゐ はあろ^ です わ。」 道 子 はさう 言って 苦笑した。 

花房 は 今 も 電車の なかで、 彌榮 子に ついて 考 へて ゐた處 であった。 二人の なかが 何う 云 ふ 風に 

なって ゐ るか は、 恐らく 道 子 も 鈴 江 も 知らない であらう が、 身 姿と 電話の 通話ぶ りな どで、 問題 

になって ゐる こと は、 彌榮 子の 話で も 明瞭であった。 彌榮子 は 常 盤 商 會を罷 めたい 意志 を さへ も 

つて ゐた。 彼女 はもう すっかり 花房に 倚り かかって ゐる 風であった。 花房 も それ は其處 まで 自分 

が 引 張って 來 たの だと は 思 ひながら、 さうな ろと 又た ちょっと 迷 ふので あった。 

花房 は 道 子に さう 言 はれろ と、 自分で も櫟 つたくな つた。 辯 解しても 無駄 だし、 辯 解す ろ 必要 

もない と 感じた。 ただ にゃにゃ 笑って ゐた。 

「いや、 小 杉さん の 事に ついて、 少しお 聞きしたい 事が あろんで すがね。 - 


「私に？」 

「御迷惑で もちよつ と 引 5^ して くれません か。」 

「でも 今日はもう 遲 いんです もの。」 . 

「手間 は 取らせ. ません よ。」 

二三 押 問答の 末、 道 子 は 引返す 事に なった。 そして 花房が 行きつ けの 数寄屋 河岸の 或ろ 鳥屋の 

I 一階へ あがって 行った。 花房 はちゃう ど 空腹であった し、 道 子が 下町風の 趣味が 好きら しいので- 

わざと そこ を 撰んだ のであった。 

月 はもう 五月で、 町 は 夏め いて ゐた。 花房 は 新調の セルの 背廣を 着て ゐた が、 歩く と. t が 出る 

ぬ  とりだ 

くら ゐ であった。 彼は脫 いだ 上着の. ホ ケット から 夕刊 を 取 出して 食卓のう へに 廣げ ながら、 

「貴女 はこ こ へ 來 たこと があります か。」 

「さう です ね、 ずっと 以前に 一 度：：。」 道 子は曖 味に 答へ て、 「私 かう 云 ふと， 一ろ 好きです わ。 

はう おちつき 

ョ本 趣味の 方が 落着が ようご ざいます ね。 一 曰 高い コ ンクリ I トの 中で 働いて ゐ ろせ ゐか 本豬 

はい  あたま 

築へ 入る と、 乾いた 頭 腦が潤 はされ ろ やうです わ。」 

「働く 場合 はとに かく、 休養す る 場合 は 日本 建築の 方が 親しみが あります ね。 贵女 はお 酒 は 何-つ 
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です。 暑い から ビ I ルが 好いです かひ」 

「貴方 は。」 

「僕 は どちらで も。」 

なん  ， 

「ぢゃ 私 も： ：。」 道 子 はに やりと 笑って、 「さう 言 ふと 何だか 飲めさう です けれど 。」 

「でも 箱 根で は 貴女が 一番 強かった。」 

「噓 です よ。」 

「それなら 誰が 一 番强 いんです。」 

す ろ うち 鍋 や 肉が 述ばれ て 、 ビ I ルが 二人の コップに 注がれた。 

「貴女 はお 子さん がお ありでした つけね。」 

「誰が そんな 事 を 言って？」  - 

「いや、 箱 根で 何だか そんな 事 を 聞いた やうに 思 ふ。 旦那 樣は 何うな すつ たんです。」 

「貴方 は 小 杉 さ ん のこと をお 聞きに なろ お 約束 だ つた ぢ やありません か。 私の 事なん か 興味 はな 

いでせ う。」 

「何う してです。 何う して そんなに 小 杉に こだ はるんで す。」 


「それ あ 仕方がな いわ。 まあお 的で もし ませう ね"」 道 子 はさう 言って、 ビ —ルを 取上げながら、 

「ビ —ル のお 酌なん て 私大 嫌 ひ。」 . 

「お 酌 は H 本 酒に 限ろ やうです ね。」 花房 はさう 言って、 今度 は 道 子に ついで やった。 

部屋 は 小 ざつば りした 四疊 半で、 窓に 目隱 しがして あつたが、 植木鉢な ど 置いて あろので、 感 

じ は 好かった。 そして 他 1? なく 彌榮子 や 鈴 江の 啤 などして るろうち に、 道 子 は 小用に 立って 行つ 

ほと  てさげぶくろ  す  み 

たが、 殆んど 故意に 近い 無造作な 態度で、 手 提袋を 花房の 直ぐ E の 先き に 置いて 行った。 看ろ と 

其の 口が あいてる て、 中から ハンケ チ だの 化粧道具の やうな ものと 一緒に 横 封の 手紙が、 不用意 

らしく 顏を屮 I してる た。 花房 は 苦笑に 似た 笑 を 思 はず 沖した 。この場合 彼女の 期待 を 裏切ろ の は、 

意地が 惡 いやう に 感じた ので、 わざと 封書 を 引出して 手捷く 讀んで 見た。 確に それ は戀 愛め いた 

關 係の 異性の ものら しく 思へ た。 何か大 阪の會 社へ 口が あって、 そこへ 行って からの 報告の やう 

な ものであった。 職 を 得た から 安心して くれ、 居所 だけ 知らす と； ；ム ふので あつたが、 何 かしら 謝 

罪 的な 意味に も 取れる 文意 もあった。 

いそ  レ  は うりだ  はい 

足 昔が したので、 花房 は 急いで 袋に 入れて、 そこへ 投 出した 刹那に 道 子が 入って 來て、 ふと そ 

れに目 をつ けた。 
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な に 

「貴方 何して ゐ たの。 この 中 見た でせ う。」 

「いいえ。」 

「さう、 それなら 好い けれど、 佝 だか 見られたら しい わ。」 

「見られち ゃ惡 いの。 何 か 秘密が あろの。」 

「厭な 人ね。」 

「しかし その 手紙 は、 怪しい ね。 5=^刻から僕ばかりぃぢめてゐる癖に御自分だって餘り潔白な方 

ぢ やないで せう。」 

「でも 仕方がな いぢゃありません か。 世の なかには 隨分 悪戯な sfT か あろんで す もの。 けど この 手 

紙 は 寧ろ 私の 潔白な 證據 なのよ。」 

「1^ うして？」 

「だって 此の 男 は、 別れた 良人の 手紙です もの。 私の 良人 は 相良醇 造と； K ふんです から、 どうか 

又た 何 かの をり にお 力 li をお 願 ひいた します。 三 田の 现財科 を 出たん です けれど、 お 酒が 好きで 

身 持が わろ いんです もの。 まあ デカダン なんです ね。 私 は家附 で、 相 良 は 養子なん です。 父が 出 

してし まったんです けれど、 私 そんなに 嫌 ひで もなかつ たんです の。 でも 其の は 年が 行かな か 


つたし、 自覺 がなかった ものです から、 別に 主張 もしませんでした けれど、 今と なって みると、 

私 も 少し 我儘だった と 思 ひます わ。」 

> と 

「それから ずっと 獨り で：：。」 

「まあ さう です ね。 でも、 相 良の 友人で、 ちょっと 好きな 人が 一 人あった んで すの。 けど、 その 

人 は あけませんでした。 ぉ國に 許嫁が あったり して。 |c く關 係は績 きました けれど、 私 も 相 良が 

可哀さ うだと 思 ひました から。」 

道 子 は 大分 醉 つて ゐた。  . 

「いや、 何う も 御馳走 さま。 多分 さう いふ 事 だら うと 思った。 結局 その 相 良と かいふ 人と 一 緖に 

なろ 時期の 來 ろの を 待って ゐる譯 です ね。」 

「でも 意氣 地がない から 駄目なん です の C それに 父 もす つかりお 金 を 無くして しま ひました し： 

••。」 道 子 はさう 言って ちょっと 喑ぃ顏 をした。 

「そんなに くよくよし たって 仕方がないで せう。 誰に も 苦勞は あろんだ から。 小 杉 さ ん なんか 

も、 樂ぢ やない やうです ね。」 

うち 

「あの人 家が 貧乏よ。 兄さん は 好い やうです けれど。 贵方 あの人 好きで せう。」 
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「好き も 嫌 ひもありません よ。 ただ 境遇に 同情した だけです よ。」 

「本 當？」 

「小 杉さん にきいて 御覽 なさい。」 

【でも 變ね 。また そんなに 同情な さろ なら、 もっと 進んで 愛して あげたら い いぢゃありません か。 

花房さん は 親切 だと 言 つて ゐ ました わ C 何う かして ゐ ろに 決って ゐ ろん です。」 

ばらばら 庇に 雨の 音が したので、 一 一人 は 遠 かに 目隱 しの 上から 喑ぃ外 を 見た。 

七 

それから 又 少し 經 つてから、 花房 は 道 子と 彌榮 子の 家 を 訪ねた。 それ は 鳥屋で 道 子と 食事 をし 

たと き、 さう いふ 約束が 出来た ので、 花房 は彌榮 子が 何う しても 家を敎 へない のを飽 足りな く 思 

いや  ます ま ほじ 

つた。 多分 自分の 慘 めな 生活 を 知られろ のが 厭な ので あらう と 思った けれど、 さうな ろと 益す 掘 

つて 見たい やうな 氣 がする のであった。 

「あの人ず ゐ ぶん 貧乏な のよ。 行かない 方が いい わ。 何う せ 私達の ことです から、 お金の あろ 譯 

はありません けれど。」 道 子 は 言った。  . 


その ョは 日曜であった。 花房 は 田 町に ゐる道 子 を 田 町 驛へ迎 へて、 そこから 東京の 西 北郊 をぐ 

つと 一 と 廻りして、 大塚驛 から S 梨 鴨へ おりて 行った。 道 子 は 新調ら しい 季節の が 色の 帶 なぞ 稀め 

て、 餘り 好い 毛ではなかった けれど、 へ ，ネットで ぴったり 押へ た束髮 がよく 顏に 映った。 で、 

田 町で 逢った 時 は、 ちょつ と羞 含んだ 風で 、 さ すが に 何時もの やうに しゃあしゃあした 處は なか 

こ  こ  は- rv よつ £ー* ど 

つた。 「男に 懲り懲りした。 獨 身の 方が 餘程 氣樂 だ。」 彼女 は 鳥屋で さう 言って、 ちょっと 花房に 獨 

身を彈 返す やう な 態度 を 示して、 深入り させなかった けれど、 自尊心 を 傷つけ ない 程度の 嫉妬 を 

あらそ 

彌榮 子に 感じて るる こと は爭 へなかった。 

C  と  -っ ち  す  C とま 

「今日 も私來 ようか 何う しょうかと 思つ たんです けれど。 小 杉さん の 家を敎 へたら liT ぐお 暇して 

よ。」  . 

「そんな 事 言った つて、 君が 居な け あ 駄目 ぢゃ ないか。 僕 一 人ぢゃ 照れて し. まふ。」 

「小 杉さん が 變に思 ふわ。」 

やつば り  へん  ± い 

さう は 言っても、 道 子 は 矢張氣 にか かろら しかった。 二人 はガ アドの 邊 から 横へ 人って、 細い 

まが  いが き 

通り を 二度 曲る と、 そこに， ij? 垣な どの 多い 靜 かな 町が あった。 彌榮 子の. 家 は その 通りから 一寸 横 

へ 人った ところの、 出窓の 外へ 向いた 格子 戶の 家であった。 


四 七 二 

や If  -r ち  しさ 

「あすこよ。 あの 窓の 障子の 破けた 家。」 道 子 は 五六 間 手前の、 反對の 側の 生垣のと ころへ 退つ 

て、 指し 敎 へた。 

「ああ、 あすこ。」 花房 は 額いた が、 何だか 惡 いところ を 見た やうな 悲哀な 氣持 になって、 w 五 間 

hi  ちつ  おつか 

後へ引 返した。 「お金 は 廻り 持ちです よ。 貧乏なん か 些とも 恥ぢ やない。 自分の 腕で 御母さん や 弟 

さん を 養って ゐろ だけで も、 君の して ゐろ事 は 男 以上に 立派な こと ぢ やない か。」 花房 は 彌榮子 を 

ことば  うち  なん 

慰めた 自分の  一一 一一 C 葉 を 想 ひ 出した が、 现窟は それに 遠 ひない としても、 今彌榮 子の 家 を 見る と、 何 

となし 幻滅 を 感じる のであった。 

「何う します。」 

「訪ねない 方が いいかね。 しかし 折.？： 來 たんだから ちょっと 訪ねて やら うぢ やない か。」 

さっき  ま^りかど 

往來へ 出て、 そんな 評議 をして ゐ ろと、 先刻 通った 曲 角のと ころから、 思 ひがけな く彌榮 子が 

はい  おも あしどり こっち 

やって 來て、 ふと 二人の 姿が 目に 人る と、 その 儘う つむいて 重い 足 取で 此方へ やって来た。 

「あら 到頭お 目に かかって しまった わね。 今 花房さん とお 訪ねし ようと 思って 來 たん で す けれ 

ど、 御迷惑で せう と 思って：：。」 道 子が いきなり 言 ふと、 彌榮子 は 「さう。」 と 暗い 顏に 微笑 を 

浮べて、 


「昨夜 齒が 痛ん で、 今お 爵 者へ 行って 来たんで すけれ ど。」 

看ろ と 彌榮子 は 含嗽 藥を 風呂敷に つつんで 持って ゐた。 

「蟲齒 かね。」 花房が きいた。 - 

「え、 齒根膜 炎 を 起したん です つて。」 

と  かく あと  あが 

彌榮 子が 言 ふま まに、 二人 は 左に 右 後に ついて 上った。 奥に 六蠱の 座敷が 一 つあって、 玄關に 

つづいて ゐる 三疊の 茶の間 を 通って、 そこへ 行かう とす ると、 そ こに 五十く らゐの 老母が ゐ たの 

で、 花房 はちよ つと ぉ辭儀 をして 通った が、 彼 はこん なに 何にもない 家 を 曾て 見た ことが なかつ 

た。 二人に 出す 座蒲團 さへ ちぐはぐの 薄っぺらな もので、 弟の 勉強机が 一 つ 隅つ こに あるきり で 

ひ あ. こ  *- ま 

あった C シネレ "ャの 花が ー鉢緣 の日當 りに 赤い 色 をして ゐた。 花房 は 極り が惡 くな つた。 彌榮 

子 は 茶の間の 襖 を 稀 めて しまった。 

「靜 かで 可い で すね。」 花房が 仕方なし 雷 つ た 。 

「え、 靜 かは靜 かです けれど。」 彌榮子 は 答へ たが、 花房が 道 子と 一 緒に 來 たこと が 彼女に 不安 

と壓 迫を與 へた。 

そこへ 母親が お茶 を もって 來て、 更 めて 挨拶した。 
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「本當 にむ さ 苦しい ところで、 彌榮が また 毎度 お世話になり ま す さ う で o」 

花房 は櫟 つたい 感じであった。 

「いや、 今 til は 偶然 服 部さん に 逢って ちゃう どお 夭 氣も いいし、 郊外 散歩で もす ろなら、 バ -.. にさ 

ん もお g ひしたら と 言 ふこと で：：。」 花房 はさう 言って、 彌榮 子に、 「何う です、 齒の 痛みが 去 

つ. こやう でしたら、 ぶらぶら 出て 見ません か。」 

「さう です ね。」 彌榮子 はいくら か 拗ね 氣 味で、 溢って ゐた。 

「いらっしゃい。 齒の 痛い 時なん か、 却って 氣が 晴れて いい。」 

「どこへ； <  しゃろ の。」 

「どこと 言って |£ もない が、 この i にど こか 新綠 のい ぃ處 はありません かね。」 

花房 はさう やって 坐って ゐろ のが 憂欝に なった。 道 子 も 何だか 尻が 落着かなかった。 

彌榮 子が 仕度 をして、 一緒に 外へ 出た 頃から、 遽に 風が 出て 來た。 空 も 曇って 来た。 

「郊外 散歩よりも、 私見たい 活動が あろんで すけ ど、 花房さん 奢って 下さらない？」 

道 子が 大塚驛 近くへ 来たと き 言った。 

「ああ 可いです とも、 どんな 活動です。」 


-ファ ラァの カルメンよ。」 

「カルメン？ それなら 僕 も 見ても いい、 小 杉さん は!； うです o」 

一え、 結構です けれど。」 彌榮子 はやつ ばり 溢った。 

や が て市內 電車で 淺草 へ 行く ことに Jijf つ. こ。 


翌日 S 午後 會 社の ひける 時刻に、 露 子が 一 人で 事務所へ 訪ねて 來た。 花房 はちゃう ど 書類 を 

作成して ゐた ところで、 山 下はゐ なかった。 彼 は應接 室で 二十 分 程 待せ てから、 て 行った。 

カルメン 貪た 晚は、 彌榮 子は齒 の-腫れが まだ； r いに てゐ なかった のに、 花房が とかく 服 部 

に 傾 塞い ので、 不愉快であった。 二人の I が、 ゎづ かこの 數 曰の あ ひだに、 ぐんぐん 進んで 

ゐ たの だとし か 思へ なかった。 彼女 は 道 子 I むと 同時に 花房 を 謹した くな つた。 歸る時 こし 

たと ころで、 道が ちが ふから 仕方がな いや、 つな ものの 彼女 は 獨りタ 牛 シィに 載せられて 田 原 町 か 

ら 別れた のであった。 彌擎 は 侮辱と 謹ま じない 譯に 行かなかった。 もう r な ことがあつ 

て も、 花房に は 逢 ふまい と 思 ひつめ たが、 しかし。 刈れる にしても、 もう 一度 二人 だけで 逢って、 
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事 fiE を 詳しく 聞いて から、 氣持 よく 別れたい と 思った。 自分が 餘り 盲目的に 昂奮し すぎる のか も 

知れない と 言ふ氣 もした。 

二十 分 も 待た された 事が、 彌榮 子の 心 を 一 曆 暗く した。 やっぱり 逢はなかった 方が 可かった と 

ミ どぶち 

も 思った。 彌榮子 は 應接窒 の 石膏像 や、 日本の 美術品な ど を 見ろ のに も 飽きて、 窓 緣へ來 て、 力 

ァ テン あ ひだから 町 を 見お ろして ゐた。 造幣 廠の 大きな 建物が、 すぐ 其處に 見えた。 

「や あ、 お 待たせし ました。」 

その 聲に振 顧って みろ と、 そこに 花房が 少し 赤い 顔 をして、 何時もの とほり にこに こして ゐた。 

その 顔 を 見ろ と 彌榮子 は漸と いくらか 氣 持が. 安 まった。 

「お 邪魔して 惡 いと 思 ひました けれど： ：0」 

「ちっとも 差閊 へません。 ガソリ ー の 貭 にして ゐる 女優さん が、 ちょいちょい 米ます からね。 

齒は 何う です。」 

「もう 好 いんです、 けどお 忙し いんで せう。」 

やつす  ところ  こと  ヽ 

「いや、 渐と濟 んだ處 です。 事に よったら 電話で も かけようかと 思って ゐ たので。」 花房 は 一一 一一 口つ 

たが、 しかし 佝 となし 伏目が ちであった。 


彌榮子 はぎれて しまった。 しかし 何 か 知ら 衝動的に 心に 塞く もの を 感じた。 殊に 今日の 道 子の 

* や すま  あたま 

厭に 澄した 態度と 思 ひ あはせ ると、 默 つて は ゐられ なかった。 彌榮子 は 頭腦が 暗くな つた。 

「少しお 伺 ひしたい ことがあ るんで すけれ ど。」 彌榮子 は 自分の 氣 持が 妙に 硬直して ゐる こと を 

感じた が 何う にもなら なかった。 - 

あと か.. こづ ナ 

r ぢゃ、 ちょっと 待ちなさい。 跡片着 をして くろ あ ひだ OJ 花房 はさう 言って 氣輕に 立って 行つ. た。 

,4  二  と 

彌榮子 は 何が何だか 解ら なくなった。 秘 {《？>蔽 ふために、 わざと 道 子の 機嫌 を 取って ゐる のか 

も 知れない と 思ったり、 かう 遣って 訪ねて 來た S を、 迷惑に 感じて みろ やうに 思 はれたり した。 

花房 は 帽子と 折飽を もって 直きに やって 來た。 

「では ちょっと 一 足 先き に 出て 下さい。」 

彌榮子 は 何だか 氣の 利かない 事 をした やうな 氣 がした が、 左に 右 先き へ 出た。 そして 少し 離れ 

たと ころで 待って ゐ ろと、 そこへ 花房が やって来て、 

• ひち  や か 

「今 tH は何處 にします かね。 家の 大將 が喧 まし いんで。」 

「御迷惑でした の。」 

ひつ ぼり こ 

「いや、 そんな 事 もない が、 事務所へ 女 を 引 張 込んで ゐ ると 思 はれても 面倒 だから。」 

« 资 放お  5! 七. y 


B 七 < 

「；^ 電話 を かけようかと m 心つ たんです けれど、 服 部さん が 頑張って みろ でせ う。」 

「しかし 服 部さん は 一 切 を 知って やしない かね。」 

「贵 方が 話した の。」 

「いいや：：。」 花房 は 否定した が、 彌榮子 は 何とな し 霧 を 隔てて ゐろ やうな 感じであった。 

二人 は 八重 洲 河岸の 方へ と 足 を 運んで ゐ たが、 彌榮子 は 花房の 態度が、 何時もと 違って、 どこ 

か 空虚な 感じが すろ ので、 平氣 では ゐられ なかった。 今迄 二人 は 二三 度大 森の 方へ 行った ことが 

あった。 一度な ど は 遞 くな つて、 翌 H そこから 直ぐ 丸の .2 へ 出勤した くらみで、 花房の 口吻に よ 

ると、 月月の 生活費 や 弟の 敎育費 くらる は 幾分 負檐 しても いいと いふので あった。 そして 細君 も 

子供 も あるに は ある けれど、 八 r は W 舍へ 還して あろので、 それ も 免狀を 取る までと 一 K ふ 約束な の 

たち ま は  ひ 

をが、 免狀 なぞ 無くても 少し 敏捷に 立迥 りさへ すれば、 金儲けの 仕事 は 到る 處に蔓 を 引いた やう 

に轉 つて ゐる。 現に 最近 特許 を 取った 發明 品の 製造に 取り かかって ゐろ ものが 一 つあって、 あ 人 

と 合； E で その 方へ 資本 を 卸して ゐ るし、 擔 保に 取った 商品 も會 鹿に； m けて あろと 言って、 書附を 

見せたり した。 彌榮 子に はそんな 事情 はよ く 判らなかった けれど、 とにかく 株券なん か 持って ゐ 

ろ こと は事實 で、 何 かしら 金が 不斷に 入る らしく 思へ た。 彌榮 子が 二三 回に 貰った 金 だけで も、 


み なり 

二月 や 三月の 月給より 多かった。 彌榮子 は それで いくらか 身 装を挤 へる ことが 出来た。 それに 花 

し> た  に は .》 あ 力る 

房と 話して ゐ ろと、 何時でも 氣 持が 輕 くな つた。 長い あ ひだ 虐げられて ゐた 暗い 生活が、 遽に明 

みへ ぱ I-Z され る や うな 悅びを 感じた。 それ は 何う 考へ て も 一 時の 氣 紛れの やうに は 思へ なかつ 

た。 道 子 や 鈴 江よりも 自分の 方に 多く 好意 を もって ゐろ としか 思へ なかった。 

「ffi ^は啦 Sll: うして 服 部さん と 一 緒に 私の 家へ ゐら つした の。」 彌榮子 は 大通りへ ぬける 横町 を 

歩いて ゐろ とき 思 ひきって 尋ねた。 

「何う してって、 別に 现. E はない。 君が 何う しても 家を敎 へない から、 服 部さん に案內 して もら 

つた 譯 さ。」 花房 は 何でもない やうに 言 つ た 。 

「服 部さん ずゐ ぶんね、 あんな 處へ つれて 來 て。」 

い  うち 

「い いぢ やない か。 誰も 君が 好い 家に 住んで ろと は 思 はない から。」 

「出舍 の 1¥ なら、 まさか 誰 方に 來 ていた だいても、 さう 極り の わるい 思 ひなん かしま せんけれ 

どじ」 

「解って ゐろぢ やない か。」 

「服 部さん と 何う して、 そんなに 親しくな つたんで せう。」 

戀资 放浪  四 七 九 


「そんなら 白狀 しても いい けれど、 あの人と 此の あ ひだ 有樂 町で 偶然 逢って、 鳥屋へ 入った の 

さ 。」 花房 は 笑 ひながら 話した。 

「そして 何う したの。」 

「ハゃ 何う，.，， しゃしな いが、 あの 女 もなかな か 色氣が あろね。」 

「何 か 言って？」  . 

• のろけ  ,  3 

「あの 女のお 自惚 を， きいた たけ さ」 

「それだけ ぢ やないで せう。」  . 

rjw うして そんな 事 を 訊く のかね。」 

な. d なれ 

「1^ ビかを かし いんです もの。 あの 晚 だって あんなに 馴馴 しくした. ちゃありません 力。」 

「それ は 僕の 性分で 仕方がない。 ま.^ さう しなければ、 君が 困る だら うと 思つ たんだ。」 

「何だか， わからな いわ。 あの方 私の 事が 何も彼も わかって ゐる やうな 氣 がして ならない わ。 それ 

.» ら. Q 

でなくて さ へ 隨分 揶揄 はれ るんで す もの。」 

や s もら  ゆき 

「嫉 一?r たよ。 初めからの 行が かりで 仕方かない。」 

一 私 あすこに 居る のが 熟 熟 厥に なつたん です けれど、 どこか 外に 口 はないで せう か。」 


之  -て 二  *-  I 

- しかし 今罷 める と、 益益 變ぢ やない かね。」 

「でも 服 部さん と 一 緒に ゐられ な いんです もの。」 

- それなら & おめても いい けれど、 僕が, かした やうに 思 はれても 困る からね。 山 下 は 口が 堅い か 

ら J-lk はない としても、 常 盤 商 會へ顏 向けが できない からね。」 

「でも 私が あすこに 居れ-は ゐる ほど 變ぢ やない の。」 

「そこ を 旨く やろ のさ。 道 子 さへ 手に入れて おけば：：。」 

彌榮 子の 神經は 敏感に 働いた。 

「そ れ御覽 なさい。 貴方 は 服 部 さ んを きっと 佝 うかして ゐ るんだ。」 

「まだ 其處 まで 行って ゐな いよ c」 花房 は 少し 赤い 顔 をして 櫟 つたい 微笑 を 浮べながら、 

「それに あの 女 は 何だか 僕に は 刺らない。 ひどく 氣を もたせろ やうな 風 だと 思 ふと 前の ハ ズに未 

練が ある やうで。 それとも わざと あんな 事 を 一 百って、 挑發 すろ のか：：。」 

一 ，贵 方眞實 の 事 を 言 つて 下さらない！」 

「直 實も嘘 もない、 それだけの 事 さ。」 

「貴方 は 道 子さん に 興味 を もって ゐ るに 違 ひない のよ。 責 方が そんなに 氣の 多い 人 だと は 思 はな 
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かった。 私&" たか 貴方 を 信じす ぎた やうな 氣 がして ならない。 やっぱり 私が 莫迦だった のね。」 彌 

榮子は 絶望的に 一 百って、 目に 淚を ためて ゐた。 

花房 は 仕方なし 默 つて ゐ たが、 この 二三 日の 態度 を 恥ろ やうな 氣持を させられた， こ；^ 時に、 や 

つばり 彌榮 子の? 5 に 眞實が あろ やうな 氣 がした。 彼 は彌榮 子と 二三 度 逢って ゐる うちに、 いっか 

i .  ふり かへ  うち 

づるづ ろ 深み へんって 來 たの を 感じて、 ちょっと 振 顧る 氣 になって ゐた。 家へ 歸 つて、 妻 や 子供 

の顏を 見ろ とき、 彼の 心 は 平 靜 では ゐな かった。 彌榮 子に 倚 頼られす ぎて ゐろ のが、 不安で あつ 

た。 妻 や 子供 以上に も 重い 責任 を脊負 はされ さう に 思へ た。 道 子なら ば それ は 生活 全體の 問題で 

なくても 濟む 害で あつたが、 彌榮 子の 場合で はさう は 行かなかった。 勿論 結婚 後の 幾年 かの あ ひ 

だに、 誰に でも ありがちな 結婚 生活の 怠屈 さが 彼に も 見舞って 來た。 長い あ ひだ 生活の 苦しみ を 

嘗め 合って 來 ただけ に、 最近 今の 事務所で 働く やうに なつてから、 さう やって 毎日 丸の 內へ 通つ 

て、 今まで 見 も 知らなかった 空氣を 呼吸す るに つれて、 そこに 渦 をまい てゐる 人間の 享樂 に、 羡 

望と 好奇の 心が 動かずに はゐ なかった。 彼 は 仕事の 關 係で、 カフ ヱ や レストランへ も 入れば、 待 

合へ も 入った。 ガソリ ー の 情事に も たづ さはれば、 金で 貞操 を賫る 日本 婦人の 誰某 を も 知った。 

i か 昔に、 草ぶ かい 田舍で 式を舉 げた、 結婚 當 時の 深い 印象 や 敬虔な 氣 分な ども、 今の 彼に は、 


大した 意^はなかった。 いっと はなし 彼 は 新しい 幻影 を 求めて みた。 勿論 彌榮 子が 最初の 女で は 

なかった けれど、 彌榮 子の 若さと 境遇が 彼を惹 きつけた。  . 

九 

朝の 九 時 頃に 花房が 目 を さました とき、 彼 は 海岸の ネ テルの 樓 上で、 ベッドに 横 はって ゐる自 

^  ち；：； ちちつ ふべ 

分を發 見した。 彌榮子 はと 肴る と、 彼女 はもう そこに はゐ なかった。 しかし 持物 は 昨夜の ままで 

あった。 セルの 着物 や、 羽二重の 帶な ども 棚に あった。 さう 言へば、 彼 はもう ちょっと 先き に 


された ことが 記憶に あった。 


すきま  さしこ 

初夏ら しい 曰が 力 ァ テ ン の 隙間から 差込んで ゐた。 高い 木の 綠も 目に 觸れ た。 京濱 電車の 音 

が、 遠い 下の 方から 聞え て來 た。 昨夜 彌榮 子の 訪問み 受けた ときには、 被の 心 はちゃう ど 岐路に 

立って ゐた。 勿論 それき り彌榮 子と 手を切って しま はう と は 決心して ゐ なかった けれど、 何とな 

くー應 ぼかして しま ひたい やうな 感じであった。 金です むこと なら、 何う にかしょう とも 思って 

ゐた" しかし 其の 氣持は やっぱり 寂しかった。 ただこん なにも 深く 引 込まれようと は 思 はな かつ 

た。 それに は 道 子が 動機であった。 彌榮子 は 思った より 上に、 はっきりした 熱情 的な 態度で、 
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彼 こ 白 一って 來た。 彼 は それ を 待 受けて ゐ たやう に 感じた し、 困った やうに も 思 さ。 淡い 不安が 

f のど こか.^ t て ゐ存れ ど、 そ SSS 子供に 對 すろ f り も 寧ろ 何？^ たら 一 一人の 一 

愛が、 幸福に ％ しぎら れ ろかの 方法で あっち 被 は 高い 天 f 眺めながら、 せい 歡樂 の夢を追 一 

つて ゐた。 

そこへ Kssi 子が ドア を 押して、 奪现 はした。 _  一 

「もう 幾 時 かな。」 花房 はさう S て、 ベ ッ. -G 柱に かかって t 時； 5 取上げて 見ち 一 

「もう 九， 時よ。」  . 

「そいつ ぁ大變 だ。 ちょっと 電話 を かけて おかに や。」 

「私 かけても r わ。」 讓子 はさう 首って、 f」 あ 開けて ゐた。 海から 来る すがすがしい 風が 一 

額に ，て、 彼 は 初めて S つた やうに 感じ が、 起きろ のが 億劫で あっち  _ 

「今 ほ はかう やって 一 曰 寢てゐ たいな。」  一 

「それでも r んぢ やない s。 病氣 だとい つて 斷 つてお けば。 し  一 

「5£ ^用事 もな いんだが ね。」  」 

「私 今日は 行かない わ。」  _ 


「今 R 行かな け あ、 直ぐ わかろ ぢ やない か。」 

か ま  あそこ 

「わかった つて 介意 やしない。 どうせ 彼處 にはゐ ない 積り だから。 その 接り にして いいんで せ 

う。」 彌榮子 はさう 言って、 化粧 臺の ところで、 顔と 髮を いぢって ゐた。 

「それでも 可い けれど、 餘り 現金 ぢ やない かい。」 

レ  うち 

「で も 可い わ。 私 早く 贵 方と 家 を も つて 見た いん で す も の 。」 

_ 家 は 今でも 持って ゐろぢ やない か。」 

「あんな 家なん か：：。」 

彌榮子 はも. つ 悉皆 その 氣 になって、 今朝 は 殊に 抑へ がたい 希望と ffl を 包んで ゐろ や，；^.^ 見え 

*  一  C 

彌榮子 は 田 舍にゐ る 時、 戀愛關 係に 陷 りかかった 靑 年が 一 人あって、 そのため 緣談が i れた事 

があった。 靑 年は學 校の 先生 なぞして ゐ たことの あろ 文學 好きな 男であった が、 左傾 的な 思想 を 

もって ゐ たので、 町の 人に 疎外され てるた。 彌榮子 も その 飛沫で 相績 者の 異母 兄 夫. 婦 から、 ひど 

く 忌み嫌 はれて しまった C 後に 彌榮子 は その 青年が 厭に なった けれど、 その 頃 は 信じ もし 愛し，；' 

して ゐた。 そんな 事がなくても 母 は 兄 夫婦と 折 合が 惡 かった ので、 母子 は 意地に なって 兄 逢と 刖 
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れて しまった。 彌榮子 母子が 他人の 同情に、 特別の 有難 味 を 感ずろ の も、 兄の 家に 對 する 反感が 

あるからで、 一度 は 彼等 を 見返して やらなければ、 蟲が おさまらなかった。 花房 は 花房で、 ひど 

く 此の 事の 露見 を 恐れて ゐた。 彌榮 子の 一身 を 引受けろ にしても、 どこか 友人 や 窭の氣 着かない 

ところに 隱 してお きたかった。 それに 試驗の 準備と して、 この 夏 は どこか 靜 かな 山の 溫 泉に 二た 

月ば かり 立籠る 計晝 もあった ので、 彌榮 子の 町の 近くに ある 溫泉 場の 様子な ど をき くと、 そこへ 

行って みたい やうな 氣 がした。 勿論 彌榮子 は故鄕 への 意地と 憧れ を、 多分に もって ゐ たので、 花 

房と 二人で、 不意に その 溫泉 場へ 現 はれろ ことが、 何ん なに か 兄 夫婦た ち を 驚かせる こと だら う 

と 思 ふと、 今にも 飛んで 行きたい やうな 氣 がすろ のであった。 

いと こ  かたづ 

「あの 溫 泉なら、 私も從 姉が 片 着いて ゐ ますから、 よく 遊びに 行きました わ。」 彌榮子 は 今 も そ 

の 話が m ると、 調子が はづん で、 目が 懂愦 的な 輝き を もってくろ のであった。 

,ょ こ  おも ひで 

「そこに 何か戀 愛の 思 出で も あるん ぢ やない かね。 その 社會 主義 の 男と。」 

「まさか、 そんな だら しのない 私で もないで せう ね。」 

ハ  とりにが 

「そのために 好い 運 を 取 逃した とい ふぢ やない か。」 

い ，f ち 

「それ あさう だけれ ど、 兄さん 達が 思って ゐる ほど、 好い 家で もなかつ たんです の。」 


わき 

彌榮子 は ベ ッドの 傍に 椅子 を 寄せて、 朝風に 吹かれながら 時時 目 を 見合せ てに つと 微笑んで ゐ 

た C 

「とにかく 其處へ 一度 行って みろ かね。」 

「え、 私 早く 行って みたい わ。」 

よ つ ほど 

「しかし 餘程 工合よ くやらない と、 お 互に 身の 破滅になる からね。」 

「私が 病氣で 勤まらないから、 K 舍へ歸 る と 言 ふ 風に すれば いいで せう。」 

「さう だ。 さう して 僕が 服 部さん にで も 逢ったら、 何にも 知らない 風に して ゐれ ば。 へえ、 田舍 

へ歸 りました か、 といった 鹽 梅に。 そして 少した つてから、 僕が 行く と； K ふ ことにすれ ばね。 僕 

この 夏 勉強に 行く こと は、 事務所で も 知って ゐ ろんだ から。」 

あと 

その 話が 一 としき" は づんだ 後で、 一 旦べ ッドの 上に 起き あがらう とした 花房 はまた 眠氣 でも 

差して 來 たやう に、 その. まま， 义た 横にな つてし. まった C 彌榮子 も 今日は どこへ も 出たくない やう 

な 感じであった。 

十 
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二 < ^で 世 帶を 持つ 持たない は^として、 とにかく 彌榮 子が 田 舍の溫 i: 水へ 一時 姿 を隱す ことにな 

つたの は、 六月の 初めであった。 彌榮子 は 常 盤商會 を罷 めて それき り 道 子に も 鈴 江に も 逢 ふ機會 

がなかった が、 交換手と して 丸の 一 2： へ 通勤して ゐた 頃の こと を 思 ふと、 八 マ は 見 違へ る ほど 美しく 

そのの ち 

なって ゐた。 この 戀 愛の 動機と なった 思 出の 多い 箱 根へ も 其 後一 度 一緒に 遊びに 行った し、 その 

他 色色の 場合で、 一 一人の 愛 は 段段 深くな ろば かりであった。 

し かし 彌榮子 は 何う かすろ と 花房 の 生活が さう やって 分裂して 來 たこと に、 不安 を 感じな い で 

は ゐられ なかった。 詳しい こと は 解らなかった けれど、 田舍で 結婚式み， -舉 げた 細君に もう 五つに 

なる 男の子の あろ こと も、 いっか 花房から 聞かされ たが 花房の 言 ふので は、 それ は それと して、 

生活の 動 搖を來 す やうな 事 はして ないから たと ひ彌榮 子の ために 彼女み-離 緣 する こと は 出来ない 

まで も、 それに 似た やうな 狀 態で 進めば、 さう 難しい 問題に はならずに 濟 むだら うと 事 も なげに 

云 ふので あった。 

ひっこ  ととの 

或る n=  二人 は E 舍に引 込む について、 必 要な 旅行 具 や 、家具の やうな もの を 調へ ようと 思って， 

一緒に M 雜貨 店へ 入った。 彌榮子 は そこで 田舍 への 土産 を も 買 はなければ ならなかった が、 花房 

はちゃう ど その 雜貨 店の 或ろ 事件に 關 係した ことがあ つたので、 支配人 をよ く 知って ゐた ところ 


から、 そこ だけ は 通 ひで 何でも 取ろ ことが 出來ろ やうに なった。 それに 花房 は彌榮 子と 關係 すろ 

やうに なつ てから、 不思議に 金 運が 好くな つて ゐて、 持 つて ゐろ株 も 驚く ベ き 高値 を 示して ゐた。 

で、 彌榮 子の H から 見る と、 どこに そんなに 金が あるかと 思 ふ ほど、 彼 は 札 びら を 切ろ のが 鮮か 

であった。 彼 は 結婚 後餘り 好い こと もなかった 妻 を 憐れまない では ゐられ なかった。 子供が 產れ 

i りよ 

ろ 前後、 もう 田舍 から 金 を 取 寄せる こと もで きなくて、 どん底の 苦しみに 陷 ちてゐ たので、 しば 

らく W 舍へぁ づけて おいた 事 もあった ほどで、 今の 事務所へ 入ろ まで は、 つい 吻 とする やうな nn 

そ £  あん  の 

もなかった。 田 舍の姑 達の 傍に ゐろ 1? も、 彼女の その その H の 生活 氣分 は餘 まり 暢び やかな も 

ふ つつか 

のではなかった。 花房が 世に出ない 責任の 半分 以上が、 彼女の 不束から でも 來てゐ ろ やうに、 姑 

達 やその 周圍の 人達から 思 はれて ゐろ こと も、 素直な 彼女に 取って は、 二重の 苦しみであった。 

今漸と 花房の 運命が 芽 を 吹 出し かけて ゐた。 家ら しい 家 を 東京に 構へ ろ こと も で き て來 たと こ 

ろで、 彼 は また 彼女の 存在 を ま ろ で 無視し て ゐろゃ う な戀愛 遊戯に 耽 つて ゐ るので あつ た。 それ 

あたま 

を 思 ふと 花房 は氣が 痛んだ。 妻 や 子供の こと を考 へる と、 頭腦が 暗くな つた。 

しかし 彼に も 微妙な 打算的 觀 念がない 譯に 行かなかった。 總て戀 愛 を 遊ぶ ものの 心理が さう で 

つ ひや 

あろと ほりに、 彼 はこの 戀愛を 得る ために 費し た 精神的 苦勞と 物質的 費用 とを考 へない 譯に 行か 
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なかった。 勿論 それ は 不思議な 人間の 本能で もあった。 それに 戀愛は 努力の みに よつ て 得られ 

る、 他の 仕事と は 本質的に 違った ところの ある こと も、 興味の 重なる 主因であった。 それ は機會 

であった。 人が 生涯の あ ひだに 一度 逢 ふが 二度 逢 ふか 若しくは 一度 もない か、 それ は 誰に も 測ら 

それ 

れ ない 謎であった。 結婚 以前の 花房に も そんな 經驗 がない 事はなかった。 そして 其が あった だけ 

に、 彼 は 一 曆 結婚 生活 以外に 絶えず 幻影 を 追求して ゐた。 それに 妻と 彌榮 子との がの 一 っを擇 

ぶこと になろ と、 宿命的に 決定され た 窭を棄 てろ ことが 困難な 事情に あれば ある だけ、 出來 うべ 

くば 其 をしょう とする 衝動の 方が、 強く 働きが ちであった。 勿 論 それ は 彼 自身の 氣 持から 言って 

とちな 

も、 容易な 仕事ではなかった。 決して 快い ことではなかった。 苦痛と 恥辱と がそれ に 伴った。 彼 

は 其の 不可能な こと を 十分 知って ゐた。 知れ 切った 事で あろ だけに、 惱 みの 多い 興味が そこに あ 

つた。 勿論 彼 は 善良であった。 たと ひ 何ん な ことがあっても、 妻 を 憎む 氣に はなれなかった、 た 

だ 新しい 戀が、 彼の 家庭 氣分 に比べて いくらか、 新鮮 味 を もって ゐろ だけであった。 

その 日 も 彼 は 暑い ときに 着ろ やうな 着物 を 一 反、 彌榮 子と 柄の 選擇を 協議した うへ で、 妻の た 

めに 買って 屆 けさせろ ことにした。 

いひ わけ 

「時時 か うい ふ 事 を やって おかない とね。」 彼 は彌榮 子に 言譯す ろ や うに 言 つたが、 それが 又 ひど 


く、 妻の 人格 を 侮辱して ゐろ やうに 思へ て 心が 痛んだ。 

「それ あさう ね。 貴方 は 奥さん 思 ひだから。」 彌榮子 は 寂しい 氣持を 胡麻 化す やうに 苦笑して ゐ 

たが、 花房の 妻の ために、 着物 を選擇 するとい ふこと が、 何とな し櫟 つたく 思 はれながら、 男 を 

すっかり 自分の ものにして ゐろ 占有 權を 誇らずに は ゐられ なかった。 

十一 

ほと 

溫泉 場と 殆ん ど接續 した M 市の 町 はづれ に、 多分 その 一 と 夏、 事に よれば、 母と 弟 だけ は そこ 

に 永住す るつ もりで、 手頃な 家 を 見つけた の は、 二人が その 溫泉 場に 三 四日 逗留して ゐた 間の こ 

とで、 東京なら 五六 十圓の 家賃 を拂 はなければ ならない だら うと 思 はれる、 その 邊の 或る 地主の 

うしろ 

持 家であった。 後 は靑靑 した 田圃で、 前に は 水が 流れて ゐた。 そこにあった 兵營 が縮少 された 結 

果、 そんな 空 家 も 幾 箇も屮 I てゐ た。 彌榮 子の 話に よろ と、 持主 は 兵營へ 食糧なん か 納めて ゐ たも 

ので、 その子 供 は 町で 醫者 をして ゐた。 

彌榮子 は その 邊の 地理 をよ く 知って ゐた。 顔馴染 も 多かった。 で、 東京へ 行って ゐ ろ あ ひだ 

に、 そんな 男と 結婚した と 云 ふこと が、 そ^ 町で はいつ か 評 剣に なって ゐ るら しいので、 二人で 
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町 を 歩いて ゐろ とき なぞ、 花房 は 何となく 極り が惡 かった。 殊に 彌榮子 は、 實家を 見舞った とき、 

正式 こ 結婚す る ことにな つて ゐる やうに、 兄 夫婦に も 披露した し、 宿帳に も それ は 花房 自身で、 

すっかり 

今迄 どこで 泊っても さう して 来たので、 今度 も 妻と 記した くら ゐ なので、 彌榮子 はも う 悉皆 夫婦 

氣 取で ゐ るら しかった。 實際 また 大 森の ホテルで 逢った とき なぞ は、 今迄 いくらか 遠慮が ちで あ 

つた 彌榮 子の 調子が、 ひどく 熱情 的に なって ゐ たので、 ついそれ を强耍 したので あった。 そんな 

時 は 花房 もつ い 狂 熟 的に 與舊 して ゐ るので、 彌榮 子の ために は、 總て G ものん」 犧牲 にしても 惜し 

くない やうに 感じる のであった。 女が 要求す ろなら、 死の 床へ でも 悅んで 上れ さう にさへ 思 ふの 

であった。 

うち ひきう つ  5 ち 

やがて 彼等 は 溫泉宿 を引拂 つて、 その 家に 引 移った。 軍 醫のゐ た 家 だけに、 どの 部屋 も 掃除 を 

する 必要の ない ほど 綺麗に なって ゐて、 庭に は 草花なん かが 作って あった。 花房 は 物珍し さう に 

% 中 を 見廻って、 電氣の 工合 を 見たり、 町で 買って 來た簾 をつつ たり、 蛟帳 をつ ろ 釘 をう つたり 

した。 彌榮子 は 東京から 着いた 荷物 を釋 いたりして ゐた。 座敷の 緣 側に 籐椅子 を もちだして、 腰 

かけて ゐ ると、 廣廣 した 練兵場の はづれ に、 だらだらした 啻ぃ 山の 姿が みえた。 溫泉は その 山の 

麓で、 旅館の 棟 や 白壁が 綠のぁ ひだから 見えろ のであった。 


「ここなら 勉強で きろで せう。」 彌榮子 も 初めて i びりした 氣持 になって、 そこへ 來て すわった。 

風が そよ そよ と 野から 部屋に 流れた。 前 を 流ろ ろ 水の 音も凉 しかった。 練兵場で は。， ir ヒ ユラ や 

柳が、 強く 夏の 陽光に 輝いて ゐた。 .  . 

「素敵 だね。 だが、 呑氣 すぎて 勉強す ろ氣 にな れんか も 知れない よ。」 

「さう したら 又 どこかへ いらっしゃいよ。 それに 私樂 しみに して ゐろ ことが 一 つ あろの よ。」 

「& たい。 ほの 留守に 前の 男で も 呼 寄せようと いふん ぢ やない か。」 花房 は 笑談を 言った。 ちょ 

つと さう； K ふ氣 がしないでも なかった。  ， 

r 莫，^ らしい。 狭い 土地で そんな 事が できる ものです か。 今度 は名譽 恢復の つもり でかう やつ 

ち 

て、 こんな 處へ家 を もつ たんです もの。」 彌榮子 は 心から 幸福 を 感じて ゐろ やうに 言った。 

「餘 り名譽 恢復に もな らんだら う。」 花房 は揲 つたい 微笑 を 浮べて、 「それ どころ か、 僕達の こと 

が 世間に 本営に 知れれば、 我我 は 尾 をまい て 此處を 引 揚げなければ ならん かも 知れな いんだから 

ね。 だから まあ 餘り 大きな 顏 しない 方が いいよ。」 

「けど 貴方が 私と 正式に 結婚して くれれば、 どこへ 行った つて 大成 張 だ わ。 方 はさう 言 つてる 

た 癖に：：。」 
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「それ は 僕の 氣持を 言つ たんだよ。 僕の 氣 持なら 君に だって 解らん こと はないだ らう。」 

「それ は 判って るろ けれど、 判らない や うな 氣 もします よ。」 

「どうい ふ點が だね。」 

「服 部さん との 關 係なん か、 何だか 變 だと 思 ふわ。」 

「まさか 僕 だって、 そんな 浮氣 もの ぢ やない よ。」 

「ぢゃ 奥さん は 何うな の。」 

「そんな 事は考 へないで おか うぢ やない か。 ^れ るに しても、 時機が あるから ね。 また 家内 は 家 

內 として、 世 ii 的な 結婚 法で 同棲した もの だから、 あの 儘 そっとし ておいた つて 可い 譯ぢ やない 

、 D 

力」 

「その 氣 持が 私に わからな いんだ けれど、 同時に 一 一人 を 愛しうる ものなん でせ うか。」 

「愛しうる と 思 ふね。 まあ 兄： si- でい へば、 私が 姉妹 を もってる ろと して、 姉 は 姉の やうに 妹 は 妹 

で 愛すろ ことができろ ぢ やない か。 愛に は 定量が な いんだ からね。 それ は 言って みれば 日光の や 

うな もの だ。」 

r ちゃ 女 も それが 出 來ろ譯 ね。」 


「さう さ。 愛されろ 方が それで 滿 足す るか 何う かが 問題になる だけ さ。」 

「わからな いわ。 貴方 は 一 體 どっちが 好い の。」 

「そんな 事 はわ かって ゐるぢ やない か。，」 花房 は頰を 紅く して 微笑して ゐた。 

十二 

母 や 弟が 来てから、 その 家 も ー脣賑 かにな つて 來た。 母 は 年を取って ゐろ だけに、 この 戀愛關 

係に 餘り黉 成して ゐ なかった。 贊 成しない 譯 ではなかった けれど、 それが 本営に 彌榮 子の 信じて 

ゐる やうな 幸福な 愛 か 何う か を 不安に 思って ゐた。 彌榮 子の 言 ふところ では、 花房 は 自分 を 心 か 

ら 愛して くれても ゐ ろし、 嘘を吐く やうな 男で ないから、 こっち さへ その 積り になって ゐれ ば、 

公然 結婚す る 時が、 きっと 來 るに 違 ひない とい ふので あった。 それにもう 自分 等親 子の ために 三 

gl 千圓 もの 金を使って ゐ ろし、 免狀 さへ 取れば、 今よりも ずっと 好い 生活 もで きる 害 だから、 默 

つて 先 を 見て くれる と 自信が ありさう であった。 それに 花房 は 母 を 安心 させろ ために、 ちゃう ど 

うち 

其の 家を讓 つても いいと 云 ふ 家主の 意嚮で、 思った より 安く もあった ところから、 一思 ひに 買つ 

てし まって、 彌榮 子の 名義に したくら ゐ なので、 彌榮子 はー曆 花房 を 信じた。 兄 夫婦へ も 肩身が 
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廣 かった。 

直きに 登山の 時期が 來た。 花房 は それまでに 三度ば かり is- 京へ 出て、 用事が 一 と片 つくと、 I： 

かしら 色色な もの を 買 ひこんで は 遣って 來た。 & ぃ外國 M だと か、 新規な 家具、 化 粒 品、 食糧、 

洋酒と か。 そして それ を 不斷に 兄の 家へ も頒 けた。 それから I 一人で ァ ルプ ス へ も 登った し、 温泉 

へ も 行って 見た。 そして 到る ところで、 彼と 寫眞を 撮った。 彼 はこ こで 讀書 をす るつ もりで、 妻 

に も さ ラー K ふ厕に 言 つてお くので あつたが、 ここん 夏の あ ひだ は 何とた く 落着が なかった。 來れ 

ばき つと 一 一人で 出歩く ことにな つてし まつ た。 

すろう ち 山國の 秋が 昔づれ た。 山が 時雨らん だ やうに！. ほ餺な 色に 封され て、 高原に は 荒い 風が 

吹いた。 試 驗の期 H が 目 睫の あ ひだに 迫って 來 たけれ ど、 彼 は 乾燥な 條文 などに は 3^ の 親しみ も 

感じなかった が、 朿 京へ 歸 つて 事務所へ 顏を 出したり、 友人に 逢ったり すると、 さすがに 刺戟 を 

感じて、 無駄に すごした 此の 一 と 夏の i= ぃ戀の 夢の 跡が、 振 返られた。 誰も 彼 もが 進歩して ゐろ 

やうに 思へ た。 試驗 のこと は 別と して、 一般の 生活から 言っても、 何となく 獨り取 % された， 0- う 

な 淡い 悲哀 を 感ずろ のであった。 それ かと 言って、 彼 は 重に 田舍で 過され た 一と 夏 を、 決して 無 

意味 だと は 思はなかった。 誰もが 愤 憬の對 象と して、 何時 何處 でも 生活の 主題に なって ゐろ戀 愛 


の經驗 をす ろなら、 今の うちだと 云ふ氣 もして ゐ 亡。 試驗 はたと ひ 一 一 ー尔 おくれても、 ^した 利 

害はなかった。 撵會も 年に一度 はいつ でも 來る のであった。 それ を 逃して しまった ところで、 腕 

ふ i で 物質的に 生活 を豐 富に しょうと E たば、 今の 調子で ま g がまなかった C 

たま うち 

けれど 偶に 家 でみ ろと、 彼は氣 分が ー菌 になった。 健康の すぐれない SS は、 

いつも 彼の 靴 昔 を 待って ゐ たやう に、 奥から 飛 出して 来て、 彼を迎 へた。 近所に 遊んで ゐた子 ま、 

は、 彼の， 見る と 「や あ、， お父さんが 歸 つて 來 た。」 と 叫んで、 いきな £ けつけ て、 I 手 

に！！ つた。 

りで  さ V； 

花房 は 自然に 頭が 下った。 

「お父さん 何處へ 行って ゐたの o」 

「まあ 可い よ。」 花房 はさう 云って、 そ G 手 を そっと loi いて 靴 をぬ いで はった。 

家 は 寂し さう であった。 

「ず ゐ ぶん 寂しが るんで すよ。 夜なん ぞ 時時 目 言まして、 お父さん はま だ歸ら ないかって 訊く 

んで すの。」 春 枝 は 子供に 假 托して、 留守の 待 遠し いこと を訴 へろ のであった。 

「まあ 可い よ。 五 曰 や 十 rnf あけた？  g でもな いぢ やない か。 僕 I 國 へさへ 行.：" う 4 つ 

接 S 放银 
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た ことがあろ ぢ やな いか。」 

「さ、 つなれば 又た それで 諦めます けれど。」 

「まあ i い 加 减に引 揚げて おようよ。 あっち も 大分 凉 しくな つて 來た。 ^京 はま だな かな 力. *、 

ね。」 花房 はさう 言って、 上着 をぬ いで 緣 側で 埃 を拂 つたり した。 

春 枝 は 冬 仕度の 針仕事 を片 着けて、 ガスで 湯 を 沸したり しながら、 「御飯 は。」 とき レた 

彼 は 夜汽車で 來 たのであった。 

「飯 はいい。 それに 直ぐ これから 事務所へ 顏を 出さなければ ならん から。」 

「さ う です か。 そ れ で も 今年 はもう 是で W 舍へ 行って ゐろ もないで せう，」 

「さう ね。 今年 は 試 驗をー ^ ようか！： うしょう か、 考 へて ゐ ろんだ。 免狀を 取って 却って 飯の 食へ 

ない 連中 も あろし ね。」 

「でも 折角 願書 を 出して、 そのために ffl 舍へ 行って ゐ たん ぢ やありません か。」 舂枝 はお 茶 を L 

れ ながら 不思議 さう に 彼 を 見た。 

「それ もさう だけれ ど、 今年 は 春以來 ずっと 儲け 仕事に 忙しくて、 少し 落着いて 本 を讀ん だの は 

夏の 一 と 月 か 二た 月 だもの。 十分 調べの つかない ところ も あるし、 確信がない からね。」 


春 枝 は 良人 を 信じ 切って みた。 實際 また 書物に 親しむ 時日の 少 かった こと も 判って みた。 そし 

て つ ぃ此： S 長年 出入の 米屋から、 ち よ つ と 警告め いた、 J と を 言 はれた， J とな ど は、 まろ で 念頭に 

もお かなかった。 

しかし 其の 晚 ふと 春 枝 は それ を 思 ひだして、 良人へ 氣. I 拙く たせない やうに と、 穩 かに 話す の 

であった。 

花房 は 事務所の 歸 りに、 寫 眞のフ ヰルム なぞ を 澤山買 ひこんで 來た。 出ろ とき も昨ョ あたり 田 

<$! で とったら しい もの を、 現像し に 寫眞屋 へ もって 行ったら しか つ た。 

で、 春 枝 は 子供 を i してから 話し だした。 

-, ち 

「家の 米屋が 變な こと を 言 つたんで すよ。」  . 

「へえ。 どんな 事 を。」 花房 は 微かに 不安の 色 を 目に 浮べた。 

しゃ -ひ ぢき 

「貴方が いつ 來て も此 頃お 留守です が、 何うな すった かと 訊く ものです から、 ああ 云 ふ 正直な 好 

い 御 亭主です から 私 は 有の まま を 話したん です の、 さう します と それ は大變 結構な お 話で、 御 

成功 をお 祈りし ますと 言 ひま じて ね。」 

實を言 ふと 花房 はこの 米屋の ために、 ちょっとした 事件 を片 着けて やった ことがあった。 そし 
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それ  て あそ  し W 

て 其から 懇意に なった のであった。 長い あ ひだ 辯 護 土の 手に 弄 ばれて、 金ば かり 擦られて ゐた借 

家 問題が、 花房の 手に よって、 ゎづか 二： n か 三 n の交涉 で、 綺 魔に 片着 いたのであった。 亭主 は 

あたま 

花房の 頭腦の 好い のに 感心して るた。 

花房 は 苦笑して ゐた。 

「すろ と あの 米屋さん がね、 それ は大變 結構な お 話です が、 私 も 御 恩に なった から 巾し あげろ の 

です。 どうか 惡く思 はないで 聞いて くれと 言 ふので、 ついこの 夏の 初め、 廣 小路で 費 方が 女と 一 

緒に 歩いて ゐろ ところ を 見たん です つて。」 

「ふむ。」 花房 は 少し 紅くな つた。 

「それで 私 はさう 云 ふこと は 巾し あげたく はない けれど、 ^遠 ひと 狂人 は どこに も あろ ものです 

から、 いくら 旦那が お 堅くて、 御 家庭が 圓滿 でも、 また 何う いふ はづ みで、 何ん な 女に!? かかつ 

ておし まひな さらない とも 限らない。 どう 御容 子が |i 通ぢ やない と 睨んだ のです が 、おかお S 

ひあたり になろ 事が あり 土 6 せんかと、 眞 面目に 言 ふんです の。」 

「はてな。」 花房 はと ぼけた 表情 をした。 

r てれで 私 は 宅に 跟 つて、 まさか そんな 事 は あるまい と 思 ひます が、 どんな 女で せう ときいて 5^ 


たんです^- 

「そしたら。」 

「女學 生 あがり G;、  二十 二三の、 小柄な 女 だと 言 ひました がね。 それ は i^"^ めでせ うけ， e ど、 決 

V  ひん 

して 好レ 女-ちゃ ないし、 お 品も惡 いから、 どこか あの 邊の カフェに でも ゐろ 女ぢ やない かと、 さ 

、つ 思って 見て ゐた G ださう です がね、 そんな 事が ございました？」 

花房 は 漸と思 ひだした やうに、 わざと 坐り 直して、 

「ああ、 それなら 常 盤 商會の 交換手 だら う。 いっか 電車の なかで 歸 りに 一緒にな つた ことがあ 

ろ。 松 坂屋の 前で おりて、 何 かお ごれ とい ふから、 廣 小路で おしろ こみ」 食って 別れたん た。 その 

-ゥ ち  よん 

女 は！ w 暮 里に 家が あろ さう でね。 あんな もの 何でもな いぢ ，0, な 、- か。」 

, それ 

『 ちゃ 其で せう。 米屋さん がさう 思つ たんで せう。 - 

「あいつ 妬い たんだら う。，， 一花 房 は わ ざ と 出韓 を 言 つ た 。 

「まさか C もう &ぃ 年です もの。」 

「だ 力 可笑しい ぞ。 己が いつも r 谓守 だと 思って、 I： か 芝居 をしょう と 言 ふん ぢ やない か。 よくず 

ろ 奴 だ。」 

&  0  a  S 
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なに 

「何 をです。」  . 

「いや、 お前 さへ 確かなら いいが ね。」 

「ばかばかしい、 何 を 言って ろんで す。」 春 枝 は 笑った。 

花房 は 何だか 薄氣 味が 惡 かった。 

十三 

十月の 半ばす ぎに、 花房 はまた 彌榮子 を 東京へ 連れ だした。 もう 田舍へ 行く ロ實も なくなった 

し 山國の 風の 荒さに も 恐れ を 成した。 のみならず その 町の 裁判所で 撿事 をして ゐろ 男の 一 人に、 

以前の 同窓生の ある ことが 判ったり して、 何だか 足が つきさう でなら なかった。 彌榮子 も 兄 達へ 

の虚榮 に、 花房 をえ らく 見せよう とすろ 結果、 何 かにつ けて 生活の 赘澤 になる の は 可い としても、 

この 秋 免狀を 取り さへ すれば- i それ も 旣定の 事實で ！- 早速 表立った 結婚式 を 擧げる やうに 吹 

ちゃう  なん  -P ち 

聽 して ゐ るので 花房 は それ も 何だか 櫟 つたかった。 で、 その 家は來 年の 夏まで そっとして おく 

ことにして、 そろそろ 朿 京へ 移ろ 準備 をした のであった。 常 盤 商會の 方で は、 服 部 道 子 ももう 居 

なくなって、 よく 聽 いてみ ろと、 事務員との あ ひだ^ 醜行が 暴露され たので 扉め られ てし まった 


つま  おひ そ ど 

との 事であった。 勿論 彌榮 子も單 調な 田舍の 生活が、 案外 詰らない のに 氣が ついて ゐた。 生育つ 

たと ころな ので、 何ん なに か 好い ところの やうに 思って ゐ たのであった が、 一と 夏もゐ ろと もう 

其 處らが 見え透く やうに 思へ て來 た。 

うち  のりこ  まち 

大 森で 花房が 契約した 家へ. 彌榮 子が 乘 込んで 來た 頃に は、 東京の 街に ももう 秋風が 立って ゐ 

う ち 

た。 母と 弟は殘 して 来たが、 その代りに 親類に 少し 困ろ 家が あって、 その 娘 を 女中と して 世話し 

て くれと 言 ふ ので、 それ 一な 連れて 來て 面倒 を 見ろ ことにした ので、 彌榮子 は 一 暦 都合が よかった。 

手まめな 花房 は、 そこで も 障子 張 をしたり、 釘 を 打ったり、 棚 を 釣ったり して、 二日 も來て 働い 

ザん  うしろ  -っ ち 

て くれた。 ちゃう ど f 刖に： ^つたことの あろ ネ テルの 後に、 その 家が あった， - 花房の 知って ゐる或 

ろ 西洋人の 妾の 居た 家で、 隱れ 家に はお 跳 ひ 向きの 場所であった。 

あばら や 

彌榮子 は 前に 動 坂の 廢屋 で、 貧しい 暮し をしながら、 每 H 常 盤 商會へ 通って、 あの 牢屋の やう 

た 交換 室で 仕事 をして ゐた 時分の 事 を考へ ると、 まろで 夢の やうであった。 あの 時分 はま だほん 

とうに 東京に 暮らして ゐろ やうな 氣 がしなかった。 どこへ 行っても 肩身が 狹 くて、 自分の 身す ぼ 

らし さが 際立つ だけであった。 道 子 や 鈴 江にまで 輕 蔑され がちであった C 何 かにつ けて 出 舍が矢 

張戀し かった。 しかし 今 はさ う で はなかった。 束 京 の& いこと が本當 にわかった や う に 思 へ た。 
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この 反感み」 もって ゐ た都會 生活の 深さと 廣 さと 複雜 さが、 この 夏の 田園 生活で、 初めて 解って 來 

たやう であった。 それに 田舍の 同棲 生活 や、 登山 や 温泉め ぐり や 何 かで、 お 互の 氣質ゃ 性格に も 

深い 理解が できて、 11 しみが 加 はって ゐた。 そ S 色色の 場 ま 回想して みると、 S の 愛着 

の 加 はって 來た 二と は あれなかった。 たと へば 彼の 妻の 春 枝の 身の上 や、 結婚 生活の ことにつ 

、てま i ゲては 語らなかった けれど、 長い あ ひだに 彌榮子 は その 細目 を 部分 部分で 知ろ ことが 出 

來た。 たと へば 山の 深い 隣村へ 春 枝 を 初めて 見に 行った ときの 印象、 歸り がお そくな つて 其の 晚 

は そこに 一泊した こと、 舂 枝の 荷物が 馬で Si いた こと、 東京へ つれて 來 てから、 貧しい 生活が 二 

んャも 三年 も つづいて、 その 間に 一度 流産した ときの 困った 事な どで、 その 話の 様子で は 二人；；；；； - 

W 舍 は相當 によかった けれど、 束 京で はず ゐ ぶん 苦しんだ 事が、 彌榮 子に も 解った し 春 枝の 温順 

し 、 人 も、 ほぼ 想 できろ やうで あ つた。 

一 それ ぢ やお 方が 刖れ ようたつて、 田 舍へ對 しても そんな 藩 情な 眞似は 出来ない 譯 ね。 それに 可 

愛い 坊ちゃんまで あって 見れば：：。」 

一 まあね。」 

「きっと^ てみ せる なんて、 贵 方が 一 人で さう 思って みたところで、 親御さん が 御 承知な さら 


なけ あ 仕方がないで せう。」  . 

「それ は 己の 勝手 さ。 あいつの 身の 立つ やうに してやり さへ すれば、 金の 一 萬 K もやれば 解決の 

つく 事 だ。 今 は その 金がないから 駄目 だけれ ど、 持 株 全部 やれば、 大抵 追 着 くだらう。」 

「それにしても 面倒ね。」 

「それ は 七 年 も 一 緒に ゐ たんだ もの、 藝者ゃ 何かと 手を切る やうな 譯に 行かない。」 

「だから 私つ まらない。」 

「君の 方 は 金で よければ、 い つ でも 別れて やる よ。」 

「そんな 株たん か 貰っても 仕樣がない わ。 田舍の 方で も 私 を 信じき つて ゐ ろんで す もの。 いけな 

いとなれば、 一お の 死活問題 だ わ。 輿さん. G 方 は お子さんが あるから 氣强 いけ わ ど、 私に は それ も 

無 いんです からね。」 

「そんなに 心配す る な よ。 少しば かり ごた つくも G と 思って るれば、 譯 はない さ。」 

頃 花房の 近所の 下宿へ 来て、 やはり 試驗の 準備 をして ゐる 男が あった。 今年で 二度 QI で、 

結 * は まだ わからなかった けれど、 事に よろ と 好い かも 知れない のであった。 國が 貧乏な の で 、 

何かと 花房の 世話になりが ちであった。 花房 は 自分より も Mi. く 彼に 資格 を 取ら せたいと 思った C 
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Is 六 

舂枝も それ を 念じて ゐた。 

おれ  5 ち 

「下宿の 食べ もの はま づ いから、 己が ゐ ないでも 家で 食べさせて やって く れ。」 花房 はこの 夏 中 

も、 彌榮 子のと ころへ 行く 場合に はいつ でも、 それ を 言 ふこと を 忘れなかった C 

花房 は どこかから、 歸 つてく ろと、 きっと 其の 下宿へ 聲を かけた が、 彼 は そこに ゐ なけれ ぱ大 

抵 花房の 留守宅へ 來てゐ た。 或ろ とき は緣 側で 夕刊 なぞ 見て ゐろ こと も あり、 或 時 は 子供 を 相手 

に 食卓のう へ で、 蓄音機 を かけて ゐろ こと もあった。 何う かすろ と 彼 はまた 長火鉢の 傍に 坐り こ 

んで、 春 枝と 話 をしたり して ゐる こと もあった。 彼 は 下宿 を It 所に して、 この頃 絶えず 留守宅へ 

いり "ひ だ 

入 浸って ゐ ろので あった。 

花房 は 外から 歸 つて 来て、 茶の間に 彼の 姿 を 見つけろ と、 却って 安心した やうな 氣 がした。 彼 

め ざ は 

が 居ない と 寧ろ 寂しい くら ゐ であった。 しかし 時と すると、 ちょっと 目障りに なるやうな 感じの 

や  あたま  うか 

する の も 止む を 得なかった。 處で この頃の 花房の 頭腦に は、 妙に 暗い 影が 浮んで 來た。 

「あんな 事 をして ゐ ろうち に 何う かなり はしない か。」 彼 はふと 空想して 見た。 

勿論 その 想 は、 彼に 取って は享樂 的な もので、 それ を實 現させて 見たい やうな 氣 もす ろので 

あつ 5i。 彼 は 春 枝 を 信じき つて ゐ たけれ ど、 しかし 女の いこと も 知って ゐた C 彼 は 不安 を 感じ 


ながら も、 運命が そこまで 二人 を 引 指って 行く こと を、 むしろ 望み いやうな 氣 がする ので あつ 

た C 

彼 は彌榮 子と 妻の 話 を するとき、 時 t. その 思想が 強く 問いて くるの を 感じた。 

しかし 不思議な ことに は試驗 がすんで からの 彼 は、 ふいと 其 下宿 を引拂 つて、 それき り 花房の 

家へ は 顔出し をし なかった。 

「山路 は 何う したら う。」 彼 は 一 度 妻 を 詰ろ やうに 訊いて みた。 

春 枝の 表情に は、 ^に變 つたこと もなかった。 

「さあ 何うな すった でせ う。 私も贵 方に 伺ったら 知れろ かと 思って ゐ ました。」 

- 己が 知ろ もの か。 お前の 方が 知って る i-in だ。」 

とョ 

「いいえ。」 春 枝は怳 けた やう に 答へ た。 

花房 も そのうへ 追及し なかった が、 何とな し腑 にお, r なかった。 

十四 

,3 ち； 

彌榮 子の 兄が、 東京 見物 旁た 彌榮 子の 生活 振 を 見に 来たの は、 十 一 月の 初めであった。 彼 は 花 
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房に ちょっと 相談したい 事件が 親類に あって、 その 用件 も帶 びて ゐた。 それ は相續 1^ ひの こと 

で、 彌榮 子た ちが 田 舍にゐ ろ 時から も、 その 話 は 耳に して ゐた。 

それに 對 すろ 花房の 答 は 解り 易くて、 明瞭であった。 兄 は 法律 的 知ロ識 にかけ て は 花房に 十分 信 

頼して いいと、 信じて ゐた。 

、兄 達 は 花房に 赛 子の あろ ことみ」、 全く 知らなかった。 そして今度も彌榮子の籍を2^く入れても 

ら ひたい 希望 を、 それとなく 述べろ のであった。 二人が W 舍 を引拂 つた あとで も、 評判 は 先づ好 

い 方であった C みんな 彌榮 子が &ぃ 運に 有りつ いた こと を悅 んでゐ るら しいので あった- 今度の 

兄の 上京に よって、 その 雰 阗ハ， 艰 がー 曆 花房の 氣持を 締めつ けた。 彼 は 到頭 運命の 預 上へ 追 ひつめ 

らて來 たこと を 感じた。 

こっち  ど 

「いや、 此方 も その 接り にして ゐ ろので、 寧ろ i;,!: さん 方の 意 IT か 何う あらう かと、 それ を 心配し 

てゐ たのです。」 花房 は 逆襲 的に 言 ふので あった。 

「それでしたら 親類で は 皆な もう 大贊 成な のでして、 少しも 御 心配 はい， 0 ませんで すよ。 牧權で 

も すんだら、 是非 どうか K 舍 でも 披露 をしたい もので。」 

「さう です か、 それなら 願ったり叶ったりで すよ C 今ネは 忙しくて、 ゆ "に 夏 は あんな 具. 4n で、 本 


を 讀ん でる 間が なかった から、 試験 はちよ つと 自重した やうた 譯で、 二  -  實^ さんの 氣受が 何 う 

かと 思 ひまして：：。」  -., 

それ 

「成程。 しかし 其に かか はらず •：•。」 - 

一 尤も 免狀 はいつ でも 取れ ろんで す。 何う せ お くれ 序 だから、 米國へ 行って 取つ た ら ど う かと 言 

ふ 勸吿も あるんで、 無論 さう なれば、 日本なん かに はゐ ない 横り です が。」 

兄 は 變な顔 をして ゐた。 

勿論 花房に、 萬更 その 氣持 のない ことはなかった。 泡よ くば 彌榮子 を つれて H 本 を 逃れよう か 

それ  i つび 

と 思って 見たり した。 しかし. 其 も 少し 突飛す ぎろ やうな 感じ もした。  一 

兄 は ゆっくり 遊んで 行く ことにして、 毎日 酒の 御馳走に なって ゐた。 小作爭 議の話 や、 例の 相 

續爭 ひの 問題 やが、 いつも 二人 G あ ひだに 交された が、 結婚 披露の 相談 も 話題の 一 つであった。 

花房 は そ CS 間に も舂 枝との あ ひだに、 離 緣話を 持 あげろ 場合の こと を、 時時 想像して みたが、 

どうしても その 氣 分が 緊張して こなかった。 おとなし いに は 順し いし、 いつ 不平 を 言った こと 

もなければ、 良人に 言葉 を 返した こと もない 貞淑な 彼女であった。 それに 人辆 から 言 つたと ころ 

あしもと  おつ  はしゃ  おとな 

で、 彌榮子 は 足下へ も 追つ かなかった。 ただ 彌祭子 ほど 燥がない だけであった。 それに 大人ぶ つ 
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てみ ろので、 何う かすろ と、 上の やうに 見られろ のが 損であった。 

或晚 花房 は 少し 酒氣 を帶ん で、 春 枝のと ころへ 歸 つて 行った。 春 枝 は 頭が 重かった ので 早く か 

と こ 

ら床 について ゐた。 この "顷 生計 费 にと 言って、 花房が 渡して くれろ 金が 制限され て、 暮し は餘り 

豊かでなかった。 良人が 試驗 をはづ してし まった こと も、 口に は 言へ ない 彼女の 惱 みであった。 

彼の 腕 は 信じて ゐ たけれ ど、 m 舍の 人た ちに 済まない やうな 氣 がした。 一 半 はき 分の 責任 だと も 

思へ ろので、 尙更 心苦しかった。 

舂枝は 此-顷 になって、 時時 米屋の 言った こと を 思 ひ 出して 見ろ ことがあった。 折角 ああ やって 

たしか  み  >- は 

警告して くれろ ほどた から、 餘程 確な ところ を 見 i.^ めた の だら うと も m 心 はれた が、 しかし 信ずる 

氣 にも なれなかった。 

5 ち あ  し-..」 

それよりも 良人に 打明けて いい か惡 いかと、 述 りに E 心 ひ惱ん でゐろ 事が 一 つあった。 言へば い 

つで も 言へ ろ ことなので、 機會 のく ろまで 口外すまい と W 心って、 默 つて ゐろ のであった。 だが、 

それが 好い か 何う か は、 制 斷 はっかなかった。 それ は 今 は 近所の 下宿に もゐ なくなった 山路の こ 

とで あ つた。 

しき  いり • ひた 

山路 はこつ ちが 同情して、 親切 を盡 して ゐろぁ ひだ、 あの 頃 連り に 入 浸って 來た。 舂枝は 彼の 


目が、 熱心に 自分 を 凝視め てゐろ ことに、 時時 氣づ いた。 良人と 法律の 話 をして ゐろ ときで も、 

山路の さう した H: と、 時時 出會 つた。 春 枝 は 初め 別に 何の 氣 なしに、 その 目 を 見て みたが、 それが 

段段 異様な 輝き を もって、 追 詰めて 來ろ やうに 感じられて 仕方がなかった。 春 枝 は 不安 を 感じた。 

「どうして あの人 は、 あんなに 私 を 見 ろんだら う。」 春 枝 は 時時 pi3 つた。 

しかし や つばり 山路 を 信じて ゐた。 

すろ と 或 日、 時なら ぬと きに、 山路が 勉強に 疲れた やうな 風で、 ふらりと ^ つて 來た。 

春 枝 は その 時 電燈の 下で、 針仕事 をし てゐ た。 子供 は 奥の間に 寢てゐ た。 八月の 末で あつ- M 

が、 凉 しい 晚で、 緣 曰で 賈 つて 來た蟲 が、 t 端に 啼 いてる た。 

- まだ 起きて ゐ たんです か。」 山路 は 茶の間へ 上って 來て、 じっと 彼女 を 見て ゐた。 

「え、 まだ そんなに 遲く はないで せう。」 舂枝 は、 腹が立つ とい ふ ほど 強い 反感 は 起きなかった 

けれど 山路が 今頃 入って 來 たこと は、 餘り 感じが くなかった。 

「 もう 九 時です よ。」 

- まさか 今から 寢られ やしませんで せう。」 春 枝 はいくら か 不機嫌に 言つ ヒ。 

「しかし 貴女 は 感心です ね。 花房 君が ああ やって 外ば かり 歩いて ろのに、 いつも 子供さん を 相手 


E 1 二 

-, ち  > 

に 家にば かり ゐて： ： 」 

「それ あ 仕方が ないで せ う。 k を あける 譯に 行き ま せ ん から。」 

「今に 貴女の 辛抱 は酬 はれます よ。」  1 と 

「さあ、 ど 何う です かね。 z$ も はづ してし まひました からね。 切め て 貴方で もお 取りに なって 下 

さらなければ：：。」  ど 

「さう です。 僕 も 貴女の 親切に 對 しても ノど 何う かして パスした いと 思って ゐ るんで すが、 何う で 

すかね。」  . 

「そのく らゐ 御勉强 なされば、 大概い いでせ う。」 

「勉； もし てゐ ますが ね、 こいつ は 運 もあります からね。」 

「それ あさう でせ うね。」 

「それに 僕 は!： う も 駄目です よ。」 山路 はさう 言って、 少し 苛苛して 來 たやう に 

あたま 

「この頃 僕の 頭 腦は變 です よ。」  ， 

「何う 變 なんです 力。」 

「祌 經衰； 一とい ふんです かね。」 


「それ あ 可け ません ね。 誰でも 詰めて やれば、 いくらか 變 になる でせ うね。」 そして 春 枝 はちよ 

いと 針 をお いて、 

「お茶で も いれ ませう か。」  . 

「どうも 濟 みません。」 

お茶 を いれる 間 も、 山路の 目 は 春 枝 を 離れなかった。 凉 しい 風が 簾 を 動かして、 蟲が逑 りに 啼 

いて ゐた。 春 枝 は 田 舍の秋 を 思 ひ したりして ゐ たが、 何とな し 壓迫を 感じた。 

「奥さん。」 不意に 山路が 少し 調子 は づれに 呼びかけた。 

春 枝 は 「は。」 と 言って 彼 を 見た。 

「僕 今まで 我慢して ゐま したが、 どうも 仕切れ なくなって しま ひました。 八 r 夜 こそ 吿. tC します が、 

許して くれます か。」  - 

春 枝は惡 寒の やうな 顫を 感じた。 

「何み-で すか。」 

「僕 は 是非 貴女に きいて 戴きたい ことがあ るんで すが：：。」 

春 枝 は 腹が立った。 


「&^ か 知りません が、 t かお 話が あろなら、 花房の ゐろ 時に して 下さい。」 

山路の 額 は 妙な 苦笑で-歪んだ。 

「思 ひち が ひ をな すって は 可け ません わ。 貴方 も 資格 を 取れば 立派な 一 人前の 方ぢ やありません 

か。」 春 枝 はたしな めた。 

結局 狼狠 した 山路 は„ まって 引退ろ より 外なかった。 そして その 翌 H から ふつつ り.^ を 見せ 

なくなって しまったので あった。  、 

十五 

或晚 花房 は そそく そと i へ歸 つてく ろと、 何 か 不機嫌な 顔 をして ゐた。 そして 籤から 棒に 離鎵 

話 を 持 出した。 

おちつ 

春 枝 は寢耳 に 水であった。 しかし 彼女 は 落着いて ゐた。 

「どうしてです。」 

「理由 を 聞く 必要 はない。 己の 都合 だ。 その 方が お前に も 結局 幸福 だと 思 ふ。」 

春 枝 はちつ とも 氣 持が 迫って こなかった。 


「それ は 理由の あろ ことで したら、 それや 伺った 上で、 出て 行き もします けれど、 それにしても 

餘り 突然 ぢ やありません か。」 

「何でもい いんだよ C 出て 行き さへ すれば。」 

「そんな 子供の やうな こと を 仰 やった つて、 それ は駄 31 です。 それで は 人に もお；；. S もで きません。」 

おれ  と て 

「つまり 己の 財政に 破綻が 來 たんだ。 この 先迪も 家庭 を 維持して いくこと がで きない。 だから こ 

の 際身輕 になって、 米國へ 行かう と 思って、 旣にそ G 手績 をし たんだ。 無論 子供の 養育費く らゐ 

のこと は、 送る ことにし ようが、 お前の ために は自. E 行動 を 取って もらった 方が 可く はない かと 

思 ふので。」 花房 はさう 言って、 折飽 のなかから 離 緣狀を 取 出して、 そこへ 差 出した。 

春 枝は淚 ぐんだ 目で 笑って ゐた。 

「そ ん な 理窟 は な い で せ う。 貴方 も 不斷好 い 頭 腦 ふ- も ち な が ら、 何う して そん な 事が 平氣で 言 へ 

ろんで せう。 私に は 受取れ ません。 貧乏なら これまで 散散して ゐ ます。 若しお 金が なくなった の 

きづか ひ  お 

が理. E なら、 今まで 一緒に ゐられ ろ氣遣 はな いぢゃありません か。 まさか あれ 以上に 墜 ちろ こと 

はないで せう と 思 ひます けれど、 よしんば il" ちた ところで、 今更 そんな 莫迴な こと はでき ません 


「けれど 己 も 試驗を 受けろ §-モ み も なくなつ たし、 世 5? は不景 (姒 になって くろし、 どぅ考 へても 此ー 

の 先き 遣って 行く 見込がない。」  一 

「だって 可笑しいで すね。 そんな 理由 は 世間へ 通りません わ。 誰に でもき いて 戴き 表せう。」 ： 

「この 事 は 己と お前の あ ひだで 決定すべき 事 だ。」  一 

「それ ぢゃ 矢張り 貴方 は 外に 女が あろんで せう。 米屋さん の 言 ふこと は、 矢 張眞實 だつ たんです 一 

ね。」 舂枝 はや や 興 蕾の 色 を まポ びた。  ， 

「何に、 女が あろって、 莫迦 言つ ちゃ 困る。 さう 一一 =11 ふお 前 だって 何 をして ゐ ろか 知れた もの ぢゃー 

ない。」 花房 は 遣り かへ した。 

つ" i た 

春 枝 はちよ つと 突當 つた やうに 感じた。 

「山路さん から 何 かお 聞きに なって？」  一 

おれ 4 

「山路から？ やっぱり さう だった のか。 已は疾 うから 感づいて ゐ たんだ。 それが 立派な 離 緣の、 

理. E ぢ やない か。」 

「笑談 おっしゃつ ちゃ 困ります わ。 私 はお 話しし ようと、 いつも 口まで 出か かってく るんで すが、 

山路さん も是 から 世の なかへ m ようとい ふ 方です し、 貴方の 古い 御友 人で もお ありに なろ のです 一 


から、 そんな 事 をお 話して あの方に 恥 を かかせろ でもない と 思った ものです から、 今まで はお 話 

しな かったんです。」 

「ぢゃ 山路が k かお 前にし かけた のかね。」 花房 はつひに 輿 味 を 感じた。 

はやのみこみ へん  と 

「それほど でもな いんです けれど、 私の 同情 を、 早 呑 込に 變 にお 取ん なすつ たんで せう ね。」 

「いつの 事 だ。」 

「八月の 二十 1 1 一日 頃の 事です の。 貴方が あっち へ お立ちに なつてから 三日 目 あたりの^ でした 

あな ヒ  おつし  よ  , 

でせ うね。 貴方が 留守 をズ たよろ しくなん て、 仰 やらな け あ 可 かったんです けれど， あれ 力ら 一 

層 足が 近くな つてし まったんです わ。」 

「何とい ふんだ。」 

とて 

「迎 もお 話に なりません よ 0」 春 枝 はさう 言って、 すっかり _ ^した。 

「でも あの方 も 一 心に 勉强 なすって ゐて、 頭が k になって ゐ たでせ うからね。 私 あの 時 は 腹が立 

ちました けれど、 今にな つて みれば、 お 氣の毒 だと 思 ひます わ OJ 

「けどお 前の 態度 も惡 いぢ やない か。 山路 を そこまで 釣 寄せる のが：：。」 

，ひつく り  み つ 

「私が？」 春 枝 は 吃驚した やうに 言って、 彼 を 凝視め た。 


「私 i 少し も^らな いんです。 た-た ああ やって 勉強して ゐ らっしゃ ろので、 お 栽の 毒 だと 思って 

：: それ はおに は i だと 思 ふこと も ありました けれど、 贵 方のお 友達 だと 思へば こそ、 親切す ぎ 

たの. o 惡 いとい はれれば 代 方が ありま せんけ ども、 あの方 もず ゐ ぶん 卑しい 氣持を 起した もの だ 

と E 心 ひます わ。 人の 親切 をす ぐ さう いふ 方へ 解釋 する なんて：：。」 

どっち 

花房 も 笑って いい か、 怒って いいかわから なかった。 孰に しても、 彼 はすつ かり 敗北して しま 

つた。  り ろ 

「若し 貴方が そんな 事で、 私 を 離^す ろなら、 それ こそ、 人に 笑 はれます よ。」 春 枝 は 理路 を 正す 

や、 つに 言った。 

とりあ 

花房 も 頭が あがらなかった。 彼は默 つてし まった。 そして 其^にお いた 離 緣ルを 取上げて、 

ひきさ 

きなり 引裂いて しまった。 

「祌カ やうな 窭。 _ 花房 もさう 思 はずに は みられな 力った。 

「とにかくもう 一 度考 へて 見よう。」 

春 枝 はこん な 事が！： うして 良人の 心から 出たら うと 不思議に 思った。 それ は 何う 考へ て も彼自 

身の 本心. たと は 思へ なかった。 暗い 幕 をへ だてて、 そこに 魔の 手が 家庭の 幸福 を襯 ひっつ ある こ 


感づかずに は ゐ られな かった。 

「しばらく 時の くるの を 待た う o」 舂 枝 はさう 思って、 胸 をお さ 、 ゐた。 
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